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1． 事業の概要 

1.1  流域の概要 

1.1.1 自然環境 

(1) 流域の概要 

高山ダムは国内屈指の大河川である淀川水系の支川木津川上流、伊賀川、名張川の合流点

より名張川筋に沿って約 0.5km 上流の地点に築造されているものである。 

木津川の水源は二派に分れ、一つは高見
た か み

山地の連峰（標高 1,249m）に発する比奈知、青蓮

寺及び宇陀の三川が名張盆地で合流する名張川と、一つは布引
ぬのびき

山地を水源として発する柘植
つ げ

、

服部
はっとり

及び長田
な が た

の三川が上野盆地で合流する伊賀川よりなり、前者は名張より流路を北に約

28km、後者は上野より約 12km西下して夢絃
む げ ん

峡
きょう

においてその流れをあわせ木津川となる。 

 

 

図 1.1.1-1 木津川流域図 

  

高 見 山 地 
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(2) 地形・地質 

ダムサイトは JR関西本線月ヶ瀬口駅から西南に約 2km名張川と伊賀川とが木津川となって

合流する地点から名張川上流に約 0.5km のところに位置している。この地点は京都府相楽
そうらく

郡

南山城
みなみやましろ

村田山
た や ま

に属している。ダムサイトの河床標高は令和元年時点で約 85m、谷幅約 50m で

ダムサイト両岸の山腹斜面は、ほぼ等しく約 40 度の傾斜をなしている。右岸では標高 180m

付近から緩い起伏をもつ平坦な面が東方に拡がっている。平地面には基盤の花崗岩を覆って

第四紀洪積層（固結の進んだいわゆる山砂利層）が分布している。左岸では標高 200m前後か

ら緩傾斜になるが右岸ほど著しい平坦面の形成はみられない。河床には河床堆積物が分布し

ている。河床堆積物は砂礫よりなり、ボーリング調査結果によるとその層厚は最大 6.5m、平

均 2m～3m である。場所によっては層厚がかなり変化する。砂礫層の礫は直径 20cm～50cm 程

度のものが多いが中には直径数 m のものも散在している。礫種は花崗岩が圧倒的に多く他に

直径 10cm程度のチャートを含む。斜面や斜面の裾にはところどころ基盤岩を覆って岩屑堆積

層が分布しているがその分布層厚とも小さい。堆積物は砂および角礫（直径 10cm～20cm）よ

りなっている。 

地質的にみれば中央構造線の北方、つまり西南日本内帯に属し、いわゆる領家地帯に属す

る。領家帯は領家複合岩体から成り、以前は、地質時代は先カンブリアと考えられていたが、

現在は秩父系の中へ花崗岩の岩漿
がんしょう

が地下深部において大規模に迸入し、種々の混成現象を起

して生じたいろいろな変成岩類と花崗岩類より成っていることが判明してきている（日本地

方地質誌「近畿地方」）。この一帯はすべて花崗岩帯でダムサイト周辺は細、中粒黒母花崗岩

より成り、片理がほとんどなく、領家花崗岩の特色である片理が発達した片状花崗岩および

花崗片岩とは趣を異にしている。また方状節理の発達が顕著であり、全般的にやや風化をう

けている。特に表面は酸化されて褐色化しているが付近では石材を採掘しており、その度合

は推測できる。一般に花崗岩は、局部的に風化の程度が極端に変化し、上部と下部では著し

く相違していることが珍しくない。その分にもれずこのダムサイト部でも河床部と斜面部と

では相当の違いがある。特に河床部は良好な岩質である。右岸（西面）は開口のクラックが

多く、左岸側（東面）はクラック部が粘土化しているものが多い。 

出典：高山ダム工事誌を一部修正 
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※1：谷底平野、山間盆地、河川・海岸平野堆積岩類 

※2：汽水成層ないし海成・非海成混合層堆積岩類 

図 1.1.1-2 高山ダム流域の地質図 

出典：｢シームレス地質図データベース｣産業技術総合研究所地質調査総合センター 

凡  例 

    堆積岩類※1 

   堆積岩類※2 

   低位段丘堆積物 

   珪長質深成岩類 

   苦鉄質深成岩類 

   火砕流堆積物 

   領家変成岩類 

   三波川変成岩類 高山ダム 
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(3) 植生等 

名張川流域は日本の植生体系の上ではヤブツバキクラス域に属し、ヤブツバキ類、シイ類、

シロダモ、アオキなどの常緑広葉樹林の生育域である。しかし、平成 27年度河川水辺の国勢

調査(ダム湖環境基図調査)においては、高山ダム周辺の植生は落葉広葉樹二次林であるコナ

ラ群落が約 24%、スギ・ヒノキ植林が約 24%と流域の森林を構成しており、自然植生はほとん

ど見られない状況は前回調査(平成 22年度)と変わりない。 

その他の植生はいずれも面積割合で 5%を超えるものがなく、森林植生ではアラカシ群落、

シリブカガシ群落、シラカシ群落、アカマツ群落、ヌルデ-アカメガシワ群落が、ヤナギ類で

はタチヤナギ群落、ジャヤナギ-アカメヤナギ群落、低木林ではクズ群落、イタチハギ群落、

ネザサ群落が、草本植生ではツルヨシ群落、オオイヌタデ-オオクサキビ群落、オオオナモミ

群落、オギ群落等の分布が確認されている。 

外来種は特にダム湖岸の水際に沿ってイタチハギ群落、オオイヌタデ-オオクサキビ群落、

オオオナモミ群落、メリケンムグラ群落、メリケンカルカヤ群落、セイタカアワダチソウ群

落、アレチウリ群落、オオブタクサ群落が確認されている。外来種の繁殖力の強さ、乾湿の

変化などの環境変化への強さにより水位変動域に先駆的に侵入してくることが要因として考

えられている。 

重要種として、ダム下流の左右岸に常緑広葉樹林のシリブカガシ群落がある。 
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図 1.1.1-3 高山ダム流域の植生図 
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(4) 気象 

名張川流域は周囲を 700m から 1,000mの山地に囲まれ、伊勢湾から直線距離で約 30km、大

阪湾から直線距離で約 60km の位置で、紀伊半島のつけ根の中央部にあり、海岸まで比較的距

離が短いにもかかわらず、気候型としては東海型と瀬戸内海型の中間型としての内陸性気候

地域に属する。 

高山ダム地点の至近 10 ヵ年（平成 22 年から令和元年）の日平均気温の月最高、月平均、

月最低気温を図 1.1.1-4に示す。 

 

 

図 1.1.1-4 高山ダム地点の日平均気温の月最高、月平均、月最低気温(至近 10ヵ年平均) 

  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月最高気温 至近10ヵ年平均 7.5 10.7 13.9 18.5 22.7 25.9 28.8 29.2 26.5 22.5 16.3 12.4

月平均気温 至近10ヵ年平均 2.9 3.8 7.3 12.3 17.3 20.9 25.3 26.1 21.9 16.2 10.4 5.2

月最低気温 至近10ヵ年平均 -0.9 -0.4 1.3 5.1 11.5 16.2 20.9 22.0 16.5 10.1 4.3 0.8
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木津川流域の気象は大別して東部盆地降雨区と高見山山地の降雨区より構成される。伊賀

川流域にあたる東部盆地地区の年降雨量は、1,200mm から 1,800mm で、全国平均の約 1,800mm

に比べるとやや少なく、琵琶湖や桂川

の流域よりやや少ない地域である。年

間の平均降雨日数は約 120 日であるが、

その多くは台風期の 7月から 9月にか

けて集中し、月平均 200mm から 300mm

になることもある。 

また、名張川の流域は、近畿地方の

ほぼ中央部に位置し内陸性の気候を示

す。流域内にあたる高見山山地地区の

気象は、昼夜の温度差が大きく、年降

雨量は全国平均(1800mm)よりやや少な

い。 

また、その南部は紀伊山地の気象と

似ており、淀川水系の中でも台風期の

雨量は最大であるが、流域年降雨量は

淀川水系中最少である。 

なお、中流部の名張では年降水量は

平均 1,558mm 程度(至近 5 カ年の平均

平)である。昭和 51年から令和元年の

平均年降水量と比較すると、150mm 程

多くなっている。 

 

 

図 1.1.1-6 名張地点の年降水量の推移 

出典：気象庁資料 
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高山ダム地点の平均年降水量の状況を下図に示す。年降水量の至近 10ヵ年(平成 22年から

令和元年)の平均は 1,550mm、至近 5ヵ年(平成 27年から令和元年)の平均は 1,563mmである。 

 

 

図 1.1.1-7 高山ダム地点の年降水量の状況 

 

高山ダム流域平均では、年降水量の至近10ヵ年(平成22年から令和元年)の平均は1,757mm、

至近 5ヵ年(平成 27年から令和元年)の平均は 1,751mm である。 

 

 

図 1.1.1-8 高山ダム流域平均の年降水量の状況 
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高山ダムの流域平均月降水量と平均月総流入量を下図に示す。月間の降水量及び総流入量

は、梅雨期の 7月、台風や前線による降雨が多くなる 9月と 10月に多く、当該月の平均月降

水量は 216mm から 278mm、平均月総流入量は 86百万 m3から 113 百万 m3となっている。なお、

7 月と 10月の平均月降水量は同程度であるが、平均月総流入量は 10月が高い傾向にある。 

 

 

図 1.1.1-9高山ダムの流域平均月雨量と総流入量(至近 10ヵ年平均) 
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1.1.2  社会環境 

(1) 市町村合併等による水源地域市町村の動態 

平成 16 年までは、高山ダムの水源地域は、上野市（三重県）、名張市（三重県）など、12

市町村からなっていたが、市町村合併により、5市 4 村（令和 2年 3月 31日現在）となって

いる。 

下表に市町村合併等の状況を示す。 

 

表 1.1.2-1 高山ダム水源地域の市町村合併の状況 

旧市町村名 新市町村名 備考 

京都府 南山城村 南山城村 R2.3.31現在変更なし 

三重県 

上野市 伊賀市 H16.11.1 上野市を含む6市町村が合併新設 

名張市 名張市 R2.3.31現在変更なし 

美杉村 津市 H18.1.1 美杉村を含む10市町村が合併新設 

奈良県 

月ヶ瀬村 奈良市 H17.4.1 月ヶ瀬村、都祁村、奈良市が合併 

山添村 山添村 R2.3.31現在変更なし 

大宇陀町 

宇陀市 H18.1.1 左記 4町村が合併新設 

菟田野町 

榛原町 

室生村 

曽爾村 曽爾村 R2.3.31現在変更なし 

御杖村 御杖村 R2.3.31現在変更なし 
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(2) 水源地域の人口動態 

高山ダム水源地域市町村の人口推移は以下のとおりである。 

高山ダム流域は 3府県（京都府 1 村、奈良県 2町 3 村、三重県 3 市）にまたがっており、

水源地域市町村人口は、平成 7年まで増加傾向にあったが、平成 12 年度以降は減少傾向とな

っている。 

平成 7年までの人口増加は、昭和 50年代頃から大阪都市圏のベットタウンとして急速に成

長した名張市の影響によるものである。その他の市町村の人口は、減少又は横ばい傾向にあ

る。 

 

表 1.1.2-2 高山ダム水源地域の市町村人口推移 

 

※上記人口は流域人口ではなく流域に含まれる市町村人口の合計である。 

出典: 国勢調査 

 

 
※上記人口・世帯数は流域人口ではなく流域に含まれる市町村人口・世帯数の合計である。 

図 1.1.2-1高山ダム水源地域市町村の人口推移 

出典: 国勢調査 

  

高山ダム水源地域市町村人口※ （単位：人）

府県 市町村名 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27
京都府 南山城村 4,050 3,978 3,570 3,388 3,396 3,701 3,890 4,024 3,784 3,466 3,078 2,652
三重県 旧上野市(伊賀市) 60,725 58,915 57,666 59,716 60,835 60,812 60,242 60,986 61,493 61,121 60,541 57,339

名張市 30,904 30,084 30,862 34,929 44,488 56,474 68,933 79,913 83,291 82,156 80,284 78,795
旧美杉村(津市) 16,043 14,103 12,470 11,408 10,495 9,630 8,835 8,015 7,158 6,392 5,381 4,495

奈良県 旧月ヶ瀬村(奈良市) 2,483 2,355 2,142 2,132 2,110 2,136 2,084 2,015 1,962 1,809 1,607 1,455
山添村 6,807 6,416 5,978 5,885 5,822 5,933 5,773 5,420 4,967 4,595 4,107 3,674
旧大宇陀町(宇陀市) 11,584 11,221 10,930 10,829 10,638 10,541 10,032 9,712 9,104 8,225 7,361 6,983
旧菟田野町(宇陀市) 7,330 6,392 6,344 6,032 5,849 5,683 5,477 5,284 4,914 4,623 4,250 3,733
旧榛原町(宇陀市) 13,093 12,873 12,950 12,846 17,210 18,512 19,358 20,230 19,438 18,549 17,491 16,228
旧室生村(宇陀市) 9,721 8,426 7,739 7,562 7,404 7,138 6,869 6,809 6,306 5,786 5,125 4,488
曽爾村 4,433 3,512 3,189 3,144 3,083 2,975 2,743 2,645 2,472 2,193 1,895 1,549
御杖村 5,533 4,159 3,852 3,593 3,430 3,287 3,035 2,840 2,623 2,366 2,102 1,759
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30

40

50

60

70

80

0

50

100

150

200

250

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

高
山
ダ
ム
水
源
地
域
市
町
村
総
世
帯
数

（
千
世
帯
）

高
山
ダ
ム
水
源
地
域
市
町
村
人
口
（
千
人
）

旧大宇陀町(宇陀市)

旧室生村(宇陀市)

旧菟田野町(宇陀市)

旧榛原町(宇陀市)

御杖村

旧美杉村(津市)

曽爾村

名張市

山添村

旧上野市(伊賀市)

旧月ヶ瀬村(奈良市)

南山城村

流域自治体総世帯数



高山ダム定期報告書（R2）                                                    1 章 事業の概要 

 

 1-12 

(3) 流域内の人口動態 

高山ダム流域市町村の行政区面積及び流域内面積を表 1.1.2-3に、高山ダム流域面積に対

する市町村面積の割合を図 1.1.2-2に示す。 

 

表 1.1.2-3 高山ダム流域市町村の面積及び流域内面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.2-2高山ダム流域市町村の面積割合 
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市町村等名
行政区面積

(km2)

流域内面積

(km2)
面積比

京都府 南山城村 64.21 18.17 0.283

三重県 旧上野市(伊賀市) 195.26 23.87 0.122
名張市 129.76 125.42 0.967
旧美杉村(津市) 206.7 20.4 0.099

奈良県 旧月ヶ瀬村(奈良市) 21.35 18.63 0.873
山添村 66.47 53.36 0.803
旧大宇陀町(宇陀市) 47.44 37.67 0.794
旧菟田野町(宇陀市) 27.78 27.77 1.000
旧榛原町(宇陀市) 64.41 61.57 0.956
旧室生村(宇陀市) 107.99 104.69 0.969
曽爾村 47.84 47.84 1.000
御杖村 79.63 75.61 0.950

合計 1058.84 615.00 －
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高山ダムの流域面積比により算出した高山ダム流域内人口の推移は表 1.1.2-4 及び図 

1.1.2-3のとおりである。 

流域内人口は平成 7 年から平成 17 年にかけて 13 万人を超えていたが、以降減少傾向とな

り、平成 27 年時点で 12万人余りとなっている。流域内では名張市の人口が 6 割以上を占め

ている。 

 

表 1.1.2-4 高山ダム流域内人口の推移 

 

※上記人口はダム流域に含まれる各市町村人口に行政区面積のうち流域内面積が占める割合を乗じて算出した人口の合計である。 

出典: 国勢調査 

 

 
※上記人口はダム流域に含まれる各市町村人口に行政区面積のうち流域内面積が占める割合を乗じて算出した人口の合計である。 

 

図 1.1.2-3高山ダム流域内人口の推移 

出典: 国勢調査 

  

高山ダム流域内人口※

府県 市町村名 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27
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(4) 産業別就業者数 

高山ダム水源地域市町村における産業別就業者数の推移は、表 1.1.2-4及び図 1.1.2-4に

示すとおりである。 

市町村合併により平成 17 年以降のデータが未整備である市町村が多いが、人口の減少に合

わせて、おおむね全産業で就業者数の減少傾向となっている。特に第一次産業の減少は顕著

である。 

産業別就業者数は 5年に 1回の実施となっている。 

 

表 1.1.2-5 水源地域市町村の産業別就業者数の推移 

 
※「-」は、合併などにより旧自治体区分での就業者数が公表されていないことを示す。 

 

  

府県名 市町村名 （人） S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27
京都府 南山城村 第１次産業 1,193 1,143 945 965 855 720 523 386 362 250 188

第２次産業 440 271 256 240 270 363 477 416 374 295 245
第３次産業 553 637 675 673 723 842 1,147 1,125 1,014 924 773

三重県 旧上野市 第１次産業 10,056 8,579 5,890 4,511 3,473 2,602 2,357 1,671 1,768 1,140 1,308
(伊賀市) 第２次産業 8,753 10,135 10,242 10,732 11,583 12,953 13,351 13,111 12,116 10,626 11,002

第３次産業 16,458 13,584 14,476 15,261 15,336 15,246 16,209 16,237 16,454 15,075 14,994
名張市 第１次産業 5,462 4,518 2,976 2,267 1,877 1,482 1,366 1,103 1,114 793 901

第２次産業 3,602 4,777 5,637 7,332 9,857 12,158 13,884 14,112 13,148 12,156 12,101
第３次産業 7,446 7,048 8,178 10,581 13,694 17,616 22,372 24,572 24,829 23,745 23,443

旧美杉村 第１次産業 3,551 2,742 1,866 1,217 1,061 710 643 406 371 155 133
(津市） 第２次産業 1,416 2,002 1,941 2,149 2,071 1,994 1,591 1,315 996 696 553

第３次産業 1,220 1,772 1,916 1,896 1,869 1,867 1,832 1,690 1,532 1,257 1,083
奈良県 旧月ヶ瀬村 第１次産業 916 769 595 516 459 389 351 323 302 244 202

（奈良市） 第２次産業 155 201 180 286 279 303 314 262 214 188 172
第３次産業 249 273 340 383 422 417 422 447 435 378 346

山添村 第１次産業 2,815 2,355 1,885 1,456 1,254 959 752 453 498 419 382
第２次産業 499 559 685 748 811 878 852 760 664 602 513
第３次産業 565 731 780 996 1,112 1,155 1,256 1,204 1,237 1,080 972

宇陀市 第１次産業 (7,935) (7,018) (4,875) (3,793) (3,140) (2,404) (2,137) (1,776) (1,732) (1,086) (1,204)
第２次産業 (4,246) (5,343) (5,130) (5,685) (5,703) (5,903) (5,854) (5,271) (4,248) (3,376) (3,057)
第３次産業 (6,575) (7,409) (7,930) (9,821) (10,226) (10,620) (11,697) (11,231) (11,038) (9,923) (9,230)

旧大宇陀町 第１次産業 2,292 1,970 1,570 1,149 928 682 623 526 540 304 331
(宇陀市) 第２次産業 1,198 1,599 1,505 1,542 1,551 1,603 1,553 1,395 1,070 822 764

第３次産業 1,798 1,998 2,040 2,377 2,351 2,388 2,408 2,272 2,243 2,029 1,834
旧菟田野町 第１次産業 1,183 1,019 720 510 447 390 301 233 232 138 177
(宇陀市) 第２次産業 815 1,115 1,065 1,067 1,046 1,011 925 815 611 536 433

第３次産業 969 1,134 1,240 1,330 1,274 1,224 1,205 1,205 1,259 1,125 1,051
旧榛原町 第１次産業 2,275 2,062 1,200 1,177 956 764 681 671 591 402 449
(宇陀市) 第２次産業 1,468 1,727 1,685 2,173 2,279 2,423 2,500 2,247 1,865 1,507 1,414

第３次産業 2,458 2,843 2,840 4,256 4,782 5,258 6,195 6,056 5,985 5,418 5,092
旧室生村 第１次産業 2,185 1,967 1,385 957 809 568 532 346 369 242 247
(宇陀市) 第２次産業 765 902 875 903 827 866 876 814 702 511 446

第３次産業 1,350 1,434 1,810 1,858 1,819 1,750 1,889 1,698 1,551 1,351 1,253
曽爾村 第１次産業 944 877 535 431 386 265 279 228 185 152 140

第２次産業 385 439 425 529 536 481 446 335 275 212 160
第３次産業 415 420 505 539 608 555 568 577 573 505 439

御杖村 第１次産業 1,148 1,013 700 427 365 302 296 226 234 142 176
第２次産業 323 506 650 709 676 674 539 455 308 217 187
第３次産業 451 451 430 550 524 514 513 494 498 465 446
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図 1.1.2-4(1) 高山ダム流域市町村の産業就業者数の推移 

出典: 国勢調査 
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図 1.1.2-4(2) 高山ダム流域市町村の産業就業者数の推移 

出典: 国勢調査 
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1.1.3  治水と利水の歴史 

(1) 治水の歴史 

表 1.1.3-1に木津川流域の既往主要出水の概要を、表 1.1.3-2に高山ダム運用開始以前の

洪水被害状況をそれぞれ示す。 

 

表 1.1.3-1 木津川流域の既往主要出水 

生起年月日 気象原因 
木津川流域 

平均雨量(mm)注 1) 

木津川(加茂地点) 

最大流量(m3/s) 

S28.8.15 前線 286.4(上野地点) 不明 

S28.9.25 台風 13 号 261 5,800 

S31.9.27 台風 15 号 204 3,850 

S33.8.27 台風 17 号 210 3,650 

S34.8.14 前線及び台風 7 号 250 3,900 

S34.9.27 台風 15 号<伊勢湾台風>  296 6,200 

S35.8.30 台風 16 号 129 770 

S36.10.28 低気圧前線及び台風 26 号 289 5,220 

S40.9.17 台風 24 号 205 5,170 

S46.9.26 台風 29 号 152 1,219 

S47.9.16 台風 20 号 166 3,258 

S51.9.9 台風 17 号 457 3,050 

S57.8.1 台風 10 号 451 3,989 

H2.9.19 台風 19 号 201 3,949 

H2.9.30 台風 20 号 125 1,972 

H6.9.30 台風 26 号 224 3,596 

H7.5.12 前線 169 2,727 

H9.7.26 台風 9 号 223 3,352 

H16.8.5 台風 11 号 165 2,766 

H21.10.7 台風 18 号 241 4,109 

H23.8.31 台風 12号 276 2,387 

H24.9.30 台風 17号 148 2,636 

H25.9.16 台風 18号 226 3,900 

H26.8.9 台風 11 号 289 3,750 

H29.10.18 台風 21号 488 5,142 

H30.9.29* 台風 24号 139 2,430 

R1.10.11* 台風 19号 248 3,325（速報値） 

注１）値は降り始めから降り終わりまでの雨量 

＊H30.9.29 及び R1.10.11 の雨量は「独立行政法人水資源機構 木津川ダム総合管理所 洪水調節報告書」、 

流量は「国土交通省 近畿地方整備局 木津川上流河川事務所」による。 
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表 1.1.3-2  高山ダム運用開始以前の洪水被害の状況 

 

出典: 平成22年度 高山ダム定期報告書 

 

 

次ページ以降に、高山ダム運用開始以前の各出水の詳細を記す。 
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1) 昭和 28年 8月 14～15 日(前線) 

8 月 12 日から 14 日にかけて、日本海中部にある弱い前線が東西に伸び、南方洋上には、

台風 7 号があった。低気圧は、13 日山東半島付近に発生し、前線に沿って東進していたが、

日本海中部でほとんど消滅していた。そして、これより後面に伸びる前線は、台風 7 号の北

上と、小笠原高気圧の弱まりを機に、急速に南下した。この前線が、14 日から 15 日未明に

かけて、瀬戸内海より近畿中部に停滞し、信楽高原付近で南北に移動したことにより、雷雨

を伴った豪雨となった。 

上野測候所の観測によれば、14日 18 時 55 分から、15 日 9時 10 分に至る 14 時間 15分の

総雨量は 286.4mm。平年であれば、7月・8月の 2ヶ月分に相当する雨が、一晩で降った勘定

である。10分最大雨量(21.4mm)、1 時間最大雨量(81.2mm)など、いずれをとっても、上野で

は明治 34 年観測開始以来最大の雨量である。しかしこの雨量が、上野から直線距離 12km の

阿保で 34.0mm、17km の名張ではただの 6.2mm であった。集中豪雨の様相をはっきりとあら

わしていた。 

雨勢が特に強くなったのは、15 日 3 時以降で、上野では、3 時間の最大雨量が 170.6mm と

いう、短時間強雨型となった。 

総雨量は、多羅尾が 316mm を記録し、東和束では 680mm と推定されている。一時孤立状態

となった信楽高原中央部では、上野以上の豪雨であった。 

被害の状況は、伊賀地方がその大部分を占め、かなりの被害を被った。この地方では、豪

雨が激しかったため、山が崩れ、土砂は濁流のように奔流し、一瞬にして多数の人命を奪っ

た。阿山郡島ヶ原村では、山津波が起こり 90名に近い村民が家屋もろとも水渦の犠牲となっ

た。 

しかし、南伊賀の名張、阿保を結ぶ線は雨量 50mm で被害は幸いにも軽微であった。 

出典: 近畿水害写真集 
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毎日新聞(昭和 28 年 8月 16日)       伊勢新聞(昭和 28 年 8月 16日) 

 

 

写真 1.1.3-1 木津川下流部(布目川合流後)の被害状況(京都府山城町棚倉付近) 

出典: 近畿水害写真集 
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2) 昭和 28年 9月 24～25 日(13号台風) 

9月 22日以来西日本南方海上に停滞していた前線は台風の本土接近と共に活発となり、24

日から 25 日にかけて 60mm から 70mm の前期降雨があった。台風が北緯 32 度付近を通過する

頃から中部地方に去るまで約 5 時間から 6 時間にわたり、高見、鈴鹿、近畿北部山地を中心

として平均 25mm/hrの強度を降らせ、総雨量は 250mm から 300mmに達した。 

 このため淀川枚方の水位は、25日 23 時 15分 6.97m に達し、破堤氾濫の危機に見舞われ

たが、上流宇治川左岸向島堤及び右支川、芥川、桧尾川等が決壊したため大事に至らなかっ

た。しかし、上流部での破堤がなければ水位 7.40m、流量 8,650m3/s に達したものと推定され

る。この洪水を対象として淀川の治水基本計画が策定され、天ヶ瀬、高山の洪水調節ダム新

設の計画が決定した。 

出典: 淀川・大和川の洪水 

 

 

毎日新聞(昭和 28年 9 月 26) 
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3) 昭和 31年 9月 25～27 日(台風 15号洪水) 

9 月 19 日､マリアナ群島付近に発生した熱帯性低気圧は､22 日 15 時台風(15 号)となり､発

達しながら北西進し､25 日午前､沖縄の南南西 250km 付近で北北西から北北東へ転向､沖縄付

近に達したころは中心気圧は 953mbに低下した｡最大風速は 45m/s と推定された｡ 

その後台風は北東進して､27 日 15 時頃関東南部をかすめて本州東方海上に去った｡この台

風は東北東進型の雨台風のコースをとった。台風自体の雨のほか、寒冷前線の活動による降

雨が重なり､雨量は南に多く北に少なかった｡ 

出典: 近畿水害写真集 

 

4) 昭和 33年 8月 27日(台風 17号洪水) 

8 月 19 日、力ロリン群島北方に発生した熱帯性低気圧は、21 日 15 時台風(17 号)となり、

北西、北、北北東と進路を変えながら、25 日 18 時頃、和歌山県御坊市と白浜の北方にある

印南の間の海岸付近より上陸した。 

その後は高野山の西方を通って奈良県に入り、進路を北北東に変え、近畿地方を縦断し北

陸地方に去った｡ 

和歌山市では 25 日 16 時前から北東の強風が吹きはじめ､18 時には瞬間最大風速 32m/sec

を記録し､19時に平均最大風速 23.3m/sec と最低気圧 980.2mbを観測した｡ 

 降雨は 24日より紀ノ川流域上流部で 500～700mmを記録したのに対し､下流部で約 100mm

と比較的少なく、上流山岳地帯に降雨分布が集中した｡上流部の雨は波状であったため､水位

は各観測所において一時停滞していたが､25 日夕刻に再び上昇を始め､船戸においては 19 時

指定水位(2.50m)を突破し､26日 3時に最高水位 4.90m に達し､後漸次減水を続け低下した。 

出典: 近畿水害写真集 

 

5) 昭和 34年 8月 12日～14日洪水(前線及び台風 7 号) 

7 月 11 日､マリアナ群島北方に発生した熱帯性低気圧は北西に進み､12 日 10 時､台風(5907

号)となり､13 日小笠原諸島に達した頃には､中心気圧 960mb､最大風速 45m/sに発達した｡ 

 また、8 月 12 日、本州の南の海上に停滞する前線上を東進してきた低気圧は､四国沖で

停滞気味となり､流域では朝から雨が降ったり止んだりの天気となったが､特に石川上流に雨

量が多く､13日の 9時までに､滝畑で 143.lmm､河内長野で 130.5mm に達した｡ 

台風はその後進路を北北西乃至北に変え､速度を急速に早めながら北上し､14 日 6 時､静岡

県に上陸､中部地方東部を縦断､14日 10時､日本海に抜けた｡このため､13日一旦衰えた流域の

雨は､午後から再び強くなり､17時頃より翌 14日未明にかけて最も強く､奈良では 13日 18時

に､1時間雨量 31.2mmを観測した。 

出典: 近畿水害写真集 

 

6) 昭和 34年 15号台風出水(伊勢湾台風) 

台風 15 号は、9 月 22 日マリアナ群島のパグアン島付近で発生し、北西進して漸次勢力を

増し、26 日未明、中心気圧 910mb、中心付近の最大風速 60m/s という超大型台風となり、進

路を北に転じ本土上陸の気配を示した。このため 26 日正午ごろから雨が次第に激しくなり、

夜半過ぎまで降り続いた。 
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特に、木津川上流では毎時平均 28mm にも及び、既往最大の洪水を記録した。そのため下

流の南山城村、笠置町、加茂町の全域にわたり、流域沿川一帯が押し流された。雨は夜半に

あがったが、各河川の流量は刻々と増し、その危険は 27 日夜になっても去らなかった。伊

賀では、昭和 28 年の 13 号台風程度の出水で上野盆地が湛水した。木津川下流及び名張川流

域では、家屋の浸水は相当出たが、加茂より下流では大きな被害はなかった。 

出典: 近畿水害写真集 

 

 
毎日新聞(昭和 34年 9月 28日)  朝日新聞(昭和 34年 9月 28日) 

 

 

写真 1.1.3-2 奈良県月ヶ瀬村大字石打付近の被害状況 

(増水した長谷川の濁流がまわりの田を洗い流す。) 

出典: 近畿水害写真集 
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7) 昭和 35年 8月 29～30 日（台風 16 号及び前線活動） 

近畿地方における降雨は、28 日朝台風 16 号が北緯 29 度に達した頃から始まった｡雨の多

かった地域は､大台ケ原山系から伊賀盆地であった｡29 日夜から 30 日 9 時まで、台風が日本

海に入ってからは、雨は淡路－六甲－桂川流域－福井県に至る線上で停滞し、猪名川､桂川上

流では昭和 28 年 13号台風以来の水害となった。 

出典: 近畿水害写真集 

 

8) 昭和 36年 10月豪雨出水 

25 日から西日本に降り出した雨は、28 日も降り続き、このため近畿地方の各地では、豪

雨による被害が続出した。しかし、28 日夜、台風 26 号が本州東方の海上を北上するにつれ

て、関東以西の雨はおさまり出し、大雨の心配はなくなった。 

伊賀地方に 26日から降り続いた雨は、27日夜から豪雨となり、27 日午後 11 時 45分に大

阪管区気象台では淀川に洪水注意報を発令した。28 日午後 6 時には、上野市内で 286mm、名

張市の国見山で 504mm を記録。災害救助法が発動された上野市では未明から長田、服部、柘

植の三河川が氾濫し始めたので、非常水防体制をしくとともに、合流点付近住民に対して避

難命令が出された。しかし、28日午後からは各地とも雨が小降りとなり、午前中一斉に警戒

水位を突破していた各河川も減水しはじめた。 

出典: 近畿水害写真集 

 

9) 昭和 40年 24号台風出水 

台風の進路に近い太平洋岸では突風が吹き、四国の剣山で 56m、室戸岬で 44m の最大瞬間

風速を記録。近畿北部、四国東南部、紀伊半島南部では、激しい雨が降り出し、同日午後 9

時までの 12時間で、舞鶴、彦根で 140mm、京都で 130mm、徳島で 110mm、潮岬で 100mm など、

各地で 100～150mm と、記録的な雨量になった。 

この台風は志摩半島南岸に上陸して渥美半島方面へぬけたが、勢力が大きかったため、被

害総額 77億円という予想外の被害を生じた。 

被害はほとんど県下全域に及んだが、特に伊賀地方の上野市、名張市、阿山郡阿山町で大

きな痛手を受け、災害救助法が適用された。 

出典: 近畿水害写真集 
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名張市柳原付近 朝日新聞(昭和 40年 9月 19日) 

  
名張市新町付近 名張市本町付近 

写真 1.1.3-3 昭和 40年 24号台風による被害状況 

出典: 近畿水害写真集 
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(2) 琵琶湖・淀川流域の渇水状況 

琵琶湖・淀川流域では表 1.1.3-6に示すとおり、昭和 52年、53 年、59年、61 年、そして

琵琶湖開発事業完成後の平成 6年から 8 年、12年、14 年、17年と、4年に 1回程度の割合で

相次いで渇水に見舞われており、市民生活や経済社会活動が影響を受けている。平成 18年以

降において渇水被害は発生していない。 

木津川流域においては、平成 6 年に渇水が発生しているが、奈良市水道局による取水制限

は木津川取水分のみの制限で、名張川の取水制限までは至っていない。 

 

表 1.1.3-3 淀川の主要渇水発生状況 

 
出典: 渇水報告書 

 

 
京都新聞(平成 6年 8月 13日) 

 

 

 

渇水年 渇水期間 取水制限等の状況 関連ダム等 内　容

昭和52年 8月26日～翌年1月6日
上水10％
工水15％(134日間)

琵琶湖、室生ダム、
高山ダム、青蓮寺ダム

この年の7～8月の降雨量は少なく、高山ダム・青蓮寺ダム・室生ダムの各地点降雨量は平
年値の約1/3であった。8月23日に淀川水系渇水対策本部が設置され、解散した翌年1月7日
までの間に取水制限が実施された。

昭和53年 9月1日～翌年2月8日
上水10％
工水15％(161日間)

琵琶湖、室生ダム、
高山ダム、青蓮寺ダム

昭和52年と同様の秋冬期渇水で、各ダムの最低貯水率は高山ダムで13％、青蓮寺ダムで
41％、室生ダムで10％と管理開始以来最低の貯水率を示し、琵琶湖水位は最低水位B.S.L
－73cmを示した。

昭和59年 10月8日～翌年3月12日
上水最大20％
工水最大22％(156日間)

琵琶湖、室生ダム、
高山ダム、青蓮寺ダム

本年秋以降の少雨が原因で発生した秋冬期渇水である。琵琶湖水位の低下によって瀬田川
洗堰からの放流が制限された。このため、維持用水の確保が困難になり、高山・青蓮寺ダ
ムからの放流が実施された。

昭和61年 10月17日～翌年2月10日
上水最大20％
工水最大22％(117日間)

琵琶湖
淀川水系では10月13日に第1回淀川渇水対策会議が開催され、17日より取水制限を実施し
た。その後もまとまった降雨が無く、第二次、第三次取水制限が実施された。

平成2年 8月7日～9月16日 上水最大30％(41日間) 室生ダム

本年の夏、奈良市に上水を供給している室生ダムは、管理開始以来初めての大渇水を経験
した。これに対し、奈良県では8月15日に渇水対策連絡協議会を設置して節水ＰＲや、一
部地域の水源を室生ダムのある宇陀川系統から紀ノ川(吉野川)系統に切り替える等の対策
を行った。

平成6年 8月22日～10月4日
上水最大20％
工水最大20％(42日間)

琵琶湖、室生ダム、
高山ダム、青蓮寺ダム、
布目ダム

渇水期間中、琵琶湖の渚の後退によって、普段は水没している城址が出現したり、湖岸と
沖合いの洲が陸続きになる等、渇水の影響が目に見える状態で現れたが、琵琶湖開発事業
の効果が発揮され、直接日常生活に支障をきたすような事態は生じなかった。

平成7年 8月26日～9月18日
上水最大30％
農水最大35％(24日間)

室生ダム
8月以降の降雨は全施設において少雨傾向となったが、実際に取水制限等の渇水対策を実
施したのは支川宇陀川の室生ダムだけだった。

平成8年 6月10日～6月21日
上水最大40％
農水最大35％(12日間)

室生ダム
平成7年に続き、室生ダムでは4月中旬から貯水量が急速に減少したのを受けて、6月4日か
ら利水者による自主節水を開始し、6月10日から取水制限を実施した。

平成12年 9月9日～9月11日
上水最大10％
工水最大10％(3日間)

琵琶湖、室生ダム、日吉ダム
渇水期間中各ダムからの貯留水を河川へ補給したことにより、取水制限等の渇水対応期間
の短縮がなされたほか、河川を枯らさずに済むなどの効果があった。

平成14年 9月30日～翌年1月8日
上水10％
工水10％
農水10％(101日間)

琵琶湖、室生ダム、日吉ダム
各利水者や関係府県民の節水への協力及びダム群も含めた日々の水管理を行うことにより
市民生活への影響が回避できた。

平成17年 6月28日～7月5日
上水30％
農水30％(8日間)

室生ダム
降雨は全施設において少雨傾向となったが、実際に取水制限等の渇水対策を実施したのは
支川宇陀川の室生ダムだけだった。なお、室生ダムの貯水率は一時62%まで低下した。
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1.2  ダム建設事業の概要 

1.2.1 ダム事業の経緯 

(1) 河川改修計画の経緯 

淀川では明治 18 年及び 29 年に起こった洪水を契機として、河川法の成立とともに、定量

的な解析による治水計画が立てられ、明治 30年に本格的な治水工事の先駆けとなった淀川改

良工事が始まった。 

昭和 28 年の台風 13 号は記録的な出水をもたらし、宇治川の破堤など大きな被害が発生し

たため、初めてダム群による洪水調節の思想を取り入れた新しい治水計画｢淀川水系改修基本

計画｣が昭和 29 年に策定された。 

その計画は、淀川本川(基準地点枚方)の基本高水を 8,650m3/s とし、このうち 1,700 m3/s

を上流ダム群で調節し、計画高水流量を 6,950 m3/sとするとともに、宇治川 900 m3/s、木津

川 4,650 m3/s、桂川 2,780 m3/sとするもので、この計画に基づき、天ヶ瀬ダム、高山ダムが

建設された。 

その後、淀川では出水が相次ぎ、中でも昭和 34年に来襲した伊勢湾台風は、木津川で 6,200 

m3/s の出水をもたらしたため、木津川のダム計画が見直され、高山ダムの他に青蓮寺ダムと

室生ダムが追加された。昭和 39 年公布の新河川法の施行に伴い本計画は、翌昭和 40 年 4 月

から｢淀川水系工事実施基本計画｣となった。 

しかしながら、その後も大出水が相次いだことに加え、人口及び資産の増大等により、昭

和 46 年に｢淀川水系工事

実施基本計画｣を全面改定

するに至った。計画では、

水系全体の上下流・本支川

バランスを確保した上で、

現状より治水安全度を全

体として向上させること

を治水対策の基本とし、計

画規模の見直し、狭窄部の

開削、琵琶湖の治水対策等

を行うこととした。この中

で、木津川上流の上野盆地

は、狭窄部である岩倉峡の

せき上げにより浸水が生

じやすい状況であったた

め、狭窄部の開削及び開削

に伴う流出増に対応して

木津川に洪水調節施設群

を配置する計画とされた。 

図 1.2.1-1 淀川水系工事実施基本計画(昭和 46年)における流量配分図 

 

  

淀川 宇治川 
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(2) 現在の河川整備の基本方針 

平成 19年 8月に、淀川水系における治水、利水、環境の重要性をふまえて淀川水系河川整

備基本方針が策定されている。主な内容は以下に示すとおりである。 

本川及び支川の整備にあたっては、河川整備の進捗をふまえて、本支川及び上下流間バラ

ンス、自然条件や社会条件を考慮し、整備手順を明確にした上で、河川整備を行うこととし

ている。また、流域全体の治水安全度の向上を図る観点から、所要の堤防等の整備や洪水調

節施設の整備を行った後、下流に影響を及ぼさない範囲で、原則として瀬田川洗堰の全閉操

作は行わないこととし、洪水時においても瀬田川洗堰設置前と同程度の流量を流下させるこ

ととしている。さらに、計画規模を上回る洪水や整備途上段階で施設能力以上の洪水が発生

した場合においても、下流のより堤防の高い区間における過度な流量の集中を回避し、被害

をできるだけ軽減させるため、河道や川沿いの状態、氾濫形態等をふまえ必要な対策を実施

するとしている。 

基本高水のピーク流量は、琵琶湖からの流出量を加味して淀川の基準地点枚方で

17,500m3/sとし、このうち流域内の洪水調節施設により 5,500 m3/s を調節して、河道への配

分流量は昭和 46年の工事実施基本計画と同じく、12,000 m3/sとしている。 

 

 

図 1.2.1-2 淀川水系河川整備基本方針(平成 19年)における流量配分図 

出典: 淀川水系河川整備基本方針 平成19年3月 国土交通省河川局 
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(3) ダム事業の経緯 

昭和 28 年の台風 13 号を契機に策定された「淀川水系改修基本計画」（昭和 29 年策定）に

より、「高山ダム調査出張所」が昭和 33 年に設置され、高山ダムの具体的な型式や貯水容量

等を検討する実施計画調査に入ったが、昭和 34 年に伊勢湾台風が台風 13 号の洪水流量を超

える水害を引き起こしたため洪水調節計画を再検討した。また、関西圏の人口増加に伴う給

水人口増加や阪神工業地帯の拡充に伴う水需要の増加への対応が必要となり、総貯水容量

56,800 千 m3 の高山ダムを建設して、洪水調節と関西圏への利水補給を行う基本計画が昭和

37 年 8月に決定された。 

建設事業は、昭和 37年 8 月に建設省(現国土交通省)から水資源開発公団（現独立行政法人

水資源機構）に移管され、高山ダム工事事務所は高山ダム建設所に改称した。 

その後、昭和 40年 6月に本体工事に着手し、昭和 41 年 10月にコンクリート打設を開始し

た。およそ 4年後の昭和 43 年 8月に本体打設を完了し、昭和 44年 3月には試験湛水も終了、

昭和 44年 4月に竣工し、昭和 44年 8月に管理を開始し現在に至っている。 

令和元年で、管理開始以降 50年が経過している。 

高山ダム事業の経緯を表 1.2.1-1に、高山ダム建設時の状況を図 1.2.1-3に示す。 
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表 1.2.1-1 高山ダム事業の経緯 

年   月 事 業 内 容 備  考 

昭和 33年 6月 
京都工事事務所に高山ダム調査 
出張所設置 

近畿地方建設局 

昭和 34年 4月 
淀川工事事務所高山ダム調査 
出張所に変更 

 

昭和 35年 4月 高山ダム調査事務所発足  

昭和 37年 4月 高山ダム工事事務所設置  

昭和 37年 8月 基本計画決定  

昭和 37年 9月 実施計画認可  

昭和 37年 10月 水資源開発公団に移管 高山ダム建設所と改称 

昭和 40年 6月 本体工事着手 大成建設㈱JV㈱奥村組 

昭和 40年 7月 山添村の公共・一般補償妥結  

昭和 40年 7月 仮排水トンネル工事着手  

昭和 40年 11月 南山城村の公共・一般補償妥結  

昭和 40年 12月 上野市の公共・一般補償妥結  

昭和 41年 9月 月ヶ瀬村の一般補償妥結  

昭和 41年 10月 コンクリート打設開始  

昭和 41年 11月 月ヶ瀬村の公共補償妥結  

昭和 43年 8月 本体コンクリート打設完了  

昭和 43年 4月 試験湛水開始  

昭和 44年 3月 試験湛水終了  

昭和 44年 4月 竣工式  

昭和 44年 7月 高山ダムに関する施設管理規程の制定  

昭和 44年 8月 管理開始  

平成 10年度～ 

平成 16年度 
高山ダム貯水池水質保全事業実施  

平成 15年 2月 高山ダム水源地域ビジョンの策定  

平成 19年 8月 淀川水系河川整備基本方針の策定  

平成 21年 3月 淀川水系河川整備計画の策定  

平成 26年度～ 

平成 27年度 
ダム総合点検実施  

令和元年 8月 管理開始 50年  

令和 2年 1月 
高山ダムに関する施設管理規程の一部

改正 

貯留された流水の放流の限

度を 1,300 立方メートルに

変更 

令和 2年 3月 高山ダム事前放流実施要領の策定  

令和 2年 5月 淀川水系治水協定の締結  
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ダム地点 仮排水トンネル工事 

  
ダムサイト掘削 

 
原石山掘削 

  
コンクリート打設 

図 1.2.1-3 高山ダム建設時の状況 

出典: 高山ダム工事誌 
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1.2.2 事業の目的 

高山ダムの目的は以下のとおりである。 

 

1) 洪水調節 

高山ダム貯水池の治水容量 35,400 千 m3を利用し、上流の青蓮寺ダム、室生ダム及び比奈

地ダム調節後のダム地点における計画高水流量を 3,400m3/sから 1,800 m3/sに調節する。 

 

2) 流水の正常な機能の維持 

木津川沿川の不特定かんがい等用水として、かんがい期間（6 月 16 日から 9 月 15 日）に

あっては、12.0 m3/sの流水、非かんがい期（9月 16 日～翌年 6月 15日）にあっては河川管

理上必要な概ね 6.0 m3/sの流水を、青蓮寺ダムから補給される量とあわせて、それぞれ大河

原地点において確保することができるよう、ダムからの補給のための放流を行わなければな

らない。 

 

3) 新規利水 

阪神地区の水道用水として、洪水期にあっては 13,800 千 m3のうち 9,100 千 m3、非洪水期

にあっては 49,200千 m3のうち,17,500千 m3を利用して最大 5m3/s を補給する。。 

 

表 1.2.2-1 阪神地区の水道用水量 (m3/s) 

大阪市水道用水 2.249 

枚方市水道用水 0.112 

守口市水道用水 0.041 

大阪広域水道企業団水道用水 1.824 

尼崎市水道用水 0.102 

阪神水道企業団水道用水 0.672 

出典: 高山ダムパンフレット 

 

4) 発電 

高山発電所によりダムから放流される水（最大使用水量 14.0 m3/s、利用水深 31.0m、落差

55.0m）を利用し、最大出力 6,000kWの発電を行う。なお、発電は最低水位 EL.104.0m から平

常時最高貯水位 EL.135.0m までの、容量 49,200千 m3を利用しうるものとする。 

 

表 1.2.2-2 発電諸元 

出力(kW) 最大 6,000 

使用水量(m3/s) 最大 14.0 

有効落差(m) 総落差 55.0 

出典: 高山ダム工事誌 
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図 1.2.2-1 高山ダムからの水道用水補給地域 

 

  

大阪広域水道企業団水道用水

大阪市水道用水

阪神水道企業団水道用水

尼崎市水道用水

守口市水道用水

枚方市水道用水

高山ダム

7.3%

92.7%

高山ダム

高山ダム以外

9.3%

90.7%

高山ダム

高山ダム以外

4.9%

95.1%

高山ダム

高山ダム以外

4.6%

95.4%

高山ダム

高山ダム以外

2.8%

97.2%

高山ダム

高山ダム以外

5.4%

94.6%

高山ダム

高山ダム以外

尼崎市水道
守口市水道

枚方市水道

大阪広域水道企業団

大阪市水道

阪神水道企業団
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1.2.3  施設の概要 

(1) 高山ダムの諸元 

高山ダムの施設諸元を表 1.2.3-1に、高山ダムの全景を図 1.2.3-1に、貯水池容量配分を

図 1.2.3-2に、洪水調節計画を図 1.2.3-3に、貯水池水位－容量曲線を図 1.2.3-4に示す。 

 

表 1.2.3-1 高山ダムの施設諸元 

河 川 名 淀川水系 木津川支川 名張川 

位 置 
左岸 京都府相楽郡南山城村大字高尾 

右岸 京都府相楽郡南山城村大字田山 

目 的 洪水調節，流水の正常な機能の維持，水道用水，発電 

完 成 年 度 昭和 44年度 

ダム諸元 

集 水 面 積 
湛 水 面 積 
総 貯 水 量 
有 効 貯 水 量 
洪 水 調 節 容 量 

利 水 容 量 
( 不 特 定 用 水 ) 
( 上 水 道 用 水 ) 

地 質 
形 式 
高 さ ， 長 さ ， 体 積 

   615km2 
    2.6km2 
56,800×103m3 
49,200×103m3 
35,400×103m3（洪水期 6.16～10.15） 
49,200×103m3（非洪水期 10.16～6.15） 
31,700×103m3 
17,500×103m3 
黒雲母粗粒花崗岩 

アーチ重力式コンクリートダム 中央越流型(三心等厚) 

67.0m，208.7m，213,900m3 

計 

 

画 

 

概 

 

要 

洪 水 調 節 
対 象 地 区 

ダ ム 地 点 

淀川沿岸 

1,800m3/s 

上 水 
給 水 地 区 

給 水 量 

阪神地区 

最大 5.0m3/s 

発 電 

発 電 所 名 

出 力 

発 生 電 力 量 

使 用 水 量 

高山発電所(関西電力株式会社) 

最大：6,000 KW 

年間：30,471 MWh 

最大：14.0m3/s 

放 

 

流 

 

設 

 

備 

非常用洪水吐 ローラーゲート 

ゲート敷高 

規 模 ① 

規 模 ② 

放 流 能 力 

: EL.126.0m 

: 8.72m×9.5m×2門 

: 8.61m×9.5m×4門 

:(計画最大)3,000m3/s 

常 用 洪 水 吐 ラジアルゲート 

ゲート敷高 

規 模 

放 流 能 力 

: EL.99.0m(中心高) 

: 4.6m×4.0m(管出口の垂直高)×4門 

:(計画最大)1,800m3/s 

利 水 放 流 
ホロージェット 

バルブ 

主 バ ル ブ 

規 模 

放 流 能 力 

: EL.93.5m(バルブ入口中心) 

: φ1,400mm×1門 

: 37m3/s(貯水位 EL.135.0m) 
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図 1.2.3-1 高山ダム全景 

 

 

 

 

図 1.2.3-2 貯水池容量配分 
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図 1.2.3-3 洪水調節計画 

 

 

図 1.2.3-4 貯水池水位-容量曲線 

  

※一定率；（流入量－1,300）×0.24+1,300(m3/s)

※
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(2) 高山ダムの構造 

高山ダムの形式は、アーチ重力式コンクリートダムである。 

高山ダムの構造図を図 1.2.3-5に示す。 

平面図 

 
上流面図 

 
下流面図 

 
断面図 

 
図 1.2.3-5 高山ダム構造図 
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(3) 放流設備の概要 

主放流設備は高山ダムの計画高水流量 3,400m3/sのうち、1,800m3/sの洪水調節を行うため

の設備である。 

本設備は No.4,No.6,No.8,No.10 の各ブロックに設置し、ゲート径間 4.6m ゲート高さ

4.0m(有効高)の高水深ラジアルゲート 4 門を設置した。 

非常用放水設備であるクレストゲートは、異常洪水量 4,800m3/sのうち約 3,000m3/sを本設

備で放流する。 

本設備は以下のローラーゲート型式で計 6 門を設置し、クレストゲートの敷高は

EL.126.00mである。 

・ゲート径間 8.720mゲート高さ 9.500m ×2門 

・ゲート径間 8.610mゲート高さ 9.500m ×4門 

 

高山ダムの放流設備を図 1.2.3-6に示す。 

 

 

図 1.2.3-6 高山ダムの放流設備 

 

  

低水管理用設備 １門
最大放流量 37m3/s

発電放流設備 １門
最大放流量 14m3/s

常用洪水吐き設備 ４門
最大放流量1,800m3/s

非常用洪水吐き設備 ６門
最大放流量3,000m3/s
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(4) 発電設備の概要 

高山発電所は、関西電力(株)が高山ダムを利用して発電を行う施設であり、最大使用水量

14.0m3/s、利用水深 31m、総落差 55.0mで、最大出力 6,000kw、年間発生電力量 30,471MWhの

発電設備である。 

 発電施設の諸元を表 1.2.3-2に、高山発電所を図 1.2.3-7に示す。 

 

表 1.2.3-2 発電施設の諸元 

流域面積 615.0km2 

貯水池・ダム 

名称 月ヶ瀬湖 

平常時最高貯水位 EL.135.0m 

総貯水容量 56,800千 m3 

有効貯水容量 49,200千 m3 

利用水深 31.0m 

ダムの種類 アーチ重力式 

ダム高 67.0m 

水路 導水路長 93.0m 

高山発電所 

発電計画 

最大使用水量 14.0m3/s 

有効落差 55.0m 

最大出力 6,000KW 

年間発生電力量 30,471MWh 

出典: 高山ダム工事誌「2.2.4発電計画」抜粋 

 

 

図 1.2.3-7 高山発電所 

  

高山発電所 
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(5) ダムに係る施設配置 

高山ダム管理施設配置を図 1.2.3-8に示す。ダムに係る施設として、水位観測施設、雨量

観測施設及び放流警報施設などが配置されている。 

 

 

図 1.2.3-8 高山ダム管理施設配置 
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1.3  管理事業等の概要 

1.3.1 ダム湖の利用実態 

地元漁業組合が貯水池内でコイ・フナ等を放流し、ダム上下流の河川ではアユ等の放流を

行っており、夏季を中心に年間を通じて多数の釣り客が訪れる。 

貯水池周辺では奈良市レガッタ（ボート）競技会、月ヶ瀬梅渓早春マラソン大会等のイベ

ントが開催されレクリエーションの場として利用されている。 

ダム湖周辺地域の自治体では総合的な整備構想案が策定され、交流・観光ネットワーク、

レクリエーションや各種イベント、自然環境の整備構想、集落整備、産業導入等さまざまな

計画が行われている。以下に、至近 5ヶ年で継続して実施されたイベントの一例を示す。 

 

<奈良市民体育大会レガッタ競技会> 

毎年 6月頃にダム湖(月ヶ瀬湖)を利用して開催される。 

主催は、奈良市体育協会で、参加資格は中学生以上である。 

 

写真 1.3.1-1 奈良市レガッタ(ボート)競技会 

 

<月ヶ瀬梅渓早春マラソン大会> 

主催は月ヶ瀬梅渓早春マラソン大会実行委員会で、毎年 2月頃に開催される。 

奈良市月ヶ瀬行政センター隣の文化センターをスタート＆ゴールとするマラソン大会。3km，

5km，10km の折り返し 3 コースで、月ヶ瀬湖を眺めながら約 700 年の歴史を誇る梅林の中を

走る。 

 

写真 1.3.1-2 月ヶ瀬梅渓早春マラソン 
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<山城地方中学校駅伝大会> 

山城地区の中学校駅伝大会。この大会は、府大会の選考大会も兼ねており、男子・女子共

に上位 6チームが府大会の出場権を得る。 

主催は山城地方中学体育連盟、山城地方各市町村教育委員会。 

 

 

写真 1.3.1-3 山城地方中学校駅伝大会 

 

<むら活き生きまつり> 

平成元年度から始まった事業で、南山城村の「地場産業の推進」を目標に事業展開を進め

ている。各ブースでは村の特産品の即売をはじめ、茶の手もみ実演、焼きしいたけの販売、

バナナや野菜の販売などが催しされている。高山ダム管理所としては、平成 17 年度から「高

山ダム水源地域ビジョン」の交流活動の一環として参画し、ダム事業の紹介、ダム提内見学、

ダム湖遊覧等を行っている。 

主催はむら活き生きまつり実行委員会。 

 

 

写真 1.3.1-4 むら活き生きまつり 
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1.3.2  流域の開発状況 

(1) 流域内の土地利用状況 

高山ダム流域内の土地利用状況を図 1.3.2-1に示す。 

平成 28 年度時点の流域内の土地利用割合は、森林 76.4%、田 7.9%、建物用地 5.9%、その

他の農用地 4.4%、河川及び湖沼 1.9%などとなっている。平成 26 年時点の土地利用割合から

の大きな変化は見られない。 

また、高山ダム建設以降、流域内での大規模な開発について、目立ったものは行われてい

ない。 

 

 

 
図 1.3.2-1 高山ダム流域内の土地利用の状況(平成 28年度) 

出典: 国土地理院 土地利用細分メッシュ(平成28年度) 

  

田: 7.87%

その他農用地: 

4.39%

森林: 76.4%

荒地: 0.73%

建物用地: 5.94%

道路: 0.15%

鉄道: 0.13%

その他の用地: 

1.38%

河川地及び湖沼: 

1.89%
ゴルフ場: 1.12%
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(2) 畜産状況 

高山ダム水源地域市町村における家畜飼頭羽数の推移を表 1.3.2-1に示す。 

統計法第 14条（秘密の保護）により公表できないものが多数を占めており、流域の家畜飼

育状況は不明部分が多い。 

 

表 1.3.2-1 高山ダム水源地域市町村における家畜飼養頭羽数の推移 

 

注) 1.「-」：皆無（該当数値なし）、「☓」：統計法第 14 条（秘密の保護）により公表できないもの。 

  2.京都府の出典：「京都府統計書(京都府)」(H6,H11,H16,H21) 

  3.三重県の出典：社団法人三重県畜産協会公表資料（市町村別は平成 20 年 3 月時点の市町村別データが公表されている。） 

  4.奈良県の出典：「奈良県家畜家きん規模別戸数および飼養頭羽数」（奈良県農林部畜産課）、平成 26 年度室生ダム定期報告書 

  5.H27 年の出典：2015 年農林業センサス 

  

府県 市町村 項目/年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
京都府 南山城村 乳用牛 - - - - -

肉用牛 - - - - -
豚 934 X 1,185 X X
鶏 400 X 287 8 -
ブロイラー - X - - -

三重県※ 伊賀市 乳用牛 950 X
（旧上野市） 肉用牛 3,010 1,400

豚 26,600 X
鶏 811,000 X
ブロイラー -

名張市 乳用牛 X X
肉用牛 540 X
豚 - X
鶏 - 600
ブロイラー -

津市 乳用牛 1,960 -
（旧美杉村） 肉用牛 3,690 X

豚 25,300 -
鶏 X X
ブロイラー -

奈良県 奈良市 乳用牛 175 147
肉用牛 107 X
豚 2,362 X
鶏 104,000 55,200
ブロイラー 11,000 -

山辺郡 乳用牛 750 X
肉用牛 267 X
豚 - -
鶏 713 X
ブロイラー - -

旧大宇陀町 乳用牛 95 X X
（現宇陀市） 肉用牛 667 X X

豚 X X -
鶏 5,000 X X
ブロイラー X X X

旧菟田野町 乳用牛 - - X
（現宇陀市） 肉用牛 X 43 X

豚 - - -
鶏 X X X
ブロイラー - - -

旧榛原町 乳用牛 101 X -
（現宇陀市） 肉用牛 149 196 -

豚 - - -
鶏 - - -
ブロイラー - - -

旧室生村 乳用牛 516 481 -
（現宇陀市） 肉用牛 909 1,310 -

豚 X X -
鶏 X X X
ブロイラー X X -

宇陀郡 乳用牛 352 403 516 735 659 717 718 53 -
肉用牛 3,076 1,515 1,054 710 819 1,219 1,305 249 X
豚 31 190 427 485 798 259 766 - -
鶏 104,742 132,906 101,500 72,870 68,950 46,400 600 700
ブロイラー 18,500 17,000 25,400 - -

宇陀市 乳用牛 460 406 329
肉用牛 2,260 2,965 X
豚 X 482 X
鶏 X 18,300 1,900
ブロイラー 9,000 22,200 X
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(3) 下水道整備状況 

高山ダム流域内における公共下水道普及率の推移を図 1.3.2-2に示す。 

流域内の公共下水道普及率は平成 30年時点で約 36%であり、全国公共下水道普及率の 79％

に比較して低い。また、汚水処理施設普及率は、平成 30年時点で約 82%であり、下水道の普

及は十分ではないものの、農業集落排水処理人口、合併処理浄化槽人口を含めると汚水処理

施設の普及が進み、水質の改善に寄与していることが伺える。 

 

 

図 1.3.2-2 高山ダム流域内における下水道普及率の推移 
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(4) 観光の状況 

ダム湖周辺地域の観光・レクリエーション、文化施設等の施設概要を表 1.3.2-2に示す。 

 

表 1.3.2-2(1)  ダム湖周辺地域の観光・レクリエーション、文化施設等の施設概要(1) 

市町村名 施 設 等 名 称 施  設  概  要 

南山城村 

 

諏訪神社 ・田山地区の氏神である。水の神で、雨乞い祈願が行われる。 

夢絃峡 ・木津川と山々のコントラストが美しく、昔から景勝地として知られている。 

やまなみホール ・世界的な建築家、黒川紀章氏が南山城村の山並をイメージして設計した文

化ホール。毎年7月には｢やまなみ国際音楽祭｣が開催されている。 

レイク 

フォレストリゾート 

・人と自然のふれあいを目的とした宿泊、スポーツ、リゾート施設。 

大河原発電所 ・大正ロマンが薫るレンガ造りの発電所。春には桜が満開となる。 

恋志谷神社 ・後醍醐天皇のお妃が祀られ、恋愛成就、子授けなど女性の守り神。 

春光寺 ・真言宗智山派に属する。平安時代初期の作と言われる薬師如来立像が有名。 

不動の滝 ・村内の滝の中でも最も大きいもので、落差は約20mある。村の北部、童仙房

高原にある。 

南山城少年自然の家  

「グリーンパル南山城」 

・自然に親しむことを目的とした集団宿泊型の施設。 

童仙房高原 ・南山城村北部に位置し、東西8km、南北6kmに広がる高原。標高500mにあり、

爽快な気候である。 

道の駅お茶の京都 

みなみやましろ村 

・道路利用者の休憩施設であるとともに、利用者と地域のふれあいの場 “地

域の顔”となる施設。平成２９年４月１５日にオープンした。 

奈良市 

（旧月ヶ瀬

村） 

梅の郷 月ヶ瀬温泉 ・露天風呂をはじめ、大･小の内風呂を備えた温泉施設。神経痛や筋肉痛等に

効果的がある。 

ふれあい市場 ・特産品や地元農家が栽培した野菜などを販売している。 

湖畔の里 つきがせ ・村内の特産品の直売や地域食材による郷土料理をたのしめる施設。 

ロマントピア月ヶ瀬 ・茶の加工、地域の伝統食品づくり等の体験コーナーの他、手織りのぬくも

りが伝わる奈良晒伝承教室も開かれる施設。 

松原市少年自然の家  

「クリエート月ヶ瀬」 

・緑豊かな自然の中にあり、宿泊、研修から、キャンプ、アスレチック、テ

ニス等まで楽しめる施設。 

竜王の滝 ・桃香野の滝谷川の上流にあり、落差は10m以上。真夏でも涼気があふれてい

る。 

菊家家住宅 ・昭和43年に国の重要文化財に指定された、江戸時代中期の入母茅葺きの民

家。 

梅の里ふれあい館 ・奈良晒織機等が展示され、昔の生活や文化を学習できる。特産品直売コー

ナーや和室休憩所が完備されている。 

福祉センター ・平成10年にオープンした、在宅福祉サービスの充実と住民の健康増進を目

的とした保健福祉施設。 

 尾山代遺跡 ・奈良時代前半から平安時代にかけての集落跡。竪穴式住居、掘立て柱建物

などがある。 

月ヶ瀬梅林 ・1万本以上の梅林で、大正11年に名勝地に指定された。 

 （名勝指定第1号） 
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表 1.3.2-2(2) ダム湖周辺地域の観光・レクリエーション、文化施設等の施設概要(2) 

市町村名 施 設 等 名 称 施  設  概  要 

山添村 県立 

月ヶ瀬神野山自然公園 

・昭和50年に指定された奈良県立自然公園。月ヶ瀬梅林と神野山のツツジ

等を中心にした公園。 

鍋倉渓 ・奈良県の天然記念物に指定されており、溶岩が流れ出したような景観を

形成している。 

神野寺 ・740年に僧行基によって建立されたと伝えられる。子孫繁栄、商売繁盛の

祈願者が訪れる。 

大川遺跡 ・名張川沿いの河岸で発見された縄文時代の遺跡で、瓦器や住居址が発掘

されている。対岸には聖石である磨崖仏がある。 

神野山キャンプ場（自然野

外活動センター） 

・ロッジやテントでのキャンプの他、日帰りでのバーベキューもできる。 

森林科学館 ・自然と生き物の関わりを楽しみながら学習できる施設。 

めえめえ牧場 ・広大な芝生広場に50頭以上の羊が放牧されている。 

山添村ふるさとセンター ・特産物販売所、保健福祉センターなどの複合施設。 

総合スポーツセンター ・グラウンド、テニスコート、ゲートボール場、体育館などを完備してい

る。 

伊賀市 

（ 旧 上 野

市） 

ゆめドームうえの ・見本市や各種スポーツ大会、式典などが行える多目的ホール。 

上野森林公園 ・多数の草や木、鳥、昆虫などとふれあえる公園。 

城之越遺跡 ・古墳時代前期に有力者が祭祀を執り行ったと言われる遺跡。 

芭蕉の森公園 ・俳句や自然と親しむ施設として、俳句の庭、俳句の森などがある。 

岩倉峡ふれ愛公園 ・木津川の渓谷にあり、水と森に親しめる。園内には吊り橋やキャンプ場、

遊具がある。 

上野公園 ・園内には上野城、俳聖殿、忍者屋敷などの名所・旧跡がある。4月には桜

も見られる。 

俳聖殿 ・昭和17年に芭蕉生誕300年を記念して建設された聖堂。 

忍者博物館 ・忍者屋敷や忍者体験館などがある。 

だんじり会館 ・三基のだんじりと鬼行列が常設展示されている。 

名張市 青蓮寺湖 ・青蓮寺川に建設された青蓮寺ダムのダム湖。テニス、バードウォッチン

グ、ブラックバス釣りなどができる。 

夏見廃寺跡 ・7世紀末から8世紀前半に天武天皇の娘が建立したとされる古代寺院跡。 

名張藤堂家邸跡 ・1636年から明治維新まで、名張に居を構えた藤堂宮内家の屋敷跡。 

青蓮寺観光農園 ・ぶどう、いちご狩りが体験できる。 

名張自然休養村     

ロマンの森 

・青蓮寺湖畔にある収容定員350名のキャンプ場で、バンカロー、テントな

どが整備されている。 

香落渓温泉 ・青蓮寺湖畔にあり、慢性リウマチ、神経痛などに効果がある。 

観阿弥ふるさと公園 ・「観阿弥創座之地」の記念碑が祀られており、毎年11月第1日曜日に観阿

弥まつりが開催される。 

美旗古墳群 ・昭和53年に国の史跡に指定された、伊賀地方最大規模の古墳群。 

 

  



高山ダム定期報告書（R2）                                                    1 章 事業の概要 

 

 1-48 

1.3.3  下流基準点における流況 

至近 10ヵ年の大河原地点における流況を図 1.3.3-1に示す。 

 

 

図 1.3.3-1 至近 10カ年の大河原地点における流況 
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1.4  ダム管理体制等の概況 

1.4.1 日常の管理 

(1) 貯水池運用 

高山ダムの貯水位管理は平常時最高貯水位が EL.135.0m であり、洪水期間における制限水

位（洪水貯留準備水位）は EL.117.0mである。 

平常時最高貯水位から洪水貯留準備水位への移行は、急激な貯水位の変化を避け、下流に

支障が生じないように操作を行うこととしている。 

貯水池容量配分を図 1.4.1-1に、貯水池運用計画と実績を図 1.4.1-2に示す。 

 

 

図 1.4.1-1 貯水池容量配分 

 

 
図 1.4.1-2 貯水池運用計画と実績 
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(2) 放流量の調節 

高山ダムでは、不特定かんがい等用水(既得用水の安定化と河川の環境の保全)及び上水道

用水に対して、貯水池の貯留水を用いて補給する。 

 

○不特定かんがい等用水 

 木津川沿岸の不特定かんがい等用水として、かんがい期間（6 月 16 日から 9 月 15 日ま

での期間）にあっては 12.0m3/s の流量、非かんがい期間（9月 16 日から翌年 6 月 15日まで

の期間）にあっては河川管理上必要な流量を、青蓮寺ダムから補給される量とあわせて、そ

れぞれ大河原地点において確保することができるようダムから補給する。 

ただし、ダムからの放流量は半旬平均 4.8m3/sに流入量を加えた量を超えないものとする。 

 

○新規利水 

高山ダムが供給する水道用水の補給量を表 1.4.1-1に示すとおりであり、各地点における

必要量を枚方地点において確保することができるよう、ダムから補給する。 

ただし、ダムからの放流量は 5.0m3/s に流入量を加えた量を越えないものとする。 

 

表 1.4.1-1 高山ダムが供給する水道用水の補給量 

区分 地点 取水量 

大阪広域水道企業団 

水 道 用 水 

枚 方 

1.824 m3/s 

大 阪 市 水 道 用 水 2.249 m3/s 

枚 方 市 水 道 用 水 0.112 m3/s 

守 口 市 水 道 用 水 0.041 m3/s 

阪 神 水 道 企 業 団 
水 道 用 水 

0.672 m3/s 

尼 崎 市 水 道 用 水 0.102 m3/s 

合  計  5.000 m3/s 
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(3) 堆砂測量 

高山ダムでは、従来の音響測深機による測量に代えて、平成 22年度よりスワス音響測深機

による貯水池底面地形の面的測量を行っている。スワス音響測深機は、従来の音響測深機に

よる手法と異なり、音響ビームを湖底に面的に照射することで、高精度な測深を行う手法で

ある。堆砂量は、スワス音響測深機測深機により得られる地形から、横断面図を基本として

算出した前年度と当該年度の総貯水容量の差を当該年度の堆砂容量として算出している。 

スワス音響測深機による測深範囲を図 1.4.1-3に示す。 

 

 

図 1.4.1-3 スワス音響測深機による測深範囲 

  

 
スワス音響測深機による測深実施範囲 
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凡例 



高山ダム定期報告書（R2）                                                    1 章 事業の概要 

 

 1-52 

(4) 水質調査 

高山ダムはダム湖としての環境基準は特に指定されていないが、名張川全域が昭和 49年に

河川の A類型に指定されており、これに準ずるものとする。なお、「水生生物の保全」に係る

類型については、平成 27年 1月 27日に名張川全川で「生物 A」に類型指定された。 

 

表 1.4.1-2 水質環境基準類型指定状況 

河 川 名 環境基準 
環 境 基 準 
指 定 年 

基   準   値 

ＢＯＤ ＣＯＤ ｐＨ ＳＳ ＤＯ 大腸菌群数 

名張川 
全 域 

(高山ダム) 

河 川 
Ａ類型 

昭和 49年 
2mg/L 
以下 

― 
6.5以上 
8.5以下 

25mg/L
以下 

7.5mg/L
以上 

1,000 
MPN/100mL以

下 

 

河 川 名 環境基準 
環 境 基 準 
指 定 年 

基   準   値 

全亜鉛 ノニルフェノール LAS 

名張川 
全 域 

(高山ダム) 

生 物 
Ａ類型 

平成 27年 
0.03mg/L 
以下 

0.001mg/L 
以下 

0.03mg/L 
以下 

 

高山ダムの定期水質調査は図 1.4.1-4に示すように、流入地点 2ヶ所[名張川本川(大川橋

地点)、治田川]、貯水池内 3ヶ所[網場地点、高山橋地点、八幡橋地点]、放流地点 1ヶ所[放

流河川(放水口地点)]の計 6 ヶ所で実施している。 

調査は｢建設省河川砂防技術基準(案)調査編｣及び｢ダム貯水池水質調査要領｣(平成 27 年 3

月改定)を参考にして、表 1.4.1-3に示す項目、頻度で行っている。 

調査方法は｢河川水質試験方法(案)[2008 年版]｣、｢底質調査方法｣(環境庁水質保全局編)及

び｢上水試験方法・解説｣(2001 年版)を参考にして、表 1.4.1-4に示す方法で行っている。 

 

図 1.4.1-4 水質調査地点位置図 

  

０ １㎞

治田川

３０１ 大川橋

八幡橋

２０２

高山橋

２０１

網場

２００

放水口

１００

木

津

川

大川橋

遅瀬橋

高山ダム 名張川

 八幡
はちまん

橋
ば し

 

 高山橋 

 大川橋
お お こ ば し

 

 遅
おそ

瀬
せ

橋
ば し

 

 治田
は っ た

川
がわ

 

 網場 

 放水口 

上津ダム
かみ つ

※遅瀬橋地点では、2-MIBとジェオスミンのみ調査を実施している。

※

お お か わ ば し



高山ダム定期報告書（R2）                                                    1 章 事業の概要 

 

 1-53 

表 1.4.1-3 水質調査回数(令和元年) 

 
※表中の数字は年測定回数を示す。 

  

下流河川（放流）

301 302 200 201 202 100
治田川 大川橋 網場 高山橋 八幡橋 放水口

透視度 12 12 12

透明度 12 12 12
水色 12 12 12
臭気 12 12 12＊ 12 12 12

水温 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12
濁度 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12
電気伝導度 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12

酸化還元電位 12＊※

溶存酸素量（DO） 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12
生物化学的酸素要求量（BOD） 12 12 12＊ 12 12

化学的酸素要求量（COD） 12 12 12＊ 12 12
浮遊物質量（SS） 12 12 12＊ 12 12

大腸菌群数 12 12 12＊ 12 12
ふん便性大腸菌群数 12
総窒素 12 12 12＊ 12 12

総りん 12 12 12＊ 12 12
全亜鉛 12 12 12 12
ノニルフェノール 12 12 12 12

直鎖アルキベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS） 12 12 12 12

クロロフィルa 12 12 12＊ 12 12 12
フェオフィチンa 12＊

アンモニウム態窒素 12 12 12＊ 12
亜硝酸態窒素 12 12 12＊ 12
硝酸態窒素 12 12 12＊ 12

オルトリン酸態リン 12 12 12＊ 12
溶解性総リン 12 12 12＊ 12
溶解性オルトリン酸態リン 12 12 12＊ 12

トリハロメタン生成機能 4
2-MIB 8 8
ジェオスミン 8 8

カドミウム 1
全シアン 1
鉛 1

六価クロム 1
ヒ素 1

総水銀 1
アルキル水銀 1
PCB 1

ジクロロメタン 1
四塩化炭素 1
1,2-ジクロロエタン 1

1,1-ジクロロエチレン 1
シス-1,2-ジクロロエチレン 1
1,1,1-トリクロロエタン 1

1,1,2-トリクロロエタン 1
トリクロロエチレン 1
テトラクロロエチレン 1

1,3-ジクロロプロペン 1
チウラム 1
シマジン 1

チオベンカルプ 1
ベンゼン 1
セレン 1

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12
ふっ素 1
ほう素 1

1,4-ジオキサン 1

強熱減量 1
化学的酸素要求量（COD） 1

全窒素 1
全りん 1

硫化物 1
鉄 1
マンガン 1

カドミウム 1
鉛 1
六価クロム 1

ヒ素 1
総水銀 1
アルキル水銀 1

PCB 1
チウラム 1
シマジン 1

チオベンカルブ 1
セレン 1

粒度組成 1

植物プランクトン 12 12 12

底質

生物

備考

・生活環境項目など　①12回：毎月測定　②4回：2月、5月、8月、11月測定　③8回：2月、5～11月
・健康項目：8月測定　　・底質項目：8月測定　　　・生物：1～12月測定

＊：3水深測定項目（表層、1/2水深、底層） 　　　※：計器測定項目（多水深測定）

調査項目

流入河川 貯水池内

水
質

一般

項目

生活
環境

項目
（環境基

準）

など

富栄養化
関連項目

形態別

栄養塩
項目

水道水源
関連項目

健康
項目
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表 1.4.1-4(1) 分析方法(水質(1)) 

備考に記載のないものについては単位は mg/L 

項目 分析方法 報告下限 定量下限 備考 

濁度 上水試験方法 3.2.4積分球式光電光度法 0.1 0.1 度･ｶｵﾘﾝ 

DO JIS K 0102 32.1 ウインクラーアジ化ナトリウム変法 0.1 0.1 - 

pH JIS K 0102 12.1 ガラス電極法 0.1 -  

BOD JIS K 0102 21 一般希釈法 0.1 0.1  

COD JIS K 0102 17 硝酸銀法 0.1 0.1  

SS 環境庁告示第 59号 付表 8 GFPろ過法 0.1 0.1  

大腸菌群数 環境庁告示第 59号 別表 2 備考 4 最確数法 1.8 有効数字 2 桁 MPN/100mL 

T－N 自動分析 ペルオキソ 2硫酸カリウム分解 Cd-Cu還元法 0.001 0.01  

NH4－N 自動分析 インドフェノール青法 0.001 0.01  

NO2－N JIS K 0102 43.1.1 ナフチルエチレンジアミン吸光光度法 0.001 0.001  

NO3－N 自動分析 Cd-Cu還元法 0.001 0.01  

T－P 自動分析 ペルオキソ 2硫酸カリウム分解 アスコルビン 0.001 0.001  

PO4－P JIS K 0102 46.1.2 モリブデン青法 0.001 0.001  

クロロフィル a 上水試験方法 27.2 アセトン抽出吸光光度法 0.1 0.1 μg/L 

トリハロメタン生成能 平成 7年環境庁告示第 30号 トリハロメタン生成能 0.0004 0.001  

2－MIB 上水試験方法 13.2 パージアンドトラップ GS-MS法 0.1 5 ng/L 

ジオスミン 上水試験方法 13.2 パージアンドトラップ GS-MS法 0.1 5 ng/L 

フェオフィチン 上水試験方法 27.2 アセトン抽出吸光光度法 備考 2 0.1 0.1 μg/L 

D・T－P ろ過後 T-Pに同じ 0.001 0.001  

D・PO4－P ろ過後 PO4-Pに同じ 0.001 0.001  

亜鉛 JIS K 0102 53.4 ICP質量分析法 0.000 0.001  

ふん便性大腸菌群数 上水試験方法 2.3.2 MFC寒天培地法 1 有効数字 2 桁 個/100mL 

カドミウム JIS K 0102 55.4 ICP質量分析法 0.0003 0.0001  

全シアン 自動分析 リン酸蒸留 4-ピリジンカルボン酸法 0.01 0.005  

鉛 JIS K 0102 54.4 ICP質量分析法 0.001 0.001  

六価クロム JIS K 0102 65.2.1 ジフェニルカルバジド吸光光度法 0.01 0.01  

ヒ素 上水試験方法 17.5 ICP質量分析法 0.001 0.001  

純水銀 環境庁告示第 59号 付表 1 還元気化循環法 0.0005 0.0005  

アルキル水銀 環境庁告示第 59号 付表 2 ガスクロマトグラフ法 0.0005 0.0005  

PCB 環境庁告示第 59号 付表 3 ガスクロマトグラフ法 0.0005 0.0005  

ジクロロメタン等※1 JIS K 0125 5.1 GS-MS法 0.0001 0.0001  

チラウム 環境庁告示第 59号 付表 4 固相抽出 HPLC法 0.0001 0.0002  

シマジン、 

チオベンカルブ 
環境庁告示第 59号 付表 5の第 1 固相抽出 GS-MS法 0.0001 0.0001  

セレン 上水試験方法 18.5 ICP質量分析法 0.001 0.001  

フッ素 環境庁告示第 59号 付表 6 イオンクロマトグラフ法 0.1 0.05  

ホウ素 上水試験方法 4.3 ICP質量分析法 0.01 0.01  

1.4-ジオキサン 昭和 40年環境庁告示第 59号付表 7 0.005 0.005  
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表 1.4.1-4(2) 分析方法(水質(2)) 

単位:  mg/L 

項目 分析方法 報告下限 定量下限 備考 

N－ヘキサン抽出物質 JIS K 0102 24.4 抽出法 0.0 0.5  

クロロホルム等※1 環水規模 121号 付表 1の第 1 GS-MS法 0.0001 0.0001  

イソキサチオン等※2  環水規模 121号 付表 2の第 1 固相抽出 GS-MS法 0.0001 0.0001  

オキシン銅 環水規模 121号 付表 3 固相抽出 HPLC法 0.001 0.001  

ニッケル 上水試験方法 14.5 ICP質量分析法 0.001 0.001  

銅 JIS K 0102 52.5 ICP質量分析法 0.000 0.001  

総クロム JIS K 0102 65.1.5 ICP質量分析法 0.01 0.01  

フェノール類 自動分析 4-アミノアンチピリン法 0.005 0.005  

溶解性鉄 河川水質試験方法(案) 31.参考法 2 ICP質量分析法 0.01 0.01  

溶解性マンガン JIS K 0102 56.5 ICP質量分析法 0.01 0.01  

粒度分布 レーザー法 0.1 小数点第 1位 % 

D・T－N ろ過後 T-Nに同じ 0.000 0.01  

植物プランクトン 同定・定量 - -  

D・BOD ろ過後 BODに同じ 0.1 0.1  

D・COD ろ過後 CODに同じ 0.1 0.1  

※1 クロロホルム等とは、クロロホルム、トランス-1,2-ジクロロエチレン、1,2-ジクロロプロパン、p-ジクロロベンゼン、トルエン、キシレ

ンの 6 物質を指す。 

※2 イソキサチオン等とは、イソキサチオン、ダイアジノン、フェニトロチオン、イソプロチオラン、クロロタロニル、プロピザミド、ジクロ

ルボス、フェノルカルプ、イプロベンホス、クロルニトロフェン、EPN の 11 物質を指す。 

 

表 1.4.1-4(3) 分析方法(底質) 

備考に記載のないものについては単位は mg/kg 

項目 分析方法 報告下限 定量下限 備考 

強熱減量 底質調査方法 4 0.01 - % 

COD 底質調査方法 20 0.1 - mg/g 

T－N 底質調査方法 18.1 中和滴定法 0.1 0.023  

T－P 底質調査方法 19.1 吸光光度法 0.1 0.0125  

硫化物 底質調査方法 17 0.01 - mg/g 

鉄 底質調査方法 10.1 原子吸光光度法 1 1  

マンガン 底質調査方法 11.1 原子吸光光度法 1 1  

カドミウム 底質調査方法 6.2 原子吸光光度法 0.01 0.01  

鉛 底質調査方法 7.2 原子吸光光度法 0.1 0.1  

六価クロム 底質調査方法 12.3.1 吸光光度法 0.05 0.05  

ヒ素 底質調査方法 13.2原子吸光光度法 0.1 0.1  

純水銀 底質調査方法 5.1.2 原子吸光光度法 0.01 0.01  

アルキル水銀 底質調査方法 5.2 ガスクロマトグラフ法 0.005 0.005  

PCB 底質調査方法 15 ガスクロマトグラフ法 0.01 0.01  

チラウム(湿泥) 環境庁告示第 59号 付表 4に準拠 0.01 0.01  

シマジン、チオベンカルブ(湿泥) 環境庁告示第 59号 付表 5の第 1に準拠 0.001 0.001  

セレン(湿泥) JIS K 0102 67.3 に準拠 0.1 0.1  

粒度組成 JIS A 1204 0.1 小数点第 1位 % 

pH 遠心分離等による間隙水の測定(ガラス電極法) - - pH 

銅 底質調査方法 8.1原子吸光光度法 0.1 0.1  

亜鉛 底質調査方法 9.1原子吸光光度法 0.1 0.1  

クロム 底質調査方法 12.1.2原子吸光光度法 0.1 0.1  
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＜水質保全対策の実施状況＞ 

高山ダム流域では地域開発が進み、人口の増加によって貯水池内の富栄養化現象が進行してい

たことから、水質・景観改善を目的として、平成 10年度より国土交通省近畿地方整備局から受託

して「高山ダム貯水池水質保全事業」を実施している。 

高山ダム貯水池内に設置している水質保全対策設備の設置目的を以下に示す。 

 

【曝気循環設備】 

連続的な気泡の発生により、貯水池下層の冷水塊を表層に連行、表層水と混合させることに

より、表層付近に形成される水温躍層を破壊、表層付近に強く集積する特徴のあるアオコ原因

藻類(藍藻綱)を無光層に連行することで異常増殖を抑制する。 

 

【分画フェンス】 

分画フェンスは、淡水赤潮の原因藻類(渦鞭毛藻綱)の集積・拡散を防ぐとともに、噴水と併

せて効率的に淡水赤潮を処理することを目的として設置されている。 

 

【噴 水】 

ポンプ圧により植物プランクトンの細胞を破壊する他、打ち上げた水の気化熱により表層水

温を低減させる局所的な環境改善効果があるとされている。 

更に、人々に親しまれる新しい景観の創出を副次的目的としている。 

 

  
曝気循環設備 分画フェンス 

写真 1.4.1-1 水質保全対策の実施状況 
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(5) 巡視計画 

日常のダム堤体、貯水池周辺等における異状の有無の点検は、特定施設である多目的ダム

の施設点検整備基準に定められた、表 1.4.1-5に示す点検基準(巡視)に基づいて行っている。 

日常の周辺の巡視経路を図 1.4.1-5に示す。 

 

表 1.4.1-5 点検基準（巡視） 

 
出典：特定施設である多目的ダムの点検整備基準(R2.3.30)「別表第 2(第 3 条関係)点検基準(巡視)」 

 

 

図 1.4.1-5 貯水池周辺巡視経路 

 

  

実施方法 頻度

劣化、摩耗、ひび割れ、継目の開きなど

外観の変状の有無を確認する。
週1回

設備全般の異状の有無を確認する。 週1回

異状の有無を確認する。
週1回

及び洪水後

観測設備 観測所 設備全般の異状の有無を確認する。 月1回

放流警報設備 警報局 設備全般の異状の有無を確認する。 月1回

電気設備 照明設備 設備全般の異状の有無を確認する。 週1回

設備全般の異状の有無を確認する。 月1回

設備全般の異状の有無を確認する。 月1回

設備全般の異状の有無を確認する。 週1回
標識(警報用立札を除く。)、

手摺

区分

堤体、洪水吐き等

放流設備

管理用道路、貯水池周辺斜

面、その他ダム関連設備

流木止設備

係船設備
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(6) 点検計画 

ダム関連施設等の点検及び整備は、特定施設である多目的ダムの施設点検整備基準に基づ

いて行っている。整備は、保安規定及び保守要領の規定に基づくほか、点検の結果を踏まえ

て、施設の効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を行っている。 

 

表 1.4.1-6 施設点検整備基準 
 

 

出典：特定施設である多目的ダムの点検整備基準(R2.3.30)「別表第 1(第 3 条関係)点検基準(点検)」  

頻度

毎日

年1回

月1回

出水期前
管理運転を伴う各部の測定等の詳細な点検を行い、異状の有無

を確認する。
年3回

出水期中及び

出水期後

支障がない限り管理運転による動作確認を行い、異状の有無を

確認する。

放流前 目視等により異状の有無を確認する。

放流後 目視等により外観の変状、漏水等の異状の有無を確認する。

年1回

その都度

月1回

保安規程による

保守要領による

水象、地震 保守要領による

観測値
目視等により表示及び記録の状況の確認等を行い、異状の有無

を確認する。
毎日

観測計器 各部の測定等の詳細な点検を行い、異状の有無を確認する。 年1回

監視局 保守要領による

保守要領による

その都度

毎日

月1回

保安規程による

保守要領による

保守要領による

毎日

月1回

年1回

年1回

排水設備 月1回

異状警報装置 2週に1回

年2回

月1回

適宜

数量、塗装の剥離、破損など異状の有無を確認する。

打音、触診等により、異状の有無を確認する。

触診、動作確認等により、異状の有無を確認する。

その都度

実施方法

備考　「毎日」とは、閉庁日を除く。

点検を行い、異状の有無を確認する

管理運転等により各部の異状の有無を確認するとともに、救命具等備品の数量及

び異状の有無を確認する。

フロート、メインロープ、アンカー、流木処理設備等について、目視等により異

状の有無を確認する。

動作確認等を行い、異状の有無を確認する。

吸水口、ポンプ排水管路等について、目視等により異状の有無を確認する。

警報装置の動作確認等を行い、異状の有無を確認する。

洪水警戒体制を執った場合又は執ることが予想される場合は、監視局から動作確

認を行い、無線回線及び警報局の電源状態を確認する。

目視等により監視パネル表示の確認等を行い、異状の有無を確認する。

照明設備を点灯して状況の確認を行い、異状の有無を確認する。

保安規程に基づき、各部の測定等の詳細な点検を行い、異状の有無を確認する。

保守要領による点検

保守要領による点検

管理運転による動作確認を行い、異状の有無を確認する。

保安規程に基づき、管理運転を伴う各部の測定等の詳細な点検を行い、異状の有

無を確認する。

保守要領による点検

保守要領による点検

保守要領による点検

保守要領による点検

係船設備

排水設備

警報用立札

標識(警報用立札を除く。)、

手摺

調査測定用機械器具

目視等により外観の変状の有無を確認する。

出水期前に、目視等により水叩き部の洗掘状況を確認する。

動作確認等を行い、堤体内監査廊の各種計測装置及び計器、用具等の異状の有無

を確認する。

長期にわたり閉塞する場合は、目視等により発錆等の異状の有無を確認する。

洪水後に、目視等により外観の変状、漏水等の異状の有無を確認する。

電気設備

通信設備

CCTV設備

車両

船舶

流木止設備

予備発電設備

ダム管理用制御処理設備

気象、水質、

地すべり

観測設備

放流警報設備
警報局

区分

堤体、洪水吐き等

堤体等計測装置等

放流設備

放流設備

取水設備
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(7) 水象・気象観測 

高山ダムにおける水象・気象観測設備の一覧を表 1.4.1-7に、高山ダム流域の雨量、水位

観測所の配置を図 1.4.1-6 にそれぞれ示す。高山ダムでは、高山ダム及び河川の水象・気象

状況等の把握を継続的に行っている。 

 

表 1.4.1-7 水象・気象観測設備一覧 

観測設備名称 構造及び形状 

テレメータ装置 傍受装置･プリンタ 

雨量観測所 テレメータ方式（転倒桝式） 

水位観測所 テレメータ方式（フロート式） 

ダム水位観測所 堤体内（フロート式）  貯水池内（水晶式） 

総合気象盤 風向,風速,気温,湿度,蒸発,雨量,日射,日照,気圧,水温,

漏水位 

ﾚｰﾀﾞ雨量端末装置 処理装置、磁気ディスク、CRTディスプレイ等 

 

 
注）図中の高山ダム流域界(青線)は青蓮寺ダム、室生ダム流域を除いた流域界を示す。 

図 1.4.1-6 高山ダム流域の雨量、水位観測所配置 

出典: パンフレット「木津川ダム総合管理所概要」 

雨量観測所

水位観測所

凡例

高山ダム 
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1.4.2  出水時の管理 

台風等による出水に対する洪水調節は、図 1.4.2-1の洪水調節計画に示すように流入量が

1,300m3/sまでは流入量に等しい量を放流し、その後、1,800 m3/sに達するまで一定率で放流

量を増加させ、1,800 m3/sに達した後は一定放流を行う。 

 

 

図 1.4.2-1 洪水調節計画 

  

※一定率；（流入量－1,300）×0.24+1,300(m3/s)

※
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高山ダムでは出水時には、防災業務計画木津川ダム総合管理所細則第 2編第 2 章第 1節（体

制等の整備）に基づき、必要に応じて防災態勢をとり管理を行っている。 

洪水警戒体制は、洪水の発生が予測される場合として、規則第 15条及び細則第 3条により、

主に京都地方気象台による京都府山城南部、奈良地方気象台から奈良県北東部、または津地

方気象台から三重県伊賀に降雨に関する注意報または警報が発せられ、災害の発生が予想さ

れることに伴い施設操作を行う場合、または行うことが予想される場合に取ることとしてい

る。 

木津川ダム総合管理所における防災態勢の発令基準を表 1.4.2-1に、防災本部の構成一覧

を表 1.4.2-2 に、防災本部の業務内容一覧を表 1.4.2-3に示す。 

 

表 1.4.2-1 木津川ダム総合管理所における防災態勢の発令基準 

 

  

区分 注　　　意　　　態　　　勢 第　一　警　戒　態　勢 第　二　警　戒　態　勢 非　　常　　態　　勢

情勢 災害の発生に対し注意を要する場合 災害の発生に対し警戒を要する場合 災害の発生に対し相当な警戒を要する場合 災害の発生に対し重大な警戒を要する場合

　１．木津川ダム総合管理所にあっては、 　１．木津川ダム総合管理所にあっては、 　１．木津川ダム総合管理所にあっては、 　１．木津川ダム総合管理所にあっては、

    高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、 　　高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、 　　高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、 　　高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、

　　布目ダム、比奈知ダムのいずれかが 　　布目ダム、比奈知ダムのいずれかが 　　布目ダム、比奈知ダムのいずれかが 　　布目ダム、比奈知ダムのいずれかが

　　注意態勢に入ったとき。 　　第一警戒態勢に入ったとき。 　　第二警戒態勢に入ったとき。 　　非常態勢に入ったとき。

　　なお、各ダムにおいては、2.～6.に 　　なお、各ダムにおいては、2.～7.に 　　なお、各ダムにおいては、2.～4.に 　　なお、各ダムにおいては、2.～4.に

　 　　該当する場合。 　　該当する場合。     該当する場合。 　　該当する場合。

　２．次のいづれかに降雨に関する注意報 　２．次のいづれかに降雨に関する注意報 　２．次のいづれかに該当するとき。 　２．次のいづれかに該当するとき。

　　　又は警報が発令され、注意を要する 　　　又は警報が発令され、細則で定める 　（１）台風が、当地方を通過すると予想 　（１）台風、前線の降雨による洪水警報等

　　　とき。 　　　ところにより洪水の発生が予想され 　　　されるとき。 　　　が、近傍の気象官署の予報区に発せら

　（１）高山ダムにおいては、京都地方気象 　　　るとき。 　　　　 　　　れ、重大な災害の発生が予想される

　　　台から京都府山城南部、奈良地方気象 　（１）高山ダムにおいては、京都地方気象 　（２）ダム流入量が、 　　　とき。

　　　台から奈良県北東部又は、津地方気象 　　　台から京都府山城南部、奈良地方気象 　　　高山ダム　　1,300m3/s、

　　　台から三重県伊賀。 　　　台から奈良県北東部又は、津地方気象       青蓮寺ダム    450m3/s、 　（２）各ダムにおいて、計画規模以上の

　（２）青蓮寺ダムにおいては、奈良地方気 　　　台から三重県伊賀。       室生ダム      300m3/s、 　　　流入量があり、ただし書き操作等を

　　　象台から奈良県南東部又は、津地方気 　（２）青蓮寺ダムにおいては、奈良地方気       布目ダム      100m3/s、 　　　行うとき、又は行うことが予想され

　　　象台から三重県伊賀。 　　　象台から奈良県南東部又は、津地方気       比奈知ダム    300m3/s 　　　るとき。

　（３）室生ダムにおいては、奈良地方気象 　　　象台から三重県伊賀。 　　　を越えるとき又は、越えると予想

　　　台から奈良県北東部。 　（３）室生ダムにおいては、奈良地方気象 　　　されるとき。 　３．関係機関との協議・指示又は情報に

　（４）布目ダムにおいては、奈良地方気象 　　　台から奈良県北東部。 　　より非常態勢に入る必要が生じた場合。

　　　台から奈良県北東部若しくは北西部。 　（４）布目ダムにおいては、奈良地方気象 　（３）各ダム操作細則第８条第２項の

　（５）比奈知ダムにおいては、奈良地方気 　　　台から奈良県北東部若しくは北西部。 　　　  放流を行うとき。 　４．その他所長が必要と認めた場合。

　　　象台から奈良県南東部又は、津地方気 　（５）比奈知ダムにおいては、奈良地方気

　　　象台から三重県中部若しくは伊賀。 　　　象台から奈良県南東部又は、津地方気 　（４）その他出水等によりダムの維持

　　　象台から三重県中部若しくは伊賀。 　　　　管理に重大な支障があるとき。

　３．台風が接近し、当地方に影響があると

　　　予想されるとき。 　３．台風が接近し、当地方に影響があると 　３．関係機関との協議・指示又は情報に

　　　予想されるとき。 　　より第二警戒態勢に入る必要が生じた

　４．その他出水等によりダムの維持管理に 　　場合。

　　支障があると予想されるとき。 　４．各ダムとも、主ゲート操作が必要な

　  　とき又は、必要と予想されるとき。 　４．その他所長が必要と認めた場合。

　５．関係機関との協議・指示又は情報に

　　より注意態勢に入る必要が生じた場合。 　５．その他出水等によりダムの維持管理に

      支障があるとき。

　６．その他所長が必要と認めた場合。

　６．関係機関との協議・指示又は情報に

　　より第一警戒態勢に入る必要が生じた

　　場合。

　７．その他所長が必要と認めた場合。

　　態勢に入る必要が生じた場合。
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表 1.4.2-2 防災本部の構成一覧 

態勢の区分 注意態勢 第一警戒態勢 第二警戒態勢 非常態勢 

摘要 

本部の場所 木津川ダム総合管理所 木津川ダム総合管理所 木津川ダム総合管理所 木津川ダム総合管理所 

防 

災 

本 

部 

の 

構 

成 

本部長 所長 所長 所長 所長  １． 本部長が不在のときの代行者について 

 (1)本部長が不在のときの代行者は次の順による。 

  ①本部長 

   所長 → 副所長 → 管理課長 → 電気通信課長 

   → 機械課長 → 総務課長 

 

 

  ②各ダム班長 

   各ダム管理所長 → 所長代理 → 防災担当 

 

 (2)「本部長等が不在」とは、当該職員が本部等に 

   出勤していない状態とする。 

 

 

 (3)代行者順位上位者が不在のため本部長となった 

  ものは状態に応じ、連絡の可能な上位者の意見を 

  聞き判断を行うものとする。 

 

 

２．各班長は、第一警戒態勢時の班員をあらかじめ定 

  め、その名簿を管理課長に提出しておく。 

副部長 副所長 副所長 副所長 副所長 

総務班 

※地震防災時の場合 

班長 総務課長 班長  班長 総務課長 班長 総務課長 

班員 総務課員 内1名 班員 総務課員 内1名 班員 総務課員 全員 班員 総務課員 全員 

管理班 

班長 

管理課長 

内1名 班長 

管理課長 

内1名 班長 

管理課長 

全員 班長 

管理課長 

全員 電気通信課長 電気通信課長 電気通信課長 電気通信課長 

機械課長 機械課長 機械課長 機械課長 

班員 

総務課員 

内2名 班員 

総務課員 

内4名 班員 

総務課員全員 

全員 班員 

総務課員全員 

全員 管理課員 管理課員 管理課員全員 管理課員全員 

電気通信課員 電気通信課員 電気通信課員全員 電気通信課員全員 

広報班 

  班長 副所長 班長 副所長 

  班員 広報班長が指定する者 班員 広報班長が指定する者 

被災者等対応班 

  班長 総務課長 班長 総務課長 

  班員 広報班長が指定する者 班員 広報班長が指定する者 

高山ダム班 

班長 

高山ダム 

管理所長 

内1名 班長 

高山ダム 

管理所長 

内1名 班長 

高山ダム 

管理所長 

全員 班長 

高山ダム 

管理所長 

全員 

 
高山ダム 

管理所長代理 

高山ダム 

管理所長代理 

高山ダム 

管理所長代理 

高山ダム 

管理所長代理 

 班員 
高山ダム 

管理所員他 
内2名 班員 

高山ダム 

管理所員他 
内5名 班員 

高山ダム 

管理所員他 
全員 班員 

高山ダム 

管理所員他 
全員 

青蓮寺ダム班 

班長 

青蓮寺ダム 

管理所長 

内1名 班長 

青蓮寺ダム 

管理所長 

内1名 班長 

青蓮寺ダム 

管理所長 

全員 班長 

青蓮寺ダム 

管理所長 

全員 

 
青蓮寺ダム 

管理所長代理 

青蓮寺ダム 

管理所長代理 

青蓮寺ダム 

管理所長代理 

青蓮寺ダム 

管理所長代理 

 班員 
青蓮寺ダム 

管理所員他 
内2名 班員 

青蓮寺ダム 

管理所員他 
内3名 班員 

青蓮寺ダム 

管理所員他 
全員 班員 

青蓮寺ダム 

管理所員他 
全員 

室生ダム班 

班長 

室生ダム 

管理所長 

内1名 班長 

室生ダム 

管理所長 

内1名 班長 

室生ダム 

管理所長 

全員 班長 

室生ダム 

管理所長 

全員 

 

 
室生ダム 

管理所長代理 

室生ダム 

管理所長代理 

室生ダム 

管理所長代理 

室生ダム 

管理所長代理 
 

 班員 
室生ダム 

管理所員他 
内2名 班員 

室生ダム 

管理所員他 
内3名 班員 

室生ダム 

管理所員他 
全員 班員 

室生ダム 

管理所員他 
全員  

布目ダム班 

班長 

布目ダム 

管理所長 

内1名 班長 

布目ダム 

管理所長 

内1名 班長 

布目ダム 

管理所長 

全員 班長 

布目ダム 

管理所長 

全員 

 

 
布目ダム 

管理所長代理 

布目ダム 

管理所長代理 

布目ダム 

管理所長代理 

布目ダム 

管理所長代理 
 

 班員 
布目ダム 

管理所員他 
内2名 班員 

布目ダム 

管理所員他 
内3名 班員 

布目ダム 

管理所員他 
全員 班員 

布目ダム 

管理所員他 
全員  

比奈知ダム班 

班長 

比奈知ダム 

管理所長 

内1名 班長 

比奈知ダム 

管理所長 

内1名 班長 

比奈知ダム 

管理所長 

全員 班長 

比奈知ダム 

管理所長 

全員 

 

 
比奈知ダム 

管理所長代理 

比奈知ダム 

管理所長代理 

比奈知ダム 

管理所長代理 

比奈知ダム 

管理所長代理 
 

 班員 
比奈知ダム 

管理所員他 
内2名 班員 

比奈知ダム 

管理所員他 
内3名 班員 

比奈知ダム 

管理所員他 
全員 班員 

比奈知ダム 

管理所員他 
全員  

注)1.総合管理所等においては、各管理所の班長についてもその代行者を定めておくものとする。 
  2.第二警戒態勢時の防災要員は、原則として全員とする。 

  3.注意態勢に下流巡視を行う場合・出水の状況により班長は要員を増減することが出来る。 

  4.要員の人数には巡視のための運転手を含んでいない。 
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表 1.4.2-3 防災本部の業務内容一覧 

区   分 編    成 
木 津 川 ダ ム 総 合 管 理 所 業 務 等 

備考 
注 意 態 勢 第 一 警 戒 態 勢 第 二 警 戒 態 勢  非  常  態  勢 

本部長   防災業務の指揮・総括    防災業務の指揮・総括    防災業務の指揮・総括         防災業務の指揮・総括   

副本部長   本部長の補佐     本部長の補佐     本部長の補佐     本部長の補佐     

総務班 

      

班長   1.防災態勢要員の参集状況確認  1.防災態勢要員の参集状況確認  1.防災態勢要員の参集状況確認  

 総務課長   2.事務所等の点検  2.事務所等の点検     2.事務所等の点検     

班員    3.職員の安全確認及び誘導  3.職員の安全確認及び誘導  

 総務課員    4.被災者の応急手当等  4.被災者の応急手当等  

    5.宿舎及び家族の安全確認  5.宿舎及び家族の安全確認  

    6.炊き出し等  6.炊き出し等  

     7.一般からの問い合わせ等の対応  

      

管 
 
 

理 
 
 

班 

管  理  班         

 班長  1.防災業務の総合調整  1.防災態勢要員の招集  1.防災態勢要員の招集  1.防災態勢要員の招集  

  管理課長  2.支社又は関係機関等への報告・連絡  2.支社・本社・関係機関等への  2.警戒宣言等の情報収集  2.警戒宣言等の情報収集  

 班員  3.通信回線の確保    報告及び連絡  3.本部指令等の伝達  3.本部指令等の伝達  

  管理課員  4.予備電力の確保  3.管理設備等の点検  4.その他本部の運営  4.その他本部の運営  

  技術管理役  5.機械職の応援態勢確立  4.通信回線の確保  5.支社・本社・関係機関等への報告  5.支社・本社・関係機関等への報告  

       及び連絡   及び連絡  

電気通信班 班長    6.管理設備等の点検  6.管理設備等の点検  

  電気通信課長    7.通信回線の確保  7.通信回線の確保  

 班員    8.気象情報等の収集及び連絡  8.気象情報等の収集及び連絡  

  電気通信課員    9.洪水調節計画の立案  9.洪水調節計画の立案  

機 械 班 班長      

  機械課長      

 班員      

  機械課員      

広
報
班 

班長      

 副所長    1.広報に関する業務  1.広報に関する業務  

副班長      

 管理課長      

班員      

 総務課員・管理課員      

       

       

被
災
者
等
対
応
班 

班長      

 総務課長     1.被災者リストの作成  

班員     2.医療機関への連絡  

 総務課員      

       

       

       

       

        

各ダム班 班長   1.防災態勢要員の招集  1.防災態勢要員の招集  1.防災態勢要員の招集  

  各ダム管理所長   2.防災態勢要員の参集状況確認  2.防災態勢要員の参集状況確認  2.防災態勢要員の参集状況確認  

高山ダム班 班員   3.堤体・貯水池等の巡視・点検  3.職員の安全確認及び誘導  3.職員の安全確認及び誘導  

青蓮寺ダム班  各ダム管理所員   4.管理設備等の点検  4.被災者の応急手当等  4.被災者の応急手当等  

室生ダム班  （土木・電気・機械）   5.通信回線の確保  5.宿舎及び家族の安全確認  5.宿舎及び家族の安全確認  

布目ダム班     6.関係機関等への報告及び連絡  6.災害対策用資機材等の点検及び準備  6.災害対策用資機材等の点検及び準備  

比奈知ダム班      7.堤体・貯水池周辺道路等の巡視・点検  7.堤体・貯水池周辺道路等の巡視・点検  

      8.管理設備等の点検  8.管理設備等の点検  

      9.被災ヶ所の応急点検  9.被災ヶ所の応急点検  

      10.関係機関等への報告及び連絡  10.関係機関等への報告及び連絡  

      11.通信回線の確保  11.通信回線の確保  

      12.炊き出し等  12.炊き出し等  

     
 13.初瀬取水施設・島谷導水施設の点検 

  (室生ダム) 

 13.初瀬取水施設・島谷導水施設の点検 

  (室生ダム) 
 

      14.気象情報等の収集及び連絡  14.気象情報等の収集及び連絡  

      15.洪水調節計画の立案  15.洪水調節計画の立案  
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洪水により、以下の 1)～4)に該当した放流を行う場合には、あらかじめ関係機関に対して

通知を行う。関係機関への通知は、約 1 時間前に FAX 等により行う。放流時の通知先関係機

関は表 1.4.2-4に示すとおりである。 

 

1) 常用洪水吐き主ゲートから放流を開始するとき。ただし、高山ダムに関わる施設管理規

程第 33条の規定により低水管理用設備の点検又は整備を行うため常用洪水吐き主ゲー

トから放流を行う場合は除く。  

2) ダムから放流を行うことにより、下流に急激な水位上昇を生じると予想されるとき。 

3) 洪水調節を開始するとき。 

4) 高山ダムただし書操作要領に基づく操作を行うとき。 

 

一般に周知させるための必要な措置は、上記 1)に該当する放流の場合はダム地点から木津

警報局までの区間、上記 2)又は 4)に該当する放流の場合はダム地点から八幡地点(三川合流

地点)までの区間であり、警報局のサイレン等による警報のほか、警報車に設置したスピーカ

による放送及びサイレンを必要に応じて併用しながら、警報車により高山ダム下流の巡視を

行っている。洪水時(災害時)の巡視経路は図 1.4.2-2 に示すとおりである。 

 

 

図 1.4.2-2 洪水時（災害時）の巡視経路 

  

高山ダム 

凡例；   常用洪水吐き主ゲートから放流を開始する際の巡視 

      急激放流及びただし書き操作時巡視 
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表 1.4.2-4 放流時の通知先関係機関 
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1.4.3 渇水時の管理 

渇水時には、水資源機構木津川ダム総合管理所において以下に示す「渇水対策要領」、「渇水

対策本部運営細則」に基づいて、表 1.4.3-1の渇水対策本部組織及び所掌業務に示す組織構成

からなる渇水対策本部が設置される。また、渇水時のダム放流に関する指示・連絡の連絡体制

は図 1.4.3-1に示すとおりである。 

 

表 1.4.3-1 渇水対策本部組織表及び所掌業務 
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図 1.4.3-1 渇水時のダム放流の指示・連絡体制  
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1.5 文献等リスト 

高山ダムの事業概要を整理するため、以下の資料を収集した。 

 

表 1.5-1 「1.事業の概要」に使用した文献・資料リスト 

No 文献・資料名 発行者 発行年月 備考 

1-1 シームレス地質図データベース 産業技術総合研究所地質調査総

合センター 
平成 18年 

 

1-2 琵琶湖＆淀川(等雨量線図) 近畿地方整備局 平成 14年  

1-3 流域の人口、世帯数データ 総務省統計局   

1-4 平成 17 年全国都道府県市区町村別面

積 
国土交通省国土地理院 平成 17年 

 

1-5 国土数値情報 土地利用細分メッシュ

データ(平成 28年度 土地利用 100m メ

ッシュデータ) 

国土交通省国土政策局 平成 28年度 

 

1-6 
近畿水害写真集 

近畿地方建設局河川部監修, 

(社)近畿建設協会発行 
昭和 56年 10月 

 

1-7 名張市史 名張市役所   

1-8 昭和 28年 13号台風出水における 

名張市の被害状況 

近畿地方整備局 

木津川上流河川事務所 
 

 

1-9 渇水報告書 水資源機構 本社管理部   

1-10 
淀川・大和川の洪水 

近畿地方建設局河川部監修, 

淀川大和川洪水予報連絡会 
昭和 35年 

 

1-11 淀川水系河川整備基本方針 国土交通省河川局 平成 19年 3月  

1-12 京都府統計書 京都府 

平成6年,平成11

年,平成 16年,平

成 21年 

 

1-13 
社団法人三重県畜産協会公表資料（家

畜等の頭羽数） 
社団法人三重県畜産協会 平成 20年 

 

1-14 奈良県家畜家きん規模別戸数および飼

養頭羽数 
奈良県農林部畜産課 平成 22年度 

 

1-15 
高山ダム管理年報(H26～R1) 木津川ダム総合管理所 

平成 26年度～令

和元年度 

 

1-16 
高山ダム年次報告書(H26～H30) 木津川ダム総合管理所 

平成 26年度～平

成 30年度 

 

 

表 1.5-2 「1.事業の概要」に使用したデータ 

No データ名 データ提供者または出典 発行年 備考 

1-17 高山ダム地点気温(H27～R1) 木津川ダム総合管理所 (H27～R1)  

1-18 高山ダム地点降水量(H27～R1) 木津川ダム総合管理所 (H27～R1)  

1-19 流域平均降水量(H27～R1) 木津川ダム総合管理所 (H27～R1)  

1-20 貯水位・流入量・放流量(H27～R1) 木津川ダム総合管理所 (H27～R1)  

1-21 流域人口データ(国勢調査データ) 各年の国勢調査結果   

1-22 大河原地点流量データ(H27～R1) 木津川ダム総合管理所 (H27～R1)  

 



 

 

 

 

 
2.洪水調節 
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2． 洪水調節 

2.1 評価の進め方 

2.1.1 評価方針 

洪水調節に関する評価は、流域の情勢（想定氾濫区域の状況）を踏まえた上で、洪水調節

計画及び洪水調節実績を整理し、これらの状況についてダムありなしの比較を行うことを評

価の方針とする。 

 

2.1.2 評価手順 

下の手順で評価を行う。洪水調節の評価手順は図 2.1.2-1に示すとおりである。 

 

(1) 想定氾濫区域の状況整理 

想定氾濫区域の状況についてはこれまでのとりまとめ資料の整理とする。治水経済調査・

事業再評価、河川整備基本計画、ハザードマップ等関連すると思われる資料は極力収集し、

可能ならばダム計画時点の状況と最新の状況の比較を行う。 

なお、使用可能な資料が複数ある場合には、整合性について十分に確認を行う。 

 

(2) 洪水調節の状況 

洪水調節計画および洪水調節実績について整理する。 

洪水調節計画は主に工事誌を参考とし、暫定的な操作規則を設定して運用している場合、

その旨を注記する。 

洪水調節実績は洪水実績表等から整理を行い、一覧表等にまとめる。 

 

(3) 洪水調節の効果 

(2)で整理した実績の中から 3～5 洪水について、流量低減効果、水位低減効果の評価を行

うとともに、水防活動の基準水位（たとえば警戒水位）の超過頻度の低減に伴う労力の軽減

効果について評価する。 



高山ダム定期報告書（R2）                                                      ２章 洪水調節 

 

 2-2 

 

 

 

 

図 2.1.2-1 洪水調節の評価手順 

  

治水経済調査、事業再評価、河川整備基本計画、ハザードマップ等既

往資料を参考に整理する。 

ダム計画時と最新の状況の比較 

洪水調節計画の整理 

洪水調節実績の整理 

想定氾濫区域の状況の整理 

洪水調節の状況 

 

(必須項目) 

          ・流量低減効果 

          ・水位低減効果 

          ・労力の軽減効果 

洪水調節の効果 
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2.1.3 洪水調節に関わる高山ダムの特徴 

高山ダムは、木津川支川名張川に位置する多目的ダムであり、その洪水調節に関する特徴

は以下のとおりである。 

 

・ 高山ダムは、洪水調節を行うことにより、木津川及び淀川の洪水災害を軽減する目的

を有している。 

・ 昭和 28 年の台風 13 号を契機に、ダム群による洪水調節の思想を取り入れた新しい治

水計画「淀川水系改修基本計画」が昭和 29年に策定され、この計画により、高山ダム

が建設された。 

・ 洪水調節容量(最大 3,540 万 m3)を確保するために、洪水期である 6 月 16 日から 10 月

15日までは洪水貯留準備水位(EL.117.0m)まで水位を低下させておく必要がある。 

・ 高山ダムでは、流入量が 1,300 m3/ｓまでは流入量に等しい量を放流し、その後、一定

率で放流量を増加させ 1,800 m3/ｓを最大放流量とした洪水調節を行う計画であるが、

木津川流域及び淀川流域の洪水被害軽減のため、状況に応じ淀川ダム統合管理事務所

（流域のダム群）と協同した統合操作を行うこととしている。 
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2.2 想定氾濫区域の状況 

2.2.1 想定氾濫区域の位置及び面積 

高山ダムは、ダムサイト上流域の 2 日雨量（生起確率 1/100）を対象とし、計画高水流量

3,400 m3/sのうち 1,600 m3/sをダムに貯留し、ダム地点で最大 1,800 m3/sを放流し下流の木

津川及び淀川の高水流量を軽減するものである。名張川ダム群(高山ダム、青蓮寺ダム、室生

ダム、比奈知ダム)及び布目ダムによる氾濫軽減区域図を図 2.2.1-1に示す。 

 

 

図 2.2.1-1 名張川ダム群及び布目ダムによる氾濫軽減区域図 

出典：木津川ダム総合管理所パンフレット 
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＜参考＞ 

淀川水系淀川・宇治川・木津川・桂川 浸水想定区域 

 

(1) 淀川流域 

淀川水系の洪水予報区間について、水防法の規定に基づき定められた淀川水系浸水想定区域

図のうち、想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域を図 2.2.1-2に示す。なお、本来ならば

ダム建設以前の想定氾濫区域を示すべきであるが、当該流域では作成されていない。 

 

計算条件等 

・ 淀 川: 枚方地点上流域の 24時間総雨量 360mm(宇治川を除く区間) 

      宇治地点上流域の 9時間総雨量 356mm(宇治川) 

・ 木津川: 加茂地点上流域の 12時間総雨量 358mm(淀川合流点～島ヶ原地点) 

・ 桂 川: 羽東師地点上流域の 12時間総雨量 341mm 

 

 

図 2.2.1-2 淀川水系淀川・宇治川・木津川・桂川洪水浸水想定区域図 

出典：国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所 HP 
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出典：国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所 HP 
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(2) 木津川上流域 

木津川上流域について、水防法の規定に基づき定められた浸水想定区域図のうち、洪水浸水

想定区域図(想定最大規模)を図 2.2.1-3に示す。なお、本来ならばダム建設以前の想定氾濫区

域を示すべきであるが、当該流域では作成されていない。 

  

計算条件等 

・ 木津川【上流】(島ヶ原より下流): 加茂地点上流域の 12時間総雨量 358mm 

・ 木津川【上流】(島ヶ原より上流): 島ヶ原地点上流域の 9時間総雨量 360mm 

・ 服部川: 島ヶ原地点上流域の 9時間総雨量 360mm 

・ 柘植川: 島ヶ原地点上流域の 9時間総雨量 360mm 

・ 名張川: 家野地点上流域の 9時間総雨量 380mm 

・ 宇陀川: 家野地点上流域の 9時間総雨量 380mm 

 

 
図 2.2.1-3 木津川上流域浸水想定区域図（高山ダム下流～笠置町）(令和元年 10月) 

出典：国土交通省 近畿地方整備局 木津川上流河川事務所 HP 

 

 

  

有市
(下流基準点)

高山ダム
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2.2.2  想定氾濫区域の状況 

(1) 土地利用の変遷 

淀川水系沿川では昭和 30年以降市街化が進み、特に下流域においては、広く市街地が形成

されている。 

また、流出率は、横ばい傾向にある。 

 

 

図 2.2.2-1 淀川水系沿川の土地利用の変遷 

出典：淀川水系環境管理基本計画(H2.3) 

 

 

図 2.2.2-2 淀川水系の流出率の変化 

出典：淀川水系流域委員会 HP 

  

71 72

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

S46 H8

流
出

率
(%

)



高山ダム定期報告書（R2）                                                      ２章 洪水調節 

 

 2-9 

(2) 淀川水系を取り巻く社会環境 

淀川水系の想定氾濫区域内人口は約 537万人となっている。 

 

表 2.2.2-1 淀川流域想定氾濫区域内人口及び資産 

年度 想定氾濫区域内人口 想定氾濫区域内資産 

平成 22年河川現況調査 約 537万人 約 102兆 9580億円 

出典：国土交通省近畿地方整備局 河川現況調書 

 

表 2.2.2-2 木津川上流域における浸水想定区域の概要 

 三重県 京都府 奈良県 

浸水面積 約 1,200ha 約 140ha 約 60ha 

浸水区域内人口※1 約 14,000人 約 1,000人 約 400人 

浸水区域内 

世帯数※2 

床上浸水 約 4150戸 約 250戸 約 100戸 

床下浸水 約 720戸 約 20戸 約 10戸 

概算被害額※3 約 3,180億円 約 30億円 約 15億円 

概算被害額(内訳) 

一般資産 約 1,140億円 約 12億円 約 5億円 

農作物 約 3億円 約 0.3億円 約 0.1億円 

公共土木 約 1,940億円 約 20億円 約 9億円 

間接 約 100億円 約 2億円 約 1億円 

※1：浸水メッシュ内人口 

※2：床上浸水 45cm以上、上限なし 床下浸水 45cm未満 

※3：浸水メッシュ内被害想定額。算定に使用したデータは、以下の通り 

   国勢調査 H7 

    事業所統計 H8 

   単価 H12 
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2.3 洪水調節の状況 

2.3.1 洪水調節計画 

(1) 淀川の治水計画 

淀川水系の治水計画は基準地点である枚方地点において基本高水 17,500m3 /s（琵琶湖から

の流出量を含む）を流域内の洪水調節施設により 5,500m3 /sを調節して、河道への配分流量

を 12,000m3 /sとする計画である。 

 

図 2.3.1-1 淀川の治水計画図 

出典：「木津川ダム総合管理所概要」パンフレット】 

 

(2) ダム地点の洪水調節計画 

高山ダム施設管理規程ではダム地点の計画高水流量 3,400m3/ｓに対し、最大 1,800m3/ｓを

放流する計画となっている。高山ダムの洪水調節操作は一定率一定量放流方式のため、流入

量が 1,300m3/ｓに達するまでは流入量に等しい量を放流し、1,300m3/ｓに達した後は、1,800 

m3/ｓに達するまで一定率で放流量を増加させ、1,800m3/ｓに達した後は一定放流を行う。 

 

 

図 2.3.1-2 高山ダム洪水調節計画図 

 

※一定率；（流入量－1,300）×0.24+1,300(m
3
/s) 

※ 
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高山ダムにおける洪水調節時の操作は以下のとおりである。（施設管理規程より抜粋） 

 

第４章洪水調節等 

（洪水警戒体制） 

第 17 条 木津川ダム総合管理所長（以下「所長」という。）は、次の各号のいずれかに該当す

る場合においては、洪水警戒体制を執らなければならない。 

一 京都地方気象台から南山城村、奈良地方気象台から山添村又は津地方気象台から伊賀市若し

くは名張市の降雨に関する注意報又は警報が発せられ、細則で定めるところにより洪水の

発生が予想されるとき。 

二 国土交通省淀川ダム統合管理事務所長（以下「統管所長」という。）から指示があったとき。 

三 その他細則で定めるところにより洪水の発生が予想されるとき。 

２ 所長は、第 22 条の規定により洪水に達しない流水の調節を行おうとする場合には、洪水警

戒体制を執ることができる。 

（洪水警戒体制時における措置） 

第 18 条 所長は、前条の規定により洪水警戒体制を執ったときは、直ちに、次の各号に掲げる

措置を執らなければならない。 

一 関西・吉野川支社淀川本部、国土交通省淀川ダム統合管理事務所、国土交通省木津川上流河

川事務所その他の細則で定める関係機関との連絡並びに水象及び気象に関する観測及び情

報の収集を密にすること。 

二 ゲート及びバルブ（以下「ゲート等」という。）並びにゲート等の操作に必要な機械及び器

具の点検及び整備、予備電源設備の試運転その他洪水調節等を行うに関し必要な措置を執

ること。 

（予備放流） 

第 19 条 所長は、非洪水期において、次条の規定により洪水調節を行う必要が生ずると認める

場合には予備放流水位を定め、貯水位が当該予備放流水位を超えているときは、貯水位を

当該予備放流水位に低下させるため毎秒 1,300 立方メートルを限度として放流を行うもの

とする。 

（洪水調節） 

第 20 条 所長は、次の各号に定めるところにより、洪水調節を行わなければならない。ただし、

水象、気象その他の状況により特に必要と認めるときは、この限りでない。 

一 流入量が毎秒 1,300 立方メートルから毎秒 3,400 立方メートルまでの間にあって増加し続

けているときは、毎秒｛（流入量－1,300）×0.24＋1,300｝立方メートルの水量を放流する

こと。 

二 前号の方法による操作の後、流入量が減少し始めた時以降は、毎秒｛（前号の方法による操

作中における最大流入量－1,300）×0.24＋1,300｝立方メートルの水量を、流入量が当該

流量に等しくなる時又は流入量が前号の方法による操作中における最大流入量と等しくな

る時まで放流すること。 

三 前号の方法による操作の後、流入量が第１号の方法による操作中における最大放流量を超え

た時以後は、前２号に規定する方法により放流すること。 

四 次条の規定によりダムから放流を行っている場合において、放流量が毎秒 1,300立方メート
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ルを下回るまでの間に流入量が再び増加した場合で、流入量が放流量と等しくなった時以

後は、流入量が毎秒｛（当該放流量－1,300）÷0.24＋1,300｝立方メートルに等しくなる時

まで、当該放流量に相当する水量を放流すること。 

五 流入量が前号に規定する毎秒｛（当該放流量－1,300）÷0.24＋1,300｝立方メートルを超え

た時以後は、前４号に定める方法により放流すること。 

六 流入量が毎秒 3,400 立方メートルを超えた時以後は、流入量が毎秒 1,800 立方メートルに

等しくなる時まで、毎秒 1,800 立方メートルの水量を放流すること。 

２ 所長は、統管所長から洪水調節について指示があったときは、前項の規定にかかわらず、当

該指示に従って洪水調節を行わなければならない。 

（洪水調節等の後における水位の低下） 

第 21 条 所長は、洪水期において、前条第１項本文若しくは第２項の規定により洪水調節を行

った後又は次条の規定により洪水に達しない流水の調節を行った後において、貯水位が制

限水位を超えているときは、速やかに、貯水位を制限水位に低下させるため、洪水調節を

行った後にあっては、前条第１項本文又は第２項に定める方法による操作中における放流

量のうち最大の放流量を放流し、洪水に達しない流水の調節を行った後にあっては、毎秒

1,300 立方メートルの水量を限度として、ダムから放流を行わなければならない。ただし、

水象、気象その他の状況により特に必要があると認める場合には、下流に支障を与えない

程度の流量を限度として、ダムから放流を行うことができる。 

２ 前条第２項の規定は、前項の規定による放流について準用する。 

（洪水に達しない流水の調節） 

第 22 条 所長は、洪水期において、水象、気象その他の状況により必要があると認める場合に

は、洪水に達しない流水についても調節を行うことができる。 

２ 第 20 条第２項の規定は、前項の規定による調節について準用する。 

（洪水警戒体制の解除） 

第 23条 所長は、細則で定めるところにより、洪水警戒体制を維持する必要がなくなったと認

める場合には、これを解除しなければならない。 

（貯水位の上昇） 

第 24条 所長は、非洪水期において、気象、水象その他の状況により予備放流水位を維持する

必要がなくなったと認める場合には、その後の流水を貯留して水位が上昇するよう努めるも

のとする。 
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2.3.2 洪水調節実績 

(1) 洪水調節実施状況 

管理開始以降の洪水調節を実施した出水を表 2.3.2-1に示す。 

昭和 44年の管理開始以降、令和元年まで（管理開始以降 50年経過）に計 18回、うち至近

5カ年では 3回の洪水調節を実施している。 

平成 29 年 10月の台風 21 号による出水では、最高水位が昭和 46 年からの記録の中で最も

高い値を記録し、流域平均総雨量が平成 23 年 9 月(台風 12 号)に次いで、管理開始以後二番

目に大きく、また最大流入量も昭和 57 年 7 月(台風 10 号)に次いで二番目となる 2,294 m3/s

を記録した。 

平成 29 年の台風 21 号では、下流木津川の状況、ダムの貯水容量等を考慮し、施設管理規

程に定められた国土交通省近畿地方整備局淀川ダム統合管理事務所長による指示(統合操作

※1)により、ダムの最大流入時の放流量を通常の防災操作に比べて減量する防災操作を淀川

ダム統合管理事務所と協同しながら実施することで、下流河川の水位低減並びに道路の冠水

時間の短縮に貢献した。 

 

表 2.3.2-1 管理開始以降の洪水調節を実施した出水 

 

 

 

  

No. 洪水調節実施日 要因
流域平均
総雨量
(mm)

最大流入

量(m3/s)

最大放流

量(m3/s)

最大流入
時放流量

(m3/s)

調節量

(m3/s)

最高水位
(EL.m)

備考

1 昭和46年9月26日～9月28日 台風29号 151.7 1,850 310 110 1,740 129.78

2 昭和47年9月16日～9月17日 台風20号 166.0 1,750 1,034 799 951 128.07

3 昭和51年9月8日～9月11日 台風17号 453.7 1,375 1,316 1,316 59 119.36

4 昭和57年7月31日～8月4日 台風10号 450.6 2,765 1,546 1,380 1,385 130.59

5 平成2年9月19日～9月20日 台風19号 200.8 1,962 1,438 1,300 661 120.04

6 平成2年9月29日～9月30日 台風20号 125.3 1,372 1,240 1,093 278 116.92

7 平成6年9月28日～10月1日 台風26号 223.8 1,875 1,456 1,396 479 120.30

8 平成7年5月11日～5月13日 前線 168.9 1,324 1,099 920 404 128.59

9 平成9年7月26日～7月27日 台風9号 223.4 1,488 1,349 1,345 150 117.45

10 平成16年8月3日～8月8日 台風11号 164.7 1,319 1,280 1,154 165 117.97

11 平成21年10月7日～10月8日 台風18号 240.8 1,801 1,278 1,240 561 119.95 統合操作※1あり

12 平成23年9月2日～9月3日 台風12号 511.0 1,324 1,233 1,233 91 116.41

13 平成24年9月30日～9月30日 台風17号 147.5 1,359 768 737 623 122.77 統合操作※1あり

14 平成25年9月15日～9月16日 台風18号 290.3 1,595 1,300 542 1,053 130.19 統合操作※1あり

15 平成26年8月9日～8月10日 台風11号 277.6 1,566 1,297 1,198 367 119.96 統合操作※1あり

16 平成29年10月18日～10月30日 台風21号 497.0 2,294 1,493 1,008 1,286 131.23 統合操作※1あり

17 平成30年9月29日～平成30年10月4日 台風24号 138.7 1,328 1,117 896 432 119.20

18 令和元年10月11日～令和元年10月15日 台風19号 248.2 1,778 1,419 1,416 361 122.93

※1 国土交通省近畿地方整備局淀川ダム統合管理事務所長指示のもと実施した防災操作
※2 表中の着色は管理開始以降最大を示す。

出典：
No.1～11：平成22年度高山ダム定期報告書。
No.12～15：高山ダム管理年報（Ⅳ管理の概要）。ただし黄色セルは洪水調節報告書から情報を補足。
No.16～17：平成29年度高山ダム年次報告書、平成30年度高山ダム年次報告書、および洪水調節報告書
No.18：洪水調節報告書
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(2) 平成 29年 10月洪水(台風 21号)の洪水調節実施状況 

1) 降雨状況 

10月 23日に台風 21号が近畿地方を通過した。 

この台風により、高山ダム上流域に位置する高山ダム観測所では、10月 18日 14時の降り

始めから 23日 12時までに 402mmの降雨を観測し、1時間最大雨量 17mm（10/22 22時）の降

雨を観測した。 

 

  
台風 21号経路図 平成 29年 10月 22日 15時天気図 

 
平成 29 年 10 月 22 日 15 時 雨量レーダー 

図 2.3.2-1 台風経路図及び天気図、総降水量分布図 

出典：高山ダム洪水調節報告書(台風 21 号による洪水)(平成 29 年 10 月 18 日～平成 29 年 10 月 30 日) 

気象庁 HP（台風 21 号経路図） 
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2) 洪水調節実施状況 

ダムへの流入量は最大 2,294m3/s であり、ダム放流量を 1,285m3/s 低減(貯水池内に貯留)

する操作を実施した。貯水位は最高 EL.131.23mであった。この洪水では、国土交通省近畿地

方整備局淀川ダム統合管理事務所と協同し、10月 22日 9時 00分より事前放流を行い洪水貯

留容量を 6,476千 m3確保して、下流浸水被害の低減に努めた。 

 

 

図 2.3.2-2 平成 29年 10月洪水（台風 21号）の洪水調節実施状況 
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0
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0
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132 3,360

108 840

100
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雨量

- - 貯水位

― 流入量

- - ダム放流量

― 全放流量

― 下流実績流量

- - 下流推定流量

洪水時最高水位 (EL. 135.00m)

平常時最高貯水位 (EL. 135.00m)

洪水貯留準備水位 (EL. 117.00m)

最低水位 (EL. 104.00m)

1,306.48　m3/s
（10月22日18時01分）

最大流入量
2,294.37 m3/s/s

（10月23日1時41分）

調節量 1,285.98　m3/s

1,493.34 m3/s
（10月22日22時27分）

131.23　m
（10月23日8時20分）

2,933.47　m3/s
（10月1日1時0分）

4,084.22　m3/s

 洪水調節開始流量

最大
流入
時

 最大放流量

 最高水位

下流洪水調節基準点に
おける実績最大流量

下流洪水調節基準点に
おける推定最大流量

事前放流（最大 1,286m3/s） 
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(3) 平成 30年 9月洪水(台風 24号)の洪水調節実施状況 

1) 降雨状況 

9月 30日に台風 24号が近畿地方を通過した。 

この台風により、高山ダム上流域に位置する高山ダム観測所では、9月 29日 4時の降り始

めから 10 月 1 日 2 時までに 63mm の降雨を観測し、1 時間最大雨量 6mm（9/29 6 時）の降雨

を観測した。 

また、高山ダム流域平均では、138.7mmの降雨を観測した。 

 

 
 

台風 24号経路図 平成 30年 9月 30日 18時天気図 

 
平成 30 年 9 月 30 日 20 時 雨量レーダー 

図 2.3.2-3 台風経路図及び天気図、総降水量分布図 

出典：高山ダム洪水調節報告書(台風 24 号による洪水)(平成 30 年 9 月 29 日～平成 30 年 10 月 4 日) 

気象庁 HP（台風 24 号経路図） 
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2) 洪水調節実施状況 

この降雨による出水に対し、高山ダムでは流入量が洪水量に達し、防災操作を実施した。 

ダムへの流入量は最大 1,332m3/sであり、ダム放流量を 450m3/s低減(貯水池内に貯留)する

操作を実施した。貯水位は最高 EL.119.15mであった。 

 

 

図 2.3.2-4 平成 30年 9月洪水（台風 24号）の洪水調節実施状況 
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(4) 令和元年 10月洪水(台風 19号)の洪水調節実績 

1) 降雨状況 

10月 12日に台風 19号が近畿地方に接近し、太平洋上を通過した。 

この台風により、高山ダム観測所では、10月 11日 22時 20分の降り始めから 10月 13日 2

時までに 106mmの降雨を観測し、1時間最大雨量 12mm（10/12 15時）の降雨を観測した。 

 

 
 

台風 19号経路図 令和元年 10月 12日 15時天気図 

 
令和元年 10 月 12 日 15 時 雨量レーダー 

図 2.3.2-5 台風経路図及び天気図、総降水量分布図 

出典：高山ダム洪水調節報告書(台風 19 号による洪水)(令和元年 10 月 11 日～令和元年 10 月 15 日) 

気象庁 HP（台風 19 号経路図） 
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2) 洪水調節実施状況 

この降雨による出水に対し、高山ダムでは流入量が洪水量に達し、防災操作を実施した。 

ダムへの流入量は最大 1,777m3/s であり、ダム放流量を 361 m3/s低減(貯水池内に貯留)す

る操作を実施した。貯水位は最高 EL.122.93mであった。 

 

 

図 2.3.2-6 令和元年 10月洪水（台風 19号）の洪水調節実施状況 
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2.4  洪水調節の効果(流量低減効果・水位低減効果) 

2.4.1 流量・水位の低減効果 

至近 5ヵ年の洪水調節実績をもとに、高山ダムによる洪水調節効果を評価する。 

洪水調節効果検討対象洪水を表 2.4.1-1に、洪水調節効果検討地点を図 2.4.1-1に示す。 

 

表 2.4.1-1 洪水調節効果検証対象洪水 

対象洪水 検証地点 

平成 29年台風 21号洪水 有市 

平成 30年台風 24号洪水 有市 

令和元年台風 19号洪水 有市 

 

 

図 2.4.1-1 洪水調節効果検討地点 
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(1) 平成 29年 10月洪水(台風 21号) 

台風 21号の影響によって降り始めた雨により流入量が増加し、10月 22日 17時 47分に洪

水量(1300m3/s)へ達したため、防災操作を開始した。この洪水では、国土交通省近畿地方整

備局淀川ダム統合管理事務所と協同して統合操作を実施し、下流浸水被害の低減に努めた。 

10月 23日 1時 41分には最大流入量 2,294m3/sを観測した。同時刻のダム放流量は 1,008m3/s

で 1,285m3/sを調節した。また最大放流量は 10月 22日 22時 27分に 1,493 m3/sであった。

ダム貯水位は、10月 23日 8時 20分に最高 EL.131.23mを記録した。 

本洪水により高山ダムでは、10 月 19 日 6 時 30 分から防災態勢(第一警戒態勢)を発令し、

10月 23日 8時 45分まで続いた。 

この洪水調節により、ダム下流の有市地点では、ダムが無い場合に比べて河川水位を約 1.9m 

低減したと推定され、ダム下流の洪水被害低減に効果を発揮した。 

 

 

図 2.4.1-2 平成 29年 10月洪水（台風 21号）の洪水調節効果 

 

 

図 2.4.1-3 平成 29年 10月洪水（台風 21号）の水位低減効果(有市地点) 
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(2) 平成 30年 9月洪水(台風 24号) 

台風 24 号の影響によって降り始めた雨により流入量が増加し、9 月 30 日 22 時 50 分に洪

水量(1300m3/s)へ達したため、洪水調節を開始した。 

最大流入量は 9 月 30 日 23 時 4 分に 1,332m3/s を観測し、同時刻のダム放流量は 882m3/s

で 450m3/s を調節した。また、最大放流量は 9 月 30 日 23 時 50 分に 1,055m3/s、ダム貯水位

は 9月 30日 24時 0分に最高 EL.119.15mを記録した。 

本洪水により高山ダムでは、9月 29日 4時 30分から防災態勢(第一警戒態勢)を発令し、9

月 30日 21時 50分から防災態勢(第二警戒態勢) 、10月 1日 0時 40分から防災態勢(第一警

戒態勢)に移行、10月 4日 17時 30分まで継続した。 

この結果、ダム下流の有市地点では、ダムが無い場合に比べて河川水位を約 0.3m低下させ、

ダム下流地域の洪水被害を軽減した。 

 

 

図 2.4.1-4 平成 30年 9月洪水（台風 24号）の洪水調節効果 

 

 

図 2.4.1-5 平成 30年 9月洪水（台風 24号）の水位低減効果(有市地点) 
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(3) 令和元年 10月洪水(台風 19号) 

台風 19号の影響によって降り始めた雨により流入量が増加し、10月 12日 13時 00分に洪

水量(1300 m3/s)へ達したため、洪水調節を開始した。 

最大流入量は 10月 12日 18時 00分に 1,777m3/sを観測し、同時刻のダム放流量は 1,416m3/s

で 361m3/s を調節した。また最大放流量は 10 月 12日 18 時 10 分に 1,419 m3/s、ダム貯水位

は 10月 12日 18時 10分に最高 EL.122.93mを記録した。 

本洪水により高山ダムでは、10 月 12 日 2 時 00 分から防災態勢(第一警戒態勢)を発令し、

10 月 12日 11 時 50 分から防災態勢(第二警戒態勢)、10月 12日 21時 00分から防災態勢(第

一警戒態勢)に移行、10月 15日 17時 50分まで継続した。 

この結果、ダム下流の有市地点では、高山ダム下流の有市地点では、ダムが無い場合に比

べて河川水位を約 0.7m低下させ、ダム下流の洪水被害を低減した。 

 

 

図 2.4.1-6 令和元年 10月洪水（台風 19号）の洪水調節効果 

 

 
図 2.4.1-7 令和元年 10月洪水（台風 19号）の水位低減効果(有市地点) 
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2.4.2 洪水調節効果の地域住民への説明 

木津川ダム総合管理所では、高山ダムによる洪水調節効果について平成 29 年台風 21 号時

には記者発表を通じて、また平成 30 年台風 24 号及び令和元年台風 19 号時には HPを通じて

広く周知を行っている。以下に記者発表資料及び HP掲載資料の一部を示す。 

 

 

平成 29年台風 21号時 

 

  
平成 30年台風 24号時 令和元年台風 19号時 
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2.4.3 副次効果(流木の流出抑制と回収) 

高山ダム貯水池においては、洪水時及び洪水後に大量の流木が発生し、至近 5 ヵ年平均で

は約 1,188 m3/年、至近 10ヵ年平均では約 890 m3/年の流木等を処理している。至近 5ヵ年で

は、出水により処理数量が増加する傾向にあり、令和元年度は至近 10ヵ年で最大の 1,860 m3

の流木等を処理した。 

高山ダムで流木等を回収、処理することにより、ダム下流域の災害防止に貢献していると

考えられる。 

 

 

図 2.4.3-1 高山ダムにおける流木等処理量の推移 
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流木等の回収作業                           陸揚げ作業 

  
作業船による流木等回収作業 流木処理場 

写真 2.4.3-1 流木等回収作業実施状況(令和元年) 
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2.5 確実な防災操作を実施するための取り組み 

確実な防災操作を実施するため、高山ダムでは以下の取組みを実施、または継続して実施

している。 

また、降雨の予測・実績状況を把握して防災態勢を発令し、防災操作(ダム下流河川の巡視

及び警報を含む)が適確に実施できる体制を執っており、高山ダムにおいては至近 5 ヵ年(平

成 27～令和元年)で 31～64日/年、必要な体制を執っている（図 2.5-1）。 

 

⚫ 既往洪水における台風による降雨と上下流の出水特性の整理・把握（台風台帳） 

⚫ 雨量レーダー等による流域内の降雨の常時モニタリング 

⚫ 気象予報士による流域降雨予測の活用 

⚫ 木津川上流域を対象とする降雨・流出予測システムの構築・運用 

⚫ 関係機関との調整、関係自治体への情報連絡を同時に実施 

⚫ 上記により、ダム操作ルールに基づく確実な防災操作 

（ダム放流通知、警報・巡視、情報提供、洪水吐ゲート操作等）を実施 

 

図 2.5-1 防災態勢(風水害)の回数及び延べ日数 

 

 

  

0

5

10

15

20

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

防
災

態
勢

の
回

数

0

10

20

30

40

50

60

70

80

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

防
災

態
勢

の
延

べ
日

数
（
日

）

注意態勢 第一警戒態勢 第二警戒態勢 非常態勢

注 1)整理期間：平成 26年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

注 2)防災態勢の回数は、注意態勢開始→(第 1警戒、第 2警戒、非常態勢の発令・解除を含む場

合がある)→注意態勢解除を 1回としている。 

注 3)防災態勢の日数は 1 時間程度の態勢発令でも 1 日としてカウントしている。23 時～翌日 8

時までの場合は 2日としてカウントしている。 
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2.6 洪水時の情報発信の強化 

高山ダムでは、洪水時の情報発信の強化として、令和 2年 6月 15日付けで異常洪水時防災操

作に係る情報をマスコミ（ＮＨＫ大阪放送局、NHK 京都放送局）へ通知するよう、ただし書き

操作要領を改訂した。また、異常洪水時防災操作関係の放流連絡に警戒レベルを記述すること

で、洪水時の緊急性・切迫性がより強く伝わるように改めた。 

 

 

 

図 2.6-1 異常洪水時防災操作に係る情報通知に関するただし書き操作要領の改訂 

出典：高山ダムただし書き操作要領（R2.6月改定） 

異常洪水時防災操作

に係る情報をマスコ

ミ（NHK大阪放送局、

NHK京都放送局）に

通知するよう改定 

 

マスコミを通じた 

より広範囲に向けた

洪水時の情報発信 
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図 2.6-2 異常洪水時防災操作関係の放流連絡 

  

＜ダム操作に関する通知＞

淀川水系名張川　高山ダム（京都府相楽郡南山城村）では、現在、防災操作（洪水調節）

を行っています。

今後、計画規模を超える洪水が予想されるため、ダムに水を貯められなくなり、

　　月　　日　　時　　分頃から下流に流れる水量が増える異常洪水時防災操作を実施します。

そのため、洪水氾濫のおそれがあります。

移行する場合は、おおむね１時間前にも事前通知しますので、ダムからの連絡等に注意してください

※今後の降雨状況により、時間が前後する可能性がありますので、ご注意ください。

【ダム情報】 ( 日 時 分時点）

毎秒

（１時間前より約　　　　m3/s増加・減少）

ダム貯水位　：　EL. m

毎秒 m３ （１時間前より　　　　ｍ上昇・下降）

（１時間前より　　　　　　　　　 貯水率（有効容量）：約　　　　　％

約　　　　m3/s増加・減少） （１時間前より　　　　％上昇・下降）

(河川水位) 島ヶ原地点 水位 ｍ

有市地点 水位 ｍ

加茂地点 水位 ｍ

※ダム情報のホームページ https://www.water.go.jp/mizu/kansai/pc/index.html

※川の防災情報（洪水予報） http://www.river.go.jp/nrpc0501gDisp.do

※

m３

放流量

ダム連絡

異常洪水時防災操作とは、大きな出水によりダムの洪水調節容量を使い切る可能性が生じた場合、ダム
流下量（放流量）を徐々に増加させ、流入量と同程度の流量を放流する操作のことです。

警報措置 警　報

＜連絡先＞　独立行政法人水資源機構高山ダム管理所　　　TEL：0743-94-0201　　　FAX：0743-94-0531

高山ダム

流入量

【重要通知　異常洪水時防災操作　３時間前】

警戒レベル４相当
・ダム下流の河川で水量が増加し、氾濫のおそれがあり。
・避難勧告等の措置が必要。

令 和 年 月 日 時 分

（ 独 ） 水 資 源 機 構 木 津 川 ダ ム 総合 管理 所長

文 書 番 号 高 管 発 第 号

重要通知（受信確認が必要です）

高

山

ダ

ム

至急

数字は速報値

異常洪水時防災操作関係の 

放流連絡に警戒レベルを記述 

 

 

洪水時の緊急性･切迫性を 

より強く伝達 
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2.7 「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」の提言への対応 

平成 30 年 7月に西日本を中心として発生した記録的豪雨を機に、平成 30 年に 3回に渡って

「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」が実施された。当該検討会

において、異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会の提言として、「直ち

に対応すべきこと」「速やかに着手して対応すべきこと」「研究・技術開発等を進めつつ対応す

べきこと」としてそれぞれ複数の項目が提案されている（表 2.7-1）。 

 

 

表 2.7-1異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会の提言 

 
出典：異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能と情報の充実に向けて(提言)（平成 30 年 12 月） 

 

  

  

方策 課題 対応すべき内容

利水者との調整等による洪水貯留準備操作（事前放流）の充実

洪水貯留準備操作（事前放流）の高度化に向けた降雨量やダム流入量（数日前）の予測精度向上

利水容量内の放流設備の位置や放流能力等の制約 洪水貯留準備操作（事前放流）を充実させるためのダム再生の推進

下流河川の流下能力不足による制約 洪水調節機能を有効に活用するためのダム下流の河川改修の推進

利水容量の治水活用による洪水調節機能の強化

洪水調節機能を強化するためのダム再生の推進

降雨量・ダム流入量予測（数時間前）の精度 防災操作（洪水調節）の高度化に向けた降雨量やダム流入量（数時間前）の予測精度向上

予測が外れた場合のリスク、地域の認識共有 気象予測等に基づくダム操作の高度化を行う場合の環境整備等の対応

ダムの適切な維持管理・長寿命化の推進（容量を確保するための土砂対策等）

利水容量の治水活用による洪水調節機能の強化【再掲】

洪水調節機能を強化するためのダム再生の推進【再掲】

ダムの操作規則の点検

ダム下流河川の改修やダム再生等により可能となる操作規則の変更

ダムの洪水調節機能を強化するための技術の開発・導入

気候変動による将来の外力の増大（降雨パターンの変化等を含む）への対応

ダム下流河川における浸水想定図等の作成

ダム下流の浸水想定等の充実と活用（市街地における想定浸水深等の表示等）

ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への説明

ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民説明の定例化

ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型の訓練

ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型訓練の定例化

洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための手段の充実、報道機関への情報提供

緊急時に地域の住民にとって有用となる防災情報ツールの共有

異常洪水時防災操作へ移行する際の放流警報の内容や手法の変更

ユニバーサルデザイン化された防災情報の提供、伝わりやすい防災用語の検討

プッシュ型配信等を活用したダム情報の提供の充実

ダムに関する情報伝達手法に関する技術開発

水害リスクを考慮した土地利用

放流警報設備等の改良

放流警報設備等の施設の耐水化

電力供給停止時におけるダム操作に必要な電源等の確保

大規模氾濫減災協議会へのダム管理者の参画

避難勧告等の発令判断を支援するためのトップセミナーの開催

避難勧告等の発令判断を支援するためのトップセミナーの定例化

避難勧告等の発令判断を支援するための連絡体制強化

ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タイムラインの整備

ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タイムラインの充実

Ⅶ．緊急時の市町村への情報提供

　　～判断につながる情報提供～

降雨量等の予測精度（数日前）、貯水位が回復しな

かった場合の渇水被害リスク、利水者の事前合意

貯水位が低い時点の放流能力等による制約

ダム下流の浸水想定図等が作成されていない

ダムの機能や操作等が十分に認知されていない

防災情報が災害時の適切な行動に十分活用されていない

よ

り

効

果

的

な

ダ

ム

操

作

や

有

効

活

用

よ

り

有

効

な

情

報

提

供

や

住

民

周

知

※全体に関連

緊急性や切迫感が十分に伝わっていない

ダム貯水池の状況が十分に伝わっていない

防災情報が利用されていない

市町村長が避難情報の発令を判断するために必要と

なる情報やその意味と伝達されるタイミング

ダム情報と避難情報の発令の関係の明確化

ダム型式、地形、地質・施工条件（ダムかさ上げ等）

他の目的を持つ容量の振替

情報の伝達範囲や手段等の充実

Ⅰ．洪水貯留準備操作（事前放流）により、

　　より多くの容量の確保

Ⅱ．異常洪水時防災操作に移行する

        前の通常の防災操作（洪水調節）

        の段階で、より多くの放流

Ⅲ．気象予測に基づく防災操作（洪水調節）

Ⅳ．洪水調節容量の増大

Ⅴ．平常時からの情報提供

            ～認識の共有～

Ⅵ．緊急時の住民への情報提供

  　　～「伝える」から「伝わる」、

             「行動する」へ～

 ：速やかに着手して対応すべきこと  ：研究・技術開発等を進めつつ対応すべきこと ：直ちに対応すべきこと凡 例
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当該提言に基づき、高山ダムでは以下の取り組みを実施又は継続して実施している。 

 

⚫ 事前放流実施要領の策定(令和 2年 3月) 

⚫ 放流警報設備の改良 

⚫ 住民説明会の実施（南山城村大河原地区） 

⚫ サイレン吹鳴に関する地域住民との意見交換 

⚫ 放流チラシの作成・配布 

⚫ 自治体、議会に対するダム防災操作説明会の実施 

（南山城村、笠置町、木津川市、八幡市議会、木津川市議会） 

⚫ 自治体タイムラインの整備 

 

 

 

  

放流警報設備の改良 

 

住民説明会の実施（南山城村大河原地区） 

  

サイレン吹鳴に関する地域住民との意見交換 放流チラシの作成配布 

 

図 2.7-1「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」の提言を受けての

高山ダムでの取組み（1/2） 
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八幡市議会説明（R02.07.31） 木津川市説明会（R02.09.02） 

自治体、議会に対するダム防災操作説明会の実施 

 

  

自治体タイムラインの整備（木津川市） 
出典：木津川市台風等風水害に備えたタイムライン（防災行動計画）平成 30 年 12 月 

 

図 2.7-1「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」の提言を受けての

高山ダムでの取組み（2/2） 
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2.8 洪水調節における課題 

「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針※」に基づき設置された「淀川水系既存

ダムの洪水調節機能の強化に向けた協議の場」において、令和２年５月に淀川水系治水協定

（案）が合意された。 

これにより、高山ダムにおいては、洪水が予想される３日前から水位低下が可能となった。

一方で、既設放流設備においては、貯水位が概ね EL.113m 未満で放流能力が洪水調節開始流

量（1,300m3/s）より小さくなることから、当該水位未満まで低下させた場合、洪水調節を開

始する前に流水の一部を貯留し、事前放流により確保した容量を洪水調節に最大限活用する

ことができないといった課題がある。 

また、事前放流にあたっては、用いる降水予測精度が課題となるため、アンサンブルによ

る長期かつ確率的な予測の活用を図る。 

 

※：令和元年台風 19 号等の水害の激甚化等を踏まえ、ダムによる洪水調節機能の早期強化に向け、関係行政機関の緊密

な連携の下、総合的な検討を行うため、令和元年 11 月 26 日、内閣官房に「既存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会

議」が設置され、同年 12 月 12 日に開催された検討会議において決定された方針。 

 

 

図 2.8-1 事前放流前後の容量配分と放流能力 

 

 

 

洪水時最高水位 EL.135.0m

制限水位 EL.117.0m

最低水位 EL.104.0m

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

洪水時最高水位 EL.135.0m

制限水位 EL.117.0m

堆砂容量

事前放流による事前放流による水位低下
＜既設放流設備能力＞

貯水位概ねEL.113m以下では1,300m3/s未満
洪水調節容量拡大

(3,540万m3)

洪水調節容量

(3,540万m3)

事前放流前 事前放流後

1,300m3/s放流が可能な下限水位
概ねEL.113m
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2.9 まとめ 

高山ダムの洪水調節の評価結果を以下に記す。 

 

(まとめ) 

 高山ダムは、至近 5 ヵ年(平成 27 年から令和元年)で 3 回の洪水調節を実施した。なお、

管理を開始した昭和 44 年から令和元年までの間の洪水調節回数は 18 回である。 

 平成 29 年台風 21 号の洪水調節において、淀川ダム統合管理事務所との協同により統合操

作（特別防災操作）を実施し、淀川流域の洪水被害軽減に貢献している。 

 高山ダムの下流（有市地点）において洪水調節効果の検証を行った結果、各洪水での水位

低減効果が認められた。 

 以上により、高山ダムでは洪水調節効果を発揮し、ダム下流沿川の治水に貢献している。 

 

(今後の方針) 

① 今後も引き続き、洪水調節を確実に実施するほか、国交省と連携したダムの統合操作(特別

防災操作)を行っていく。 

② 住民の避難行動に繋がる取り組みを引き続き行うとともに、関係自治体を通じて医療施設

等へ避難情報が適切なタイミングで的確に伝わるよう、関係自治体へのダム防災操作説明

会を継続していく。 

③ 洪水調節機能を最大限発揮できるよう、事前放流判断のための降雨予測等の検証を進める。 

④ 治水協定(令和 2 年 5 月締結)及び事前放流ガイドライン(令和 2 年 4 月)にて定められた

事前放流の効果を最大限発揮できるよう必要な措置を講じる。 
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2.10 文献リスト 

高山ダムの洪水調節に係わる評価のため、以下の資料を収集整理した。 

表 2.10-1 「洪水調節」に使用した資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月 

2-1 高山ダムに関する施設管理規程 木津川ダム総合管理所 令和 2年 1月 

2-2 淀川水系環境管理基本計画 近畿地方整備局 平成 2年 3月 

2-3 淀川水系河川整備基本方針 近畿地方整備局河川部 平成 19年 8月 

2-4 河川現況調書 国土交通省近畿地方整備局 平成 22年 

2-5 
気象庁ホームページ 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html 
気象庁 - 

2-6 高山ダム管理年報(H29,30,R1) 木津川ダム総合管理所 H29,30,R1年度 

2-7 
高山ダム洪水調節報告書 

(平成 29年～令和元年) 木津川ダム総合管理所 平成 29年～令和元年 

表 2.10-2 「洪水調節」に使用したデータ 

No. データ名 
データ提供者 

または出典 
発行年月 備考 

2-8 
高山ダム洪水調節報告書 

(平成 29年～令和元年) 

木津川ダム 

総合管理所 
平成 29 年～令和元年度 洪水調節実績 

2-9 洪水調節効果に係る報道発表資料 
木津川ダム 

総合管理所 
平成 29 年～令和元年度 水位低減効果 
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3． 利水補給 

3.1 評価の進め方 

3.1.1 評価方針 

多目的ダムの目的には様々な利水補給計画がもりこまれており、利水補給が計画通りに行

われているか、また、ダムにより渇水被害をどれだけ軽減できたのかの検証を行うことを基

本的な方針とする。 

 

3.1.2 評価手順 

下の手順で評価を行う。洪水調節の評価手順は図 3.1.2-1に示すとおりである。 

 

(1) 利水補給計画の整理 

多目的ダムの利水補給計画について目的別に整理を行う。特にかんがい用水、都市用水に

ついては、取水方法(ダムからの直接取水か下流からの取水かなど)、補給対象が明確になる

よう図等を用いて整理する。主に工事誌やダムのパンフレットからの整理とする。 

 

(2) 利水補給実績の整理 

ダムからの補給実績の整理を行う。水使用状況年表等より、目的別に至近 10ヵ年の整理を

行うこととし、ダム地点における補給実績、下流基準点における補給実績、発電実績等につ

いて整理するものとする。なお、計画補給量に対する達成状況等についても整理する。 

 

(3) 利水補給効果の評価 

補給による効果として、流況の改善効果等を指標として新規水資源開発の効果について評

価する。また、渇水時におけるダムの利水補給による被害軽減の効果、発電効果に関しては

電気料金等に換算するなど、地域への貢献度として評価を行う。 
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図 3.1.2-1 利水補給の評価手順 

利水補給実績の整理 

○利水目的(用途)別の実績の整理と計画達成状況の整理 

○ダム地点における利水補給の状況 

○下流基準点における利水補給の状況 

利水補給効果の評価 

・ダムありなし、ダム建設前後による流況改善効果など 

・水力発電による地域への貢献度の評価 

発電効果 

人口及び生産性向上等による評価 

・都市用水補給による給水人口の増加・安定 

・流況改善による副次的効果 

・水力発電による CO2削減効果 

間接効果 

下流基準点における利水補給の効果 

利水補給計画の整理 

○貯水池運用計画 
    ○維持流量及び不特定用水 

  ○都市用水 

  ○発電用水 

  ○かんがい用水 
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3.2 利水補給計画 

3.2.1 貯水池運用計画 

高山ダムでは、既得用水の補給等流水の正常な機能の維持と増進を図るため、かんがい期（6

月 16 日から 9 月 15 日）においては 12.0 m3/s、非かんがい期（9 月 16 日から翌年 6 月 15 日）

においては概ね 6m3/s を青蓮寺ダムから補給される量と合わせて確保する。洪水期（6 月 16 日

から 10 月 15 日）においては 13,800 千 m3、非洪水期（10 月 16 日から翌年 6 月 15 日）におい

ては 49,200千 m3をそれぞれ確保する。 

また、阪神地区の都市用水として、利水容量のうち 17,500 千ｍ3を利用し、新たに最大 5.0m3/s

の取水が可能な放流を行うこととしている。 

貯水池容量配分図を図 3.2.1-1に、貯水池運用計画図を図 3.2.1-2に示す。 

 

 

図 3.2.1-1 貯水池容量配分図 

 

平常時最高貯水位　EL.135.0m

洪水期 6/16～10/15

洪水調節容量

35,400千m3

非洪水期利水容量 49,200千m3

不特定用水 31,700千m
3 有効貯水容量

上水道用水 17,500千m3 洪水貯留準備水位 EL.117.0m 49,200千m3

発電利用 ( 49,200千m3) 洪水期利水容量 13,800千m3

不特定用水 4,700千m3

上水道用水 9,100千m3 総貯水容量

発電利用 ( 13,800千m
3
) 　56,800千m3

最低水位　EL.104.0m

堆砂容量

7,600千m3

基礎地盤 EL.70.0m

12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

EL.137.0m

67.0m
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図 3.2.1-2 貯水池運用計画図 

 

 

 

 

 

  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月1日～3月31日 4月1日～6月15日 6月16日～10月15日 　　10月16日～12月31日

100

105

110

115

120

125

130

135

貯
水
位

(E
L.
 m
)

令和元年 至近5ヵ年平均

平常時最高貯水位EL.135m

洪水貯留準備水位
EL.117m 

最低水位EL.104m

堤頂高 EL.137.0m

水量が減った川へ水を
補給する。

必要となる水量が少
なくなるため、貯水
池に水を貯留する。

洪水に備えるため、貯水位を下
げている。洪水時に貯留し、洪
水後速やかに貯水位を下げる。

夏場の洪水に備える
ため、洪水貯留準備
水位に向けて貯水位
を低下する。

洪水期である夏場は、貯水池
の水位を下げておき、洪水調
節の容量を確保する。

流水の正常な機能の維持並びに都市用水の補給のために放流する水の一部を発電に利用する。
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3.2.2 利水補給計画の概要 

(1) 流水の正常な機能の維持 

木津川沿岸の不特定かんがい等用水として、31,700千 m3(洪水期:4,700 千 m3)の不特定用水

容量を確保し、かんがい期には 12.0m3/s の流水を青蓮寺ダムから補給される量と合わせて、

大河原地点において確保することができるよう、ダムからの補給を行う。 

ただし、高山ダムからの放流量は、半旬平均 4.8m3/s に流入量を加えた量を超えないこと

としている。 

 

(2) 都市用水 

新規利水容量として、毎年 6月 16日から 10月 15日までの間は 9,100千 m3、10月 16日か

ら翌年 6月 15 日までの期間は 17,500千 m3を利用して、年間を通じ阪神地区の上水道用水と

して、最大 5.0m3/s に流入量を加えた量を限度として必要な流量をダムから補給する。 

水量の確保地点及び確保流量を表 3.2.2-1に示す。 

 

表 3.2.2-1 下流確保地点及び確保流量 

区 分 確保地点 取水量 取 水 地 点 

大阪広域水道企業団 

水道用水 

枚方 

1.824 m3/s 

磯島取水口（枚方市） 
枚方市水道用水 0.112 m3/s 

守口市水道用水 0.041 m3/s 

大阪市水道用水 2.249 m3/s 

柴島取水場（大阪市） 

一津屋取水場（摂津市） 

樟葉取水口（枚方市） 

上水取水口（大日）（守口市） 

阪神水道企業団 

水道用水 
0.672 m3/s 大道取水場（大阪市） 

淀川取水場（大阪市） 
尼崎市水道用水 0.102 m3/s 

合  計  5.000 m3/s  
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3.2.3 下流基準地点における補給量 

木津川沿岸の不特定かんがい等用水の確保については、大河原地点において次の流量が確

保されるようダム操作を行うことが定められている。 

 

表 3.2.3-1 不特定用水 

 

 

実際のダム操作においては、 

大河原地点流量 = 木津川本川流量(島ヶ原地点流量) + ダム放流量 

によって確保する。 

 

 

図 3.2.3-1 下流基準点（大河原地点）位置図 

  

 期  間 補給量 
確保容量  (千m3)  

高山ダム 青蓮寺ダム 合 計 

かんがい期 
6月16日 

～9月15日 
12 m3/s 4,700 4,300 9,000 

非かんがい期 
9月16日 

～6月15日 
概ね6m3/s 31,700 4,300 36,000 

大河原地点大河原地点
大河原地点 

(高山ダム下流基準点) 
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3.2.4 都市用水 

高山ダムでは、阪神地区の上水道用水を枚方地点において確保できるよう、ダムから補給

している。 

木津川上流ダム群による水道用水開発計画を表 3.2.4-1に、水道事業者別高山ダムの計画

給水量を表 3.2.4-2 に、大阪府及び兵庫県への高山ダムからの水道用水補給割合を図 

3.2.4-1に示す。 

 

表 3.2.4-1 木津川上流ダム群による水道用水開発計画 

 

出典: 木津川ダム総合管理所概要 

 

表 3.2.4-2 水道事業者別高山ダムの計画給水量 

 
【出典：大阪市水道事業概要(R1.10)、大阪広域水道企業団統計年報(H30 年度)、阪神水道企業団水源情報、枚方市上下水道局

web サイト（枚方市の水道事業）、尼崎市水道局 web サイト(施設能力,H30 現在)、守口市水道事業年報（H30 年度版）】 

（m3/s）

水　　道　　名 高山ダム 青蓮寺ダム 室生ダム 布目ダム 比奈地ダム

大阪府水道用水 1.824 0.839 ― ― ―
京都府水道用水 ― ― ― ― 0.6

奈良県水道用水 ― ― 1.6 ― ―
大阪広域水道企業団水道用水 2.249 1.035 ― ― ―
枚方市水道用水 0.112 0.051 ― ― ―
守口市水道用水 0.041 0.019 ― ― ―
阪神水道企業団水道用水 0.672 0.309 ― ― ―
尼崎市水道用水 0.102 0.047 ― ― ―
名張市水道用水 ― 0.19 ― ― 0.3

奈良市水道用水 ― ― ― 1.08 0.6

山添村水道用水 ― ― ― 0.0097 ―
旧都祁村(奈良市)水道用水 ― ― ― 0.0463 ―

合　　　　　計 5.000 2.490 1.6 1.1360 1.5

水利権量または
計画一日最大給水量

（m3/日)
事業者全体

大阪市水道 2,676,326 194,314 7.3% 水利権量注1)

大阪広域水道企業団 1,680,000 157,594 99.1% 9.3% 計画一日最大給水量注2)

阪神水道企業団 1,193,875 58,061 4.9% 水利権量注1)

枚方市水道 206,800 9,677 98.8% 4.6% 計画一日最大給水量注2)

尼崎市水道 318,573 8,813 99.9% 2.8% 計画一日最大給水量注2)

守口市水道 65,200 3,542 5.4% 水利権量注1)

計 － 432,000 －
※　事業者の利用量率は平成27年度水道統計による

注2）高山ダムからの補給量の割合を、高山ダムによる開発水量に当該施設の利用量率を乗じ 給水量相当に換算した後、当該事業者の
　　  計画一日最大給水量に対する比率から算出（大阪広域水道企業団、枚方市水道、尼崎水道）

事業者

高山ダムからの
補給量

(m3/日)

事業者の給水量
に対する高山ダムから

の補給量の割合
備考

事業者の

利用量率※

注1）高山ダムからの補給量の割合を、当該事業者の水利権量に対する高山ダムによる開発水量の比率から算出
　　　（大阪市水道、阪神水道企業団、守口市水道）
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図 3.2.4-1 大阪府及び兵庫県への高山ダムからの水道用水補給割合 

  

大阪広域水道企業団水道用水

大阪市水道用水

阪神水道企業団水道用水

尼崎市水道用水

守口市水道用水

枚方市水道用水

高山ダム

7.3%

92.7%

高山ダム

高山ダム以外

9.3%

90.7%

高山ダム

高山ダム以外

4.9%

95.1%

高山ダム

高山ダム以外

4.6%

95.4%

高山ダム

高山ダム以外

2.8%

97.2%

高山ダム

高山ダム以外

5.4%

94.6%

高山ダム

高山ダム以外

尼崎市水道
守口市水道

枚方市水道

大阪広域水道企業団

大阪市水道

阪神水道企業団
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3.2.5 発電用水 

高山発電所は、関西電力(株)が高山ダムを利用して発電を行う施設であり、発電諸元とし

ては、最大使用水量 14.0m3/s、利用水深 31m、総落差 55.0mで、最大出力 6,000kw、年間発生

電力量 30,471MWh である。 

取水方法としては、高山ダム左岸の堤体上流面に取水口を設置し、堤体に埋設された直径

2.2m、総延長 93m の導水管で堤体を通過させ、ダム溢流部左岸の導流壁と左岸地山との間に

建設した半地下式の発電所へ導水、ここで発電した後、ダム直下流へ放流するものである。 

表 3.2.5-1に施設等諸元を示す。 

 

表 3.2.5-1 高山ダムにおける発電施設等諸元 

流域面積 615.0km2 

貯水池・ダム 

名称 月ヶ瀬湖 

平常時最高貯水位 EL.135.0m 

総貯水容量 56,800千 m3 

有効貯水容量 49,200千 m3 

利用水深 31.0m 

ダムの形式 アーチ重力式 

ダム高 67.0m 

水路 導水路長 93.0m 

高山発電所 

発電計画 

最大使用水量 14.0m3/s 

有効落差 55.0m 

最大出力 6,000KW 

年間発生電力量 30,471MWh 

出典:高山ダム工事誌「2.2.4 発電計画」抜粋 

 

 

図 3.2.5-1 高山発電所 

高山発電所 
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3.3  利水補給実績 

3.3.1 利水補給実績概要 

至近 10 ヵ年及び至近 5 ヵ年の貯水池運用実績を図 3.3.1-1 に、補給実績を図 3.3.1-2 に

それぞれ示す。至近 10ヵ年のうち最も補給量が多かったのは平成 25年で、43,958 千 m3の補

給を行なっている。至近 5 ヵ年平均では年間約 15,600 千 m3、至近 10ヵ年平均では約 19,800

千 m3の補給を行っている。 

 

 

※至近 10ヵ年平均は、工事等により水位を上げずに運用を行った H25,H26を除外している。 

図 3.3.1-1(1) 貯水池運用実績(至近 10カ年) 

 

 

図 3.3.1-1(2) 貯水池運用実績(至近 5カ年) 
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※1 平成 23年は例年より降水量が多く、高山ダムからの補給量は少なくなっている。 

※2 平成 25年は 7月及び 8月が渇水であったため補給量が多かったが、9月以降は降水量が多く、流域平均

年間降水量は多い結果となっている。 

※3 平成 27年は 7～10月の降水量が多く、高山ダムからの補給量は少なくなっている。 

 

図 3.3.1-2 至近 10カ年の水使用状況(発電を含む) 
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高山ダムに関連する水道事業者の年間取水量を図 3.3.1-3に示す。 

年間取水量は平成 21年度から平成 30 年度の 10ヵ年平均では 1,282 百万 m3、平成 26年度

から平成 30年度の 5ヵ年平均では 1,281 百万 m3となっている。 

 

 

図 3.3.1-3 年間取水量(平成 21年度から平成 30年度) 

出典：各水道事業の水道統計 
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3.3.2 ダムにおける利水補給の状況 

図 3.3.2-1に目的別の利水補給量及び補給日数を示す。都市用水(上水道)の補給で、至近

10ヵ年で最も補給量が多かったのは平成 25年の 13,486千 m3であり、至近 10ヵ年平均では、

3,684 千 m3を補給している。また、機能維持用水は、平成 25 年が最も多く、30,472 千 m3で

あった。 

平成 25 年は 7 月及び 8 月が渇水であったため補給量が多かったが、9 月の台風 18 号によ

る降水量（流域平均総雨量 290.3mm）が多かったため、流域平均年間降水量は至近 10ヵ年平

均と同程度となっている。 

平成 23年は例年より降水量が多く、高山ダムからの補給量は少なくなっている。また、平

成 27 年は 7～10月の降水量が多く、高山ダムからの補給量は少なくなっている。 

 

 

図 3.3.2-1 目的別の利水補給量及び補給日数 
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3.3.3 発電実績 

平成 27年から令和元年の高山発電所における年間発生電力量は平均 29,982MWhで、計画発

生電力量(30,471MWh/年)の約 98%、至近 10ヵ年平均は 28,816MWh(計画発生電力量の約 95％)

であった。 

高山発電所における発電使用水量と発生電力量を図 3.3.3-1に示す。 

 

図 3.3.3-1 高山発電所における発電使用水量と発生電力量 
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3.4 利水補給効果の評価 

3.4.1 下流基準地点における利水補給の効果 

(1) ダムによる流況の改善効果 

ここでは、ダムによる流況改善効果を考察するため、大河原地点のダムあり流量を実際の

ダム運用上用いられている「島ヶ原地点の流量＋高山ダムからの放流量」とし、ダムなし流

量は「島ヶ原地点の流量＋高山ダムへの流入量」と仮定する。 

高山ダムと評価対象地点（大河原地点）の位置関係を図 3.4.1-1に示す。 

 

 

図 3.4.1-1 高山ダムと評価対象地点（大河原地点）の位置関係 
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至近 10 ヵ年の大河原地点のダムあり・ダムなしの流況を図 3.4.1-2 及び表 3.4.1-1 に示

す。また、かんがい期のみの流況の経年を図 3.4.1-3 及び表 3.4.1-2に示す。通年の流況で

評価した場合、低水流量はダムあり・ダムなしで差が見られず、渇水流量はダムなしの方が

ダムありよりも高くなる傾向が見られる。これは、高山ダムでは非かんがい期に流水の貯留

が卓越するためであり、かんがい期のみに着目した場合、特に渇水流量の改善が見られた。 

以上より、高山ダムは特に渇水時に下流河川の流況改善に効果を発揮しているものと評価

される。 

 

 

図 3.4.1-2 大河原地点の流況(通年) 

 

 

図 3.4.1-3 大河原地点の流況(かんがい期のみ) 
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 平水: 同 61 番目となる流量 
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 渇水: 同 118 番目となる流量   として算出した。 
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表 3.4.1-1 大河原地点の流況(通年) 

 

 

表 3.4.1-2 大河原地点の流況(かんがい期のみ) 

 

 

  

豊水 平水 低水 渇水 豊水 平水 低水 渇水

H22 40.73 25.52 14.22 8.89 40.63 23.62 15.42 12.05

H23 42.37 21.97 14.65 10.43 42.75 22.05 13.74 10.41

H24 36.33 24.70 16.80 10.76 37.91 23.71 17.22 11.02

H25 31.14 21.50 15.77 6.98 30.82 21.31 15.06 8.58

H26 24.38 17.33 12.75 6.20 23.94 16.40 12.61 7.97

H27 39.19 23.09 14.96 7.02 41.43 23.33 15.45 10.84

H28 29.94 19.47 12.53 8.80 29.74 18.13 13.67 9.81

H29 30.81 20.25 16.28 12.06 30.50 19.26 14.67 9.05

H30 49.13 23.64 15.61 7.88 46.84 22.70 15.47 11.67

R1 34.52 19.10 13.45 7.01 35.49 17.85 12.17 9.37

至近10ヶ年平均 35.85 21.66 14.70 8.60 36.01 20.84 14.55 10.08

至近5ヶ年平均 36.72 21.11 14.57 8.55 36.80 20.25 14.29 10.15

年
ダムありの流況(m3/s) ダムなしの流量(m3/s)

豊水 平水 低水 渇水 豊水 平水 低水 渇水

H22 49.46 28.43 18.86 14.09 49.32 29.78 18.55 14.06

H23 88.14 43.22 29.70 17.39 88.47 43.22 29.23 17.46

H24 59.06 27.13 16.95 12.42 59.62 27.56 17.58 12.30

H25 30.25 17.76 12.17 12.01 31.70 19.26 11.22 7.73

H26 38.66 21.15 12.81 11.93 41.00 22.01 13.03 8.76

H27 86.00 44.13 27.80 17.20 87.70 44.53 27.34 17.10

H28 51.93 27.86 13.86 12.09 49.09 28.20 14.15 9.82

H29 31.59 20.34 14.97 12.13 31.20 20.32 14.64 9.16

H30 83.26 45.55 26.51 15.50 85.80 45.23 25.96 15.34

R1 70.78 34.42 18.36 13.45 70.31 34.96 18.52 13.51

至近10ヶ年平均 58.91 31.00 19.20 13.82 59.42 31.51 19.02 12.52

至近5ヶ年平均 64.71 34.46 20.30 14.07 64.82 34.65 20.12 12.99

年
ダムありの流況(m3/s) ダムなしの流量(m3/s)
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図 3.4.1-4(1) 平成 22年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 

 

 

 

図 3.4.1-4(2) 平成 23年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 
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図 3.4.1-4(3) 平成 24年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 

 

 

 

図 3.4.1-4(4) 平成 25年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 
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図 3.4.1-4(5) 平成 26年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 

 

 

 

図 3.4.1-4(6) 平成 27年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 
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図 3.4.1-4(7) 平成 28年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 

 

 

 

図 3.4.1-4(8) 平成 29年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 
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図 3.4.1-4(9) 平成 30年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 

 

 

 

図 3.4.1-4(10) 令和元年の高山ダム貯水位・流入量・放流量及び大河原地点の流量変化 
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(2) 下流基準点における利水補給の効果 

下流基準点大河原における不特定かんがい用水及び河川の正常機能維持流量は、かんがい

期(6 月 16 日から 9月 15日)において、12m3/sの流量を確保するよう定められている。 

なお、大河原地点では、維持流量の設定は無い。 

大河原地点における不特定かんがい用水は、木津川本流が大河原地点の確保流量を下回っ

た不足流量を高山ダムと青蓮寺ダムから補給される。 

なお、大河原地点の流量は、木津川本川の島ヶ原地点の流量に高山ダム放流量を加えて管

理されている。 

高山ダムの利水補給効果は、確保流量を下回った日数及び確保流量を下回った流量（総量）

に対して補給した流量並びに補給日数を算定し、ダム効果とした。 

  ①大河原地点におけるダムあり流量 

    島ヶ原地点の流量 ＋ 高山ダムからの放流量 

  ②大河原地点におけるダムなし流量 

    島ヶ原地点の流量 ＋ 高山ダムへの流入量 

大河原地点において確保流量を下回った日数及び流量を表 3.4.1-3に示す。高山ダムから

の補給により大河原地点の流況は大きく改善されている。 

 

表 3.4.1-3 大河原における不足量及び不足日数 

 
【検証方法】 
名張川自流量：ダム流入量≧ダム放流量→ダム放流量を使用 

       ダム流入量＜ダム放流量→ダム流入量を使用 

高山ダム補給量：大河原流量≧確保流量において 
        ダム流入量≧ダム放流量→0 

         ダム流入量＜ダム放流量→「放流量－ダム流入量」 

その他放流量：大河原流量＜確保流量において、 
       ダム流入量≧ダム放流量→0 

        ダム流入量＜ダム放流量→「放流量－ダム流入量」 

ダムなし流量：高山ダム放流量+島ヶ原流量  

実績流量（ダムあり） 高山ダムがなかった場合
年 不足日数

(日)

不足量

（年総量m3)
不足日数

(日)

不足量

（年総量m3)

H22 0 0 0 0 -

H23 0 0 0 0 -

H24 0 0 3 268,704 3日

H25 0 0 36 8,328,096 36日

H26 0 0 17 3,580,416 17日

H27 0 0 0 0 -

H28 0 0 17 2,344,896 17日

H29 0 0 9 1,598,400 9日

H30 0 0 0 0 -

R1 0 0 0 0 -

至近10ヵ年計 0 0 82 16,120,512 82日

至近5ヵ年計 0 0 26 3,943,296 26日

高山ダムによ
り不足が改善
された日数
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3.4.2 渇水被害軽減効果 

(1) 淀川の近年の渇水発生状況 

琵琶湖・淀川流域では昭和 52年、53年、59年、61年その後、琵琶湖開発事業完成後の平

成 6 年～8 年、12 年、14 年、17 年、19 年と相次ぐ渇水に見舞われたが、その都度取水制限

等の調整を行い、市民生活、経済活動への影響回避に努めている。なお、給水制限の状況に

ついても調査を行なったが、特定できない箇所もあるため、今回は記載しないこととする。 

 

表 3.4.2-1 淀川の近年の渇水発生状況 

 

  

渇水年 渇水期間 取水制限等の状況 備考 内容

昭和52年 8月26日～翌年1月6日
上水10％、
工水15％（134日間）

琵琶湖、室生ダム、
高山ダム、青蓮寺ダム

この年の７～８月の降雨量は少なく、高山ダム・青蓮寺ダム・室生ダムの各地点降雨量は
平年値の約１/３であった。８月２３日に淀川水系渇水対策本部が設置され、
解散した翌年１月７日までの間に取水制限が実施された。

昭和53年 9月1日～翌年2月8日
上水10％、
工水15％（161日間）

琵琶湖、室生ダム、
高山ダム、青蓮寺ダム

昭和５２年と同様の秋冬期渇水で、各ダムの最低貯水率は高山ダムで１３％、
青蓮寺ダムで４１％、室生ダムで１０％と管理開始以来最低の貯水率を示し、
琵琶湖水位は最低水位Ｂ.Ｓ.Ｌ.-７３ｃｍを示した。

昭和59年 10月8日～翌年3月12日
上水最大20％、
工水最大22％（156日間）

琵琶湖、室生ダム、
高山ダム、青蓮寺ダム

本年秋以降の少雨が原因で発生した秋冬期渇水である。
琵琶湖水位の低下によって瀬田川洗堰からの放流が制限された。
このため、維持用水の確保が困難になり、高山・青蓮寺ダムからの放流が実施された。

昭和61年 10月17日～翌年2月10日
上水最大20％、
工水最大22％（117日間）

琵琶湖
淀川水系では１０月１３日に第１回淀川渇水対策会議が開催され、１７日より取水制限を実施した。
その後もまとまった降雨が無く、第二次、第三次取水制限が実施された。

平成2年 8月7日～9月16日 上水最大30％（41日間） 室生ダム

本年の夏、奈良市に上水を供給している室生ダムは、管理開始以来初めての大渇水を経験した。
これに対し、奈良県では８月１５日に渇水対策連絡協議会を設置して節水ＰＲや、
一部地域の水源を室生ダムのある宇陀川系統から紀ノ川（吉野川）系統に切り替える等
の対策を行った。

平成6年 8月22日～10月4日
上水最大20％、
工水最大20％（42日間）

琵琶湖、室生ダム、高山ダム、
青蓮寺ダム、布目ダム

渇水期間中、琵琶湖の渚の後退によって、普段は水没している城址が出現したり、
湖岸と沖合いの洲が陸続きになる等、渇水の影響が目に見える状態で現れたが、
琵琶湖開発事業の効果が発揮され、直接日常生活に支障をきたすような事態は生じなかった。

平成7年 8月26日～9月18日
上水最大30％
、農水最大35％（24日間）

室生ダム
８月以降の降雨は全施設において少雨傾向となったが、
実際に取水制限等の渇水対策を実施したのは支川宇陀川の室生ダムだけだった。

平成8年 6月10日～6月21日
上水最大40％、
農水最大35％（12日間）

室生ダム
平成７年に続き、室生ダムでは４月中旬から貯水量が急速に減少したのを受けて
６月４日から利水者による自主節水を開始し、６月１０日から取水制限を実施した。

平成12年 9月9日～9月11日
上水最大10％、
工水最大10％（3日間）

琵琶湖、室生ダム、日吉ダム
渇水期間中各ダムからの貯留水を河川へ補給したことにより、取水制限等の渇水対応期間の
短縮がなされたほか、河川を枯らさずに済むなどの効果があった。

平成14年 9月30日～翌年1月8日
上水10％、工水10％、
農水10％（101日間）

琵琶湖、室生ダム、日吉ダム
各利水者や関係府県民の節水への協力及びダム群も含めた
日々の水管理を行うことにより市民生活への影響が回避できた。

平成17年 6月28日～7月5日
上水30％、
農水30％（8日間）

室生ダム
降雨は全施設において少雨傾向となったが、実際に取水制限等の渇水対策を実施したのは
支川宇陀川の室生ダムだけだった。なお、室生ダムの貯水率は一時62%まで低下した。

平成19年 8月7日～8月24日 － 高山ダム 高山ダムの貯水率は有効容量に対して一時64%（8/22）まで低下した。
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(2) 被害軽減効果の評価 

至近 5 ヶ年の木津川流域では渇水が発生していないため、淀川において取水制限が実施さ

れた平成 19 年を含む至近 15 ヶ年を対象に渇水被害軽減効果を確認した。降水量が少なく渇

水傾向となった平成 17 年、平成 19 年(両年とも高山ダムでは取水制限未実施)では、都市用

水及び機能維持のために、ダムから必要な水が補給されており、下流地域においての安定し

た取水等を可能としている。 

 

 

 
図 3.4.2-1 高山ダムからの補給状況 
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3.4.3 発電効果 

関西電力高山発電所による至近 10 ヵ年の平均発生電力量は 28,816MWh/年、至近 5 ヵ年の

平均発生電力量は 29,982MWh/年であった(3.3.3 発電実績参照)。至近 5ヶ年の高山発電所に

よる平均発生電力量は、約 10,000 世帯が年間に消費する電力量に相当する量である。 

なお、高山発電所による電力の全量を一般家庭で消費すると仮定した場合、発電所による

経済効果は年間約 6.4 億円と試算される。 

 

表 3.4.3-1 電気量料金表（従量電灯Ｂ単価）（令和 2年度） 

区分 単位 料金単価 

基本料金 1kVA 396.00円 

電力料金 最初の 120kWhまで 1kWhにつき 17.92円 

120kWhを越え 300kWhまで 〃 21.21円 

300kWhを越える 〃 24.21円 

出典：関西電力 HP（電気料金表） 

※1 1 ヵ月 1 世帯当たりの平均電力使用量 247.8kWh/世帯/月 

  →年間の 1 世帯あたり電力使用量：247.8×12 ヶ月＝2,973.6kWh/世帯/年 

の数値は 2015 年度における 9 電力会社平均値 電気事業連合会 HP）で計算    

 

表 3.4.3-2 世帯数、電気料金からみた高山ダム発生電力量の換算 

 年間発生電力量 年間消費世帯数換算 年間料金換算 

至近 5ヵ年平均 

（H27－R1） 
29,982MWh 10,083世帯 6.4億円 

至近 10ヵ年平均 

（H22－R1） 
28,816MWh 9,691世帯 6.1億円 

 

〔参考〕 

○平均発生電力量による世帯数(年間消費電力量)換算 

   29,982MWh／｛(247.8kWh×12)／1,000｝=10,083 戸 

   28,816MWh／｛(247.8kWh×12)／1,000｝=9,691 戸 

○1世帯当たり平均電力使用料金(247.8kWh) 

  ｛基本料金＋電力量料金(247.8kWh)｝×12 

    =｛396.00 + 120×17.92 + (247.8 - 120)×21.21}×12 

    =63,084 円／年 

○平均発生電力の一般家庭電気料金換算 

10,083 世帯×63,084=636,059,168 円 

9,691世帯×63,084=611,320,540 円 
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3.4.4 副次効果 

高山ダムによる水力発電の CO2削減効果について以下に整理する。 

 

(1) 発電に伴う二酸化炭素排出量 

 1kwを 1時間発電する時に発生する CO2の総排出量は、以下とされている。 

① 水力発電  ： 11（g・CO2/kWh） 

② 石油火力発電：738（g・CO2/kWh） 

③ 石炭火力発電：943（g・CO2/kWh） 

出典：電力中央研究所総合報告 Y06「日本における発電技術のライフサイクル CO2排出量総合評価」 

 

よって、年間の発生電力量を、①水力発電、②石油火力発電、③石炭火力発電のそれぞれ

によって発電した場合を考えると、排出される二酸化炭素の量は、次のようになる。 

 

（年間の発生電力量が 29,982MWh(至近 5ヵ年平均 H27-R1)の場合） 

① 水力発電  ：29,982×103× 11≒330t･CO2/年 

② 石油火力発電：29,982×103×738≒22,127t･CO2/年 

③ 石炭火力発電：29,982×103×943≒28,273t･CO2/年 

 

注）発電方式別に 1kW を 1 時間発電するときに発生する CO2の総排出量は、発電設備等の

建設、発電燃料の燃焼、原料の採掘から輸送・精製・運用等に消費される全ての CO2 排出量

を対象とし、生涯発電電力量あたりのライフサイクル CO2排出量として算出している。 

 

(2) 他発電との比較 

水力発電と石油火力発電または石炭火力発電により同様な発電を行った場合の CO2 排出量

を比較すると、石油火力発電の約 1/67、石炭火力発電の約 1/86 であり、至近 5 ヵ年平均で

は石油火力 22,127t、石炭火力 28,273tに対して水力は 330t、至近 10ヵ年平均では石油火力

21,266t、石炭火力 27,173t に対して水力は 317t となっている。 

至近 10ヵ年の発生電力量と CO2排出量を表 3.4.4-1に、高山ダム発生電力量と同電力量で

の各発電の CO2排出量を表 3.4.4-2に示す。 
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表 3.4.4-1 至近 10カ年の発生電力量と CO2排出量 

 

 

表 3.4.4-2 高山ダム発生電力量と同電力量での各発電の CO2排出量 

 高山ダム年間発生電力量 水力 石油火力 石炭火力 

至近 5ヵ年平均 

（H27－R1） 
29,982MWh 330t 22,127t 28,273t 

至近 10ヵ年平均 

（H22－R1） 
28,816MWh 317t 21,266t 27,173t 

 

なお、各発電による排出 CO2を吸収するために必要な森林面積は次のとおりである。 

 

表 3.4.4-3 各発電による排出 CO2の吸収に必要な森林面積 

種別 年 CO2排出量(t) 排出 CO2を吸収するのに必要な森林面積(ha) 

水力発電 

至近 5ヵ年 

（H27－R1） 
330 15.2 

至近 10ヵ年 

（H22－R16） 
317 14.6 

石油火力発電 

至近 5ヵ年 

（H27－R1） 
22,127 1,017.8 

至近 10ヵ年 

（H22－R16） 
21,266 978.2 

石炭火力発電 

至近 5ヵ年 

（H27－R1） 
28,273 1,300.6 

至近 10ヵ年 

（H22－R16） 
27,173 1,250.0 

※1tの CO2を吸収するのに必要な森林面積：0.046ha(460m2)として算出 

  

発生電力量
(MWh)

CO2排出量

(t)
平成22年 28,004 308 21,283
平成23年 23,539 259 17,890
平成24年 30,548 336 23,216
平成25年 30,030 330 22,823
平成26年 26,127 287 19,857

平成27年 33,210 365 25,240
平成28年 28,305 311 21,512
平成29年 31,653 348 24,056
平成30年 29,676 326 22,553
令和元年 27,066 298 20,570

至近5ヵ年平均 29,982 330 22,786
至近10ヵ年平均 28,816 317 21,900

同等発電量の火力発

電によるCO2排出量

(t)

高山発電所



高山ダム定期報告書（R2）                                                      ３章 利水補給 

 

 3-29

3.5 まとめ 

高山ダムの利水補給の評価結果を以下に記す。 

 

まとめ 

 高山ダムは、水道用水の供給ならびに木津川沿岸の既成農地の不特定かんがい等の補給

を可能にするために、ダム貯水池の運用を行っている。 

 高山ダムでは水道用水の取水に影響をきたさないようダム貯水池を運用し、水道用水の

供給に貢献している。 

 高山発電所の発電量は、約 10,000 世帯(H27～R1 平均)の年間消費電力に相当する電力

を供給するとともに、クリーンエネルギーとして CO2 削減にも貢献している。 

 以上より、高山ダムは阪神地区の水道用水の供給や木津川沿岸の既成農地の既得用水の

補給等に貢献している。 

 

今後の方針 

 今後も関係機関と連携しつつ適切な維持・管理によりその効果を発揮していく。 
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3.6 文献リスト 

 

表 3.6-1 「利水補給」に使用した資料リスト 

No 文献・資料名 発行者 発行年月 

3-1 高山ダムに関する施設管理規程 木津川ダム総合管理所 平成 22年 11月 

3-2 木津川ダム総合管理所概要 

(パンフレット) 
木津川ダム総合管理所 平成 26年 1月改訂 

3-3 淀川河川事務所ホームページ 

http://www.yodogawa.kkr.mlit.go.jp/ 
淀川河川事務所 (令和 2年 6月閲覧) 

3-4 奈良県水道局ホームページ 

http://www.pref.nara.jp/1689.htm 
奈良県 (令和 2年 6月閲覧) 

3-5 
大阪市水道事業概要 大阪市水道局 

令和 1年 10月 

3-6 
大阪広域水道企業団ホームページ 

http://www.wsa-osaka.jp/joho/siryoush

u/toukei-nepo/ 

大阪広域水道企業団 
(令和 2年 6月閲覧) 

3-7 
阪神水道企業団ホームページ 

https://hansui.org/sourceof-water 

阪神水道企業団 
(令和 2年 6月閲覧) 

3-8 枚方の水道事業 

http://www.city.hirakata.osaka.jp/sit

e/suidou/jigyou.html 

枚方市水道局 (令和 2年 6月閲覧) 

3-9 尼崎市水道局ホームページ 

http://amasui.org/index.html 

尼崎市水道局 (令和 2年 6月閲覧) 

3-10 水道事業年表平成 30年度版 守口市水道局 平成 30年度 

3-11 高山ダム管理年報(H27～R1) 木津川ダム総合管理所 平成 27年度～令和 1年度 

3-12 平成 27年度高山ダム定期報告書 水資源機構 関西支社 平成 28年 3月 

3-13 渇水報告書 水資源機構 本社管理部  

3-14 関西電力株式会社ホームページ 

http://www.kepco.co.jp/ 
関西電力株式会社 (令和 2年 6月閲覧) 

3-15 電力中央研究所 研究報告「日本の発電技

術のライフサイクル CO2排出量評価－2009

年に得られたデータを用いた再推計－」 

一般財団法人電力中央研

究所 
平成 22年 7月 

 

 

表 3.6-2 「利水補給」に使用したデータ 

No データ名 データ提供者または出典 発行年月 

3-16 高山ダム管理年報(H22～R1) 木津川ダム総合管理所 (H22～R1) 

3-17 貯水池運用実績(H22～R1) 木津川ダム総合管理所 (H22～R1) 

3-18 貯水位・流入量・放流量(H22～R1) 木津川ダム総合管理所 (H22～R1) 

3-19 発電量(H22～R1) 木津川ダム総合管理所 (H22～R1) 

3-20 高山ダム流域平均降水量(H22～R1) 木津川ダム総合管理所 (H22～R1) 

3-21 大河原地点・島ヶ原地点流量(H22～R1) 木津川ダム総合管理所 (H22～R1) 
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4． 堆 砂 

4.1  評価の進め方 

4.1.1 評価方針 

高山ダムの堆砂状況及び経年的な整理により堆砂傾向を把握し、計画値との比較をすること

を評価の方針とする。また、堆砂対策の必要性及び対策案について提案する。 

 

4.1.2 評価手順 

以下の手順で作業を行う。堆砂の評価手順を図 4.1.2-1に示す。 

(1) 堆砂測量方法の整理 

堆砂測量（深浅測量）の方法について、手法・測線（測量断面位置）・測量時期及びスワス

音響測深機による測量について整理する。 

(2) 堆砂実績の整理 

測量結果（堆砂状況調査報告書、深浅測量結果等）をもとに、堆砂状況について経年的に

図表整理する。また、縦断図を示し、堆砂形状を把握する。 

(3) 堆砂傾向の評価 

堆砂計画から、堆砂の進行状況や堆積箇所等の傾向について評価を行う。 

 

 
 

図 4.1.2-1 堆砂の評価手順 

  

堆砂測量方法の整理 

 

・堆砂状況表 

・堆砂経年変化グラフ（湛水開始以降） 

堆砂実績の整理 

堆砂計画 

 

・堆砂状況等傾向把握 

・堆砂状況の評価 

堆砂傾向の評価 

まとめ 
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4.2 堆砂測量方法の整理 

高山ダムの堆砂測量(深浅測量)は、毎年 12月から翌年の 3月にかけて実施している。 

平成 21 年度までは従来の音響測深機を用いた測量、平成 22 年度以降はスワス音響測深機を

用いた測量を行っている。 

 

4.2.1 音響測深機による測量 

(1) 貯水池深浅測量(スワス音響測深機による深浅測量) 

測量船(船外機付小型船)の航行可能な範囲まではスワス音響測深機を使用し、水深の浅い

箇所より陸上部は直接横断測量にて実施した。 

 

(2) 陸上部の横断測量 

深浅測量を行った測線の陸上部については、急傾斜地の所は間接水準で行うが、他の所は

直接水準にて観測を行った。 

 

(3) 横断測量(間接) 

上流部の水深の浅い測線については、距離標杭の標高を基準に、トータルステーションに

よって横断測量を行い、歩いて横断できない箇所は、ゴムボートにて水面よりスタッフ及び

レッド等で深さを読み取り、計算して標高を求めた。 

 

(4) 測線 

堆砂量計算測線は図 4.2.1-1 のとおり 200m 間隔を基本とし、貯水池の平面形状に応じて

補間する測線を設けている。 
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図 4.2.1-1 堆砂測量位置 

  

高山ダム 
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4.2.2 スワス音響測深機による測量 

高山ダムでは、従来の音響測深機による測量に代えて、平成 22年度よりスワス音響測深機

による貯水池底面地形の面的測量を行っている。スワス音響測深機は、従来のひとつの送受

波機から一本の音響ビームを送受信する手法と異なり、複数の音響ビームを湖底に面的に照

射することで、高精度な測深を行う手法である。堆砂量は、スワス音響測深機により算出し

た総貯水容量の当該年と前年を比較することにより算出している。 

スワス音響測深機による測深範囲を図 4.2.2-1に示す。 

また、深浅測量を行った測線の陸上部については、急傾斜地の所は間接水準で行うが、他

の所は直接水準にて観測を行った。 

 

 

図 4.2.2-1 スワス音響測深機による測深範囲 

  

高山ダム 

作業船搬入場所 

作業船搬入出場所 

凡例 

スワス音響測深機測深範囲 

RTK-GPS 基準局 
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図 4.2.2-2 貯水池底面地形計測方法の概念図 

 

 

  

【スワス音響測深機】
（マルチビーム測深）
地形データを面で取得

【シングルビーム測深】
地形データを線で取得
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4.3  土砂流入等の状況 

平成 27年から令和元年の間では、洪水調節を行った出水が 3回あったものの、流域の崩壊や

堆砂測量区域内の地形に大きな変化はなく、ダム湖の堆砂量に大きな影響を及ぼす状況はなか

った(図 4.3-1参照)。 

また、流域の状況を国土地理院作成データ(土地利用細分メッシュ)により確認した結果、高

山ダム流域内での大規模開発、大規模崩壊等の発生は確認されなかった。 

 

 

図 4.3-1 平成 26年～令和元年の高山ダム最深河床高の比較 

 

  

(詳細については 7 章 水源地域動態を参照) 

図 4.3-2 高山ダム流域の土地利用状況の状況 
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4.4 堆砂実績の整理 

令和元年時点での全堆砂量は 5,621 千 m3であり、堆砂率は約 74％となっており、「ダム貯

水池土砂管理の手引き（案）」における、評価区分Ａ（堆砂対策検討開始）の状態に達してい

る。 

現状の内訳を見ると、5,621 千 m3のうち有効貯水量内に堆積している量は 3,581 千 m3（総

堆砂量の 64%）、堆砂容量内は 2,040千 m3（総堆砂量の 36%）である。 

ダム建設後からの経年変化を見ると、管理開始直後より目安を上回る堆砂量となっており、

全期間を通じて目安の堆砂量を上回る量で推移してきている。 

川上ダム完成後、流水の正常な機能維持（既設ダムの堆砂除去のための代替補給）の容量

を活用した堆砂除去工事（長寿命化対策の一環）を計画している。 

 

表 4.4-1 堆砂進行度の評価区分に応じた対策内容 

 

出典：ダム貯水池土砂管理の手引き（案）（平成 30 年 3 月） 
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 表 4.4-2 堆砂状況の推移 

  

※平成 22年度以降は、スワス音響測深機による測量に変更 

  ① 流域面積          (k㎡)
  ② 竣工年月
  ③ 当初総貯水量      (千m3）
  ④ 計画堆砂量        (千m3)
  ⑤ 計画堆砂年        (年)

年 経年
有効容量内
堆砂量

(×103m3)

堆砂容量内
堆砂量

(×103m3)

全堆砂量
(×103m3)

目安堆砂量
(×103m3)

各年堆砂量
(×103m3)

全堆砂率
(％)

計画堆砂率
(％)

堆砂率
(％)

S44 0 0 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0.00%

S45 1 0 42 42 76 42 0.07% 1.00% 0.55%

S46 2 212 190 402 152 360 0.71% 2.00% 5.29%

S47 3 312 276 588 228 186 1.04% 3.00% 7.74%

S48 4 312 276 588 304 0 4.00%

S49 5 417 369 786 380 198 1.38% 5.00% 10.34%

S50 6 490 434 924 456 138 1.63% 6.00% 12.16%

S51 7 652 536 1,188 532 264 2.09% 7.00% 15.63%

S52 8 688 611 1,299 608 111 2.29% 8.00% 17.09%

S53 9 747 663 1,410 684 111 2.48% 9.00% 18.55%

S54 10 806 715 1,521 760 111 2.68% 10.00% 20.01%

S55 11 451 1,281 1,732 836 211 3.05% 11.00% 22.79%

S56 12 330 1,251 1,581 912 -151 2.78% 12.00% 20.80%

S57 13 519 1,475 1,994 988 413 3.51% 13.00% 26.24%

S58 14 671 1,588 2,259 1,064 265 3.98% 14.00% 29.72%

S59 15 550 1,573 2,123 1,140 -136 3.74% 15.00% 27.93%

S60 16 687 1,710 2,397 1,216 274 4.22% 16.00% 31.54%

S61 17 434 1,606 2,040 1,292 -357 3.59% 17.00% 26.84%

S62 18 866 1,820 2,686 1,368 646 4.73% 18.00% 35.34%

S63 19 1,019 1,740 2,759 1,444 73 4.86% 19.00% 36.30%

H1 20 979 1,722 2,701 1,520 -58 4.76% 20.00% 35.54%

H2 21 886 1,944 2,830 1,596 129 4.98% 21.00% 37.24%

H3 22 1,236 2,018 3,254 1,672 424 5.73% 22.00% 42.82%

H4 23 1,399 2,084 3,483 1,748 229 6.13% 23.00% 45.83%

H5 24 1,086 1,879 2,965 1,824 -518 5.22% 24.00% 39.01%

H6 25 673 1,867 2,540 1,900 -425 4.47% 25.00% 33.42%

H7 26 703 1,947 2,650 1,976 110 4.67% 26.00% 34.87%

H8 27 583 1,867 2,450 2,052 -200 4.31% 27.00% 32.24%

H9 28 639 1,967 2,606 2,128 156 4.59% 28.00% 34.29%

H10 29 787 2,091 2,878 2,204 272 5.07% 29.00% 37.87%

H11 30 767 2,115 2,882 2,280 4 5.07% 30.00% 37.92%

H12 31 921 2,244 3,165 2,356 283 5.57% 31.00% 41.64%

H13 32 918 2,290 3,208 2,432 43 5.65% 32.00% 42.21%

H14 33 897 2,250 3,147 2,508 -61 5.54% 33.00% 41.41%

H15 34 825 2,281 3,106 2,584 -41 5.47% 34.00% 40.87%

H16 35 1,219 2,508 3,727 2,660 621 6.56% 35.00% 49.04%

H17 36 1,150 2,454 3,604 2,736 -123 6.35% 36.00% 47.42%

H18 37 2,059 1,589 3,648 2,812 44 6.42% 37.00% 48.00%

H19 38 2,088 1,663 3,751 2,888 103 6.60% 38.00% 49.36%

H20 39 2,143 1,642 3,785 2,964 34 6.66% 39.00% 49.80%

H21 40 2,620 1,866 4,486 3,040 701 7.90% 40.00% 59.03%

H22 41 2,650 1,940 4,590 3,116 104 8.08% 41.00% 60.39%

H23 42 3,181 1,612 4,793 3,192 203 8.44% 42.00% 63.07%

H24 43 3,203 1,802 5,005 3,268 212 8.81% 43.00% 65.86%

H25 44 3,245 1,837 5,082 3,344 77 8.95% 44.00% 66.87%

H26 45 3,280 1,845 5,125 3,420 43 9.02% 45.00% 67.43%

H27 46 3,237 1,868 5,105 3,496 -20 8.99% 46.00% 67.17%

H28 47 3,236 1,911 5,147 3,572 42 9.06% 47.00% 67.72%

H29 48 3,426 1,997 5,423 3,648 276 9.55% 48.00% 71.36%

H30 49 3,555 1,990 5,545 3,724 122 9.76% 49.00% 72.96%

R1 50 3,581 2,040 5,621 3,800 76 9.90% 50.00% 73.96%

615

S44.8

56,800

7,600

100
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表 4.4-3 令和元年の堆砂状況 

 
 

 

出典：高山ダム工事誌(計画比堆砂量) 

 

 

図 4.4-1 高山ダム堆砂経年変化 

  

流域面積 (km2) 615.0 計画堆砂年 100 （年）

総貯水容量 (千m3) 56,800 計画堆砂量 7,600 （千m3）

有効貯水容量 (千m3) 49,200 計画比堆砂量 200 （m3/年/km2）

令和元年 R2.3 50 年 5,621千m3 3,581千m3 2,040千m3 9.9% 74.0%

年 調査年月 経過年数 現在総堆砂量
有効容量
内堆砂量

堆砂容量
内堆砂量

全堆砂率 堆砂率

＊平成22年度以降はスワス音響測深機による測量に変更している
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)
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3
) 年総流入量

全堆砂量

有効容量内堆砂量

目安堆砂量

計画堆砂量7,600千m3

注) 1.全堆砂率 ＝ 現在総堆砂量/総貯水容量 

  2.堆砂率 ＝ 現在総堆砂量/計画堆砂量 

  3.有効貯水容量 ＝ 総貯水容量－計画堆砂量 
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図 4.4-2 高山ダム堆砂率 

 

 

 

図 4.4-3 高山ダム貯水池内河床断面図 

 

  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S45 S48 S51 S54 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H12 H15 H18 H21 H24 H27 H30

堆
砂
率

(%
)

70

80

90

100

110

120

130

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000

標高 (EL.m）

ダムからの距離 (m)

高山ダム 堆砂縦断図

現在最深河床高（R1）

元河床高

基礎地盤 EL.70.0m

天端高 EL.137.0m

▼ 平常時最高貯水位 EL.135.0m

▼ 洪水貯留準備水位 EL.117.0m

▼ 最低水位 EL.104.0m

高山ダム

2000m

4000m
6000m

8000m 10000m

12000m

14000m



高山ダム定期報告書（R2）                                                      4 章 堆 砂 

 

 4-11 

4.5 堆砂傾向の評価 

高山ダムの堆砂傾向は管理開始後より計画を上回る割合で推移しており、令和元年時点の

計画堆砂率 50%に対して実際の堆砂率は約 74%まで進行している（「ダム貯水池土砂管理の手

引き（案）」における、評価区分Ａ（堆砂対策検討開始）の状態に達している）。ただし、平

成 20年以降は概ね当初計画の割合で堆砂量が増加していることから、近年では急速に堆砂が

進行する状態にはないと考えられる。 

 

 

【参考】川上ダムの長寿命化容量について 

ダムが半永久的に機能するためには、有効な堆砂対策を講ずることが必要であるため、木

津川上流のダム群（高山ダム、青蓮寺ダム、布目ダム、比奈知ダム）におけるライフサイク

ルコスト低減の視点から、既設ダムの水位を低下して効率的な堆砂除去を実施するための代

替容量として、必要な容量を川上ダムに確保する。 

 

 

図 4.5-1 川上ダムの代替容量を活用した木津川上流ダム群の効率的な堆砂の除去 

出典：淀川水系河川整備計画（平成 21年 3月 31日） 
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4.6 まとめ 

高山ダムの堆砂の評価結果を以下に記す。 

 

（まとめ） 

 昭和 45 年から令和元年の 50 年間での全堆砂量は 5,621 千 m3 で、これは計画堆砂量

(7,600 千 m3)の約 74％に相当し、「ダム貯水池土砂管理の手引き（案）」における評価

区分 A（堆砂対策検討開始）の状態に達している。 

 

(今後の方針) 

 川上ダム管理移行に合わせて、川上ダムが有する長寿命化容量を活用した堆砂除去が

可能となるよう、土砂管理計画を策定するとともに、堆砂対策（進入路設置等）を検

討し準備を進める。 

 貯水池内より撤去した土砂の受入地確保（下流河川含む）とともに、土砂管理計画を

策定する。 

 

4.7 文献リスト 

高山ダムの堆砂に係わる事後評価のため、以下の資料を収集整理した。 

 

表 4.7-1 「堆砂」に使用した文献・資料リスト 

No 文献・資料名 発行者 発行年月 

4-1 
平成 27 年度～令和元年度高山ダム年次報

告書 
木津川ダム総合管理所 平成 27 年度～令和元年度 

4-2 
平成 27 年度～令和元年度高山ダム管理年

報 
木津川ダム総合管理所 平成 27 年度～令和元年度 

4-3 
(令和元年度)高山・布目ダム堆砂測量業務 

報告書 
木津川ダム総合管理所 令和 2年 3月 

 

表 4.7-2 「堆砂」に使用したデータ 

No データ名 
データ提供者 

または出典 
発行年月 備考 

4-4 (令和元年度)高山・布目ダム堆砂測

量業務報告書 

木津川ダム総合管理所 令和 2年 3月  

 

 



 

 

 

 

 
5.水質 
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5． 水 質 

5.1  評価の進め方 

5.1.1 評価方針 

高山ダムにおける水質に関する評価の方針は、以下のとおりとする。 

 

(1) 評価の方針 

本章では、水質の評価及び水質保全対策施設の評価を実施する。 

「水質の評価」では、貯水池、流入・放流地点における水質調査結果をもとに以下の事項

について評価するとともに、改善の必要性を示す。 

 

・流入・放流水質の関係から見た貯水池の影響 

・経年的水質変化から見た貯水池の影響 

・水質障害の発生状況とその要因 

 

「水質保全対策施設の評価」では、水質保全対策施設の設置諸元及び施設運用状況を整理

し、その効果を評価するとともに、改善の必要性を示す。 

 

(2) 評価期間 

水質の評価における評価期間は、平成 27年 1月から令和元年 12 月までを対象とする。 

 

(3) 評価範囲 

水質評価範囲は、貯水池流入河川 2ヶ所（名張川本川(大川橋地点)、治田川）、貯水池内 3

ヶ所(八幡橋地点、高山橋地点（計器観測と植物プランクトンのみ）、網場地点)、下流河川 1

ヶ所（放水口地点）の計 6 ヶ所の範囲とする。 
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5.1.2 評価手順 

水質に関する評価の手順は図 5.1.2-1に示すとおりであり、各項目の整理方法は以下のとお

りである。 

 

(1) 必要資料の収集整理 

事後評価に必要となる基礎資料として、自然･社会環境に関する資料、当該ダムの水質調査

状況、水質調査結果、水質保全対策施設の諸元を収集整理する。 

 

(2) 基本事項の整理 

水質に関わる事後評価を行うにあたり基本的な事項となる、環境基準の類型指定、水質調

査地点及び調査期間と水質調査項目等を整理する。 

 

(3) 水質状況の整理 

定期水質調査を基本として、流入・下流河川及び貯水池内の水質状況を整理する。また、

水質障害の発生状況についても整理する。 

 

(4) 社会環境からみた汚濁源の整理 

ダム貯水池や下流河川の水質は、貯水池の存在による影響だけでなく、流域の土地利用の

変化や生活排水対策状況の変化の影響を受ける。これらの状況について整理し、水質変化の

要因について検討する。 

 

(5) 水質の評価 

ダム貯水池の存在･供用がダム貯水池及び下流河川の水環境に与える影響を以下の視点で

評価し、改善の必要性を検討する。 

 

・流入水質と放流水質の比較による評価 

・経年的水質変化の評価 

・冷水現象 

・濁水長期化現象 

・富栄養化現象 

 

(6) 水質保全対策施設の評価 

水質保全対策施設の設置状況を整理し、その効果を評価する。 

 

(7) まとめ 

水質の評価及び水質保全対策施設の評価結果を整理し、改善の必要性等を整理する。 
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図 5.1.2-1 水質の評価手順 

 

  

必要資料の収集･整理 

・自然・社会環境に関する資料 

・水質に関する資料 

・水質保全対策施設に関する資料 

基本事項の整理 

・環境基準類型化状況の整理 

・評価する水質調査地点・項目 

・評価期間と水質調査状況 

水質状況の整理 

・流入･放流河川水質の経年･経月変化 

・貯水池内水質の経年･経月変化 

・植物プランクトンの変化 

・貯水池内鉛直分布（水温･濁度･DO） 

・水質障害の発生状況 

水質の評価 

・流入･放流水質の比較による評価 

・経年的水質変化の評価 

・冷水現象に関する評価 

・濁水長期化現象に関する評価 

・富栄養化現象に関する評価 

水質保全対策施設の評価 

・水質保全対策施設の設置状況 

・水質保全対策施設計画の整理 

・水質保全対策施設の運用状況の整理 

・水質保全対策施設の効果把握と評価 

社会環境からみた汚濁源の整理 

・人口・畜産頭数 

・し尿処理・下水道整備状況 

・土地利用状況 

まとめ 

・水質及び水質保全対策施設の評価整理 

・改善の必要性整理 

・水質調査の重点化・簡略化 
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5.2 基本事項の整理 

5.2.1 環境基準類型指定状況の整理 

高山ダムを含む名張川は、昭和 49年 5 月に環境基準の A類型に指定されている。なお、高

山ダム貯水池には湖沼の環境基準は指定されていない。 

なお、「水生生物の保全」に係る類型については、平成 27年 1月 27日に「生物 A」に類型

指定された。 

生活環境の保全に関する環境基準及び水質環境基準（健康項目）、名張川における環境基準

地点環境基準の基準水質及び名張川における環境基準地点は、それぞれ表 5.2.1-1 及び表 

5.2.1-2、図 5.2.1-1に示すとおりである。 

 

表 5.2.1-1 生活環境の保全に関する環境基準 

(昭和 46年 12月 28日環境庁告示台 59号, 改正平成 31環告 46) 

●河川(湖沼を除く。) 

項目 
類型 

利用目的の適応性 

基準値 

水素イオン濃度 
(ｐＨ) 

生物的 
酸素要求量 

(BＯＤ) 

浮遊物質量 
(ＳＳ) 

溶存酸素量 
(ＤＯ) 大腸菌群数 

ＡＡ 水道１級 
自然環境保全 
及びＡ以下の欄に掲げ
るもの 

6.5 以上 
8.5 以下 

１mg/L 
以下 

25mg/L 
以下 

7.5mg/L 
以上 

50MPN/ 
100mL 以下 

Ａ 水道２級 
水産 1 級 
水浴 
及びＢ以下の欄に掲げ
るもの 

6.5 以上 
8.5 以下 

2mg/L 
以下 

25mg/L 
以下 

7.5mg/L 
以上 

1,000MPN/ 
100mL 以下 

Ｂ 水産３級 
水産 2 級 
及びＣ以下の欄に掲げ
るもの 

6.5 以上 
8.5 以下 

3mg/L 
以下 

25mg/L 
以下 

５mg/L 
以上 

5,000MPN/ 
100mL 以下 

Ｃ 水産 3 級 
工業用水 1 級 
及び D 以下の欄に掲げ
るもの 

6.5 以上 
8.5 以下 

5mg/L 
以下 

50mg/L 
以下 

5mg/L 
以上 

− 

D 工業用水 2 級 
農業用水 
及び E の欄に掲げるも
の 

6.0 以上 
8.5 以下 

8mg/L 
以下 

100mg/L 
以下 

2mg/L 
以上 − 

E 
工業用水 3 級 
環境保全 

6.0 以上 
8.5 以下 

10mg/L 
以下 

ごみ等の浮遊が
認められないこ

と。 

2mg/L 
以上 − 

備考 
１ 基準値は、日間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 
２ 農業用利水点については、水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下、溶存酸素量５mg/l以上とする（湖沼もこれに
準ずる。）。 
（注） 
１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 
  水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
  水道３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 
３ 水産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用 
  水産２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
  水産３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 
４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
  工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 
  工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの 
５ 環境保全：国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。) において不快感を生じない限度 
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表 5.2.1-2 水質環境基準(健康項目) 

(昭和 46年 12月 28日環境庁告示台 59号, 改正平成 31環告 46) 

項目 基準値 

カドミウム 0.003mg/l以下 

全シアン 検出されないこと 

鉛 0.01mg/l以下 

六価クロム 0.05mg/l以下 

ヒ素 0.01mg/l以下 

総水銀 0.0005mg/l以下 

アルキル水銀 検出されないこと 

PCB 検出されないこと 

ジクロロメタン 0.02mg/l以下 

四塩化炭素 0.002mg/l以下 

1,2－ジクロロエタン 0.004mg/l以下 

1,1－ジクロロエチレン 0.1mg/l以下 

シス－1,2－ジクロロエチレン 0.04mg/l以下 

1,1,1－トリクロロエタン 1mg/l以下 

1,1,2－トリクロロエタン 0.006mg/l以下 

トリクロロエチレン 0.01mg/l以下 

テトラクロロエチレン 0.01mg/l以下 

1,3－ジクロロプロペン 0.002mg/l以下 

チウラム 0.006mg/l以下 

シマジン 0.003mg/l以下 

チオベンカルブ 0.02mg/l以下 

ベンゼン 0.01mg/l以下 

セレン 0.01mg/l以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg/l以下 

ふっ素 0.8mg/l以下 

ほう素 1mg/l以下 

1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下 

（備考） 

1 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

2 「検出されないこと」とは、測定方法の項に掲げる方法により測定した場合において、そ 

の結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

 

「生物 A」の環境基準 

項目

類型 

水生生物の生息状況の適

応性 

基準値（年平均値） 

全亜鉛 ノニルフェノール 
直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩 

生物Ａ 

イワナ、サケマス等比較

的低温域を好む水生生物

及びこれらの餌生物が生

息する水域 

0.03mg/L 以下 0.001mg／L 以下 0.03mg/L 以下 

※名張川では平成 27年 1月 27 日に指定 
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ダム名 環境基準 
環境基準 

指定年 

基  準  値 

BOD pH SS DO 大腸菌群数 

高山ダム 河川 A類型 昭和 49年 2mg/L以下 6.5～8.5 25mg/L以下 7.5mg/L以上 
1000MPN/ 

100mL以下 

 

図 5.2.1-1 名張川における環境基準指定類型状況 

  

環境基準地点（家野橋） 

高山ダム 
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5.2.2 定期調査地点と対象とする水質項目 

高山ダムにおける定期水質調査地点は、ダム流入河川（名張川本川(大川橋地点)・治田川）、

貯水池内補助地点（高山橋地点、八幡橋地点）、貯水池内基準地点（網場地点）及び下流河川

(放水口地点)の 6 地点であり、これら各地点における水質調査資料を対象に水質に関する評

価を行う。 

水質調査実施状況を表 5.2.2-1 に、水質調査地点を図 5.2.2-1に示す。 

 

表 5.2.2-1 水質調査実施状況 

 

 

 

図 5.2.2-1 水質調査地点 

  

項目

流入河川

貯水池

下流河川

(クロロフィルa、フェオフィチン(網場地点))

(アンモニア態窒素、亜硝酸態窒素など)

(トリハロメタン生成能(網場地点: 年4回)、

 2-MIB及びジェオスミン(網場地点: 年1回))

(カドミウム、全シアンなど(網場地点: 年1回))

(水温、濁度、DO等(貯水池内: 網場地点、高山橋地点、八幡橋地点))

(網場地点: 年1回)

(貯水池内: 網場地点、高山橋地点、八幡橋地点)

調査地点

調査頻度

調査項目

○生活環境項目

○富栄養化関連項目

○形態別栄養塩項目

○水道水源関連項目

　　

○健康項目

名張川本川(大川橋地点)、治田川

網場地点(基準地点)、高山橋地点、八幡橋地点

放水口地点

概ね1回/月

※貯水池内では表層、中層、底層での採水

○一般項目

○計器観測

○底質項目

○植物プランクトン

内容

０ １㎞

治田川
３０１

大川橋
３０２

八幡橋
２０２

網場
２００

放水口
１００

木

津

川

曝気設備、噴水設備

曝気設備

分画フェンス

噴水設備
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5.2.3 水質調査状況の整理 

高山ダムの定期水質調査の実施状況は、表 5.2.3-1に示すとおりである。 

表 5.2.3-1 水質調査項目及び調査頻度(令和元年) 

 
※表中の数字は年測定回数を示す。 

 

  

下流河川（放流）

301 302 200 201 202 100
治田川 大川橋 網場 高山橋 八幡橋 放水口

透視度 12 12 12

透明度 12 12 12
水色 12 12 12
臭気 12 12 12＊ 12 12 12

水温 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12
濁度 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12
電気伝導度 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12

酸化還元電位 12＊※

溶存酸素量（DO） 12 12 12＊※ 12※ 12※ 12
生物化学的酸素要求量（BOD） 12 12 12＊ 12 12

化学的酸素要求量（COD） 12 12 12＊ 12 12
浮遊物質量（SS） 12 12 12＊ 12 12

大腸菌群数 12 12 12＊ 12 12
ふん便性大腸菌群数 12
総窒素 12 12 12＊ 12 12

総りん 12 12 12＊ 12 12
全亜鉛 12 12 12 12
ノニルフェノール 12 12 12 12

直鎖アルキベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS） 12 12 12 12

クロロフィルa 12 12 12＊ 12 12 12
フェオフィチンa 12＊

アンモニウム態窒素 12 12 12＊ 12
亜硝酸態窒素 12 12 12＊ 12
硝酸態窒素 12 12 12＊ 12

オルトリン酸態リン 12 12 12＊ 12
溶解性総リン 12 12 12＊ 12
溶解性オルトリン酸態リン 12 12 12＊ 12

トリハロメタン生成機能 4
2-MIB 8 8
ジェオスミン 8 8

カドミウム 1
全シアン 1
鉛 1

六価クロム 1
ヒ素 1

総水銀 1
アルキル水銀 1
PCB 1

ジクロロメタン 1
四塩化炭素 1
1,2-ジクロロエタン 1

1,1-ジクロロエチレン 1
シス-1,2-ジクロロエチレン 1
1,1,1-トリクロロエタン 1

1,1,2-トリクロロエタン 1
トリクロロエチレン 1
テトラクロロエチレン 1

1,3-ジクロロプロペン 1
チウラム 1
シマジン 1

チオベンカルプ 1
ベンゼン 1
セレン 1

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 12
ふっ素 1
ほう素 1

1,4-ジオキサン 1

強熱減量 1
化学的酸素要求量（COD） 1

全窒素 1
全りん 1

硫化物 1
鉄 1
マンガン 1

カドミウム 1
鉛 1
六価クロム 1

ヒ素 1
総水銀 1
アルキル水銀 1

PCB 1
チウラム 1
シマジン 1

チオベンカルブ 1
セレン 1

粒度組成 1

植物プランクトン 12 12 12

底質

生物

備考

・生活環境項目など　①12回：毎月測定　②4回：2月、5月、8月、11月測定　③8回：2月、5～11月
・健康項目：8月測定　　・底質項目：8月測定　　　・生物：1～12月測定

＊：3水深測定項目（表層、1/2水深、底層） 　　　※：計器測定項目（多水深測定）

調査項目

流入河川 貯水池内

水
質

一般

項目

生活
環境

項目
（環境基

準）

など

富栄養化
関連項目

形態別

栄養塩
項目

水道水源
関連項目

健康
項目
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5.3 水質状況の整理 

5.3.1 流入・放流河川水質の経年・経月変化 

(1) 経年変化 

流入河川（名張川本川(大川橋地点)・治田川）及び下流河川（放水口地点）における各水

質項目の管理開始以降の平均及び年平均最大値･年平均最小値を表 5.3.1-1 及び表 5.3.1-4

に示す。また、水質の経年変化を図 5.3.1-1から図 5.3.1-3に示す。 

なお、管理開始(昭和 44 年)より調査を行っているが、昭和 50 年以前については、調査地

点や調査方法、調査項目などについて統一が図れていないため、調査結果の整理は昭和 50年

以降を対象とした。 

流入河川の治田川では、濁度、BOD、COD、SS、T-N、T-P などで名張川本川(大川橋地点）

や下流河川(放水口地点)より高い傾向にある。 

環境基準項目は治田川の BOD、名張川本川(大川橋地点)及び治田川、下流河川(放水口地点)

の大腸菌群数で環境基準 A 類型を満足していない。その他、流入河川及び下流河川の水質の

経年変化の状況については表 5.3.1-3に整理した。 
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表 5.3.1-1 流入・放流河川の管理開始以後の年平均値及び年平均最大値・年平均最小値 

 

※1 BOD 及び COD は 75%値の最大値と 75%値の最小値                     

※2 ふん便性大腸菌は流入河川及び下流河川での調査なし          

※3 全亜鉛、ノニルフェノール及び LAS は調査を開始した平成 29 年以降の集計 

 

表 5.3.1-2 流入・放流河川の至近 5ヶ年の年平均値及び年平均最大値・年平均最小値 

 

※1 BOD 及び COD は 75%値の最大値と 75%値の最小値                     

※2 ふん便性大腸菌は流入河川及び下流河川での調査なし          

※3 全亜鉛、ノニルフェノール及び LAS は調査を開始した平成 29 年以降（至近 3 ヶ年）での集計 

 

  

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

水温 (℃) 15.2 18.5 12.3 15.4 17.9 12.3 15.2 17.0 13.1

濁度 (度) 4.5 14.0 1.5 14.2 37.0 2.7 4.6 14.8 1.2

pH (mg/L) 7.7 8.0 7.5 7.6 8.0 7.4 7.3 7.5 7.1

BOD※1 (mg/L) 1.6 6.7 0.9 3.0 6.2 1.5 1.3 1.8 0.8

COD※1 (mg/L) 3.7 6.2 2.9 6.3 12.5 4.3 3.4 4.7 1.9

SS (mg/L) 7.7 31.5 2.9 20.8 176.4 3.7 4.3 11.3 2.3

DO (mg/L) 10.4 11.0 9.2 9.9 10.8 9.2 8.5 10.2 7.2

大腸菌群数 (MPN/100mL) 8,254 33,025 705 32,453 187,897 2,055 4,101 35,988 154

ふん便性大腸菌群数※2 （個/100mL） － － － － － － － － －

T-N (mg/L) 1.23 2.07 0.69 2.96 4.60 0.92 1.41 2.01 0.94

T-P (mg/L) 0.071 0.139 0.051 0.161 0.400 0.070 0.044 0.115 0.021

Chl-a (μg/L) 6.3 25.1 1.5 7.8 61.8 1.6 4.3 8.5 1.7

全亜鉛※3 (mg/L) 0.005 0.007 0.002 0.010 0.019 0.004 0.008 0.019 0.003

ノニルフェノール※3 (mg/L) 0.00006 0.00006 ＜0.00006 0.00007 0.00008 ＜0.00006 0.00006 0.00006 ＜0.00006

LAS※3 (mg/L) 0.0012 0.0014 0.0011 0.0093 0.0110 0.0078 0.0006 0.0007 ＜0.0006

流入河川 下流河川

名張川本川(大川橋地点) 治田川 放水口
項目 単位

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

水温 (℃) 15.7 16.5 15.1 15.9 17.9 14.4 15.9 16.6 14.7

濁度 (度) 2.1 2.4 1.7 4.1 5.1 2.9 2.9 3.9 2.5

pH (mg/L) 7.7 7.8 7.6 7.6 7.7 7.5 7.3 7.4 7.2

BOD※1 (mg/L) 1.1 1.4 0.9 3.1 4.7 1.8 1.2 1.5 1.0

COD※1 (mg/L) 3.4 3.7 3.2 6.2 6.8 5.4 3.4 3.7 3.0

SS (mg/L) 3.9 5.0 2.9 6.8 7.7 3.7 4.0 6.5 2.3

DO (mg/L) 10.4 10.6 9.9 9.7 10.0 9.3 9.1 9.5 8.5

大腸菌群数 (MPN/100mL) 1,529 2,749 705 9,190 16,408 4,912 275 360 157

ふん便性大腸菌群数※2 （個/100mL） － － － － － － － － －

T-N (mg/L) 0.89 0.93 0.84 3.83 4.16 3.49 0.83 1.03 0.63

T-P (mg/L) 0.059 0.066 0.054 0.148 0.174 0.119 0.044 0.048 0.041

Chl-a (μg/L) 2.4 6.0 1.2 4.7 13.3 1.4 2.4 5.2 0.5

全亜鉛※3 (mg/L) 0.005 0.007 0.002 0.010 0.019 0.004 0.008 0.019 0.003

ノニルフェノール※3 (mg/L) 0.00006 0.00006 ＜0.00006 0.00007 0.00008 ＜0.00006 0.00006 0.00006 ＜0.00006

LAS※3 (mg/L) 0.0012 0.0014 0.0011 0.0093 0.0110 0.0078 0.0006 0.0007 ＜0.0006

放水口
項目 単位

流入河川 下流河川

名張川本川(大川橋地点) 治田川
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表 5.3.1-3 流入・下流河川水質の経年変化の状況(1/2) 

項目 流入・下流河川の水質状況 

水温 

（－） 

年平均水温は、至近 5 ヶ年を過去と比較すると流入河川、下流河川とも大きな変化は

みられない。 

至近 5ヶ年の年平均値は大川橋地点で 15.1～16.5℃、治田川地点で 14.4～17.9℃、放

水口地点で 14.7～16.6℃である。 

濁度 

（－） 

年平均濁度は、至近 5 ヶ年を過去と比較すると流入河川では経年的に濁度が低減する

傾向が見られ、下流河川では大きな変化は見られない。 

至近 5ヶ年の年平均値は大川橋地点で 1.7～2.4度、治田川地点で 2.9～5.1度、放水

口地点で 2.5～3.9度である。 

pH 

（6.5～8.5） 

年平均 pHは、至近 5ヶ年を過去と比較すると流入河川、下流河川とも大きな変化はみ

られない。 

至近 5ヶ年の年平均値は大川橋地点で 7.6～7.8、治田川地点で 7.5～7.7、放水口地点

で 7.2～7.4で推移しており、環境基準(6.5～8.5)を満足している。 

BOD 

（2mg/L以下） 

 

BOD75%値は、至近 5 ヶ年を過去と比較すると治田川で上昇しており、大川橋並びに放

水口地点では大きな変化はみられない。 

至近 5 ヶ年の 75％値は大川橋地点で 0.9～1.4mg/L、治田川地点で 1.8～4.7mg/L、放

水口地点で 1.0～1.5mg/Lで推移しており、治田橋地点を除き環境基準(2mg/L以下)を

満足している。 

COD 

（－） 

COD75%値は、至近 5 ヶ年を過去と比較すると流入河川、下流河川とも大きな変化はみ

られない。 

至近 5ヶ年の 75％値は大川橋地点で 2.9～6.2mg/L、治田川地点で 4.3～12.5mg/L、放

水口地点で 1.9～4.3mg/Lである。 

SS 

（25mg/L以下） 

年平均 SSは、至近 5ヶ年を過去と比較すると流入河川、下流河川とも大きな変化はみ

られない。 

至近 5ヶ年の年平均値は大川橋地点で 2.9～5.0mg/L、治田川地点で 3.7～7.7mg/L、放

水口地点で 2.3～6.5mg/Lで推移しており、環境基準(25mg/L以下)を満足している。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

年平均 DOは、至近 5ヶ年を過去と比較すると流入河川、下流河川とも大きな変化はみ

られない。 

至近 5ヶ年の年平均値は大川橋地点で 9.9～10.6mg/L、治田川地点で 9.3～10.0 mg/L、

放水口地点で 8.5～9.5 mg/L で推移しており、環境基準(7.5mg/L 以上)を満足してい

る。 

大腸菌群数 
（1000MPN/100mL

以下） 

年平均大腸菌群数は、至近 5 ヶ年を過去と比較すると流入河川では減少傾向、下流河

川では横ばい傾向にある。 

至近 5 ヶ年の年平均値は大川橋地点で 705～2,749MPN/100mL、治田橋地点で 4,912～

16,408MPN/100mL、下流河川で 157～360MPN/100mLで推移しており、下流河川では環境

基準値(1,000MPN/100mL以下)を満足しているが、流入河川では超過する年もある。 

T-N 

（－） 

年平均 T-Nは、至近 5ヶ年を過去と比較すると大川橋地点では横ばい、治田橋地点で

は増加傾向、放水口地点ではやや低下傾向である。 

至近5ヶ年の年平均値は大川橋地点で0.84～0.93mg/L、治田川地点で3.49～4.16mg/L、

放水口地点で 0.63～1.03mg/Lである。 

T-P 

（－） 

年平均 T-Pは、至近 5ヶ年を過去と比較すると流入河川、下流河川とも大きな変化は

みられない。 

至近 5 ヶ年の年平均値は大川橋地点で 0.054～0.066mg/L、治田川地点で 0.119～

0.174mg/L、放水口地点で 0.041～0.048mg/Lである。 

クロロフィル a 

（－） 

年平均クロロフィル aは、至近 5ヶ年を過去と比較すると流入河川、下流河川とも大

きな変化はみられない。 

至近 5ヶ年の年平均値は大川橋地点で 1.5～3.2μg/L、治田川地点で 1.6～4.8μg/L、

放水口地点で 1.7～3.8μg/Lである。 

※括弧内の数値は河川 A 類型の環境基準値を示す。 
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表 5.3.1-3  流入・下流河川水質の経年変化の状況(2/2) 

項目 流入・下流河川の水質状況 

全亜鉛 
（0.03mg/L以下） 

至近 5 ヶ年の年平均値は大川橋地点で 0.002～0.007mg/L、治田川地点で 0.004～

0.019mg/L、放水口地点で 0.003～0.009mg/L で推移しており、環境基準(0.03mg/L 以

下)を満足している。 

ノニルフェノール 
（0.001mg/L 以下） 

調査を開始した平成 29年以降の至近 3ヶ年の年平均値は大川橋地点で 0.00006mg/L、

治田川地点で 0.00007mg/L、放水口地点で 0.00006mg/L であり、環境基準(0.001mg/L

以下)を満足している。 

LAS 
（0.03mg/L以下） 

調査を開始した平成 29 年以降の至近 3 ヶ年の年平均値は大川橋地点で 0.0011～

0.0014mg/L、治田川地点で 0.0078～0.0110mg/L、放水口地点で検出限界以下（＜0.0006 

mg/L）～0.0007mg/Lで推移しており、環境基準(0.03mg/L以下)を満足している。 

※括弧内の数値は生物 A 類型の環境基準値を示す。 
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表 5.3.1-4 流入・放流河川水質の年間値(1/7) 

 

流入河川 下流河川
名張川本川(大川橋地点) 治田川 下流河川(放水口地点)

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 14.1 25.0 2.0
S51 13.2 29.0 1.0 17.0 24.5 9.0
S52 13.5 23.0 0.5 14.7 25.7 3.0
S53 18.5 28.2 6.2 13.1 25.5 2.2 15.2 27.0 5.0
S54 14.4 27.0 5.0 14.0 28.5 1.7 15.5 28.0 6.6
S55 12.3 27.3 2.8 12.3 28.8 1.8 13.1 24.5 5.1
S56 13.7 27.0 3.2 14.8 28.9 2.5 13.8 26.3 4.5
S57 13.6 20.3 3.2 15.1 23.2 3.3 13.5 20.8 4.2
S58 13.6 27.8 3.1 14.7 29.5 3.8 15.1 26.8 5.9
S59 15.9 27.8 0.6 16.5 28.7 1.8 14.8 28.0 4.4
S60 13.9 25.1 2.8 14.5 24.5 3.3 13.9 26.7 3.4
S61 14.1 27.3 3.0 15.1 28.1 3.3 14.9 26.2 5.2
S62 16.4 27.7 5.1 16.6 28.0 5.5 15.0 26.9 5.2
S63 14.4 23.8 5.0 14.7 23.8 5.1 14.3 24.2 6.0
H1 13.5 26.2 4.3 14.7 27.7 4.2 14.1 24.0 6.8
H2 16.4 28.8 5.0 17.1 28.3 6.5 15.9 29.3 6.9
H3 15.6 27.8 4.7 15.7 27.9 4.8 15.9 26.5 7.2
H4 15.0 26.4 7.2 15.5 26.2 6.4 15.7 24.3 6.8
H5 14.7 25.0 5.0 16.0 24.8 5.0 14.4 23.5 5.2
H6 16.4 28.3 4.6 17.1 29.4 4.6 16.1 29.1 6.8
H7 15.1 28.8 5.5 16.1 29.0 5.8 15.2 28.2 6.5
H8 14.9 27.1 3.7 15.2 27.2 5.2 14.1 28.1 4.0
H9 15.0 25.9 4.6 15.6 27.5 4.2 14.9 25.4 6.5
H10 15.3 27.6 5.0 15.9 26.4 3.8 15.7 26.2 6.2
H11 15.1 24.6 4.2 15.8 27.0 4.9 15.0 25.0 5.7
H12 15.3 27.5 4.7 15.5 26.7 4.7 15.0 27.6 5.9
H13 15.0 27.9 1.7 15.4 26.8 2.6 14.4 24.8 6.2
H14 15.3 27.4 5.6 16.0 27.4 6.6 15.6 28.2 6.4
H15 14.1 23.8 5.2 14.5 25.8 5.0 14.7 26.3 5.4
H16 16.2 28.1 4.8 16.4 26.6 5.4 15.8 27.3 5.8
H17 16.3 27.2 3.5 16.5 25.8 5.1 15.7 27.2 5.9
H18 14.9 28.3 6.2 15.6 27.8 7.1 15.0 26.0 5.3
H19 15.9 28.9 5.2 15.9 28.0 5.7 16.2 28.7 6.9
H20 15.7 27.0 4.8 15.8 26.9 4.9 15.8 28.9 5.4
H21 15.6 27.4 6.0 15.1 26.6 5.6 16.0 26.6 6.9
H22 16.2 29.8 4.7 16.5 28.8 5.6 16.8 29.8 6.0
H23 14.9 24.5 3.5 15.3 24.8 4.0 15.1 25.4 5.6
H24 15.9 29.3 3.7 16.5 28.8 3.9 15.9 27.8 5.7
H25 15.2 28.0 3.5 14.4 25.3 2.8 15.8 28.4 5.9
H26 16.3 26.3 5.1 16.6 26.3 4.2 15.8 25.9 5.8
H27 15.4 27.7 5.0 14.9 25.3 5.1 16.2 28.7 5.8
H28 15.3 28.0 5.0 14.4 25.3 4.0 16.6 28.2 7.4
H29 15.1 26.1 5.4 15.3 27.4 3.8 14.7 25.9 6.2
H30 16.3 30.4 4.7 17.9 30.5 2.0 16.0 27.6 5.5
R1 16.5 28.1 5.6 17.2 29.6 6.1 16.1 26.1 6.5

平均 15.2 27.1 4.5 15.4 27.0 4.2 15.2 26.6 5.8
S50 37.0 320.0 0.8
S51 23.0 60.0 0.0 8.9 25.0 0.0
S52 30.1 82.0 2.0 6.2 14.0 1.0
S53 10.1 13.0 5.0 8.4 30.0 2.0 7.8 36.0 1.0
S54 14.0 59.2 0.5 17.6 75.0 1.0 14.8 90.0 2.5
S55 7.0 19.5 2.0 8.9 17.5 3.0 5.8 13.0 2.5
S56 4.5 14.6 1.9 24.7 93.0 3.7 5.0 10.0 1.2
S57 8.4 26.1 1.9 19.6 79.6 3.6 10.8 57.6 1.8
S58 9.3 40.3 1.9 18.2 57.4 2.2 4.3 8.3 2.2
S59 4.4 10.3 1.6 4.8 9.1 1.6 3.4 8.9 1.1
S60 8.5 24.0 1.9 5.2 26.3 1.5
S61 5.1 16.2 1.5 31.0 261.0 1.8 4.9 16.9 1.4
S62 3.9 6.7 1.1 5.6 15.4 1.3 2.9 5.6 1.2
S63 4.0 7.8 1.6 19.5 128.0 1.8 4.1 11.3 1.0
H1 6.5 15.5 2.9 33.6 104.5 4.3 6.0 12.4 2.3
H2 5.5 8.5 3.3 17.7 40.7 8.0 6.5 21.2 2.5
H3 6.6 16.8 1.7 20.3 55.6 5.8 5.4 10.9 2.5
H4 10.7 60.6 2.8 36.0 158.0 3.9 5.9 13.1 3.0
H5 6.1 10.8 2.8 35.7 220.0 5.6 6.1 16.7 0.4
H6 7.2 14.7 1.3 28.9 155.0 5.2 11.7 42.2 1.8
H7 4.2 11.8 1.1 18.0 61.4 4.6 4.7 10.6 0.2
H8 3.4 9.5 0.9 7.3 41.2 2.0 2.3 5.4 0.6
H9 2.5 4.5 0.9 6.2 23.5 2.3 3.9 19.3 0.9
H10 4.1 15.9 1.2 24.1 85.8 3.9 4.9 9.5 1.5
H11 2.8 6.1 1.1 30.0 149.5 3.0 4.1 15.2 1.2
H12 4.1 18.6 1.0 7.3 24.4 1.4 2.9 4.6 1.2
H13 2.0 4.7 0.7 6.2 20.5 1.8 3.2 8.4 1.1
H14 4.5 18.8 0.7 15.1 94.8 1.4 3.0 6.3 1.0
H15 2.5 4.2 0.9 12.2 30.4 1.5 3.1 8.7 0.9
H16 2.6 4.0 0.9 7.3 20.6 2.0 1.8 3.0 0.9
H17 2.4 6.4 0.8 2.7 4.4 1.2 2.6 6.3 1.2
H18 1.8 4.9 0.4 4.8 14.8 0.9 1.2 3.9 0.4
H19 1.6 4.5 0.5 3.2 6.6 0.9 1.6 5.5 0.7
H20 2.0 6.4 0.5 3.9 11.8 1.3 1.9 8.5 0.8
H21 2.0 4.6 0.6 11.1 87.3 0.7 2.2 5.3 0.9
H22 3.5 10.4 0.7 4.8 12.2 1.0 4.4 9.9 1.6
H23 4.0 16.0 1.4 10.6 55.9 1.4 4.4 19.0 0.7
H24 2.5 5.1 0.8 4.4 11.8 1.3 5.0 11.0 2.4
H25 1.5 5.0 0.5 2.9 6.6 0.9 2.3 7.0 1.2
H26 2.1 4.2 1.0 3.1 5.2 0.8 3.1 8.3 1.0
H27 1.8 3.0 1.0 5.1 22.5 1.3 2.8 6.3 0.8
H28 1.7 5.2 0.6 2.9 6.0 1.3 2.7 5.9 0.6
H29 2.4 7.6 1.0 3.8 11.6 1.2 2.5 4.9 1.0
H30 2.3 4.4 0.9 4.0 10.3 1.2 3.9 9.3 1.0
R1 2.3 4.8 0.7 4.8 13.7 1.2 2.8 5.7 1.1

平均 4.5 13.2 1.3 14.2 63.5 2.2 4.6 14.7 1.3

項目 年

水温
(℃)

濁度
(度)
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表 5.3.1-4 流入・放流河川水質の年間値(2/7) 

 

流入河川 下流河川
名張川本川(大川橋地点) 治田川 下流河川(放水口地点)

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50
S51 7.2 7.3 7.2
S52 7.4 7.7 7.2
S53 7.3 7.3 7.2
S54 7.2 7.5 7.0
S55 7.6 7.9 7.2 7.1 7.3 6.9
S56 7.7 8.2 7.3 7.6 7.7 7.4 7.1 7.3 7.0
S57 7.6 8.4 7.1 7.6 8.1 7.2 7.3 7.6 6.9
S58 7.5 8.0 7.2 7.5 8.5 7.0 7.2 8.4 6.8
S59 7.8 8.2 7.5 7.7 8.0 7.5 7.2 7.5 7.0
S60 7.7 8.3 7.4 7.3 7.6 6.9
S61 7.6 7.9 7.4 7.4 7.9 7.2 7.2 7.6 6.9
S62 7.8 8.1 7.4 7.6 7.9 7.2 7.4 7.7 7.0
S63 7.9 8.2 7.4 7.7 8.0 7.1 7.4 7.8 7.0
H1 7.8 8.6 7.4 7.6 8.5 7.3 7.4 7.9 7.2
H2 7.7 8.0 7.3 7.8 8.5 7.5 7.2 7.5 7.1
H3 7.7 8.2 7.5 7.6 8.5 7.3 7.1 7.3 6.8
H4 7.6 8.0 7.4 7.6 9.3 7.1 7.1 7.3 6.8
H5 7.6 8.1 7.1 7.5 7.9 7.2 7.1 7.5 6.8
H6 7.8 8.2 7.6 8.0 8.6 7.4 7.2 7.5 6.8
H7 8.0 8.3 7.6 8.0 8.6 7.7 7.3 7.6 7.1
H8 7.9 8.2 7.5 7.9 8.9 7.2 7.3 7.6 7.0
H9 7.8 8.4 7.6 7.8 8.1 7.4 7.3 7.6 7.1
H10 7.7 8.1 7.5 7.6 7.7 7.3 7.3 7.5 7.0
H11 7.8 8.1 7.6 7.7 7.7 7.6 7.3 7.6 7.1
H12 7.8 8.3 7.5 7.7 8.1 7.6 7.3 7.7 7.2
H13 7.8 8.1 7.4 7.7 7.9 7.2 7.4 7.6 7.0
H14 7.7 8.0 7.4 7.6 8.0 7.3 7.4 8.1 6.9
H15 7.6 8.0 7.4 7.5 7.8 7.2 7.2 7.5 7.0
H16 7.7 8.0 7.3 7.4 7.8 7.2 7.2 7.7 7.0
H17 7.9 8.2 7.5 7.7 7.9 7.4 7.5 7.8 7.1
H18 7.8 8.7 7.4 7.6 7.8 7.5 7.4 7.7 7.1
H19 7.8 8.3 7.5 7.6 7.8 7.5 7.4 7.9 7.1
H20 7.9 8.4 7.3 7.6 7.8 7.3 7.4 7.6 7.3
H21 7.9 8.9 7.5 7.5 7.7 7.0 7.4 7.6 7.2
H22 7.7 8.5 7.4 7.5 7.7 7.3 7.3 7.5 7.1
H23 7.6 7.8 7.2 7.7 8.6 7.4 7.4 7.6 7.2
H24 8.0 8.6 7.3 7.7 8.0 7.2 7.4 7.6 7.0
H25 7.6 7.7 7.5 7.6 7.7 7.4 7.3 7.5 7.2
H26 7.7 8.1 7.4 7.7 7.8 7.5 7.3 7.6 7.2
H27 7.7 8.0 7.3 7.6 7.9 7.5 7.4 7.6 7.2
H28 7.6 7.7 7.4 7.5 7.7 7.4 7.3 7.6 7.1
H29 7.7 8.2 7.4 7.6 7.8 7.2 7.3 7.8 7.1
H30 7.7 8.4 7.3 7.5 7.9 7.2 7.2 7.7 6.6
R1 7.8 8.3 7.5 7.7 8.0 7.4 7.4 7.7 7.3

平均 7.7 8.0 7.5 7.6 8.0 7.4 7.3 7.5 7.1
S50 3.3 8.0 0.3 3.8
S51 4.3 6.5 1.6 6.2 1.1 1.4 0.7 -
S52 1.1 2.1 0.2 - 1.5 1.7 1.0 1.6
S53 1.2 2.1 0.6 - 1.3 1.5 1.2 1.5 1.3 2.1 1.0 1.1
S54 3.8 6.7 0.8 6.7 2.7 4.6 1.3 3.4 1.2 1.5 0.8 1.2
S55 1.0 1.6 0.6 0.9 1.3 2.3 0.5 1.5 0.8 1.3 0.5 0.8
S56 1.6 2.3 1.0 1.9 2.1 3.1 1.4 2.8 1.1 1.6 0.7 1.3
S57 1.6 3.0 0.5 2.2 1.7 3.6 0.9 1.8 1.1 3.0 0.5 1.0
S58 1.3 2.4 0.6 1.6 2.0 4.8 0.7 2.1 1.0 2.7 0.3 1.1
S59 1.4 2.9 1.0 1.6 1.8 6.3 0.6 1.9 0.9 2.1 0.4 1.0
S60 1.3 2.7 0.9 1.3 1.1 2.4 0.5 1.2
S61 1.6 3.6 1.0 1.6 2.1 4.7 0.7 2.8 0.9 1.9 0.2 1.1
S62 2.1 6.9 0.8 2.1 2.6 6.4 0.9 2.9 1.2 1.9 0.7 1.4
S63 1.5 2.7 1.0 1.8 3.0 7.5 0.8 3.9 1.2 2.7 0.6 1.4
H1 1.3 1.9 0.8 1.5 2.1 3.9 0.9 2.6 1.1 2.2 0.5 1.1
H2 2.0 4.6 1.0 2.2 1.6 2.8 0.8 2.0 1.2 2.0 0.6 1.4
H3 3.6 27.5 0.7 1.8 7.6 73.4 0.9 2.2 1.2 1.7 0.4 1.5
H4 1.4 2.6 0.9 1.5 6.4 26.7 1.1 6.1 1.5 2.4 0.9 1.7
H5 1.3 3.0 0.3 1.4 2.2 3.2 1.5 2.6 1.1 1.9 0.4 1.3
H6 1.4 2.1 1.0 1.6 2.4 7.9 0.6 2.1 1.5 3.5 0.6 1.7
H7 1.3 2.1 0.8 1.4 2.0 3.4 1.2 2.2 1.2 2.5 0.3 1.6
H8 1.3 2.3 0.6 1.7 2.1 3.5 1.1 2.2 1.4 2.9 0.7 1.6
H9 1.2 2.0 0.6 1.5 2.1 3.6 1.1 2.2 1.0 1.4 0.5 1.2
H10 1.2 2.4 0.6 1.3 2.6 5.9 0.6 2.4 1.2 2.2 0.5 1.6
H11 1.3 2.1 0.8 1.4 3.5 10.6 1.7 3.4 1.3 2.0 0.8 1.5
H12 1.4 3.0 0.6 1.6 3.2 7.0 1.4 3.0 1.1 2.0 0.6 1.3
H13 1.2 2.1 0.8 1.3 3.0 11.3 1.2 2.1 1.2 1.9 0.8 1.2
H14 1.4 3.6 0.7 1.5 4.4 21.9 1.3 4.2 1.5 3.5 0.6 1.5
H15 1.1 1.7 0.6 1.3 4.8 16.3 1.5 5.5 1.0 1.8 0.5 1.2
H16 1.3 2.3 0.6 1.4 3.5 8.9 1.3 3.5 1.1 1.4 0.6 1.3
H17 1.1 2.0 0.7 1.2 2.3 4.9 1.1 2.7 0.9 1.5 0.6 1.1
H18 1.1 1.9 0.4 1.2 3.0 6.5 1.6 3.2 0.8 1.5 0.5 1.0
H19 1.0 1.8 0.5 1.1 2.5 7.2 1.2 2.6 0.8 1.1 0.5 0.9
H20 1.4 6.3 0.6 1.1 2.5 6.3 1.3 2.7 1.0 2.0 0.6 1.0
H21 1.1 1.6 0.6 1.2 3.2 7.8 1.2 4.1 1.0 1.8 0.5 1.4
H22 0.8 1.3 0.4 0.9 2.0 4.4 0.7 2.7 0.8 1.2 0.4 0.9
H23 1.1 2.1 0.4 1.6 4.0 8.7 0.8 5.9 0.7 1.7 0.2 0.8
H24 0.9 1.3 0.1 1.1 2.1 4.6 0.7 2.5 0.9 1.4 0.0 1.2
H25 0.9 1.7 0.3 1.3 2.4 5.1 0.7 3.1 1.5 2.8 0.4 1.8
H26 1.0 1.6 0.4 1.2 2.1 4.9 0.9 2.3 1.1 2.1 0.7 1.2
H27 0.8 1.7 0.2 0.9 1.4 2.0 0.3 1.8 0.8 1.6 0.4 1.0
H28 0.7 1.3 0.2 0.9 2.2 6.1 0.5 2.5 0.9 1.8 0.2 1.0
H29 1.0 1.5 0.2 1.3 2.7 7.7 1.0 2.7 1.3 2.5 0.6 1.5
H30 1.1 1.6 0.5 1.4 3.7 15.1 0.9 3.8 1.3 1.8 0.9 1.3
R1 1.1 2.2 0.7 1.2 3.5 8.6 1.2 4.7 1.2 1.8 0.5 1.4

平均 1.4 3.8 0.7 2.8 7.6 1.1 1.1 1.5 0.7

pH

BOD
(mg/L)

項目 年
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表 5.3.1-4 流入・放流河川水質の年間値(3/7) 

 

流入河川 下流河川
名張川本川(大川橋地点) 治田川 下流河川(放水口地点)

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 8.1 40.5 0.5 6.7
S51 4.7 9.3 1.7 5.6 2.0 2.8 1.5 -
S52 3.1 5.2 1.9 5.2 2.6 3.1 1.4 3.0
S53 2.6 3.1 1.9 - 3.4 5.6 2.1 5.6 1.9 2.1 1.8 1.9
S54 4.8 9.1 2.3 5.1 3.8 6.0 1.9 4.3 2.4 2.7 1.7 2.7
S55 2.5 3.1 1.7 2.9 4.8 6.4 3.4 5.1 2.4 2.8 2.1 2.5
S56 2.7 5.4 1.5 3.1 4.7 7.4 1.1 5.8 2.4 3.0 1.8 2.7
S57 3.1 6.6 1.5 3.5 4.5 7.3 1.8 4.8 2.6 3.8 1.7 3.2
S58 3.1 7.1 1.7 3.6 4.6 10.1 2.4 4.8 2.4 3.2 1.9 2.6
S59 3.1 5.5 2.2 3.3 3.9 7.0 2.2 4.7 2.4 4.1 1.9 2.5
S60 3.6 6.9 1.8 3.6 3.0 3.8 2.3 3.4
S61 3.3 6.5 2.3 3.3 5.6 18.3 2.3 5.6 2.8 4.1 2.0 3.3
S62 3.9 9.0 2.0 3.9 5.1 8.7 3.0 5.5 3.0 3.9 2.2 3.5
S63 3.1 4.1 2.0 3.4 5.9 9.2 3.1 7.1 2.9 3.5 2.6 3.1
H1 3.0 4.4 1.8 3.3 5.3 8.5 2.6 6.0 2.8 3.4 1.8 3.1
H2 4.6 7.2 2.0 6.2 4.0 6.7 2.8 4.5 3.4 4.8 2.4 3.7
H3 5.6 32.0 1.7 4.0 13.9 111.0 2.7 6.7 3.2 4.4 2.4 3.5
H4 3.7 7.6 2.5 3.8 12.4 33.0 3.4 12.5 3.3 4.2 2.7 3.6
H5 3.4 5.4 2.2 3.7 5.8 8.8 3.9 6.5 3.3 4.6 2.7 3.6
H6 3.4 4.9 2.5 3.7 5.9 11.4 3.6 6.7 3.6 5.7 2.5 4.2
H7 3.4 4.4 2.6 3.6 5.6 10.6 3.9 5.8 3.3 4.9 2.8 3.3
H8 3.8 5.9 2.4 3.8 5.2 7.2 3.6 5.8 3.8 6.1 3.1 3.6
H9 3.5 4.4 2.8 3.9 5.2 8.3 3.1 5.8 3.5 5.2 2.8 3.9
H10 3.4 4.4 2.5 3.5 6.6 14.0 3.2 7.1 4.0 5.0 2.9 4.3
H11 3.5 4.7 2.8 3.6 6.4 8.9 3.1 7.0 3.6 5.8 2.9 3.4
H12 3.8 7.1 2.7 4.0 5.6 9.8 4.4 5.6 3.7 5.8 3.0 3.7
H13 3.4 4.6 2.7 3.9 5.4 8.9 3.6 6.1 3.6 5.9 2.7 3.5
H14 4.2 10.1 2.8 4.1 9.3 34.8 3.9 7.7 3.9 5.6 2.8 4.7
H15 3.4 4.4 2.7 3.7 8.0 12.9 4.6 9.5 3.6 4.9 2.7 3.9
H16 3.5 4.9 3.1 3.8 6.4 10.1 4.4 6.8 3.4 4.1 2.8 3.6
H17 3.6 4.8 2.8 3.9 5.8 8.4 3.4 6.7 3.4 4.3 2.8 3.8
H18 3.6 4.7 3.1 3.7 6.9 10.8 4.7 6.9 3.2 4.4 2.2 3.4
H19 3.6 4.7 2.8 4.1 5.8 7.2 4.7 6.4 3.4 3.8 2.9 3.6
H20 3.7 6.5 2.6 3.7 5.9 9.1 4.2 6.5 3.6 5.1 2.9 3.7
H21 3.0 3.9 2.2 3.2 6.9 20.8 4.3 6.5 3.1 3.6 2.6 3.1
H22 3.1 4.0 1.8 3.7 5.3 6.6 4.1 5.9 3.3 5.0 2.4 3.6
H23 3.4 5.6 2.2 3.8 7.1 15.7 3.2 8.3 3.2 4.4 2.6 3.2
H24 3.4 4.2 2.1 3.9 5.8 7.6 4.8 6.1 3.9 4.9 3.1 4.1
H25 2.8 3.8 2.2 3.1 5.2 7.7 3.1 5.6 3.1 3.6 2.5 3.4
H26 3.1 4.3 2.5 3.1 5.5 8.2 3.0 6.3 3.4 4.9 2.3 3.8
H27 2.9 3.8 2.2 3.2 5.2 7.8 3.4 5.9 3.0 3.7 2.6 3.0
H28 2.9 4.0 2.0 3.2 5.0 6.9 4.1 5.4 3.2 4.3 2.4 3.3
H29 3.3 4.9 2.1 3.7 6.2 11.6 2.7 6.8 3.3 4.1 2.1 3.7
H30 3.1 4.9 2.2 3.3 6.3 11.4 4.6 6.2 3.2 4.9 2.2 3.5
R1 3.2 4.7 2.0 3.5 5.9 8.9 4.2 6.7 3.3 4.5 2.5 3.4

平均 3.4 6.0 2.3 3.7 6.0 13.5 3.2 6.3 3.1 4.3 2.4 3.4
S50 46.2 181.0 6.5
S51 12.1 19.5 4.7 4.7 7.6 2.7
S52 20.8 59.0 6.4 5.1 5.9 4.4
S53 20.7 27.0 13.0 14.0 35.0 4.2 4.4 6.1 3.1
S54 31.5 94.5 2.6 20.7 57.0 4.3 5.4 9.9 2.9
S55 5.1 7.1 3.4 12.2 16.9 7.2 5.7 7.5 3.8
S56 10.4 44.5 2.4 26.7 85.0 3.6 3.9 7.0 1.6
S57 13.2 52.2 2.3 27.7 96.0 5.6 11.3 54.8 2.5
S58 18.8 90.0 2.4 13.1 37.0 3.3 5.0 9.4 2.5
S59 7.9 21.0 2.4 9.1 17.6 2.8 4.2 11.0 1.3
S60 11.4 51.2 2.0 3.6 5.8 2.3
S61 9.8 36.5 2.4 17.6 75.5 3.4 4.9 12.8 1.8
S62 8.6 16.2 3.5 12.1 34.4 5.6 3.5 6.3 2.0
S63 5.9 12.0 2.3 24.5 124.0 4.7 4.4 10.2 1.8
H1 8.7 27.0 2.7 43.3 146.0 3.1 4.4 10.0 2.0
H2 12.8 55.5 2.2 14.4 51.1 3.1 4.7 16.2 1.7
H3 11.7 62.0 2.0 35.5 149.0 2.7 3.9 7.6 2.0
H4 13.4 84.0 1.6 176.4 1020.0 4.0 4.7 10.1 3.2
H5 6.7 16.4 1.6 36.7 272.0 6.0 3.7 11.2 1.6
H6 6.8 15.6 1.9 21.8 75.0 3.2 5.5 15.0 1.6
H7 5.0 8.8 2.2 17.1 45.0 5.8 4.4 11.0 1.0
H8 6.2 19.2 1.0 10.1 37.0 2.6 3.3 7.4 1.6
H9 4.5 10.2 1.0 10.6 33.5 3.4 4.5 14.5 1.2
H10 6.9 19.8 1.7 43.0 207.0 4.7 5.4 10.9 2.0
H11 5.6 13.6 1.7 50.0 263.0 5.9 5.1 18.2 1.8
H12 7.8 37.5 2.0 12.8 39.0 1.6 3.9 6.2 2.1
H13 4.0 12.1 1.1 11.1 54.0 1.7 4.3 10.6 1.4
H14 11.0 70.5 1.3 36.2 294.0 2.0 3.3 8.0 1.6
H15 5.0 9.4 0.7 19.6 77.7 1.9 4.1 12.6 1.2
H16 4.6 9.2 1.7 12.7 49.8 3.4 3.8 5.7 2.1
H17 4.1 11.8 0.7 3.8 8.6 2.2 3.1 5.3 1.6
H18 4.6 8.2 1.0 8.6 25.0 1.4 2.6 6.2 1.1
H19 3.8 10.0 0.7 5.8 14.0 1.0 3.4 9.8 1.5
H20 4.9 14.5 0.9 6.9 22.4 1.3 3.7 16.4 1.0
H21 3.6 10.7 1.0 19.8 168.0 1.4 2.6 6.3 1.0
H22 3.6 12.0 0.6 5.5 15.3 0.5 2.9 5.9 1.6
H23 5.9 20.0 1.1 8.4 22.4 1.8 3.9 14.8 1.1
H24 3.0 5.9 1.0 5.6 13.7 1.4 6.2 13.6 3.1
H25 3.8 8.6 0.4 5.6 15.2 1.1 3.3 8.4 1.2
H26 3.0 7.8 0.1 3.7 9.6 0.7 2.5 5.9 1.0
H27 2.9 4.4 1.0 7.5 34.8 1.2 2.3 4.7 0.5
H28 2.9 8.2 0.7 3.7 8.7 1.3 2.7 5.2 1.1
H29 5.0 15.4 1.2 7.6 16.6 2.2 4.1 5.5 2.4
H30 4.4 9.5 1.4 7.5 18.7 4.0 6.5 17.0 1.6
R1 4.6 12.1 1.5 7.7 22.3 1.8 4.2 8.0 1.8

平均 7.7 25.8 1.9 20.8 92.4 3.2 4.3 10.5 1.9

項目 年

COD
(mg/L)

SS
(mg/L)
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表 5.3.1-4 流入・放流河川水質の年間値(4/7) 

 

流入河川 下流河川
名張川本川(大川橋地点) 治田川 下流河川(放水口地点)

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 9.2 13.2 6.6
S51 9.9 14.4 5.9 7.6 9.2 6.0
S52 10.2 15.3 7.5 8.2 15.0 3.5
S53 9.2 11.2 7.6 10.5 13.2 7.6 9.0 12.7 5.8
S54 10.0 14.1 7.2 10.3 15.1 7.7 8.3 16.4 3.4
S55 10.3 13.5 8.0 10.3 13.6 7.9 9.1 12.4 4.9
S56 10.7 12.4 8.1 9.9 13.0 7.0 8.2 11.4 3.3
S57 10.3 12.8 7.7 10.1 13.9 6.9 8.4 11.0 3.6
S58 10.5 13.2 8.0 10.3 13.7 7.7 7.5 11.5 1.8
S59 10.3 14.1 8.0 10.3 13.6 7.4 7.5 11.9 1.1
S60 10.5 13.6 8.8 10.1 13.8 8.0 8.1 12.2 3.3
S61 10.6 13.4 8.1 10.2 13.8 7.5 8.4 11.5 4.2
S62 10.1 13.3 8.2 9.7 13.0 6.9 7.9 12.3 2.5
S63 10.0 12.2 8.0 9.5 12.8 7.2 8.3 12.2 4.0
H1 10.4 12.4 8.0 9.8 12.1 7.6 7.9 10.6 5.6
H2 9.8 12.4 7.3 9.3 12.0 7.2 7.2 10.5 1.5
H3 10.2 12.2 6.8 10.1 14.4 7.3 7.6 11.0 3.2
H4 10.1 12.9 7.8 9.3 11.7 6.9 7.4 11.0 2.0
H5 10.0 12.4 8.2 9.6 11.6 8.0 8.1 10.9 4.8
H6 10.0 12.6 8.3 10.2 12.8 8.0 7.7 11.2 1.8
H7 10.4 12.8 8.0 10.6 14.2 7.8 7.9 12.2 2.0
H8 10.7 13.7 8.3 10.7 13.4 7.9 7.8 12.5 2.6
H9 10.5 12.9 8.4 10.8 14.4 7.8 8.2 10.7 4.4
H10 10.5 12.9 8.4 10.0 12.9 8.0 8.6 11.1 4.0
H11 10.4 13.3 8.2 9.8 13.5 7.0 8.4 12.1 5.2
H12 10.1 12.7 8.1 9.8 12.6 8.0 7.3 11.9 1.4
H13 10.4 14.0 8.0 10.0 12.6 7.1 8.5 13.5 4.9
H14 10.2 12.4 8.0 9.8 12.8 7.4 7.2 10.4 3.0
H15 10.3 12.9 8.3 9.4 11.8 7.1 8.4 11.4 5.9
H16 10.2 12.5 8.1 9.3 12.8 6.7 8.6 12.0 5.9
H17 10.8 14.8 8.9 9.9 13.1 8.1 10.0 13.3 6.8
H18 10.7 13.0 8.5 9.9 12.0 7.6 9.8 12.1 7.1
H19 10.9 13.4 8.3 10.3 12.8 7.9 9.4 12.2 5.5
H20 10.5 13.9 7.9 9.8 13.3 7.4 9.3 13.0 6.2
H21 10.4 13.0 7.3 9.3 11.9 6.7 9.2 11.4 6.1
H22 10.5 13.9 7.8 9.8 14.8 7.4 9.2 13.5 6.3
H23 10.5 12.7 8.5 10.2 16.6 7.8 10.0 11.3 8.2
H24 10.9 14.3 7.8 10.0 13.9 7.3 9.6 12.7 7.2
H25 11.0 13.3 9.3 10.8 12.9 8.6 10.2 14.0 7.8
H26 10.8 13.9 8.9 10.2 13.2 7.9 9.6 14.1 6.2
H27 10.6 13.7 8.3 10.0 13.2 7.7 9.2 11.6 6.5
H28 10.4 12.6 8.4 9.7 11.8 7.9 8.5 10.3 6.2
H29 10.4 13.1 8.0 9.6 12.3 6.9 9.5 13.5 6.5
H30 10.5 13.6 8.0 9.3 12.3 7.4 9.2 11.6 6.8
R1 9.9 12.8 8.1 9.7 12.4 7.6 9.1 12.8 6.6

平均 10.4 13.1 8.1 9.9 13.2 7.5 8.5 12.0 4.7
S50
S51 1.9E+02 4.6E+02 3.3E+01
S52 1.5E+02 4.9E+02 7.8E+00
S53 3.6E+03 7.9E+03 1.1E+03
S54 3.2E+02 1.1E+03 1.0E-07
S55 2.0E+03 4.9E+03 7.9E+01 4.1E+02 1.3E+03 1.0E-07
S56 1.1E+04 7.9E+04 4.9E+02 2.1E+04 7.9E+04 1.4E+03 2.0E+03 1.3E+04 1.4E+01
S57 1.0E+04 3.5E+04 1.4E+03 2.0E+04 9.2E+04 1.7E+03 1.7E+03 1.6E+04 8.0E+00
S58 6.2E+03 2.4E+04 1.7E+03 2.0E+04 9.2E+04 1.1E+03 3.2E+03 3.5E+04 7.0E+00
S59 3.1E+03 7.9E+03 4.9E+02 1.4E+04 2.8E+04 1.3E+03 3.1E+02 1.3E+03 5.0E+00
S60 3.3E+04 2.4E+05 1.7E+03 5.4E+02 2.4E+03 2.7E+01
S61 5.9E+03 1.3E+04 1.1E+03 3.2E+04 9.2E+04 2.4E+03 1.7E+02 4.9E+02 4.5E+00
S62 1.7E+03 4.9E+03 4.9E+01 7.2E+03 2.2E+04 1.3E+02 5.8E+02 2.4E+03 2.0E+00
S63 4.4E+03 1.1E+04 7.9E+02 1.4E+04 5.4E+04 3.3E+02 3.1E+02 2.2E+03 6.8E+00
H1 1.0E+04 4.9E+04 4.9E+02 2.7E+04 1.7E+05 1.7E+03 9.6E+02 7.9E+03 6.8E+00
H2 3.0E+04 1.7E+05 1.7E+02 2.7E+04 1.1E+05 7.8E+02 2.1E+03 1.1E+04 1.7E+01
H3 6.8E+03 1.7E+04 1.1E+03 4.0E+04 1.7E+05 1.7E+03 2.6E+02 1.3E+03 2.3E+01
H4 1.3E+04 7.9E+04 1.7E+01 2.0E+04 7.9E+04 7.8E+00 5.9E+02 3.3E+03 4.5E+00
H5 1.3E+04 7.9E+04 3.3E+02 1.0E+04 4.9E+04 7.9E+02 1.2E+03 7.9E+03 4.5E+00
H6 5.9E+03 2.3E+04 7.0E+02 1.7E+04 4.9E+04 1.3E+03 1.1E+04 4.9E+04 1.7E+01
H7 5.8E+03 1.7E+04 1.3E+03 2.5E+04 1.3E+05 1.7E+03 1.2E+04 7.9E+04 4.5E+00
H8 5.7E+03 2.3E+04 3.3E+02 4.2E+04 1.3E+05 4.9E+03 4.3E+03 2.3E+04 2.0E+00
H9 1.1E+04 7.9E+04 2.3E+02 2.9E+04 7.9E+04 4.9E+03 3.4E+03 1.7E+04 2.0E+00
H10 9.3E+03 2.8E+04 1.1E+02 2.7E+04 7.9E+04 1.7E+03 7.9E+03 7.9E+04 4.5E+00
H11 1.3E+04 3.5E+04 4.9E+02 5.9E+04 1.3E+05 4.9E+03 9.8E+03 3.5E+04 2.0E+00
H12 2.0E+04 9.2E+04 1.7E+03 2.8E+04 9.2E+04 3.3E+01 2.1E+03 1.3E+04 7.8E+00
H13 5.7E+03 2.4E+04 2.8E+02 2.2E+04 5.4E+04 2.3E+03 1.9E+03 9.2E+03 7.8E+00
H14 2.1E+04 1.3E+05 4.9E+02 7.9E+04 4.9E+05 7.0E+02 2.9E+04 3.3E+05 7.8E+00
H15 4.3E+03 1.3E+04 7.9E+02 3.1E+04 7.9E+04 4.9E+03 2.7E+03 1.3E+04 4.9E+01
H16 9.4E+03 3.3E+04 3.3E+02 8.9E+04 7.0E+05 2.3E+03 3.9E+03 3.3E+04 6.1E+00
H17 5.6E+03 2.3E+04 7.0E+02 4.5E+04 1.7E+05 4.9E+03 1.3E+04 7.9E+04 5.0E+00
H18 5.6E+03 1.7E+04 7.0E+02 3.2E+04 1.3E+05 7.9E+02 3.9E+03 3.3E+04 7.8E+00
H19 5.2E+03 1.7E+04 7.0E+02 5.7E+04 1.3E+05 4.9E+03 1.2E+04 1.3E+05 7.8E+00
H20 1.9E+04 1.7E+05 2.4E+02 1.9E+05 1.7E+06 2.8E+02 3.6E+04 2.4E+05 1.1E+01
H21 4.0E+03 2.2E+04 2.3E+02 4.4E+04 2.4E+05 7.9E+02 4.9E+02 1.7E+03 1.7E+01
H22 1.3E+03 7.9E+03 4.9E+01 2.1E+03 4.9E+03 3.4E+01 4.9E+02 3.5E+03 6.8E+00
H23 8.0E+03 2.4E+04 2.3E+01 1.7E+04 7.9E+04 2.3E+01 7.7E+02 4.9E+03 5.0E+00
H24 2.2E+03 7.9E+03 2.2E+02 9.0E+03 3.3E+04 3.3E+02 5.3E+02 1.7E+03 4.9E+01
H25 3.8E+03 1.7E+04 1.3E+02 1.1E+04 3.5E+04 2.4E+02 1.2E+03 7.9E+03 7.8E+00
H26 5.0E+03 3.5E+04 2.2E+02 8.3E+04 9.2E+05 4.9E+01 3.2E+03 1.3E+04 2.0E+00
H27 1.7E+03 4.9E+04 1.3E+02 1.6E+04 2.4E+05 1.1E+03 1.6E+02 3.5E+03 2.0E+00
H28 2.7E+03 2.4E+04 2.2E+02 1.1E+04 2.4E+05 4.9E+02 3.5E+02 7.9E+03 2.3E+01
H29 1.4E+03 1.3E+04 2.4E+02 6.4E+03 4.9E+04 7.9E+02 2.2E+02 1.7E+03 2.3E+01
H30 7.0E+02 4.9E+03 3.3E+01 7.2E+03 7.9E+04 1.1E+03 3.6E+02 2.4E+04 7.8E+00
R1 1.0E+03 4.9E+03 2.4E+02 4.9E+03 2.4E+04 3.3E+02 2.9E+02 3.3E+03 1.7E+01

平均 8.3E+03 4.4E+04 5.2E+02 3.2E+04 1.9E+05 1.6E+03 4.1E+03 3.1E+04 3.6E+01

年

DO
(mg/L)

大腸菌群数

(MPN/100mL)

項目
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表 5.3.1-4 流入・放流河川水質の年間値(5/7) 

 

流入河川 下流河川
名張川本川(大川橋地点) 治田川 下流河川(放水口地点)

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50
S51 1.96 2.25 1.67 1.51 1.68 1.18
S52 0.92 1.08 0.80 1.18 1.45 0.91
S53 0.76 0.91 0.60 1.24 1.68 0.71 1.23 1.81 0.91
S54 2.04 2.81 0.90 1.75 2.42 1.10 1.41 1.87 1.11
S55 1.09 1.37 0.88 3.40 4.76 1.91 1.16 1.26 1.03
S56 1.25 1.66 0.92 2.59 3.51 1.70 1.53 1.96 1.32
S57 1.42 1.65 0.84 1.96 2.54 1.64 1.31 1.71 1.09
S58 1.09 1.35 0.82 2.00 3.00 1.15 1.19 1.33 1.11
S59 1.13 1.49 0.86 1.98 3.98 0.98 1.36 1.66 1.02
S60 1.18 1.59 0.87 1.36 1.53 1.22
S61 1.21 1.55 0.97 2.28 2.87 1.85 1.51 1.92 1.28
S62 1.32 2.45 0.89 2.18 3.52 1.38 1.48 1.64 1.36
S63 1.35 2.73 0.82 3.53 9.66 1.66 1.52 2.02 1.18
H1 1.12 1.64 0.89 2.79 3.86 1.52 1.58 2.09 1.26
H2 2.07 4.08 0.92 1.83 3.00 0.94 1.67 2.15 1.29
H3 1.38 4.33 0.84 2.79 10.18 1.03 1.56 2.02 1.13
H4 1.22 1.54 0.89 3.15 4.90 2.07 1.57 1.84 0.95
H5 1.22 1.84 0.87 2.62 3.99 1.51 1.66 2.30 1.17
H6 1.34 2.26 0.96 2.80 9.94 0.92 1.63 1.91 1.21
H7 1.47 2.36 1.01 2.37 3.09 1.66 1.91 2.66 1.24
H8 1.57 1.94 1.19 2.20 2.56 1.82 2.01 2.49 1.52
H9 1.52 1.87 1.09 2.25 3.04 1.59 1.67 2.10 1.22
H10 1.19 1.56 0.90 2.57 3.20 1.57 1.77 3.26 1.28
H11 1.39 1.95 0.92 3.70 8.22 2.26 1.84 2.52 1.15
H12 1.48 1.79 1.16 3.71 7.16 2.16 1.63 1.88 1.23
H13 1.34 1.70 1.07 4.06 6.77 2.24 1.54 1.86 1.25
H14 1.29 1.99 0.99 3.08 5.03 1.95 1.45 1.88 1.03
H15 1.25 1.67 0.93 3.10 5.43 2.15 1.48 1.66 1.20
H16 1.25 1.77 0.93 3.30 5.98 1.84 1.45 1.93 0.90
H17 1.32 1.78 0.96 3.60 5.63 1.88 1.41 1.95 0.91
H18 1.33 1.97 0.83 4.17 7.34 2.20 1.41 1.73 1.18
H19 1.18 1.53 0.98 4.60 7.92 2.66 1.31 1.67 1.01
H20 1.39 4.68 0.85 3.93 7.57 2.04 1.28 1.56 1.04
H21 1.10 1.47 0.87 3.74 5.97 1.74 1.23 1.39 0.97
H22 1.01 1.59 0.70 3.01 5.23 2.02 1.19 1.50 0.98
H23 1.05 1.31 0.76 3.47 6.93 1.90 1.19 1.59 0.92
H24 1.16 1.56 0.92 3.06 4.58 2.09 1.32 1.63 1.11
H25 0.92 1.09 0.79 3.14 5.29 1.64 1.22 1.51 1.01
H26 0.69 0.61 0.66 3.22 6.00 1.19 1.13 1.39 0.92
H27 0.93 1.30 0.70 3.49 9.99 1.57 1.06 1.37 0.85
H28 0.92 1.24 0.70 4.16 7.80 1.37 1.09 1.32 0.83
H29 0.87 1.09 0.72 3.69 8.98 1.79 0.94 1.03 0.82
H30 0.84 1.23 0.61 3.88 8.47 1.72 1.00 1.15 0.82
R1 0.92 1.20 0.70 3.91 8.06 1.63 1.01 1.23 0.83

平均 1.23 1.85 0.87 2.96 5.43 1.66 1.41 1.78 1.09
S50
S51 0.213 0.480 0.000 0.097 0.120 0.060
S52 0.113 0.167 0.070 0.115 0.163 0.050
S53 0.051 0.080 0.035 0.070 0.100 0.021 0.047 0.070 0.010
S54 0.139 0.238 0.040 0.185 0.415 0.077 0.031 0.047 0.017
S55 0.059 0.070 0.040 0.285 0.405 0.167 0.052 0.076 0.031
S56 0.088 0.102 0.072 0.231 0.269 0.200 0.061 0.081 0.023
S57 0.112 0.176 0.039 0.156 0.213 0.088 0.034 0.041 0.028
S58 0.086 0.195 0.024 0.167 0.318 0.100 0.038 0.048 0.020
S59 0.061 0.079 0.052 0.156 0.381 0.039 0.029 0.063 0.015
S60 0.062 0.151 0.022 0.024 0.032 0.018
S61 0.052 0.120 0.024 0.143 0.334 0.040 0.021 0.036 0.011
S62 0.076 0.208 0.032 0.119 0.210 0.067 0.036 0.077 0.013
S63 0.064 0.104 0.035 0.194 0.359 0.077 0.033 0.057 0.012
H1 0.054 0.097 0.035 0.160 0.374 0.040 0.035 0.052 0.018
H2 0.107 0.249 0.027 0.081 0.142 0.041 0.036 0.074 0.021
H3 0.123 0.948 0.029 0.400 3.870 0.037 0.031 0.051 0.014
H4 0.072 0.259 0.032 0.326 1.720 0.032 0.034 0.050 0.014
H5 0.063 0.143 0.036 0.112 0.230 0.064 0.033 0.074 0.014
H6 0.071 0.131 0.036 0.129 0.210 0.061 0.039 0.086 0.020
H7 0.069 0.096 0.046 0.136 0.337 0.068 0.039 0.075 0.016
H8 0.082 0.137 0.047 0.109 0.152 0.070 0.038 0.066 0.020
H9 0.068 0.119 0.043 0.109 0.197 0.052 0.043 0.123 0.017
H10 0.053 0.086 0.030 0.144 0.277 0.056 0.048 0.084 0.023
H11 0.075 0.121 0.054 0.185 0.344 0.073 0.048 0.115 0.024
H12 0.089 0.191 0.046 0.151 0.263 0.087 0.042 0.067 0.015
H13 0.066 0.142 0.034 0.139 0.219 0.060 0.044 0.085 0.016
H14 0.086 0.317 0.041 0.274 1.648 0.092 0.047 0.098 0.015
H15 0.060 0.104 0.033 0.171 0.264 0.098 0.052 0.096 0.034
H16 0.059 0.122 0.038 0.149 0.275 0.081 0.040 0.073 0.020
H17 0.074 0.149 0.041 0.129 0.183 0.054 0.036 0.062 0.015
H18 0.066 0.090 0.047 0.163 0.391 0.094 0.042 0.069 0.022
H19 0.071 0.125 0.035 0.135 0.188 0.086 0.044 0.065 0.028
H20 0.065 0.119 0.034 0.118 0.182 0.057 0.047 0.081 0.027
H21 0.065 0.099 0.038 0.163 0.507 0.056 0.038 0.049 0.028
H22 0.063 0.111 0.037 0.121 0.153 0.074 0.051 0.075 0.041
H23 0.061 0.091 0.026 0.176 0.437 0.077 0.044 0.059 0.033
H24 0.075 0.095 0.049 0.141 0.247 0.073 0.074 0.147 0.045
H25 0.059 0.110 0.037 0.121 0.202 0.060 0.043 0.053 0.031
H26 0.060 0.113 0.024 0.131 0.217 0.044 0.044 0.085 0.023
H27 0.057 0.097 0.031 0.126 0.179 0.081 0.041 0.058 0.025
H28 0.054 0.089 0.035 0.119 0.216 0.049 0.042 0.062 0.029
H29 0.061 0.098 0.036 0.174 0.364 0.093 0.041 0.059 0.025
H30 0.056 0.075 0.038 0.160 0.268 0.088 0.048 0.094 0.019
R1 0.066 0.125 0.036 0.161 0.284 0.079 0.047 0.070 0.028

平均 0.071 0.152 0.037 0.161 0.423 0.070 0.044 0.074 0.023

項目 年

T-N
(mg/L)

T-P
(mg/L)
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表 5.3.1-4 流入・放流河川水質の年間値(6/7) 

 

流入河川 下流河川
名張川本川(大川橋地点) 治田川 下流河川(放水口地点)

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56 3.3 4.9 1.5 4.1 6.5 2.5 3.9 5.2 2.6
S57 8.1 12.2 2.1 8.9 16.8 3.9 6.5 8.8 4.0
S58 5.6 13.6 2.1 7.6 12.7 3.4 6.4 11.2 2.8
S59 5.4 8.1 3.5 4.7 10.8 2.6 5.2 9.8 3.2
S60 5.9 14.3 1.9 4.8 9.4 1.5
S61 6.3 15.4 3.0 5.3 8.4 2.6 3.3 7.7 0.8
S62 25.1 110.4 1.6 11.6 47.0 1.7 3.2 7.2 1.6
S63 9.2 24.2 3.7 10.4 42.2 2.4 3.5 8.4 1.7
H1 9.0 26.5 2.5 18.7 113.0 1.9 2.9 10.2 1.3
H2 5.8 9.7 0.9 5.0 12.1 1.9 2.8 5.3 1.0
H3 21.1 164.0 1.2 19.1 166.0 1.4 4.6 11.4 1.2
H4 7.8 16.3 2.7 12.3 41.1 1.6 8.5 31.0 1.3
H5 8.4 26.1 1.7 4.5 7.4 1.9 2.9 9.5 0.9
H6 5.9 10.3 2.5 7.4 14.6 2.8 5.9 10.6 1.4
H7 5.9 10.6 1.9 6.8 14.2 2.8 2.7 4.4 1.0
H8 8.2 24.2 1.1 4.4 8.0 1.7 4.4 15.1 1.1
H9 6.1 14.5 2.8 4.9 9.2 2.6 4.1 13.7 0.7
H10 6.0 15.1 1.7 5.1 15.5 1.4 3.2 7.1 1.8
H11 6.0 12.2 2.4 5.1 10.0 2.6 2.8 4.9 1.1
H12 7.7 13.1 2.6 3.7 6.7 1.8 4.9 14.0 1.0
H13 5.0 12.4 1.4 3.3 7.0 1.1 4.2 13.4 0.9
H14 8.8 32.4 2.1 7.1 25.0 1.8 8.2 22.1 1.1
H15 6.0 18.2 1.3 15.4 131.8 1.0 3.4 6.9 0.9
H16 8.4 18.0 1.9 5.3 12.4 2.1 4.0 8.3 1.6
H17 4.8 10.0 2.7 3.7 6.7 2.1 7.2 16.4 3.3
H18 5.8 13.0 2.3 4.8 12.2 1.5 3.7 8.1 1.2
H19 4.7 14.7 1.7 3.7 12.6 1.3 6.2 14.1 1.6
H20 4.6 10.7 1.9 3.4 10.7 1.5 7.0 17.6 1.8
H21 4.4 9.7 2.0 5.8 21.7 2.0 4.3 10.4 0.5
H22 2.8 4.6 1.1 4.0 17.7 1.0 5.4 15.3 1.1
H23 3.9 13.0 0.7 61.8 426.9 1.1 3.2 10.1 0.8
H24 2.2 5.2 1.1 5.7 34.6 1.2 6.2 21.9 0.3
H25 2.1 3.8 1.2 2.8 8.2 1.3 5.1 14.0 1.3
H26 2.5 5.6 0.6 3.3 8.0 1.3 3.3 7.2 0.8
H27 1.7 4.0 0.6 1.7 4.0 0.5 1.8 6.2 0.5
H28 1.5 3.6 0.5 1.6 3.3 0.6 1.7 4.9 0.3
H29 3.2 13.6 0.4 4.6 12.3 0.9 3.8 14.8 <0.1
H30 3.0 5.9 0.7 4.8 13.0 1.2 2.0 3.3 0.7
R1 2.4 6.0 1.2 4.7 13.3 1.4 2.4 5.2 0.5

平均 6.3 25.1 1.5 7.8 61.8 1.6 4.3 8.5 1.7
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29 0.006 0.023 0.002 0.011 0.038 0.004 0.005 0.013 0.002
H30 0.005 0.007 0.002 0.010 0.019 0.004 0.008 0.019 0.003
R1 0.004 0.008 0.001 0.010 0.018 0.004 0.004 0.007 0.002

平均 0.005 0.006 0.004 0.010 0.011 0.010 0.006 0.008 0.004

全亜鉛
（mg/L）

年

Chl-a
(μg/L)

項目
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表 5.3.1-4 流入・放流河川水質の年間値(7/7) 

 

  

流入河川 下流河川
名張川本川(大川橋地点) 治田川 下流河川(放水口地点)

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29 0.00006 0.00006 ＜0.00006 0.00008 0.00015 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006

H30 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006

R1 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 0.00006 0.00006 ＜0.00006

平均 0.00006 0.00006 ＜0.00006 0.00008 0.00008 ＜0.00006 0.00006 0.00006 ＜0.00006

S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29 0.0014 0.0073 ＜0.0006 0.0091 0.0151 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006

H30 0.0011 0.0033 ＜0.0006 0.0110 0.0298 0.0006 0.0006 0.0008 ＜0.0006

R1 0.0011 0.0031 ＜0.0006 0.0078 0.0198 ＜0.0006 0.0007 0.0010 ＜0.0006

平均 0.0012 0.0014 0.0011 0.0093 0.0110 0.0078 0.0007 0.0007 0.0006

LAS
（mg/L）

ノニルフェ
ノール

（mg/L）

項目 年
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図 5.3.1-1 流入河川水質の経年変化(名張川本川(大川橋地点)，1/3） 

0.0
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20.0

30.0
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S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(度) 濁度59.2 60.6

環境基準A類型(6.5)以上

環境基準A類型(8.5以下)

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0
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0.0

2.0

4.0

6.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) BOD

環境基準A類型(2mg/L以下)

27.5

0.0

5.0

10.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) COD32.0

環境基準A類型

(25mg/L以下)

0.0

20.0

40.0

60.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) SS94.5 90.0 62.0 84.0 70.5

 最大 
 

平均 
 

最小 

75％値 



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-22 

 
図 5.3.1-1 流入河川水質の経年変化(名張川本川(大川橋地点)，3/3） 
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図 5.3.1-2 流入河川水質の経年変化(治田川地点，1/3） 

0.0

10.0

20.0

30.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(℃) 水温

0.0
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100.0

150.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(度) 濁度320.0 261.0
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220.0

155.0
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7.0

8.0

9.0

10.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1
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環境基準A類型(8.5以下)

環境基準A類型(6.5)以上

0.0
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10.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) BOD

環境基準A類型(2mg/L以下)

73.4

26.7 21.9

16.3

15.1

0.0

5.0

10.0

15.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) COD40.5 18.3 111.0
33.0 34.8 20.8 15.7

環境基準A類型(25mg/L以下)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) SS1020.0
272.0

207.0 263.0

294.0

 最大 
 

平均 
 

最小 

75％値 
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図 5.3.1-2 流入河川水質の経年変化(治田川地点，2/3) 

  

環境基準A類型(7.5mg/L以上)
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図 5.3.1-2 流入河川水質の経年変化(治田川地点，3/3) 
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図 5.3.1-3 下流河川水質の経年変化(下流河川(放水口地点)，1/3） 
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図 5.3.1-3 下流河川水質の経年変化(下流河川(放水口地点)，2/3） 

 

  

環境基準A類型(1000MPN/100mL以下)

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(MPN/100mL) 大腸菌群数

環境基準A類型 (7.5mg/L以上)

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) DO

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) 総窒素

0.00

0.10

0.20

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) 総リン

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(μg/L) クロロフィルa

 

 最大 
 

平均 
 

最小 

75％値 



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-28 

 

 

図 5.3.1-3 下流河川水質の経年変化(下流河川(放水口地点)，3/3） 
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(2) 経月変化 

流入河川（名張川本川(大川橋地点)・治田川）及び放流河川（放水口地点）における各水

質項目の経月変化を図 5.3.1-4に、経月変化の概況を表 5.3.1-5 に示す。 

 

表 5.3.1-5 流入・下流河川水質の経月変化の状況 

項目 流入・下流河川の水質状況 

水温 

（－） 

流入、下流河川ともに 2月に極小値を、8月から 9月にかけて極大値を観測している。

至近 5 ヶ年では、下流河川は流入河川に比べて春季に低く、秋季から冬季にかけて高

くなる傾向にある。 

濁度 

（－） 

至近 5ヶ年では、流入河川は大川橋地点では 10度未満、治田川では平成 27, 29, 

令和元年に濁度が 10度を超過することがある。 

下流河川は 10度未満で推移している。 

pH 

（6.5～8.5） 

流入河川、下流河川ともに明確な季節変動は見られず、期間を通じて流入河川よりも

下流河川の pHが低くなる傾向がみられる。 

BOD 

（2mg/L以下） 

流入河川のうち、治田川では冬季から春季に高い値を示すが、名張川本川（大川橋地

点）と下流河川は明確な季節変動はみられない。 

COD 

（－） 

BOD と同様に、流入河川のうち、治田川では冬季から春季に高い値を示すが、名張川

本川（大川橋地点）と下流河川は明確な季節変動はみられない。 

SS 

（25mg/L以下） 

流入河川（名張川本川及び治田川）では、出水時等に上昇することがある。また、秋

季に出水が頻発した平成 30年には、下流河川でも上昇していた。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

流入河川（名張川本川及び治田川）及び下流河川では、冬季に高く、夏季に低下する

季節変動がみられる。 

大腸菌群数 

（1000MPN/100m

L以下） 

流入河川（名張川本川及び治田川）及び下流河川では、冬季に高く、夏季に低下する

季節変動がみられる。 

T-N 

（－） 
流入河川のうち、治田川は濃度が高く、特に冬季に上昇する傾向がある。 

T-P 

（－） 
流入河川のうち、治田川は高い値をとるが明確な季節変動はみられない。 

クロロフィル a 

（－） 
流入河川のうち、治田川は濃度が高く、特に冬季から春季に高く推移している。 

全亜鉛 
（0.03mg/L以下） 

流入河川のうち、治田川は濃度が高く、特に春季に上昇する傾向がある。 

ノニルフェノール 
（0.001mg/L 以下） 流入河川（名張川本川及び治田川）及び下流河川ともに低濃度で推移している。 

LAS 
（0.03mg/L以下） 

流入河川のうち、治田川は濃度が高く、特に冬季から春季に上昇する傾向がある。 

※括弧内の数値は河川 A 類型及び生物 A 類型の環境基準値を示す。 

  



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-30 

 

図 5.3.1-4 流入･放流河川水質の経月変化（1/3） 
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図 5.3.1-4 流入･放流河川水質の経月変化（2/3） 

 

  

   0

   5

  10

  15

  20

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

D
O

(m
g/

L
)

流入河川(名張川本川(大川橋地点)) 流入河川（治田川）

下流河川(放水口地点) 環境基準値

R1

環境基準A類型(7.5mg/L以上)

  0.0

  2.0

  4.0

  6.0

  8.0

 10.0

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

T
-
N

(m
g/

L
)

R1

  0.0

  0.1

  0.2

  0.3

  0.4

  0.5

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

T
-
P

(m
g/

L
)

R1

   0

  10

  20

  30

  40

  50

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

C
h
l-
a(
μ
g/
L
)

R1

277.9 426.9

1.E+0

1.E+1

1.E+2

1.E+3

1.E+4

1.E+5

1.E+6

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

大
腸
菌
群
数

(c
e
ll/

m
L
)

R1

環境基準A類型(1000MPN/100mL以下)

90

100

110

120

130

140

   0

 100

 200

 300

 400

 500

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

貯
水
位
（
E
.L

.ｍ
）

流
量

(m
3
/
s)

流入量 放流量 貯水位

R1

 

 

 

 

 

 



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-32 

 

図 5.3.1-4 流入･放流河川水質の経月変化（3/3） 
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(3) 水温連続観測 

流入河川（名張川本川(広瀬橋地点)）及び下流河川（放流口地点）における水温（水質自

動観測装置による連続観測）の観測位置図を図 5.3.1-5に、その関係を図 5.3.1-6示す。 

水質自動観測装置による連続観測において流入水温は、時間レベル、日レベルでの変動が

大きい。一方、放流水温は、時間レベルでの変動は小さく、日レベルでも緩やかな変動傾向

である。春先においては流入河川と下流河川の水温に乖離が生じるが、図 5.3.1-4 の経月変

化では流入河川の水温変動が大きい中での月１回の調査であることから、採水条件によって

はその乖離が大きな状態を示す場合がある。 

なお、高山ダムの構造上、通常時 EL.95ｍの比較的深い水深からしか取水できないことか

ら、4 月より曝気循環設備を稼働することで表層の温かい水を中層以深の冷たい水と撹拌す

ることにより、流入河川と下流河川の水温乖離の冷水放流の軽減に努めている。 

この運用は、直近 5 年においても一貫して実施しており、下流河川の水温に年による大き

な差異は見られない。 

 

 

図 5.3.1-5 水質自動観測装置（連続観測）の位置 
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図 5.3.1-6 流入河川及び下流河川における水温の関係 
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5.3.2 貯水池内水質の経年・経月変化 

(1) 経年変化 

貯水池内（網場地点、八幡橋地点）における管理開始以降の各水質項目の年平均値及び 75%

値の平均及び年平均最大値･年平均最小値は、表 5.3.2-2 及び表 5.3.2-3 に示すとおりであ

る。また、水質の経年変化は、図 5.3.2-1から図 5.3.2-4に示している。 

なお、管理開始(昭和 44 年)より調査を行っているが、昭和 50 年以前については、調査地

点や調査方法、調査項目などについて統一が図れていないため、調査結果の整理は昭和 50年

以降を対象とした。 

貯水池内の水質基準地点である網場地点における至近 5 ヶ年の変動は、網場地点表層の大

腸菌群数を除き環境基準を達成している。また、貯水池内各地点で T-N が減少傾向となって

いる。 

貯水池内水質の概況を表 5.3.2-1に示す。 
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表 5.3.2-1 貯水池内水質の経年変化の状況（1/2） 

項目 貯水池内の水質状況 

水温 

（－） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の年平均水温は、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と

比較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5 ヶ年平均では網場地点表層で 16.6℃、中層で 15.8℃、底層で 14.2℃、八幡橋

で 17.2℃であり、各地点とも増減傾向はみられない。 

濁度 

（－） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の年平均濁度は、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と

比較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5ヶ年平均では網場地点表層で 2.1度、中層で 2.1度、底層で 5.2度、八幡橋で

3.0度であり、各地点とも増減傾向はみられない。 

pH 

（6.5～8.5） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の年平均 pHは、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比

較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5ヶ年平均では網場地点表層で 7.4、中層で 7.3、底層で 7.3、八幡橋で 7.6であ

り、各地点とも増減傾向はみられない。 

網場(表層)、八幡橋地点ともに環境基準(6.5～8.5)を満足している。 

BOD 

（2mg/L） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の BOD75%値は、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比

較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5ヶ年 75％値は網場地点表層で 1.3mg/L、中層で 0.8mg/L、底層で 1.2mg/L、八幡

橋で 1.6mg/Lであり、各地点とも増減傾向はみられない。 

網場(表層)、八幡橋地点ともに環境基準(2mg/L以下)を満足している。 

COD 

（－） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の COD75%値は、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比

較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5ヶ年 75％値は網場地点表層で 3.4mg/L、中層で 3.3mg/L、底層で 3.7mg/L、八幡

橋で 3.7mg/Lであり、各地点とも増減傾向はみられない。 

SS 

（25mg/L以下） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の年平均 SSは、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比

較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5ヶ年平均では網場地点表層で 2.4mg/L、中層で 2.8mg/L、底層で 6.8mg/L、八幡

橋で 3.7mg/Lであり、各地点とも増減傾向はみられない。 

網場(表層)、八幡橋地点ともに環境基準(25mg/L以下)を満足している。 

DO 

(7.5mg/L以上) 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の年平均 DOは、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比

較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5ヶ年平均では網場地点表層で 9.1mg/L、中層で 8.7mg/L、底層で 7.2mg/L、八幡

橋で 10.0mg/Lであり、各地点とも増減傾向はみられない。 

網場(表層)、八幡橋地点ともに環境基準(7.5mg/L以上)を満足している。 

大腸菌群数 

（1000MPN/100m

L以下） 

網場地点、八幡橋地点の年平均大腸菌群数は、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比較すると、

貯水池中層及び八幡橋地点で低下、貯水池表・底層では概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5 ヶ年平均では網場地点表層で 681MPN/100mL、中層で 247MPN/100mL、底層で

493MPN/100mL、八幡橋で 537MPN/100mLであり、各地点とも増減傾向はみられない。 

網場地点は環境基準値(1000MPN/100mL 以下)を超過する年があるが、八幡橋地点は満

足している。 

ふん便性 

大腸菌群数 

（－） 

ふん便性大腸菌群数は、平成 13年から網場表層のみ調査している。年平均ふん便性大

腸菌群数は、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比較すると増加傾向にある。 

至近 5ヶ年平均では 1.2個/100mLから 143個/100mLで推移しており、水浴場の水質判

断基準(水質 A 適、100個/100mL)の範囲で推移している。 

T-N 

（－） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の年平均 T-Nは、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と

比較すると、各地点ともに減少傾向にある。 

至近 5ヶ年平均では各地点とも概ね 1.0mg/Lであり、減少傾向にある。 

T-P 

（－） 

網場地点(表層・中層・底層)、八幡橋地点の年平均 T-Pは、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と

比較すると、概ね横ばい傾向となっている。 

至近 5ヶ年平均では網場地点表層で 0.041mg/L、中層で 0.042mg/L、底層で 0.053mg/L、

八幡橋で 0.052mg/Lであり、各地点とも増減傾向はみられない。 

 ※括弧内の数値は河川 A 類型の環境基準値を示す。 
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表 5.3.2-1 貯水池内水質の経年変化の状況（2/2） 

項目 貯水池内の水質状況 

クロロフィル a 

（－） 

網場地点、八幡橋地点の年平均クロロフィル aは、至近 5ヶ年を前 5ヶ年と比較

すると、網場地点表層から中層にかけて減少傾向、網場底層及び八幡橋では横ば

い傾向となっている。 

至近 5ヶ年平均では網場地点表層で 5.3μg/L、中層で 2.3μg/L、底層で 1.4μg/L、

八幡橋で 7.2μg/Lであり、各地点とも増減傾向はみられない。 

全亜鉛 
（0.03mg/L以下） 

至近 5ヶ年の年平均値は網場地点表層で 0.002mg/Lから 0.004mg/Lと横ばいであ

り、環境基準値(0.03mg/L以下)を満足している。 

ノニルフェノール 
（0.001mg/L 以下） 

至近 5ヶ年の年平均値は網場地点表層で検出限界以下(<0.0006mg/L)から

0.0006mg/Lと横ばいであり、環境基準値(0.001mg/L以下)を満足している。 

LAS 
（0.03mg/L以下） 

至近 5ヶ年の年平均値は網場地点表層で検出限界以下(<0.006mg/L)から

0.006mg/Lと横ばいであり、環境基準値(0.03mg/L以下)を満足している。 

 

  
※括弧内の数値は生物 A 類型の環境基準値を示す。 
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表 5.3.2-2 貯水池内の管理開始以後の年平均値及び年平均最大値・年平均最小値 

 
※1 BOD 及び COD は 75%値の最大値と 75%値の最小値                     

※2 ふん便性大腸菌は調査を開始した平成 13 年以降の集計  

※3 全亜鉛、ノニルフェノール及び LAS は調査を開始した平成 27 年以降の集計 

 

表 5.3.2-3 貯水池内の至近 5ヶ年の年平均値及び年平均最大値・年平均最小値 

 
※1 BOD 及び COD は 75%値の最大値と 75%値の最小値                     

 

 

  

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

水温 (℃) 16.9 18.2 15.0 15.1 16.6 12.9 13.2 15.6 10.5 16.9 20.0 14.9

濁度 (度) 3.7 9.4 1.1 3.8 16.3 1.1 8.4 27.8 3.6 5.1 13.7 1.7

pH (mg/L) 7.9 8.6 7.1 7.3 7.5 7.1 7.1 7.4 6.9 7.8 8.4 7.3

BOD※1 (mg/L) 2.2 7.9 1.0 1.0 1.8 0.5 1.5 3.1 0.7 2.4 4.3 1.3

COD※1 (mg/L) 4.8 14.7 2.1 3.3 4.8 2.0 3.6 4.9 1.9 5.2 8.5 3.3

SS (mg/L) 5.1 13.0 1.9 3.5 11.4 1.9 9.1 26.3 4.1 8.4 53.6 2.2

DO (mg/L) 10.2 11.6 8.9 8.1 12.0 5.8 6.8 9.6 4.4 10.2 11.4 9.2

大腸菌群数 (MPN/100mL) 3,663 41,442 56 3,303 29,604 92 2,502 11,645 69 7,737 117,814 217

ふん便性大腸菌群数※2 （個/100mL） 55 143 1.2 － － － － － － － － －

T-N (mg/L) 1.47 2.38 0.93 1.38 1.99 0.90 1.49 2.20 0.95 1.55 2.68 0.90

T-P (mg/L) 0.050 0.092 0.026 0.039 0.108 0.020 0.056 0.190 0.033 0.075 0.285 0.034

Chl-a (μg/L) 21.1 96.6 3.7 4.2 7.7 1.2 3.6 7.3 0.9 22.7 98.7 0.8

全亜鉛※3 (mg/L) 0.003 0.004 0.002 － － － － － － － － －

ノニルフェノール※3 (mg/L) 0.00006 0.00006 ＜0.00006 － － － － － － － － －

LAS※3 (mg/L) 0.0006 0.0006 ＜0.0006 － － － － － － － － －

八幡橋

基準地点：網場 補助地点

項目 単位
底層（湖底上1.0m）表層（水深0.5m） 中層（1/2水深）

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

平均

年平均

最大値

(75%値の最大値)

年平均

最小値

(75%値の最小値)

水温 (℃) 16.6 17.6 15.4 15.8 16.6 14.7 14.2 15.0 13.2 17.2 18.3 16.3

濁度 (度) 2.1 2.4 1.9 2.1 2.5 1.9 5.2 7.0 3.6 3.0 3.1 2.7

pH (mg/L) 7.4 7.5 7.2 7.3 7.5 7.1 7.3 7.4 7.2 7.6 7.8 7.3

BOD※1 (mg/L) 1.3 1.5 1.0 0.8 1.0 0.6 1.2 1.4 1.0 1.6 2.1 1.3

COD※1 (mg/L) 3.4 3.6 3.2 3.3 3.4 3.1 3.7 3.8 3.5 3.7 4.1 3.3

SS (mg/L) 2.4 2.8 1.9 2.8 4.0 2.0 6.8 10.9 5.0 3.7 4.7 2.7

DO (mg/L) 9.1 9.5 8.9 8.7 9.1 8.3 7.2 8.0 6.8 10.0 10.6 9.7

大腸菌群数 (MPN/100mL) 681 1,357 229 247 282 209 493 759 319 537 765 303

ふん便性大腸菌群数 （個/100mL） 55 143 1.2 － － － － － － － － －

T-N (mg/L) 1.00 1.08 0.93 0.98 1.07 0.90 1.06 1.19 0.95 0.96 1.04 0.90

T-P (mg/L) 0.041 0.046 0.038 0.042 0.046 0.039 0.053 0.062 0.045 0.052 0.056 0.047

Chl-a (μg/L) 7.2 22.4 1.1 2.4 4.2 0.4 1.2 3.3 0.1 6.6 32.3 1.4

全亜鉛 (mg/L) 0.003 0.004 0.002 － － － － － － － － －

ノニルフェノール (mg/L) 0.00006 0.00006 ＜0.00006 － － － － － － － － －

LAS (mg/L) 0.0006 0.0006 ＜0.0006 － － － － － － － － －

補助地点

八幡橋

基準地点：網場

表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m）
項目 単位
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表 5.3.2-4 貯水池内水質の年間値(1/7) 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 17.5 28.8 5.5 14.4 23.7 5.5 13.8 24.0 5.5
S51 15.0 27.5 7.7 14.0 26.0 5.8 13.4 21.2 3.5
S52 16.5 27.4 4.0 16.0 26.0 4.0 12.6 23.5 4.8
S53 17.4 31.3 5.8 15.0 27.9 5.0 12.4 22.0 5.0
S54 17.1 32.0 5.5 13.5 25.5 5.0 11.7 20.0 4.5
S55 15.8 30.6 5.0 13.5 25.5 5.0 10.5 21.2 4.0
S56 16.3 29.4 4.5 13.9 25.2 4.3 11.0 17.0 4.7 20.0 29.6 7.5
S57 15.4 24.0 6.0 12.9 20.2 5.3 12.9 21.1 5.3 14.9 23.0 6.0
S58 16.8 30.8 6.0 15.4 27.2 5.9 12.8 21.9 4.5 16.9 30.8 5.8
S59 18.2 30.1 4.8 15.3 27.5 4.8 12.6 21.3 4.0 18.1 29.8 4.8
S60 16.5 28.1 4.6 14.6 26.7 4.6 12.7 20.0 4.9 16.4 28.4 6.0
S61 16.9 29.5 5.1 14.8 26.1 4.9 12.5 21.3 4.8 16.2 29.7 5.1
S62 17.8 29.5 6.0 14.9 26.4 5.1 12.4 22.3 5.1 17.9 30.5 5.9
S63 16.3 25.4 6.2 14.0 23.8 5.9 13.1 20.9 6.1 15.8 24.9 6.3
H1 16.5 28.2 7.7 14.4 23.9 6.8 12.7 22.0 5.8 16.2 26.6 7.4
H2 17.7 30.7 8.1 15.1 28.6 6.5 14.0 25.0 5.7 17.2 30.7 8.0
H3 17.2 29.4 6.0 15.2 25.9 6.2 13.7 20.8 4.2 16.8 28.8 6.2
H4 17.3 27.2 6.8 15.0 22.9 5.3 13.5 22.1 6.0 16.7 26.6 6.6
H5 16.8 27.5 7.0 14.6 22.8 6.9 12.7 21.6 5.6 15.8 24.4 7.0
H6 18.1 31.6 6.4 15.9 28.0 6.3 12.7 21.6 5.6 17.5 29.8 6.6
H7 16.8 30.6 6.6 14.9 28.3 6.3 12.9 21.6 5.8 16.6 30.4 6.2
H8 17.0 30.3 5.1 14.5 27.7 4.8 11.2 21.1 4.0 16.9 30.2 4.7
H9 17.4 27.8 6.5 15.2 25.1 6.0 13.5 21.6 5.6 16.8 27.3 6.3
H10 18.1 29.9 6.9 15.9 26.2 6.2 14.9 23.5 5.8 16.9 28.6 7.1
H11 17.9 27.6 6.4 15.4 25.0 5.8 14.1 23.3 5.5 17.2 26.0 6.3
H12 17.8 29.7 6.7 15.3 27.3 6.0 12.5 19.0 5.5 17.1 27.6 6.5
H13 17.6 30.0 6.6 14.9 25.4 6.1 12.5 20.8 5.8 16.8 28.1 6.6
H14 17.3 29.1 6.8 15.7 28.2 6.5 11.5 18.9 5.9 16.7 28.0 6.5
H15 16.2 27.0 5.9 14.8 26.5 5.2 13.4 21.6 4.9 15.6 26.0 5.7
H16 16.6 27.6 6.6 15.9 27.0 6.2 13.5 22.1 5.7 17.2 28.8 6.5
H17 16.4 27.8 6.8 15.8 27.7 6.3 12.4 21.8 5.6 17.0 28.1 4.8
H18 15.5 26.7 5.7 14.9 25.8 4.5 13.5 22.3 4.3 16.3 28.7 6.9
H19 16.9 29.4 7.4 16.4 28.6 7.2 14.0 23.5 6.8 17.4 28.8 7.9
H20 16.7 29.5 5.9 16.0 28.7 5.7 14.3 22.5 5.4 17.1 29.6 5.8
H21 17.1 26.7 7.9 16.3 26.5 7.2 13.9 22.4 6.9 17.5 27.0 7.9
H22 17.3 30.1 7.0 16.4 29.3 5.7 15.6 28.4 5.7 17.5 30.8 6.5
H23 16.8 26.2 6.5 15.4 25.4 5.8 14.1 23.8 5.5 17.0 27.1 6.4
H24 16.5 29.1 6.6 15.7 27.7 5.6 14.5 27.1 5.6 17.0 28.2 6.4
H25 16.2 28.7 6.2 15.2 28.2 5.4 12.3 21.1 5.4 17.2 30.6 5.9
H26 16.3 25.5 5.5 15.3 25.2 5.5 13.4 23.4 5.5 16.4 26.8 5.8
H27 16.8 28.9 6.5 15.8 28.3 6.2 13.9 22.7 5.8 17.0 30.6 6.1
H28 17.6 28.3 7.9 16.6 27.6 7.5 14.9 23.8 7.0 18.3 31.8 7.7
H29 15.4 25.6 6.6 14.7 25.2 6.5 13.2 21.9 5.7 16.3 26.3 6.9
H30 16.6 28.1 5.6 15.7 27.3 5.3 14.2 23.2 5.0 16.7 29.9 5.5
R1 16.8 30.9 2.9 16.2 25.8 7.0 15.0 24.0 6.6 17.8 27.6 7.2

平均 16.9 28.7 6.2 15.1 26.3 5.8 13.2 22.1 5.4 16.9 28.4 6.4
S50 1.1 4.0 0.2 16.3 80.0 0.0 27.8 150.0 0.0
S51 4.5 15.0 0.0 4.8 10.0 1.0 15.6 43.0 4.0
S52 5.6 18.0 1.5 3.8 9.0 1.5 12.9 40.0 2.0
S53 6.2 21.0 1.2 5.2 32.0 0.8 20.1 76.0 2.0
S54 9.4 34.0 1.1 12.1 88.0 1.8 10.6 20.8 5.0
S55 4.9 10.0 1.0 4.5 9.5 2.9 8.3 26.7 1.5
S56 6.3 32.4 1.4 3.7 8.0 1.2 15.2 58.8 2.3 5.2 9.8 1.7
S57 6.7 32.4 1.8 10.7 64.2 1.7 7.4 16.1 3.7 6.8 19.0 1.7
S58 3.1 8.0 1.2 3.9 9.5 1.3 7.0 18.6 2.0 3.9 8.4 1.3
S59 2.6 6.1 1.2 2.4 8.3 0.7 7.0 17.8 2.0 4.3 7.8 1.6
S60 2.8 5.6 1.6 4.3 24.1 1.0 7.9 19.7 2.0 7.7 36.0 1.6
S61 3.1 12.7 1.3 3.6 12.0 1.0 5.4 10.6 2.1 5.8 26.4 1.3
S62 2.3 4.2 0.6 2.0 3.3 0.8 6.6 20.2 2.4 4.6 13.4 0.7
S63 3.4 10.0 1.2 2.9 8.4 1.1 9.6 22.0 4.3 4.1 8.7 1.0
H1 5.5 19.5 1.8 3.6 7.3 1.6 6.4 13.6 2.8 9.8 35.9 2.0
H2 5.2 11.3 2.7 3.7 6.2 2.1 8.9 27.8 3.0 5.3 9.2 3.2
H3 5.9 11.3 1.5 4.3 8.0 2.1 8.9 20.1 4.6 6.2 13.6 2.2
H4 4.5 10.6 1.2 4.3 9.3 1.3 9.6 27.3 3.0 6.2 12.1 3.4
H5 4.7 15.0 1.4 4.4 13.5 0.7 14.1 36.7 2.6 9.0 37.2 1.6
H6 6.9 17.3 0.5 7.9 38.7 1.8 14.1 36.7 2.6 12.7 34.8 0.5
H7 5.0 18.1 0.6 3.6 7.8 0.7 11.0 28.7 0.7 9.7 21.8 1.5
H8 4.1 20.8 0.7 1.9 4.8 0.5 4.2 14.5 0.8 13.7 102.0 1.0
H9 3.5 22.9 0.8 2.9 16.5 0.6 4.7 14.3 1.4 3.9 13.2 0.9
H10 3.5 9.2 1.5 3.8 10.6 1.4 8.7 20.1 1.6 5.8 19.6 1.2
H11 2.3 6.6 0.8 3.0 13.2 0.8 6.3 16.2 1.4 4.5 14.4 0.7
H12 3.9 22.4 0.8 2.1 3.4 1.0 6.7 14.2 2.1 4.4 22.8 1.0
H13 4.2 17.5 1.0 2.3 5.0 0.9 7.2 21.8 1.8 2.9 5.8 0.6
H14 6.5 27.4 0.8 1.8 2.9 0.9 6.3 11.7 2.7 4.5 17.4 1.4
H15 2.4 4.5 0.8 2.4 8.3 0.7 6.5 15.4 1.0 4.9 27.7 0.7
H16 2.3 3.7 0.9 2.6 6.4 0.9 9.1 20.2 2.0 3.7 11.1 1.0
H17 2.5 4.9 0.9 2.3 6.7 0.9 9.4 18.9 2.6 4.2 8.0 1.0
H18 1.1 3.2 0.4 1.2 3.4 0.4 3.9 16.5 0.4 2.8 7.5 0.7
H19 1.1 2.4 0.6 1.1 3.0 0.6 5.4 13.9 1.1 1.7 3.0 0.7
H20 1.4 2.7 0.5 1.6 7.0 0.6 6.7 18.6 0.8 2.3 5.8 0.5
H21 2.0 6.1 0.4 2.0 5.3 0.5 6.4 18.3 1.4 3.8 8.5 0.4
H22 3.7 9.2 1.0 3.5 8.0 1.0 5.5 11.8 1.8 4.2 10.2 0.9
H23 3.6 12.7 0.8 3.4 17.8 0.7 4.9 17.1 1.3 3.4 12.5 1.4
H24 3.6 7.0 0.9 3.8 7.6 1.1 4.9 7.9 1.5 4.5 8.5 0.9
H25 2.1 5.7 0.7 2.2 6.4 1.2 4.1 7.3 1.6 2.6 5.8 0.6
H26 2.6 4.7 0.7 2.8 7.2 0.8 5.2 11.3 1.9 2.8 8.1 1.2
H27 2.4 5.9 0.8 1.9 3.4 0.9 5.9 15.2 0.9 3.1 6.2 1.0
H28 2.2 4.1 1.0 1.9 3.2 1.0 4.8 10.9 1.3 3.1 7.2 1.2
H29 1.9 3.9 0.8 2.0 4.8 0.8 3.6 6.1 1.0 3.1 7.8 1.1
H30 1.9 3.6 0.8 2.5 4.8 0.9 7.0 13.8 1.7 3.0 5.6 1.2
R1 2.1 3.9 0.8 2.1 5.2 0.8 4.7 8.7 1.3 2.7 7.2 0.6

平均 3.7 11.8 1.0 3.8 13.8 1.0 8.4 23.9 2.0 5.1 16.4 1.2

項目 年

水温
(℃)

濁度
(度)
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表 5.3.2-4 貯水池内水質の年間値(2/7) 

 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 8.1 10.0 7.2 7.2 7.4 6.8 7.2 7.5 6.8
S51 8.0 10.3 7.2 7.2 7.3 7.1 6.9 7.1 6.7
S52 8.0 9.8 7.0 7.1 7.4 6.8 7.0 7.1 6.8
S53 8.6 10.1 7.2 7.5 8.1 7.2 7.2 7.2 7.2
S54 7.9 8.7 7.1 7.3 7.5 7.1 7.0 7.3 6.7
S55 8.3 9.6 7.1 7.3 7.4 7.1 7.0 7.3 6.7
S56 8.5 10.2 7.0 7.2 7.4 7.0 7.1 7.4 6.7 8.0 10.1 7.1
S57 8.1 10.3 6.9 7.3 7.8 6.8 7.0 7.3 6.5 7.8 9.0 7.1
S58 7.8 9.8 7.1 7.2 7.4 6.8 7.0 7.5 6.5 7.8 9.2 7.2
S59 8.4 10.4 7.0 7.3 7.7 7.0 7.1 7.6 6.7 8.4 9.8 7.3
S60 8.1 9.5 7.3 7.3 7.6 7.0 7.0 7.6 6.5 7.8 9.0 7.4
S61 7.9 9.4 7.0 7.2 7.6 7.0 7.1 7.5 6.7 7.6 9.0 7.2
S62 8.4 10.4 7.0 7.3 7.7 7.0 7.3 7.6 6.7 8.4 10.2 7.1
S63 8.4 10.0 7.2 7.4 8.0 7.2 7.3 7.7 7.1 8.3 9.8 7.3
H1 8.4 10.4 7.2 7.5 8.3 7.1 7.2 7.4 7.0 8.3 9.9 7.2
H2 8.5 10.5 7.2 7.4 8.0 7.1 7.1 7.3 6.7 8.0 9.6 7.2
H3 8.2 9.9 7.2 7.2 7.4 7.0 7.0 7.3 6.6 7.8 9.4 7.3
H4 8.3 9.6 7.1 7.1 7.3 6.9 7.0 7.4 6.7 7.8 9.2 7.3
H5 7.9 10.0 6.9 7.2 7.5 6.9 7.1 7.4 6.9 7.6 9.0 6.9
H6 8.3 10.3 7.1 7.2 7.5 6.9 7.1 7.4 6.9 7.9 9.7 7.2
H7 8.2 10.3 7.2 7.3 7.5 7.1 7.1 7.4 6.8 8.3 10.4 7.2
H8 8.2 10.2 7.0 7.2 7.6 6.9 7.1 7.3 6.8 8.0 9.8 7.0
H9 8.3 10.1 7.1 7.3 7.5 7.0 7.2 7.4 6.9 7.9 9.2 7.2
H10 8.4 10.3 7.1 7.3 7.5 7.0 7.2 7.4 6.8 8.3 10.4 7.3
H11 8.3 10.0 7.1 7.3 7.8 7.0 7.2 7.3 6.9 7.7 8.4 7.2
H12 8.4 10.4 7.2 7.3 7.6 7.1 7.1 7.5 6.9 7.8 8.9 7.3
H13 8.4 10.3 6.9 7.4 7.8 6.9 7.1 7.3 7.0 7.9 9.1 7.0
H14 8.3 10.0 7.0 7.4 8.1 6.8 7.1 7.4 6.6 8.0 9.3 7.1
H15 7.6 9.3 7.0 7.2 7.9 7.0 7.1 7.4 6.7 7.5 8.7 7.2
H16 7.3 8.0 7.1 7.2 7.4 7.0 7.1 7.4 6.8 7.5 8.9 7.1
H17 7.6 8.0 7.2 7.4 7.7 7.0 7.2 7.6 6.8 8.0 9.1 7.4
H18 7.4 7.6 7.1 7.4 7.5 7.2 7.3 7.6 7.1 7.6 8.3 7.2
H19 7.5 8.0 7.2 7.4 7.6 7.2 7.2 7.6 6.8 7.8 9.0 7.3
H20 7.7 8.7 7.3 7.4 7.6 7.3 7.2 7.4 6.9 7.9 8.7 7.4
H21 7.5 8.7 7.2 7.4 7.7 7.2 7.2 7.6 6.9 7.7 8.9 7.3
H22 7.6 8.5 7.2 7.3 7.6 7.2 7.2 7.4 7.0 7.5 8.4 7.2
H23 7.5 8.6 7.0 7.4 7.6 7.2 7.3 7.5 7.0 7.7 9.1 7.3
H24 7.6 9.1 7.0 7.4 7.9 7.0 7.3 7.5 7.1 7.9 9.4 7.3
H25 7.1 7.5 6.6 7.2 7.4 6.6 7.2 7.5 7.0 7.6 7.9 7.3
H26 7.4 8.3 7.2 7.3 7.5 7.2 7.2 7.5 7.0 7.8 9.0 7.4
H27 7.5 7.8 7.2 7.4 7.6 7.2 7.3 7.6 6.9 7.7 8.5 7.2
H28 7.3 7.9 7.0 7.3 7.5 7.1 7.2 7.4 6.8 7.6 8.2 7.2
H29 7.3 7.7 7.0 7.3 7.7 7.1 7.3 7.6 6.9 7.7 8.7 7.2
H30 7.2 7.6 7.0 7.1 7.6 6.7 7.2 7.5 6.9 7.3 7.6 7.0
R1 7.5 8.0 7.3 7.5 7.7 7.2 7.4 7.6 7.2 7.8 9.0 7.3

平均 7.9 9.3 7.1 7.3 7.6 7.0 7.1 7.4 6.8 7.8 9.1 7.2
S50 1.5 3.7 0.4 1.8 0.8 1.1 0.1 0.9 1.2 3.6 0.3 0.9
S51 1.2 3.0 0.4 1.0 0.7 1.3 0.3 0.7 1.9 2.9 0.6 2.9
S52 1.6 2.1 1.0 2.1 1.5 1.8 1.0 1.8 3.1 6.0 1.3 2.8
S53 3.0 6.9 0.6 3.6 1.3 2.4 0.6 1.5 2.4 3.1 1.4 3.1
S54 2.2 4.4 1.0 2.0 1.2 1.5 0.6 1.4 1.0 1.2 0.7 1.1
S55 1.6 2.8 1.1 1.4 0.7 1.4 0.5 0.5 1.0 1.7 0.4 0.7
S56 2.3 5.8 0.5 2.8 0.9 1.4 0.4 1.1 1.3 2.8 0.4 1.3 2.1 3.4 0.9 2.2
S57 2.0 3.9 0.7 2.5 0.9 2.0 0.5 1.0 1.0 2.3 0.3 1.1 1.9 3.1 0.4 2.5
S58 1.6 4.0 0.5 1.5 0.9 1.1 0.5 1.1 1.2 2.6 0.5 1.5 1.5 2.6 0.6 2.0
S59 1.7 4.0 0.5 1.9 0.8 1.6 0.5 0.8 1.1 2.5 0.3 1.4 2.5 5.6 0.6 3.3
S60 1.8 5.3 0.6 1.6 0.9 1.5 0.6 1.0 1.0 1.6 0.4 1.1 1.8 3.5 0.9 2.2
S61 2.7 21.1 0.2 1.7 1.3 6.0 0.5 1.1 1.6 4.7 0.6 1.5 3.2 19.0 0.8 2.3
S62 1.6 3.8 0.4 2.0 0.9 1.6 0.5 0.9 1.2 2.0 0.5 1.6 7.2 42.0 0.7 3.6
S63 3.0 10.9 0.4 3.2 0.8 1.3 0.3 1.0 1.2 1.9 0.5 1.3 4.0 26.1 0.7 3.3
H1 3.0 11.0 0.6 3.1 0.8 1.2 0.2 0.9 1.4 1.8 0.7 1.8 7.1 46.3 0.9 2.7
H2 3.3 9.4 0.7 4.4 1.0 1.5 0.7 1.4 1.1 1.9 0.4 1.3 3.1 10.6 0.9 3.3
H3 2.9 10.2 0.7 3.7 0.8 1.2 0.1 1.0 1.3 2.3 0.5 1.4 2.1 4.7 0.7 2.5
H4 2.5 8.2 0.8 2.4 1.1 1.7 0.4 1.4 1.0 2.3 0.1 1.2 4.0 17.3 0.9 3.3
H5 1.6 7.1 0.3 1.1 0.8 1.5 0.2 0.9 1.2 2.4 0.1 1.3 2.2 13.5 0.3 1.7
H6 1.9 4.2 0.4 2.1 1.2 2.3 0.5 1.4 1.2 2.4 0.1 1.3 2.9 6.1 1.0 3.1
H7 3.2 16.1 0.7 2.8 1.0 1.8 0.5 1.1 1.1 1.8 0.3 1.5 3.6 9.5 1.5 3.6
H8 2.1 6.0 0.4 3.0 1.1 2.6 0.2 1.3 1.3 2.7 0.5 1.4 2.7 5.2 0.8 3.7
H9 1.9 7.6 0.7 2.1 0.8 1.2 0.4 0.9 1.0 1.6 0.5 1.1 2.1 4.7 0.7 2.6
H10 1.7 3.9 0.5 2.3 1.0 2.0 0.2 1.3 1.2 2.4 0.6 1.6 2.8 5.9 0.7 4.3
H11 2.3 6.5 0.7 2.5 1.0 1.7 0.5 1.3 1.4 3.1 0.6 1.4 2.8 9.3 0.6 3.0
H12 2.2 8.2 0.6 2.1 1.0 1.9 0.6 1.1 1.7 3.1 0.7 1.8 1.8 4.9 0.7 1.6
H13 2.5 5.9 0.6 3.1 0.9 1.6 0.6 1.0 1.7 4.7 0.4 1.4 2.1 5.3 0.7 2.3
H14 4.2 12.2 0.8 7.9 0.9 1.4 0.5 1.1 2.1 4.0 0.6 3.1 2.5 10.2 0.8 2.3
H15 2.2 5.8 0.5 3.5 0.9 1.5 0.5 1.0 1.3 2.6 0.5 1.5 1.9 7.8 0.6 1.4
H16 1.3 2.1 0.7 1.5 0.9 1.2 0.6 0.9 1.4 2.7 0.6 1.7 1.8 2.8 0.8 2.3
H17 1.5 3.2 0.7 1.9 0.8 1.3 0.5 0.9 1.5 3.8 0.2 1.8 2.5 9.5 0.7 2.5
H18 1.3 2.3 0.7 1.4 0.7 1.0 0.5 0.8 0.9 1.8 0.5 1.0 1.5 4.1 0.7 1.8
H19 1.4 2.7 0.6 1.5 0.7 0.9 0.4 0.8 1.3 4.2 0.5 1.3 1.7 5.4 0.8 1.7
H20 1.4 3.7 0.5 2.5 0.9 1.6 0.5 0.9 1.4 2.9 0.7 1.8 1.6 3.3 0.5 2.1
H21 1.4 3.7 0.5 1.6 0.9 1.6 0.5 1.1 1.4 2.9 0.7 1.6 1.5 3.3 0.7 1.7
H22 1.2 3.5 0.5 1.2 0.7 1.3 0.3 0.7 0.7 1.1 0.5 0.8 1.0 2.1 0.4 1.9
H23 1.4 3.8 0.2 1.7 0.8 1.8 0.2 1.1 0.7 1.7 0.2 0.9 1.3 3.6 0.3 3.6
H24 1.4 2.5 0.6 1.8 1.0 1.6 0.1 1.2 0.8 1.1 0.5 1.0 1.8 4.6 0.0 2.3
H25 1.5 2.6 0.4 1.7 1.3 2.4 0.3 1.5 1.4 2.9 0.5 1.3 1.6 3.0 0.6 2.5
H26 1.2 2.0 0.3 1.4 0.9 1.5 0.4 1.0 1.0 1.9 0.5 1.1 1.2 3.0 0.5 2.1
H27 0.9 2.1 0.3 1.0 0.8 1.6 0.3 1.0 1.0 2.3 0.3 1.3 1.1 2.5 0.2 1.3
H28 1.3 4.3 0.2 1.4 0.8 1.5 0.2 0.9 1.0 1.8 0.2 1.4 1.5 3.7 0.3 2.1
H29 1.2 2.2 0.1 1.5 0.7 1.6 0.2 0.8 1.1 2.1 0.3 1.4 1.4 3.1 0.4 1.7
H30 0.9 1.7 0.4 1.1 0.5 0.8 0.3 0.6 1.0 1.4 0.5 1.1 1.2 2.9 0.6 1.5
R1 1.1 2.7 0.3 1.4 0.6 1.0 0.3 0.7 0.9 1.2 0.4 1.0 1.2 2.6 0.5 1.3

平均 1.9 5.5 0.5 2.2 0.9 1.6 0.4 1.0 1.3 2.5 0.5 1.5 2.3 8.4 0.7 2.4

項目 年

pH

BOD
(mg/L)
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表 5.3.2-4 貯水池内･網場地点水質の年間値(3/7) 

 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 2.7 4.4 1.0 2.9 2.0 3.1 1.1 2.0 2.6 5.8 1.4 1.9
S51 2.3 4.2 1.5 2.1 1.8 2.2 1.3 2.0 2.6 4.3 1.5 4.3
S52 2.7 3.5 1.4 3.5 2.5 3.1 2.1 3.1 3.3 4.6 1.7 4.0
S53 4.8 12.0 2.0 3.8 2.6 4.6 1.9 2.6 3.0 4.7 1.5 4.7
S54 3.5 5.2 1.9 3.9 2.3 2.7 1.7 2.6 2.7 3.7 2.1 2.5
S55 3.8 5.4 2.6 4.7 2.6 2.9 2.2 2.8 2.4 3.4 1.2 2.0
S56 4.7 17.1 1.3 4.8 2.2 2.9 1.2 2.6 2.6 3.8 1.9 2.5 4.3 8.9 2.0 4.1
S57 3.4 6.2 1.7 4.5 2.3 3.3 1.6 2.8 2.5 3.1 1.7 2.7 3.1 5.1 2.1 3.8
S58 3.0 5.2 2.1 2.9 2.3 2.8 1.5 2.6 2.7 3.7 1.8 3.2 3.1 6.1 2.1 3.4
S59 3.8 6.6 1.8 4.8 2.6 3.5 1.8 2.8 3.3 4.7 2.3 3.9 4.8 7.8 2.1 6.4
S60 3.6 5.4 2.7 3.8 3.0 3.7 2.4 3.2 3.1 4.8 2.0 3.6 4.1 5.5 2.9 4.5
S61 5.6 32.4 1.9 3.5 2.5 3.4 1.9 2.8 3.1 5.8 2.1 3.4 5.0 20.0 2.2 3.7
S62 4.2 9.1 2.3 4.8 2.9 3.7 2.1 3.3 2.9 3.9 2.7 2.9 9.7 46.3 2.8 8.3
S63 7.2 37.5 2.4 6.3 2.8 3.7 2.4 2.8 3.0 4.3 1.8 3.4 5.7 15.3 2.5 6.2
H1 7.1 26.8 2.4 4.0 2.7 3.5 2.0 2.9 3.1 4.7 2.4 3.6 12.1 72.7 2.6 8.2
H2 7.6 18.9 2.6 14.7 3.3 4.9 2.4 4.8 3.0 3.9 2.3 3.3 5.8 13.5 2.5 6.0
H3 5.8 11.0 2.4 6.9 3.2 4.4 2.3 3.2 3.3 4.1 2.6 3.7 5.4 12.2 2.5 5.8
H4 5.0 9.7 2.7 5.8 3.1 3.9 2.6 3.2 3.4 4.8 2.6 3.5 6.5 19.5 3.0 7.4
H5 4.3 14.7 2.7 4.0 3.0 4.2 2.5 3.1 3.4 4.9 2.5 3.5 4.9 19.6 2.6 3.9
H6 5.5 16.3 2.7 5.0 3.5 6.0 2.6 4.2 3.4 4.9 2.5 3.5 5.4 11.7 2.8 5.8
H7 6.8 22.3 2.9 6.7 3.3 4.5 2.6 3.4 3.4 5.2 2.7 3.6 7.7 22.7 3.4 7.5
H8 6.4 16.5 3.0 5.8 3.7 4.6 3.1 3.9 3.5 4.9 2.8 3.5 8.1 26.9 3.7 8.5
H9 5.1 12.5 2.7 5.5 3.3 4.6 2.7 3.3 3.5 4.7 2.7 3.6 4.8 9.0 3.2 5.4
H10 5.3 12.8 3.1 5.4 3.7 4.9 2.7 4.2 4.1 6.0 2.8 4.6 7.5 24.3 3.3 8.1
H11 5.3 8.6 3.0 6.3 3.5 5.5 2.8 3.4 3.7 5.4 2.8 3.8 5.2 9.4 3.2 6.0
H12 7.6 40.5 2.8 7.2 3.4 4.4 2.7 3.6 3.7 5.0 3.0 3.9 4.6 7.0 3.1 6.4
H13 6.9 26.0 3.0 6.8 3.5 5.6 2.7 3.3 3.7 6.7 2.6 3.8 4.5 8.5 2.9 5.3
H14 7.4 20.2 3.1 9.8 3.5 4.6 2.9 3.8 4.0 6.1 3.0 4.4 5.6 12.4 3.4 4.7
H15 4.3 6.9 2.9 5.4 3.5 5.1 2.9 3.6 3.7 5.0 2.4 4.4 4.2 7.4 2.7 3.9
H16 3.5 4.4 2.7 4.0 3.3 3.9 2.8 3.7 3.8 5.2 3.1 3.9 4.1 5.4 2.9 4.7
H17 3.8 5.7 2.8 4.1 3.4 4.3 2.7 3.7 4.1 5.9 2.7 4.9 4.8 10.4 3.0 5.8
H18 3.7 4.4 3.0 4.1 3.2 4.0 2.6 3.4 3.5 6.0 2.7 3.6 4.3 5.8 3.4 4.9
H19 3.8 4.6 3.1 4.2 3.3 3.9 2.8 3.5 3.8 5.2 2.6 4.2 4.2 6.8 3.3 4.3
H20 4.2 5.9 3.0 4.5 3.6 4.7 2.9 3.8 4.0 5.6 3.0 4.9 4.3 8.3 3.1 4.3
H21 3.3 4.2 2.8 3.5 3.0 3.4 2.7 3.0 3.3 4.1 2.9 3.4 3.7 5.0 3.0 3.7
H22 3.7 5.2 2.3 4.1 3.3 4.6 2.3 3.5 3.3 5.0 2.3 3.7 3.4 4.4 2.4 4.2
H23 3.6 5.3 2.7 3.5 3.1 4.1 2.6 3.2 3.2 4.2 2.8 3.3 3.9 7.9 2.4 5.6
H24 4.1 5.3 3.1 4.2 3.7 5.0 2.3 4.0 3.8 4.5 2.6 4.2 4.5 7.6 3.0 4.7
H25 3.3 3.8 2.6 3.7 3.1 3.6 2.5 3.4 3.4 4.5 2.4 3.8 3.6 5.2 2.1 5.0
H26 3.3 4.4 2.3 3.6 3.2 4.5 2.4 3.5 3.4 5.7 2.3 3.7 3.4 4.5 2.4 4.4
H27 3.2 4.7 2.5 3.2 3.0 3.7 2.6 3.1 3.2 4.1 2.4 3.6 3.2 4.0 2.5 3.6
H28 3.4 5.5 2.5 3.6 3.1 4.2 2.4 3.3 3.4 5.3 2.6 3.8 3.5 4.7 2.7 3.8
H29 3.3 4.1 2.5 3.6 3.0 3.9 2.2 3.4 3.2 4.4 2.3 3.6 3.5 5.2 2.4 4.1
H30 2.9 3.7 2.3 3.3 2.9 3.8 2.3 3.2 3.3 5.0 2.1 3.5 3.2 4.0 2.5 3.3
R1 3.3 4.0 2.4 3.5 3.0 4.0 2.3 3.3 3.3 4.9 2.3 3.8 3.5 6.3 2.4 3.6

平均 4.5 11.0 2.5 4.8 3.0 4.0 2.3 3.3 3.3 4.8 2.4 3.6 4.9 12.5 2.7 5.2
S50 5.1 9.4 1.7 6.3 21.6 0.0 25.5 121.0 2.3
S51 3.4 6.4 1.5 3.9 6.8 2.3 11.3 25.0 4.8
S52 5.4 9.1 3.7 5.9 6.4 5.4 13.6 32.0 0.5
S53 4.3 8.0 1.8 4.4 6.8 2.5 26.3 74.5 3.2
S54 4.2 7.1 1.7 3.0 3.6 2.0 11.2 24.2 5.3
S55 5.6 6.4 4.7 5.6 10.2 2.8 10.8 30.5 1.6
S56 6.5 31.7 1.0 3.3 5.6 1.2 17.0 57.5 2.5 6.4 13.6 2.0
S57 6.8 35.0 2.2 11.4 64.8 1.8 9.1 19.4 3.7 7.6 22.2 2.6
S58 3.6 7.8 1.3 4.3 9.0 1.9 9.8 25.5 2.2 5.1 10.7 1.6
S59 4.1 8.4 2.2 3.4 12.0 0.9 7.4 16.0 3.4 8.1 15.8 2.6
S60 4.0 6.9 2.2 3.0 4.0 2.0 13.7 31.0 2.4 11.9 38.3 4.4
S61 11.9 57.0 1.9 3.2 8.4 1.7 6.8 10.2 4.4 12.4 41.7 2.3
S62 4.4 9.3 1.1 2.3 4.0 1.1 8.3 21.6 3.8 13.1 41.0 1.3
S63 13.0 79.0 0.9 3.2 8.0 0.9 9.5 25.2 2.7 12.1 39.4 1.9
H1 9.6 45.8 0.5 3.0 8.0 1.0 4.1 8.4 2.4 21.6 115.0 0.7
H2 8.3 23.0 1.3 2.9 5.7 0.8 8.0 19.2 2.3 7.9 21.0 2.1
H3 8.7 27.5 1.7 3.2 7.6 1.1 8.1 16.0 3.1 7.5 19.7 1.7
H4 5.9 16.8 2.2 3.1 9.0 1.3 8.8 41.5 2.3 10.6 36.8 2.7
H5 4.0 27.3 0.7 2.4 7.0 0.7 6.4 16.0 2.8 7.1 28.6 1.4
H6 5.3 18.0 1.8 3.8 13.6 1.1 6.4 16.0 2.8 11.0 23.0 2.3
H7 8.4 32.2 2.5 4.0 9.0 1.7 8.8 22.0 1.6 12.4 36.0 3.3
H8 5.9 22.5 0.8 2.6 5.6 1.0 5.3 17.0 1.6 53.6 554.0 1.2
H9 5.1 17.9 1.1 3.0 11.5 1.0 6.0 11.5 1.7 6.7 18.0 1.3
H10 5.6 19.2 2.0 4.6 12.6 1.7 11.3 26.8 1.9 11.8 45.6 3.3
H11 5.0 9.8 1.4 4.1 17.4 1.0 8.7 21.0 2.1 6.7 15.8 1.5
H12 8.9 60.0 1.5 3.0 5.2 1.3 7.7 17.6 2.9 9.1 55.4 1.7
H13 8.9 50.0 0.9 3.1 6.9 1.2 9.6 37.8 2.7 5.3 11.9 0.6
H14 9.1 36.5 0.9 2.1 3.6 0.8 6.2 10.8 3.1 7.2 18.8 1.9
H15 4.2 8.9 0.7 3.2 11.8 0.8 8.5 22.8 1.5 6.1 27.5 0.8
H16 2.8 4.9 0.9 3.1 7.2 1.0 11.2 23.0 2.4 4.5 11.6 1.2
H17 3.2 7.9 1.4 2.8 5.9 0.9 9.8 20.0 2.7 6.0 18.0 1.2
H18 2.6 4.7 1.5 2.3 5.1 1.1 7.1 20.4 1.4 5.1 11.8 1.6
H19 3.1 6.4 1.1 2.8 6.3 1.3 7.7 18.0 1.9 4.6 10.0 1.7
H20 3.6 8.4 1.2 3.2 12.6 1.1 8.3 21.6 2.0 5.4 15.1 1.1
H21 2.2 5.0 0.9 1.9 4.0 0.6 6.1 25.4 2.2 3.9 9.1 0.7
H22 2.4 6.6 0.7 2.1 4.6 0.7 4.1 7.9 1.3 3.1 6.3 0.5
H23 2.7 7.4 0.5 2.9 13.0 0.4 5.4 15.4 1.0 3.7 8.6 0.8
H24 3.5 8.7 0.7 3.8 7.4 1.0 6.2 12.1 3.3 3.8 9.4 0.7
H25 3.4 8.6 1.5 3.7 7.8 1.5 8.7 16.2 0.6 4.0 10.4 0.8
H26 1.9 4.3 0.2 2.2 5.3 0.7 4.9 9.4 1.7 2.2 6.5 0.5
H27 1.9 4.1 0.3 2.2 4.1 0.5 5.0 9.5 0.5 2.9 5.5 0.7
H28 2.0 3.9 0.6 2.0 3.9 0.7 5.8 13.7 1.1 2.7 6.1 0.5
H29 2.8 5.0 1.2 3.0 5.3 1.0 5.8 13.5 1.0 4.7 11.8 1.6
H30 2.7 4.9 1.5 4.0 7.4 0.9 10.9 22.0 2.2 4.6 10.1 1.5
R1 2.6 4.8 1.2 2.8 7.3 1.0 6.5 13.7 1.4 3.8 9.0 0.9

平均 5.1 17.6 1.4 3.5 9.2 1.3 9.1 24.0 2.3 8.4 36.1 1.6

項目 年

COD
(mg/L)

SS
(mg/L)
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表 5.3.2-4 貯水池内･網場地点水質の年間値(4/7) 

 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 10.8 13.8 7.2 12.0 15.9 7.1 8.7 20.6 0.1
S51 10.4 12.6 8.1 9.6 17.7 3.1 6.2 12.0 1.2
S52 10.0 15.1 7.0 7.1 12.2 4.0 6.7 11.0 0.4
S53 10.4 12.8 7.7 7.8 11.0 0.3 5.5 11.0 0.0
S54 11.0 15.1 8.2 7.9 13.3 2.6 7.1 12.1 0.4
S55 10.5 13.1 7.7 9.3 13.0 5.0 6.8 10.8 1.1
S56 10.8 14.4 8.2 7.9 11.5 2.1 7.2 11.1 0.0 9.8 16.8 6.4
S57 10.9 15.1 6.7 8.0 11.6 2.3 5.6 10.9 0.2 10.4 12.6 9.0
S58 9.6 13.8 6.2 7.2 11.1 1.1 5.8 11.0 0.3 9.5 12.0 6.5
S59 10.7 15.2 6.3 7.2 12.2 1.5 5.9 10.5 0.0 10.7 14.0 6.2
S60 10.2 13.9 7.0 7.6 10.5 2.1 6.0 11.0 0.0 10.4 11.8 8.4
S61 9.4 12.9 4.8 7.4 11.4 3.6 5.5 10.9 0.0 9.8 12.1 6.1
S62 10.5 14.4 6.4 7.1 12.6 3.2 6.7 11.0 0.0 11.4 19.4 6.8
S63 10.7 14.7 7.9 7.5 10.6 3.7 6.4 10.4 1.4 10.4 14.6 7.6
H1 11.1 16.6 5.6 7.5 10.8 5.1 5.2 10.2 0.0 10.8 15.4 6.8
H2 11.6 15.6 8.3 7.0 10.6 0.0 5.9 10.6 0.0 10.0 12.4 7.6
H3 11.4 16.4 8.5 7.3 10.5 2.9 5.8 10.5 0.0 10.3 14.1 7.8
H4 10.3 14.2 5.8 6.7 9.9 0.4 6.4 9.4 0.2 10.1 13.2 7.0
H5 10.5 16.3 7.8 7.7 11.0 4.0 4.4 9.7 0.0 9.4 13.0 7.3
H6 10.2 15.4 5.9 5.8 10.9 0.0 4.4 9.7 0.0 10.2 13.2 6.8
H7 10.4 15.6 4.0 7.3 11.6 1.2 6.2 10.5 0.2 11.2 16.8 7.8
H8 10.5 14.6 6.1 7.4 11.7 1.7 6.0 11.0 0.6 10.2 13.9 6.0
H9 10.8 13.0 7.5 7.9 10.4 5.1 6.8 10.5 1.3 9.7 13.7 6.0
H10 10.9 16.1 6.2 7.4 11.3 3.8 7.4 11.3 2.0 11.2 16.6 8.0
H11 9.8 13.7 6.0 7.4 10.8 3.2 6.5 10.2 0.9 9.2 13.2 7.3
H12 10.1 13.8 6.0 7.0 11.3 1.1 5.8 11.3 0.5 9.4 13.1 6.5
H13 11.6 17.2 7.2 7.8 11.4 4.7 5.9 10.2 1.0 9.8 12.5 7.8
H14 10.7 15.4 4.8 7.0 10.3 1.3 4.8 10.6 0.2 10.1 12.4 7.6
H15 9.9 14.7 6.3 8.3 10.9 5.4 6.8 10.8 0.8 9.5 13.5 7.0
H16 9.1 13.1 6.5 8.2 10.1 5.0 6.2 9.7 0.9 9.8 12.5 8.0
H17 10.2 11.8 7.8 9.3 11.6 6.8 6.0 12.1 0.8 11.4 13.9 8.5
H18 10.1 13.3 7.3 9.4 12.1 6.2 8.1 12.2 3.1 10.4 12.7 8.0
H19 9.9 13.6 6.8 9.1 12.2 4.8 5.7 10.8 0.1 10.6 14.5 8.0
H20 10.2 14.6 6.5 9.1 13.0 5.8 6.4 12.6 0.1 10.2 13.8 7.0
H21 9.8 13.2 6.8 8.7 11.0 6.0 6.3 10.6 0.4 10.1 13.6 7.3
H22 9.8 14.3 7.7 8.8 11.6 6.3 8.5 11.4 5.4 9.6 11.6 7.7
H23 9.8 13.8 7.1 8.8 10.7 7.0 8.0 10.4 3.4 10.5 18.1 7.8
H24 9.8 13.7 8.0 9.3 12.1 6.8 8.9 12.5 6.3 10.6 13.1 7.9
H25 10.4 13.4 6.5 9.8 13.0 7.3 7.2 12.0 1.2 11.2 14.3 8.6
H26 10.8 13.9 8.9 10.2 13.2 7.9 9.6 14.1 6.2 11.0 15.3 8.6
H27 10.6 13.7 8.3 10.0 13.2 7.7 9.2 11.6 6.5 10.3 12.1 7.7
H28 10.4 12.6 8.4 9.7 11.8 7.9 8.5 10.3 6.2 9.7 14.5 7.7
H29 10.4 13.1 8.0 9.6 12.3 6.9 9.5 13.5 6.5 10.6 14.6 8.0
H30 10.5 13.6 8.0 9.3 12.3 7.4 9.2 11.6 6.8 9.7 12.0 7.8
R1 9.9 12.8 8.1 9.7 12.4 7.6 9.1 12.8 6.6 9.8 14.8 7.6

平均 10.4 14.2 7.0 8.3 11.8 4.2 6.8 11.3 1.6 10.2 13.9 7.4
S50 5.0E+02 4.9E+03 1.0E-07 1.1E+03 4.9E+03 1.0E-07 7.2E+01 2.4E+02 3.1E+00
S51 6.1E+01 3.3E+02 1.9E+00 1.2E+02 3.3E+02 3.4E+00 6.9E+01 1.3E+02 7.8E+00
S52 6.7E+01 1.3E+02 2.3E+01 2.0E+02 3.3E+02 2.2E+01 9.9E+02 2.2E+03 2.0E+00
S53 7.5E+01 2.4E+02 2.0E+00 1.2E+02 2.2E+02 7.8E+00 5.6E+02 1.1E+03 1.3E+01
S54 9.9E+01 1.7E+02 2.7E+01 9.2E+01 1.7E+02 1.3E+01 7.5E+02 2.2E+03 2.0E+00
S55 2.0E+02 7.9E+02 1.0E-07 2.3E+02 7.9E+02 4.0E+00 9.1E+02 4.9E+03 2.0E+00
S56 7.6E+01 4.9E+02 1.0E-07 4.4E+02 2.4E+03 5.0E+00 1.4E+03 9.2E+03 1.3E+01 3.5E+03 1.7E+04 3.3E+01
S57 8.2E+02 9.2E+03 2.0E+00 1.7E+03 1.6E+04 2.0E+00 6.7E+02 4.9E+03 2.2E+01 1.0E+04 9.2E+04 8.0E+00
S58 8.3E+01 4.9E+02 2.0E+00 1.7E+03 1.6E+04 1.7E+01 3.9E+02 1.3E+03 5.0E+00 5.6E+02 3.5E+03 3.3E+01
S59 7.4E+01 3.5E+02 1.0E-07 1.4E+02 7.9E+02 2.0E+00 2.7E+02 7.9E+02 9.0E+00 3.3E+02 1.3E+03 2.0E+00
S60 1.1E+03 7.9E+03 2.0E+00 1.7E+03 1.3E+04 1.7E+01 2.1E+02 7.9E+02 5.0E+00 1.6E+04 9.2E+04 1.1E+01
S61 1.6E+02 3.3E+02 1.3E+00 1.4E+02 4.9E+02 1.3E+01 3.3E+02 1.4E+03 2.0E+00 5.2E+03 2.4E+04 7.0E+00
S62 8.5E+01 3.3E+02 2.0E+00 2.2E+02 7.9E+02 7.8E+00 6.5E+02 5.4E+03 7.8E+00 2.2E+02 1.1E+03 1.7E+01
S63 5.6E+01 2.8E+02 1.0E-07 2.3E+02 1.7E+03 1.0E-07 6.6E+02 3.3E+03 7.8E+00 8.6E+02 5.4E+03 7.0E+00
H1 1.4E+02 1.1E+03 1.0E-07 3.4E+02 2.3E+03 2.0E+00 7.0E+02 2.3E+03 3.3E+01 1.6E+03 7.9E+03 7.9E+01
H2 6.6E+01 3.3E+02 1.0E-07 7.8E+02 3.3E+03 2.3E+01 2.9E+02 9.4E+02 1.1E+01 6.0E+03 5.4E+04 7.9E+01
H3 1.2E+02 7.9E+02 4.5E+00 3.2E+02 1.7E+03 1.1E+01 3.2E+02 1.3E+03 7.8E+00 1.6E+03 7.9E+03 7.8E+01
H4 2.7E+02 2.3E+03 0.0E+00 5.1E+02 3.3E+03 2.0E+00 5.1E+02 2.3E+03 6.8E+00 5.7E+02 2.2E+03 6.8E+00
H5 4.1E+02 1.7E+03 2.0E+00 6.0E+02 4.9E+03 2.2E+01 9.0E+03 7.9E+04 2.0E+00 3.3E+03 7.9E+03 9.3E+00
H6 4.7E+03 4.9E+04 1.0E-07 6.3E+03 3.3E+04 1.3E+01 9.0E+03 7.9E+04 2.0E+00 5.0E+03 4.9E+04 1.4E+01
H7 1.6E+03 7.9E+03 1.0E-07 6.3E+03 4.9E+04 4.5E+00 7.4E+03 4.9E+04 2.0E+00 5.7E+03 2.3E+04 1.0E-07
H8 4.1E+04 4.9E+05 2.0E+00 2.0E+04 2.2E+05 4.5E+00 8.9E+03 7.9E+04 2.3E+01 2.4E+04 2.3E+05 2.8E+02
H9 1.2E+03 7.9E+03 2.0E+00 2.6E+03 1.7E+04 7.8E+00 3.6E+03 1.3E+04 4.5E+00 8.5E+03 4.9E+04 7.9E+01
H10 2.6E+03 2.8E+04 1.0E-07 6.1E+03 4.9E+04 3.3E+02 4.8E+03 2.3E+04 4.5E+00 1.1E+04 4.9E+04 1.0E-07
H11 1.7E+03 1.3E+04 1.0E-07 4.4E+03 1.3E+04 1.8E+00 4.2E+03 2.2E+04 4.5E+00 1.2E+05 1.3E+06 4.0E+00
H12 1.1E+03 7.9E+03 1.0E-07 1.8E+03 1.3E+04 1.4E+01 1.4E+03 7.9E+03 7.8E+00 9.6E+03 9.2E+04 1.3E+01
H13 3.3E+03 3.5E+04 1.0E-07 1.5E+03 9.2E+03 0.0E+00 2.0E+03 9.2E+03 1.0E-07 4.6E+03 2.2E+04 6.8E+00
H14 7.2E+03 6.3E+04 2.0E+00 2.0E+04 2.3E+05 2.0E+00 5.1E+03 2.3E+04 2.0E+00 4.7E+03 2.2E+04 9.4E+01
H15 2.5E+03 1.7E+04 1.1E+01 4.0E+03 2.3E+04 2.2E+01 1.7E+03 7.9E+03 7.0E+00 4.0E+03 2.2E+04 7.9E+01
H16 5.9E+03 3.3E+04 4.5E+00 5.0E+03 2.3E+04 4.5E+00 3.3E+03 1.3E+04 3.7E+00 3.5E+03 1.3E+04 3.3E+01
H17 3.1E+04 3.3E+05 3.1E+01 1.0E+04 4.9E+04 5.0E+00 1.1E+04 4.9E+04 8.0E+00 1.5E+03 7.9E+03 1.3E+01
H18 5.2E+03 4.9E+04 7.8E+00 4.7E+03 3.3E+04 2.0E+00 5.2E+03 2.3E+04 4.5E+00 1.9E+04 1.7E+05 1.7E+02
H19 1.4E+04 1.3E+05 7.8E+00 3.0E+04 3.3E+05 2.0E+00 1.2E+04 7.9E+04 2.3E+01 9.5E+03 4.9E+04 1.3E+02
H20 2.7E+04 2.4E+05 1.3E+01 5.7E+03 2.4E+04 1.7E+01 7.2E+03 3.3E+04 1.4E+01 6.8E+03 2.4E+04 4.9E+01
H21 7.3E+02 3.3E+03 6.8E+00 1.4E+03 1.3E+04 4.5E+00 8.1E+02 3.3E+03 3.4E+01 1.9E+03 1.4E+04 3.3E+01
H22 2.5E+02 1.3E+03 4.0E+00 2.3E+02 1.7E+03 2.0E+00 3.5E+02 1.7E+03 5.0E+00 8.9E+02 7.9E+03 7.8E+00
H23 5.3E+02 4.9E+03 1.3E+01 5.8E+02 4.9E+03 2.0E+00 1.0E+03 7.9E+03 1.0E-07 3.8E+03 2.4E+04 4.0E+00
H24 5.2E+02 2.2E+03 2.3E+01 6.9E+02 2.2E+03 1.1E+01 1.4E+03 7.9E+03 3.3E+01 3.0E+03 2.4E+04 1.3E+01
H25 8.9E+02 4.9E+03 1.3E+01 1.1E+03 7.9E+03 2.3E+01 1.0E+03 7.9E+03 7.8E+00 3.0E+03 2.4E+04 1.7E+01
H26 3.7E+03 2.4E+04 4.5E+00 3.8E+03 2.4E+04 7.8E+00 4.2E+02 1.7E+03 7.8E+00 8.7E+02 4.9E+03 1.7E+01
H27 3.1E+02 2.4E+04 1.7E+01 2.4E+02 1.3E+04 7.8E+00 3.4E+02 7.9E+03 1.3E+01 4.8E+02 7.9E+03 4.5E+00
H28 1.4E+03 7.0E+03 7.8E+00 2.5E+02 4.9E+03 7.8E+00 6.8E+02 7.9E+04 4.9E+01 4.8E+02 7.9E+03 2.1E+01
H29 2.5E+02 3.3E+03 7.8E+00 2.1E+02 3.3E+03 1.7E+01 3.2E+02 1.1E+04 4.5E+00 3.0E+02 3.3E+04 1.3E+01
H30 2.3E+02 2.4E+03 1.3E+01 2.8E+02 4.9E+03 1.3E+01 7.6E+02 7.9E+04 2.2E+01 7.7E+02 1.7E+04 2.3E+01
R1 1.3E+03 4.9E+03 1.1E+01 2.5E+02 3.3E+03 1.3E+01 3.7E+02 1.1E+04 2.3E+01 6.6E+02 1.3E+04 1.7E+01

平均 3.7E+03 3.6E+04 6.0E+00 3.3E+03 2.8E+04 1.6E+01 2.5E+03 1.9E+04 1.0E+01 7.7E+03 6.7E+04 3.9E+01

項目 年

DO
(mg/L)

大腸菌群数

(MPN/100mL)



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-43 

表 5.3.2-4 貯水池内･網場地点水質の年間値(5/7) 

 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50 1.61 1.91 1.31
S51 1.34 1.76 1.00 1.60 1.82 1.24 1.34 1.55 1.01
S52 1.13 1.58 0.77 1.37 1.61 1.14 1.45 2.11 1.01
S53 1.35 2.19 0.82 1.05 1.27 0.90 1.82 3.03 1.02
S54 1.47 2.11 1.01 1.33 1.89 0.88 1.19 1.75 0.90
S55 1.34 1.57 0.95 1.21 1.36 1.05 1.65 1.89 1.37
S56 1.55 1.78 1.29 1.47 1.69 1.19 1.28 1.88 0.93
S57 1.40 1.57 1.12 1.30 1.61 1.08 1.27 1.42 1.09 1.35 1.50 1.20
S58 1.28 1.34 1.24 1.23 1.31 1.19 1.37 1.62 1.04 1.25 1.39 1.17
S59 1.24 1.53 1.04 1.31 1.62 0.98 1.60 2.35 1.32 1.51 2.20 1.12
S60 1.38 1.65 1.22 1.32 1.47 1.18 1.43 1.74 1.28 1.58 1.91 1.43
S61 1.81 5.01 1.28 1.45 1.86 1.24 1.48 1.64 1.21 1.59 2.01 1.38
S62 1.31 1.45 0.85 1.41 1.55 1.17 1.51 2.04 1.12 1.81 3.94 1.04
S63 2.38 7.22 1.28 1.47 2.09 1.13 1.64 2.14 1.16 1.81 2.89 1.13
H1 2.15 4.86 1.58 1.57 2.04 1.17 1.70 2.19 1.39 2.67 9.17 1.33
H2 1.83 2.41 1.13 1.66 2.15 1.32 1.54 2.30 1.17 1.82 2.68 1.18
H3 1.67 2.57 1.16 1.51 1.97 1.12 1.46 1.81 0.85 1.67 2.29 1.17
H4 1.59 2.11 1.19 1.53 1.77 0.91 1.66 2.06 1.18 1.87 2.93 1.08
H5 1.65 2.47 1.13 1.58 2.02 1.11 1.61 2.05 1.23 1.64 3.17 1.01
H6 1.49 1.74 1.09 1.57 1.81 1.16 1.61 2.05 1.23 1.85 3.03 1.21
H7 2.02 3.75 1.15 1.79 2.47 1.19 1.82 2.54 1.11 2.68 6.43 1.50
H8 2.17 3.62 1.58 1.99 2.34 1.46 2.20 3.18 1.70 2.55 4.34 1.84
H9 1.65 2.01 1.25 1.63 2.01 1.27 1.78 3.22 1.27 1.75 2.01 1.50
H10 1.74 2.52 0.84 1.72 2.80 1.23 1.78 3.00 1.10 2.06 3.24 1.15
H11 1.83 2.42 1.35 1.77 2.38 1.11 1.80 2.58 1.21 1.98 3.38 0.95
H12 1.77 4.65 0.75 1.60 1.89 1.23 1.91 2.54 1.52 1.68 1.89 1.36
H13 1.71 3.81 1.08 1.50 1.83 1.19 1.62 1.93 1.33 1.61 1.82 1.22
H14 1.84 4.13 0.95 1.39 1.81 1.05 1.84 3.03 1.33 1.60 2.38 0.98
H15 1.54 1.84 1.23 1.45 1.66 1.18 1.56 1.78 1.22 1.59 1.99 1.21
H16 1.40 1.79 0.94 1.43 1.98 0.90 1.59 1.98 1.04 1.44 2.00 0.99
H17 1.40 1.79 0.93 1.40 1.85 0.88 1.71 2.13 1.16 1.45 1.89 1.00
H18 1.45 1.94 1.19 1.43 1.76 1.18 1.48 1.79 1.18 1.46 2.05 1.02
H19 1.33 1.67 0.98 1.30 1.65 0.98 1.46 1.69 1.18 1.31 1.82 0.92
H20 1.27 1.56 1.01 1.27 1.56 1.02 1.43 1.83 1.08 1.30 1.62 0.91
H21 1.24 1.50 0.91 1.26 1.54 0.98 1.30 1.59 1.08 1.32 1.67 1.01
H22 1.19 1.40 0.97 1.19 1.44 0.98 1.19 1.51 0.93 1.13 1.47 0.92
H23 1.26 1.60 0.90 1.22 1.65 0.90 1.19 1.55 0.91 1.16 1.54 0.77
H24 1.33 1.53 1.11 1.31 1.67 1.11 1.34 1.67 1.12 1.33 1.62 1.15
H25 1.19 1.43 1.07 1.18 1.37 1.01 1.36 1.85 1.02 1.17 1.38 0.89
H26 1.12 1.33 0.83 1.11 1.28 0.78 1.25 2.09 0.90 1.10 1.41 0.83
H27 1.04 1.34 0.83 1.04 1.31 0.83 1.19 1.39 0.88 1.02 1.34 0.75
H28 1.08 1.47 0.84 1.07 1.34 0.80 1.16 1.29 1.03 1.04 1.32 0.69
H29 0.95 1.08 0.84 0.90 1.00 0.82 0.98 1.10 0.84 0.90 0.99 0.71
H30 0.93 1.09 0.77 0.90 1.12 0.75 0.95 1.17 0.78 0.91 1.34 0.64
R1 1.00 1.20 0.83 0.96 1.17 0.78 1.02 1.26 0.82 0.94 1.14 0.72

平均 1.47 2.26 1.05 1.38 1.72 1.06 1.49 1.98 1.12 1.55 2.40 1.08
S50 0.190 0.310 0.120
S51 0.088 0.104 0.080 0.108 0.130 0.085 0.126 0.210 0.070
S52 0.033 0.050 0.015 0.091 0.172 0.052 0.040 0.071 0.007
S53 0.045 0.080 0.012 0.028 0.042 0.020 0.057 0.140 0.000
S54 0.034 0.049 0.024 0.029 0.037 0.021 0.054 0.083 0.038
S55 0.052 0.067 0.033 0.039 0.062 0.024 0.068 0.124 0.028
S56 0.042 0.051 0.027 0.045 0.062 0.021 0.054 0.071 0.027
S57 0.043 0.054 0.029 0.029 0.038 0.020 0.046 0.063 0.029 0.055 0.065 0.035
S58 0.028 0.038 0.017 0.035 0.051 0.017 0.044 0.070 0.015 0.038 0.058 0.023
S59 0.030 0.071 0.015 0.028 0.069 0.015 0.042 0.084 0.020 0.058 0.098 0.020
S60 0.026 0.062 0.011 0.023 0.031 0.014 0.039 0.061 0.013 0.048 0.062 0.017
S61 0.078 0.436 0.009 0.020 0.034 0.009 0.033 0.066 0.013 0.045 0.137 0.015
S62 0.027 0.050 0.015 0.024 0.041 0.010 0.037 0.072 0.025 0.104 0.468 0.024
S63 0.092 0.321 0.013 0.030 0.058 0.011 0.050 0.090 0.023 0.128 0.668 0.018
H1 0.087 0.314 0.018 0.028 0.045 0.017 0.034 0.050 0.023 0.285 1.970 0.021
H2 0.056 0.126 0.017 0.033 0.075 0.018 0.036 0.060 0.017 0.075 0.173 0.020
H3 0.065 0.189 0.013 0.030 0.053 0.013 0.042 0.071 0.016 0.073 0.270 0.018
H4 0.042 0.140 0.010 0.029 0.050 0.011 0.043 0.099 0.018 0.106 0.439 0.018
H5 0.037 0.210 0.010 0.026 0.062 0.010 0.043 0.079 0.027 0.081 0.453 0.022
H6 0.032 0.061 0.015 0.033 0.088 0.014 0.043 0.079 0.027 0.078 0.230 0.032
H7 0.071 0.325 0.016 0.033 0.059 0.021 0.045 0.092 0.016 0.108 0.293 0.034
H8 0.049 0.153 0.017 0.034 0.053 0.021 0.044 0.084 0.020 0.126 0.783 0.027
H9 0.049 0.154 0.013 0.039 0.103 0.016 0.046 0.097 0.022 0.066 0.160 0.022
H10 0.041 0.098 0.017 0.044 0.092 0.023 0.073 0.172 0.024 0.085 0.202 0.029
H11 0.053 0.104 0.021 0.040 0.109 0.020 0.058 0.103 0.028 0.071 0.111 0.026
H12 0.075 0.427 0.015 0.038 0.064 0.013 0.057 0.090 0.020 0.071 0.162 0.020
H13 0.073 0.306 0.024 0.042 0.084 0.014 0.060 0.142 0.023 0.070 0.179 0.033
H14 0.092 0.333 0.013 0.041 0.082 0.012 0.065 0.161 0.027 0.082 0.244 0.024
H15 0.056 0.080 0.032 0.049 0.103 0.033 0.061 0.097 0.033 0.067 0.161 0.037
H16 0.039 0.074 0.021 0.039 0.076 0.015 0.064 0.120 0.025 0.057 0.119 0.024
H17 0.035 0.060 0.011 0.034 0.071 0.012 0.071 0.132 0.032 0.069 0.187 0.016
H18 0.043 0.071 0.030 0.041 0.063 0.027 0.056 0.127 0.026 0.075 0.186 0.044
H19 0.042 0.056 0.031 0.040 0.054 0.030 0.066 0.162 0.038 0.067 0.181 0.035
H20 0.045 0.067 0.026 0.046 0.076 0.026 0.064 0.103 0.030 0.076 0.332 0.029
H21 0.038 0.075 0.019 0.037 0.047 0.027 0.052 0.085 0.028 0.061 0.097 0.024
H22 0.047 0.092 0.023 0.043 0.068 0.023 0.052 0.084 0.030 0.054 0.085 0.032
H23 0.045 0.088 0.020 0.041 0.060 0.027 0.046 0.091 0.031 0.054 0.100 0.028
H24 0.061 0.118 0.032 0.055 0.065 0.037 0.056 0.079 0.038 0.034 0.134 0.000
H25 0.043 0.062 0.025 0.040 0.052 0.024 0.061 0.087 0.033 0.059 0.085 0.038
H26 0.040 0.074 0.021 0.042 0.083 0.020 0.051 0.078 0.036 0.052 0.092 0.032
H27 0.040 0.054 0.019 0.043 0.069 0.021 0.052 0.082 0.032 0.047 0.065 0.020
H28 0.040 0.064 0.029 0.039 0.062 0.028 0.045 0.064 0.034 0.051 0.094 0.028
H29 0.042 0.059 0.019 0.040 0.060 0.015 0.048 0.080 0.023 0.054 0.113 0.030
H30 0.038 0.066 0.020 0.042 0.068 0.020 0.062 0.110 0.030 0.053 0.091 0.035
R1 0.046 0.067 0.032 0.046 0.070 0.026 0.059 0.097 0.038 0.056 0.149 0.031

平均 0.050 0.127 0.021 0.039 0.068 0.022 0.056 0.102 0.028 0.075 0.250 0.026

項目 年

T-N
(mg/L)

T-P
(mg/L)
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表 5.3.2-4 貯水池内･網場地点水質の年間値(6/7) 

 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56 15.8 24.1 3.5 3.5 4.7 1.1 4.6 9.1 2.1
S57 32.7 72.2 17.6 4.5 5.9 2.0 4.7 5.6 3.8 14.0 21.7 9.9
S58 22.2 60.4 4.9 6.3 12.5 2.4 5.3 10.0 2.8 12.3 14.9 9.2
S59 19.8 49.1 1.4 5.1 10.9 2.6 4.5 8.8 0.9 36.8 75.6 2.7
S60 16.3 55.7 5.7 5.1 11.8 1.6 4.3 14.1 0.7 24.7 54.3 5.0
S61 30.4 200.0 2.0 3.3 5.6 1.6 3.6 6.2 1.2 11.3 20.4 4.2
S62 11.0 26.1 2.0 4.0 11.5 0.7 4.4 8.6 1.6 61.5 338.4 4.4
S63 96.6 541.0 3.7 3.4 6.4 1.2 3.3 7.9 1.7 36.8 129.0 5.1
H1 46.5 186.0 2.1 3.2 8.2 0.9 1.8 3.0 0.8 98.7 651.0 1.7
H2 40.2 128.0 1.2 4.1 10.4 0.4 4.8 18.2 1.3 37.1 129.0 1.0
H3 34.9 110.0 4.2 5.1 16.5 1.0 6.6 24.7 1.3 35.3 110.0 3.0
H4 24.2 74.6 3.1 4.5 9.7 1.5 2.5 4.6 1.4 43.1 143.0 7.0
H5 13.0 62.3 1.6 2.4 6.4 0.7 4.3 10.6 1.1 19.2 159.0 2.9
H6 22.3 67.8 4.1 6.1 13.3 1.1 4.3 10.6 1.1 27.4 96.6 2.2
H7 29.9 84.1 6.2 4.1 11.7 0.9 2.5 5.0 1.0 39.7 163.0 2.6
H8 31.7 200.0 1.4 3.8 10.8 0.9 3.1 13.4 1.0 32.5 116.0 4.5
H9 21.7 98.1 1.9 3.8 13.5 0.5 3.7 13.9 1.4 15.6 42.5 3.4
H10 21.3 85.3 5.3 3.8 7.7 1.7 3.8 6.4 1.3 56.4 328.6 1.7
H11 16.2 30.9 2.7 3.8 10.7 1.0 3.4 5.6 0.9 13.1 26.6 2.5
H12 32.5 247.2 2.1 4.4 15.5 0.8 5.3 13.2 1.2 15.0 43.8 3.8
H13 27.7 135.7 1.7 3.8 9.3 0.6 3.8 12.1 1.2 17.2 48.1 1.8
H14 47.3 181.6 4.1 3.9 6.9 1.0 3.4 6.8 1.8 25.1 130.6 2.9
H15 18.0 42.5 0.8 3.1 6.9 0.6 3.0 8.4 0.8 13.1 85.8 1.3
H16 8.2 17.8 2.9 3.7 8.6 1.3 4.1 6.7 1.9 12.6 36.5 1.6
H17 13.3 43.0 3.9 6.2 17.0 1.9 5.4 13.1 1.9 36.0 157.5 3.0
H18 10.5 22.2 3.8 3.6 9.4 1.2 3.5 7.4 1.4 11.4 49.5 2.1
H19 13.1 30.9 1.6 6.5 17.4 1.4 5.6 25.0 1.2 17.1 55.0 2.7
H20 18.6 36.4 4.7 7.7 21.1 1.3 7.3 15.2 1.9 17.0 65.0 2.7
H21 12.2 53.9 1.9 4.4 11.6 0.6 3.4 11.9 0.9 14.2 53.4 2.9
H22 12.3 39.2 1.6 6.1 14.8 0.9 3.8 9.7 0.7 8.9 27.2 2.9
H23 9.1 26.5 1.6 3.6 12.1 0.6 2.1 4.1 0.7 7.4 34.7 0.8
H24 11.2 50.8 1.1 6.6 32.7 0.3 3.5 7.9 0.6 0.8 1.2 0.3
H25 9.2 17.4 2.7 6.6 15.3 1.0 3.4 8.0 1.0 7.8 19.3 0.2
H26 8.2 22.9 0.8 2.3 6.5 0.2 1.6 3.3 0.4 9.2 54.7 0.5
H27 3.7 9.4 0.5 2.2 6.7 0.1 1.2 4.7 0.2 5.1 14.2 0.5
H28 4.0 19.0 0.8 1.2 3.0 0.2 1.7 7.1 0.2 5.7 20.7 0.9
H29 6.9 26.6 0.5 3.9 19.2 0.1 2.1 5.7 0.0 11.5 51.5 0.4
H30 4.9 10.5 1.0 1.7 3.9 0.7 0.9 1.8 0.1 7.0 22.2 1.2
R1 7.2 22.4 1.1 2.4 4.2 0.4 1.2 3.3 0.1 6.6 32.3 1.4

平均 21.1 82.4 2.9 4.2 11.0 1.0 3.6 9.3 1.2 22.7 95.3 2.8
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13 4 27 0
H14 1 6 0
H15 27 180 0
H16 21 59 0
H17 13 130 0
H18 19 98 0
H19 19 74 0
H20 14 71 0
H21 5 12 1
H22 12 64 0
H23 18 78 0
H24 49 200 4
H25 2 12 0
H26 19 140 0
H27 1 5 0
H28 17 87 0
H29 29 160 1
H30 87 480 1
R1 143 1100 2

平均 26 157 0

ふん便性大
腸菌

（個/100mL）

項目 年

Chl-a
(μg/L)
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表 5.3.2-4 貯水池内･網場地点水質の年間値(7/7) 

 

 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27 0.003 0.005 0.001
H28 0.002 0.004 0.001
H29 0.004 0.015 0.001
H30 0.003 0.008 0.001
R1 0.002 0.004 0.001

平均 0.003 0.007 0.001
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006

H28 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006

H29 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006

H30 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006

R1 0.00006 0.00060 ＜0.0006

平均 0.00006 0.00006 0.00006

ノニルフェ
ノール

（mg/L）

全亜鉛
（mg/L）

項目 年
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表 5.3.2-4 貯水池内･網場地点水質の年間値(6/6) 

 

  

基準地点：網場地点 補助地点
表層（水深0.5m） 中層（1/2水深） 底層（湖底上1.0m） 八幡橋地点

平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値 平均 最大 最小 75％値
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006
H28 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006
H29 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006
H30 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006
R1 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006

平均 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006

LAS
（mg/L）

項目 年
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図 5.3.2-1 貯水池内水質の経年変化(基準地点(網場地点)表層，1/3） 
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30.0
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(℃) 水温
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20.0

30.0

40.0

50.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(度) 濁度

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

pH

環境基準A類型(8.5以下)

環境基準A類型(6.5)以上

環境基準A類型
(2mg/L以下)

0.0

5.0

10.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) BOD21.1

12.216.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) COD

32.4

37.5
26.8

22.3 40.5

26.0

20.2

環境基準A類型

(25mg/L以下)

0.0

20.0

40.0

60.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) SS79.0 60.0

 最大 
 

平均 
 

最小 

75％値 
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図 5.3.2-1 貯水池内水質の経年変化(基準地点(網場地点)表層，2/3） 

  

環境基準A類型 (1000MPN/100mL以下)

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(MPN/100mL) 大腸菌群数

環境基準A類型 (7.5mg/L以上)
0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) DO

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) 総窒素5.01 7.22

0.00

0.10

0.20

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(mg/L) 総リン0.321
0.314 0.325

0.436

0.427

0.306
0.333

0.0

50.0

100.0

150.0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(μg/L) クロロフィルa
200.0

541.0186.0
200.0 247.2 181.6

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

(個/100mL) ふん便性大腸菌群数

 最大 
 

平均 
 

最小 

75％値 
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図 5.3.2-1 貯水池内水質の経年変化(基準地点(網場地点)表層，3/3） 
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（0.003mg/L以下）

 最大 
 

平均 
 

最小 

75％値 
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図 5.3.2-2 貯水池内水質の経年変化(基準地点(網場地点)中層，1/2） 
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(mg/L) SS64.8

 最大 
 

平均 
 

最小 

75％値 
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図 5.3.2-2 貯水池内水質の経年変化(基準地点(網場地点)中層，2/2） 

  

環境基準A類型(1000MPN/100mL以下)
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図 5.3.2-3 貯水池内水質の経年変化(基準地点(網場地点)底層，1/2） 
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図 5.3.2-3 貯水池内水質の経年変化(基準地点(網場地点)底層，2/2） 

  

環境基準A類型(1000MPN/100mL以下)
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図 5.3.2-4 貯水池内水質の経年変化(補助地点(八幡橋地点)，1/2） 
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図 5.3.2-4 貯水池内水質の経年変化(補助地点(八幡橋地点)，2/2） 
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(2) 経月変化 

貯水池内（網場地点、八幡橋地点）における各水質項目の経月変化は、図 5.3.2-5及び図 

5.3.2-6に示すとおりである。水質の経月変化の概況を表 5.3.2-5 に示す。 

 

表 5.3.2-5 貯水池内水質の経月変化の状況 

項目 流入・下流河川の水質状況 

水温 

（－） 

網場表層と中層は、概ね一様に変化しており、3月頃から上昇し、9月頃まで高い状況

が続く。10月から翌 2月は各層の温度差が同程度となる。 

濁度 

（－） 

網場底層は夏季から秋季にかけて高くなる。表層、中層は年間を通じ概ね 10 度

以下で推移し、明確な季節変動は見られない。 

pH 

（6.5～8.5） 

網場地点(表層・中層・底層)では明確な季節変動は見られないが、八幡橋地点では夏

季に高くなることがある。 

BOD 

（2mg/L以下） 

BOD75％値は網場地点三層、八幡橋地点のいずれにも明確な季節変動は見られず、網場

地点は三層とも概ね 1mg/L以下、八幡橋地点は概ね 3mg/L以下で推移している。 

COD 

（－） 

COD75％値は網場地点三層、八幡橋地点のいずれにも明確な季節変動は見られず、概ね

3～4mg/L前後で推移している。 

SS 

（25mg/L以下） 

網場表層と中層、及び八幡橋地点では明確な季節変動は見られないが、網場底層は夏

季から秋季に高くなる季節変動が認められる。 

DO 

(7.5mg/L以上) 
網場底層は夏季から秋季に低くなることがある。 

大腸菌群数 

（1000MPN/100m

L以下） 

網場地点三層、八幡橋地点のいずれも夏季に高く、冬季に低い値を示す傾向にある。 

ふん便性 

大腸菌群数 

（－） 

貯水池網場表層のふん便性大腸菌群数は明確な季節変動は見られず、概ね 100 個/ 

100mL 以下で推移していることから、大腸菌群数の殆どは、土壌等の自然由来に起因

すると考えられる。 

T-N 

（－） 

網場地点三層、八幡橋地点のいずれにも明確な季節変動はみられず、概ね 1.0mg/L 近

傍で推移している。 

T-P 

（－） 

網場地点三層、八幡橋地点のいずれも夏季に上昇し冬季に減少する季節変動が見られ

る。 

クロロフィル a 

（－） 
網場表層及び八幡橋地点では春季から夏季に高い季節変動がみられる。 

全亜鉛 
（0.03mg/L以下） 

夏季に高くなることがあるが、概ね 0.003mg/L前後で推移している。 

ノニルフェノール 
（0.001mg/L 以下） 明確な季節変動は見られず、検出限界値(0.0006mg/L)前後で推移している。 

LAS 
（0.03mg/L以下） 

明確な季節変動は見られず、検出限界値(0.006mg/L)前後で推移している。 

※括弧内の数値は河川 A 類型及び生物 A 類型の環境基準値を示す。 
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図 5.3.2-5 貯水池内水質の経月変化(網場地点，1/3） 
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図 5.3.2-5 貯水池内水質の経月変化(網場地点，2/3） 
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図 5.3.2-5 貯水池内水質の経月変化(網場地点，3/3）  
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図 5.3.2-6 貯水池内水質の経月変化(補助地点(八幡橋地点)，1/2） 
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図 5.3.2-6 貯水池内水質の経月変化(補助地点(八幡橋地点)，2/2） 
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5.3.3 貯水池内水質の鉛直分布 

高山ダムでは、定期観測調査において網場地点の縦断方向水質を測定している。また、平

成 12 年より八幡橋地点およびダムサイト地点において水質自動観測装置により、水温、濁度

等の水質鉛直分布を測定している。本検討では、定期観測調査結果に基づき、各年の鉛直分

布状況を把握する。また、水質自動観測装置による測定結果に基づき、至近 5 ヶ年の水温，

濁度及び DO の鉛直分布を図 5.3.3-1 に整理した。また、図 5.3.3-2 には、各年の貯水池運

用、水温、濁度及び DOの時系列変化を示している。 

高山ダム貯水池水質の鉛直分布特性をまとめると以下のとおりである。 

 

【水温】 

高山ダムの発電用取水口は EL.99.0m、利水放流管 EL.95m と貯水池の下層部に位置する。

一般的に夏季は気温の上昇や日射量の影響を受けて貯水池表層の水温が上昇し、水温が貯水

池表層よりも低い河川水は中層付近へ貫入するため、水温躍層が形成されやすい。しかし、

高山ダムでは平成 16年より曝気循環設備を本格運用しており、表層から曝気循環設備の空気

吐出口標高(概ね利水放流管呑口中心と一致)まで一様の水温構造となっている。一方で、そ

れより下層の水は夏季には大規模洪水発生時を除き停滞するため、低い水温が維持される。 

 

【DO】 

至近 5ヶ年の貯水池内の DOは、曝気循環設備の稼働により、年間を通じて概ね空気吐出口

から表層まで一様の値をとるが、空気吐出口より底層側では夏季に低下する傾向にある。 

 

【濁度】 

至近 5ヶ年の貯水池内濁度は、出水後(平成 26年 8月、平成 29年 10月)には貯水池内全層

で濁度が 20度近くにまで上昇するが、翌月にかけて濁度は低減している。ただし、利水放流

管呑口中心(EL.95m)より下層では高い濁度が継続することがある。 
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図 5.3.3-1 貯水池水質の鉛直分布(1/2） 
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図 5.3.3-1 貯水池水質の鉛直分布(2/2） 
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平成 27年 

 
平成 28年 

 

平成 29年 

 

平成 30年 

 

令和元年 

 

図 5.3.3-2 貯水池水質の鉛直分布の時系列変化(1/3 水温） 
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平成 27年 

 
平成 28年 

 
平成 29年 

 
平成 30年 

 
令和元年 

 
図 5.3.3-2 貯水池水質の鉛直分布の時系列変化(2/3 DO） 
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平成 28年 
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平成 30年 

 
令和元年 

 

図 5.3.3-2 貯水池水質の鉛直分布の時系列変化(3/3 濁度） 
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5.3.4 植物プランクトンの生育状況変化 

網場、高山橋、八幡橋の表層の植物プランクトン調査結果（H6～令和元年）は図 5.3.4-1

に示すとおりである。 

平成 14年までは、夏季に植物プランクトン細胞数の増加がみられ、クロロフィル a濃度が

上昇する。発生する植物プランクトンの種別では、1 月以降から春頃にかけて珪藻綱が優占

し、その後、淡水赤潮の発生要因種である渦鞭毛藻綱が優占する。また、6 月頃より秋にか

けて、アオコ発生要因種の藍藻綱が優占する。 

曝気循環設備の本格的な運用を開始した平成 16年以降では、植物プランクトンの細胞数及

びクロロフィル a の濃度が、それ以前に比べて低くなっている。また曝気循環設備の稼働以

前は藍藻綱が優占する傾向のあった夏季から秋季にかけて優占藻類が珪藻綱となっているこ

とから、曝気循環設備の運用によりアオコや異臭味の原因となる藍藻綱の抑制効果が発揮さ

れていると評価される。 

至近 5 ヶ年では、植物プランクトンの細胞数及びクロロフィル a の濃度は低い状態を維持

している。 
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図 5.3.4-1 貯水池内の植物プランクトン(1/3 網場地点) 
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図 5.3.4-1 貯水池内の植物プランクトン(2/3 高山橋地点) 
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図 5.3.4-1 貯水池内の植物プランクトン(3/3 八幡橋地点) 
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5.3.5 貯水池の回転率 

高山ダムにおける年間総流入量と回転率を表 5.3.5-2に示す。 

高山ダムの年回転率は 5.16～16.53回の範囲で変動し、平均（平成 6年～令和元年）は 9.78

回/年である。また、7月回転率は 0.75～8.88 回/月の範囲で変動し、平均（平成 6年～令和

元年）は 3.51 回/月である。 

回転率と貯水池の水理構造を特徴づける成層の形成の関係を、表 5.3.5-1に示す。これに

より、高山ダムの年回転率の平均値（9.78 回/年）、7 月回転率の平均値（3.51 回/月）はど

ちらも「成層型(成層Ⅱ型)または中間型」と評価される。 

 

表 5.3.5-1 各水理指標と成層形成の関係 

 

出典：水理公式集[2018 年度版] 

  

定性的性格 年間回転率 7月回転率

成 層 I 型 <10 <1

成層型(成層Ⅱ型)または中間型
10～20

（例外あり）
1～5

（例外あり）

混 合 型
20<

（例外あり）
5<

(例外あり）

成層Ⅰ型：主に気象要因による成層の形成
成層Ⅱ型：主に流出入要因による成層の形成



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-73 

 

表 5.3.5-2 高山ダムの年間総流入量と回転率 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1)総貯水容量 56,800,000 m3

(2)洪水期制限水位容量 21,400,000 m
3

年
年間総流入量

×10
6
m
3

7月流入量

×10
6
m
3

年回転率
回/年

7月回転率
回/月

H6 363.87 15.99 6.41 0.75
H7 515.55 137.22 9.08 6.41
H8 293.09 41.64 5.16 1.95
H9 495.10 174.31 8.72 8.15
H10 683.51 64.05 12.03 2.99
H11 530.18 59.98 9.33 2.80
H12 410.93 28.45 7.23 1.33
H13 488.86 25.51 8.61 1.19
H14 344.60 45.83 6.07 2.14
H15 679.51 78.75 11.96 3.68
H16 806.89 43.69 14.21 2.04
H17 414.55 41.64 7.30 1.95
H18 495.30 111.45 8.72 5.21
H19 437.21 136.03 7.70 6.36
H20 546.27 45.37 9.62 2.12
H21 520.74 57.22 9.17 2.67
H22 588.14 100.04 10.35 4.67
H23 939.04 135.84 16.53 6.35
H24 648.18 89.46 11.41 4.18
H25 628.65 21.20 11.07 0.99
H26 456.69 25.21 8.04 1.18
H27 628.65 190.12 11.07 8.88
H28 467.61 43.48 8.23 2.03
H29 665.41 27.63 11.71 1.29
H30 757.02 105.47 13.33 4.93
R1 635.22 107.31 11.18 5.01

9.78 3.51
（H7～R1年） （H7～R1年）

5.16 0.75
（H8年） （H6年）
16.53 8.88

（H23年） （H27年）

平均

最小

最大
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5.3.6 流入負荷量の推定 

高山ダム貯水池に流入する BOD、COD、SS、T-N、T-Pが量としてどの程度あるかを把握する

ため、L-Q式を作成して流入負荷量（年合計）を整理した。 

L-Q 式は平成 6 年 1 月から令和元年 12 月までの定期水質調査と調査当日のダム流入量(日

平均値)との関係から作成した。得られた L-Q式を用いて日々の負荷量を求め、年ごとの合計

値を年間流入負荷量として整理した。なお L-Q 式の使用した水質調査地点は名張川本川に設

置された大川橋地点、及び支川治田川に設置された治田川地点とし、各河川の流入量はダム

流入量にそれぞれの流域面積比を乗じて算出した。 

水質項目ごとの年間流入負荷量の整理結果、及び作成した L-Q式を以下に示す。 

各水質の年間流入負荷量は至近 5カ年の平均で、BOD：353（t/年）、COD：2,696(t/年)、SS：

89,433(t/年)、T-N：200(t/年)、T-P：18(t/年)と試算された。 

 

表 5.3.6-1 流入水質負荷量の経年変化 

 

年 BOD COD SS T-N T-P

t/年 t/年 t/年 t/年 t/年

平成6年 212 1,540 49,316 127 11

平成7年 289 2,215 76,430 165 15

平成8年 181 1,212 21,871 113 10

平成9年 281 2,117 68,264 163 15

平成10年 392 2,893 73,343 227 20

平成11年 305 2,248 60,273 178 16

平成12年 242 1,727 43,456 145 13

平成13年 283 2,070 57,034 167 15

平成14年 213 1,434 25,487 133 11

平成15年 387 2,885 79,064 224 20

平成16年 445 3,494 122,464 247 23

平成17年 245 1,717 37,665 148 13

平成18年 294 2,100 48,069 175 15

平成19年 255 1,829 46,092 152 13

平成20年 318 2,298 54,087 188 17

平成21年 300 2,210 65,126 176 16

平成22年 341 2,486 60,245 200 18

平成23年 498 4,116 186,934 267 26

平成24年 373 2,795 79,426 215 19

平成25年 354 2,716 93,852 202 18

平成26年 261 1,925 59,529 154 14

平成27年 353 2,645 76,930 203 18

平成28年 279 2,007 49,590 166 15

平成29年 372 2,957 124,738 207 19

平成30年 421 3,254 103,905 236 22

令和元年 338 2,618 92,004 190 18

至近10ヵ年平均 359 2,752 92,715 204 19

至近5ヶ年平均 353 2,696 89,433 200 18



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-75 

 

図 5.3.6-1 年間流入負荷量の推移 
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図 5.3.6-2 各水質項目の平水時 L-Q式 (1/3) 
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図 5.3.6-2 各水質項目の平水時 L-Q式 (2/3) 

  

y = 22.071x1.4389

R² = 0.648

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

0.001 0.01 0.1 1

S
S
比
負
荷
量

(g
/
s/

km
2 )

比流量 (m3/s/km2)

SS

y = 2.1862x0.8775

R² = 0.3868

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

0.001 0.01 0.1 1

C
ｈ
ｌ-

a比
負
荷
量

(m
g/

s/
km

2 )

比流量 (m3/s/km2)

      a

y = 0.1801x0.942

R² = 0.6708

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

0.001 0.01 0.1 1

O
-
N
比
負
荷
量

(g
/
s/

km
2 )

比流量 (m3/s/km2)

O-N

y = 0.0422x0.8996

R² = 0.7586

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

0.001 0.01 0.1 1

I-
N
比
負
荷
量

(g
/
s/

km
2 )

比流量 (m3/s/km2)

I-N



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-78 

 

図 5.3.6-2 各水質項目の平水時 L-Q式 (3/3) 
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5.3.7 健康項目 

至近 5 ヶ年の健康項目の分析結果を以下に示す。高山ダムでは全ての健康項目が環境基準を

満足している。 

 

表 5.3.7-1 至近 5ヶ年の健康項目の分析結果 

 

  

単位: mg/L

平成29年 平成30年 令和元年

2月 8月 2月 8月 8月 8月 8月

カドミウム 0.003mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

全シアン 検出されないこと N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

鉛 0.01mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

六価クロム 0.05mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

ヒ素 0.01mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

総水銀 0.0005mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D 0.00004 N.D

アルキル水銀 検出されないこと N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

PCB 検出されないこと N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

ジクロロメタン 0.02mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

四塩化炭素 0.002mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

1,1-ジクロロエチレン 0.1mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

1,1,1-トリクロロエタン 1mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

トリクロロエチレン 0.01mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

1,3-ジクロロプロペン 0.002mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

チウラム 0.006mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

シマジン(CAT) 0.003mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

チオベンカルブ 0.02mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

ベンゼン 0.01mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

セレン 0.01mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

フッ素 0.8mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

ホウ素 1mg/L以下 N.D 0.01 0.03 0.03 0.01 0.01 0.01

1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下 N.D N.D N.D N.D N.D N.D N.D

N.D: 検出下限値未満

項目 環境基準
平成27年 平成28年
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5.3.8  底質 

平成 15年以降の底質の分析結果を以下に示す。 

至近 5 ヶ年ではセレンの含有量に上昇傾向が認められるが、原因の詳細については不明で

ある。なお、底質中のセレン含有量は明確な基準は定められていないが、土壌汚染対策法に

基づく含有量基準としては、150mg/kgが定められている。したがって、浚渫土を農地土壌等

へ使用する場合を仮定しても、格段の問題は発生しないと評価される。 

 

 

図 5.3.8-1 底質の分析結果 

 

  

0

5

10

15

20

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

強
熱

減
量

(%
)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

含
有

量
(m

g
/g

)

T-N T-P 硫化物 マンガン

0

20

40

60

80

100

120

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

含
有

量
(m

g
/g

)

COD 鉄

0

10

20

30

40

50

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

含
有

量
(m

g
/k

g
)

鉛 ヒ素

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

含
有

量
(m

g
/k

g
)

カドミウム 6価クロム 総水銀 アルキル水銀 PCB チウラム シマジン チオベンカルブ セレン



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-81 

5.3.9 水質障害の発生状況 

高山ダムで週 1 回実施している目視による巡視結果等を基にした平成 8 年から令和元年の

水質障害の発生状況を表 5.3.9-1に示す。 

高山ダムでは、昭和 58 年よりアオコの発生が、昭和 59 年より淡水赤潮の発生が顕著とな

り、平成 14年まで富栄養化を原因とする水質障害は毎年発生していた。 

平成 16年以降は、曝気循環設備の本格的な運用を開始したことにより、淡水赤潮及びアオ

コの発生頻度は低くなり、コンプレッサー4台の稼働を開始した平成 16年 4月以降では、淡

水赤潮は平成 20 年と平成 24 年、アオコは平成 24年と平成 29年に確認されているのみであ

る。 

 

冷水現象については、高山ダムでは 4 月初旬より曝気循環設備の稼働により湖水の鉛直循

環を図っているため、月 1 回の定期観測結果での春先の放流水は流入水に比べてやや低いが

概ね同程度となっている。 
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表 5.3.9-1 水質障害の発生状況 

 

 

 

 

〈凡例〉 淡水赤潮 アオコ 異臭味 曝気循環設備稼動期間

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

※表中の稼働台数は、曝気循環設備のコンプレッサー台数を示す。
※分画フェンスは平成13年、噴水は平成12年に設置。

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

令和元年

１１月 １２月

平成8年

平成9年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
年

１月 ２月 ３月 ４月

平成19年

平成20年

平成10年

平成11年

平成12年

平成16年

平成17年

平成18年

平成13年

平成14年

平成15年

平成25年

平成26年

平成22年

平成23年

平成21年

平成24年

１台稼働

２台稼働

４台稼働

４台稼働

４台稼働

４台稼働

３台稼働

３台稼働

３台稼働

４台稼働

３台稼働

３台稼働

３台稼働

３台稼働

２台稼働

３台稼働２台稼働

３台稼働２台稼働

３台稼働２台稼働

３台稼働２台稼働

３台稼働２台稼働

３台稼働４台稼働

４台稼働３台稼働

４台稼働 ３台稼働
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平成 29年の水質障害の発生状況は表 5.3.9-1と図 5.3.9-1に示すとおりである。 

高山ダムでは、平成 24年以降から令和元年まで淡水赤潮及び異臭味は確認されていないが、

平成 29年 9月 11日から 9 月 21日に八幡橋付近で小規模なアオコ発生が確認された。 

アオコの発生を受けて水資源機構の対応として、アオコ発生状況の監視の強化に加え、水

質調査を追加で実施した。 

 

表 5.3.9-2 水質障害の発生状況 

 

 

 

図 5.3.9-1 平成 29年 9月のアオコ発生範囲 
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図 5.3.9-2 平成 29年 9月のアオコ発生状況  
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5.4 社会環境からみた汚濁源の整理 

5.4.1 流域社会環境の整理 

 高山ダムの流域面積は 615km2であり、流域関連市町村は、京都府 1村、奈良県旧 8町村、

三重県旧 2市 1村の計旧 12 市町村である。 

 

高山ダム流域に占める各旧市町村の面積及び行政区域に対する割合を表 5.4.1-1 及び図 

5.4.1-1に示す。 

奈良県旧菟田野町及び曽爾村のほぼ全域が流域内に含まれるほか、旧榛原町、旧菟田野町、

旧室生村、御杖村及び三重県名張市なども流域内に含まれる割合は高い。 

 

表 5.4.1-1 高山ダム流域に占める各市町村面積及び割合 

 
 

 

図 5.4.1-1 高山ダム流域(615.00km2)に占める各市町村面積及び割合 

 
市町村等名

行政区面積

(km2)

流域内面積

(km2)
面積比

京都府 南山城村 64.21 18.17 0.283

三重県 旧上野市(伊賀市) 195.26 23.87 0.122
名張市 129.76 125.42 0.967
旧美杉村(津市) 206.7 20.4 0.099

奈良県 旧月ヶ瀬村(奈良市) 21.35 18.63 0.873
山添村 66.47 53.36 0.803
旧大宇陀町(宇陀市) 47.44 37.67 0.794
旧菟田野町(宇陀市) 27.78 27.77 1.000
旧榛原町(宇陀市) 64.41 61.57 0.956
旧室生村(宇陀市) 107.99 104.69 0.969
曽爾村 47.84 47.84 1.000
御杖村 79.63 75.61 0.950

合計 1058.84 615.00 －
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高山ダム流域面積(615km
2
)に対する

市町村面積の割合

2.95%
3.88%

20.39%
3.32%

 

南山城村, 2.95% 旧上野市(伊賀市), 3.88%

名張市, 20.39%

旧美杉村(津市), 3.32%

旧月ヶ瀬村(奈

良市), 3.03%山添村, 8.68%

旧大宇陀町(宇陀市), 

6.13%
旧菟田野町(宇陀

市), 4.52%

旧榛原町(宇陀市), 

10.01%

旧室生村(宇陀市), 

17.02%

曽爾村, 7.78%

御杖村, 12.29%

高山ダム流域面積(615km2)に対する市町村面積の割合

京都府：南山城村 

奈良県：旧月ヶ瀬村、山添村、旧大宇陀町、旧菟田野町、旧榛原町、旧室生村、曽爾村、御杖村 

三重県：旧上野市、名張市、旧美杉村 

※月ヶ瀬村は奈良市、大宇陀町･菟田野町･榛原町･室生村は宇陀市、上野市は伊賀市、美杉村は津市へ合併・編入 
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高山ダムの流域面積比により算出した旧 12 市町村の高山ダム流域内人口の推移は表 

5.4.1-2、図 5.4.1-2のとおりである。 

流域内人口は平成 7 年及び平成 12 年には 13 万人を超えていたが、以降減少傾向となり、

平成 27 年時点で 12 万人余りとなっている。流域内人口の割合では名張市が 6 割以上を占め

ている。 

 

表 5.4.1-2 高山ダム流域内人口の推移 

 
※流域内人口は以下のとおり算出した。 

各自治体の行政区域内人口×各自治体の行政区域内面積のうち高山ダム流域に含まれる面積の割合 

 
※流域内人口は以下のとおり算出した。 

各自治体の行政区域内人口×各自治体の行政区域内面積のうち高山ダム流域に含まれる面積の割合 

図 5.4.1-2 高山ダム流域内人口の推移 

  

高山ダム流域内人口※

府県 市町村名 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27
京都府 南山城村 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
三重県 旧上野市(伊賀市) 7 7 7 7 7 7 7 7 8 7 7 7

名張市 30 29 30 34 43 55 67 77 81 79 78 76
旧美杉村(津市) 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0

奈良県 旧月ヶ瀬村(奈良市) 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1
山添村 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 3 3
旧大宇陀町(宇陀市) 9 9 9 9 8 8 8 8 7 7 6 6
旧菟田野町(宇陀市) 7 6 6 6 6 6 5 5 5 5 4 4
旧榛原町(宇陀市) 13 12 12 12 16 18 19 19 19 18 17 16
旧室生村(宇陀市) 9 8 8 7 7 7 7 7 6 6 5 4
曽爾村 4 4 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2
御杖村 5 4 4 3 3 3 3 3 2 2 2 2

計 96 89 88 91 103 115 127 137 137 133 127 121

（単位：千人）
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高山ダム流域内における下水道普及率の推移を図 5.4.1-3に示す。 

流域内の公共下水道普及率は、平成 30年時点で 36%程度であり、全国公共下水道普及率の 79％

に比較して低い状況となっている。また、汚水処理施設普及率は、平成 30 年時点で約 82%である。 

 

図 5.4.1-3高山ダム流域内における下水道普及率の推移 
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高山ダム流域内の土地利用状況を図 5.4.1-4に示す。 

平成 28 年度時点の流域内の土地利用割合は、森林 76.4%、田 7.9%、建物用地 5.9%、その

他の農用地 4.4%、河川及び湖沼 1.9%などとなっている。平成 26 年時点の土地利用割合から

の大きな変化は見られない。 

また、高山ダム建設以降、流域内での大規模な開発について、目立ったものは行われてい

ない。 

 

 

 
 

図 5.4.1-4 高山ダム流域内の土地利用の状況 

出典: 国土地理院 土地利用細分メッシュ(平成 28 年度) 

  

田: 7.87%

その他農用地: 

4.39%

森林: 76.4%

荒地: 0.73%

建物用地: 5.94%

道路: 0.15%

鉄道: 0.13%

その他の用地: 

1.38%

河川地及び湖沼: 

1.89%
ゴルフ場: 1.12%
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5.5 水質の評価 

5.5.1 流入・下流河川水質の比較による評価 

環境基準に設定されている各水質項目および富栄養化に係る総窒素，総リン等について、

流入河川（名張川本川(大川橋)、治田川）、下流河川（放水口地点）、と貯水池の水質(網場地

点、八幡橋地点）を比較し、継続的な水質変化を評価する。水質比較を行う水質調査地点を

図 5.5.1-1に示す。 

 

 

図 5.5.1-1 水質比較を行う水質調査地点 

 

 

(1) 環境基準との適合 

平成 27年から令和元年における流入河川(大川橋、治田川)、下流河川(放水口地点)及び貯

水池内(網場表層、八幡橋)における水質(環境基準が設定されているｐH、BOD、DO、SS 及び

大腸菌群数の計 5 項目)の環境基準の達成状況を表 5.5.1-1 および図 5.5.1-2 に示す。環境

基準の類型指定は全地点で河川 A類型である。 

表 5.5.1-1に示した水質項目をそれぞれの環境基準に照合した場合、流入河川の名張川本

川（大川橋地点）では平成 30 年を除く全ての年で大腸菌群数が、治田川では平成 27 年を除

く全ての年で BOD、全ての年で大腸菌群数が環境基準を満足していなかった。下流河川(放水

口地点)では、すべての項目で環境基準を満足している。 

また、貯水池内(網場地点、八幡橋地点)では、網場地点では平成 28年と令和元年に大腸菌

群数が、八幡橋地点では平成 28 年に BODが満足していなかった。しかし、他の水質項目につ

いては、全ての年で環境基準を満足している。 

 

  

下流河川
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名張川

治田川

名張川本川
（大川橋地点）
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（八幡橋地点）

網場地点
（表・中・下層）

河川A類型（全地点）
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表 5.5.1-1 水質調査結果(H27～R1・生活環境項目) 

 

 注 1)BODは年間 75％値、それ以外は年平均値である。 

 注 2)着色した箇所は環境基準を満足していない。 

 

  

項目 環境基準 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 平均

名張川本川(大川橋地点) 7.7 7.6 7.7 7.7 7.8 7.7

治田川 7.6 7.5 7.6 7.5 7.7 7.6

補助地点 八幡橋地点 7.7 7.6 7.7 7.3 7.8 7.6

基準地点 網場地点 7.5 7.3 7.3 7.2 7.5 7.4

下流河川 放水口地点 7.4 7.3 7.3 7.2 7.4 7.3

名張川本川(大川橋地点) 0.9 0.9 1.3 1.4 1.2 1.1

治田川 1.8 2.5 2.7 3.8 4.7 3.1

補助地点 八幡橋地点 1.3 2.1 1.7 1.5 1.3 1.6

基準地点 網場地点 1.0 1.4 1.5 1.1 1.4 1.3

下流河川 放水口地点 1.0 1.0 1.5 1.3 1.4 1.2

名張川本川(大川橋地点) 10.6 10.4 10.4 10.5 9.9 10.4

治田川 10.0 9.7 9.6 9.3 9.7 9.7

補助地点 八幡橋地点 10.3 9.7 10.6 9.7 9.8 10.0

基準地点 網場地点 10.6 10.4 10.4 10.5 9.9 10.4

下流河川 放水口地点 9.2 8.5 9.5 9.2 9.1 9.1

名張川本川(大川橋地点) 2.9 2.9 5.0 4.4 4.6 3.9

治田川 7.5 3.7 7.6 7.5 7.7 6.8

補助地点 八幡橋地点 2.9 2.7 4.7 4.6 3.8 3.7

基準地点 網場地点 1.9 2.0 2.8 2.7 2.6 2.4

下流河川 放水口地点 2.3 2.7 4.1 6.5 4.2 4.0

名張川本川(大川橋地点) 2.E+03 3.E+03 1.E+03 7.E+02 1.E+03 2.E+03

治田川 2.E+04 1.E+04 6.E+03 7.E+03 5.E+03 9.E+03

補助地点 八幡橋地点 5.E+02 5.E+02 3.E+02 8.E+02 7.E+02 5.E+02

基準地点 網場地点 3.E+02 1.E+03 2.E+02 2.E+02 1.E+03 7.E+02

下流河川 放水口地点 2.E+02 3.E+02 2.E+02 4.E+02 3.E+02 3.E+02

地　　　点

pH 6.5 ～ 8.5

流入河川

BOD75%値 2mg/l以下

流入河川

大腸菌群数
1000MPN/100ml

以下

流入河川

DO 7.5mg/l以上

流入河川

SS 25mg/l以下

流入河川
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図 5.5.1-2 環境基準達成度(H27～R1 流入・下流河川(1/2)) 
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図 5.5.1-2 環境基準達成度(H27～R1 貯水池内(2/2)) 
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(2) 縦断方向の水質の比較(年平均値の比較) 

流入河川(大川橋及び治田川)から下流河川(放水口地点)までの区間を対象に、縦断方向の

水質調査結果について比較を行った。整理対象期間は平成 27年から令和元年までの至近 5ヶ

年とした。 

高山ダム貯水池、流入河川および下流河川の水質調査地点模式図を図 5.5.1-3、縦断方向

の水質の比較結果を図 5.5.1-4に示す。 

 

 

図 5.5.1-3 高山ダム貯水池、流入河川及び下流河川の水質調査地点模式図 

 

1) 年平均水温の縦断変化 

年平均水温は、貯水池（八幡橋、網場表層）では流入河川(大川橋)より高くなる傾向があ

るが、下流河川（放水口地点）では流入河川と同程度の水温となっていることから、高山ダ

ムからの放流による冷水･温水の影響は小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(1) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(水温) 
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2) 年平均濁度の縦断変化 

年平均濁度は、平成 30年を除き、流入河川と下流河川は概ね同程度であることから、高山

ダムによる濁度の影響は小さいと考えられる。また、治田川から高濁度の水が流入すること

があるが、貯水池内への影響は見られない。 

 

 

図 5.5.1-4(2) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(濁度) 

 

3) 年平均 pHの縦断変化 

年平均 pHは、貯水池内から放水口地点にかけて低下する傾向があるが、いずれの地点も至

近 5ヶ年で環境基準を満足していることから、高山ダムの存在による pHへの影響は小さいと

考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(3) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(pH) 
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4) 年平均 DOの縦断変化 

年平均 DOは、流下の過程で低減する傾向があるが、いずれの地点も至近 5ヶ年で環境基準

を満足していることから、高山ダムの存在による DOへの影響は小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(4) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(DO) 

 

5) BOD年間 75%値の縦断変化 

BOD年間 75%値は、治田川を除き、流入河川から貯水池下流河川まで概ね一様の濃度である

ことから、高山ダムの存在による BODへの影響は小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(5) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(BOD) 
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6) COD年間 75%値の縦断変化 

COD年間 75%値は、治田川を除き、流入河川から貯水池下流河川まで概ね一様の濃度である

ことから、高山ダムの存在による CODへの影響は小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(6) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(COD75%) 

 

7) 年平均 SSの縦断変化 

年平均 SSは、流入河川から貯水池、下流河川まで概ね同程度で推移する傾向にある。いず

れの地点も環境基準を満足しており、高山ダムの存在による SSへの影響は小さいと考えられ

る。 

 

 

図 5.5.1-4(7) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(SS) 
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8) 年平均大腸菌群数の縦断変化 

年平均大腸菌群数は、流入河川では環境基準を満足していない年が多いが、下流河川では

全ての年で環境基準を満足しているため、高山ダムの存在による大腸菌群数への影響は小さ

いと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(8) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(大腸菌群数) 
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ており、経年的にも大きな変化は見られないため、高山ダムの存在による総窒素への影響は

小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(9) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(T-N) 
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10) 年平均総リンの縦断変化 

年平均総リンは、治田川を除き、流入河川から貯水池下流河川まで概ね一様の濃度である

ことから、高山ダムの存在による総リンへの影響は小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(10) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(T-P) 

 

11) 年平均クロロフィル aの縦断変化 
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ロフィル aへの影響は小さいと考えられる。 

 

 

図 5.5.1-4(11) 流入河川、貯水池及び下流河川の水質調査結果(クロロフィル a) 
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5.5.2 経年的水質変化による評価 

(1) 総窒素 (T-N) 

高山ダム流域内人口、耕作地面積（田、畑、果樹園）と総窒素年平均値の経年変化を図 

5.5.2-1に示す。T-Nは平成 7～10年頃をピークに緩やかに減少傾向にあるが、流域内人口も

同時期を境に減少の傾向が見られる。また、流域内の下水道整備も経年的に進んでいること

から、流入河川の T-Nの減少は、流域の下水道の普及が影響しているものと考えられる。 

 

(2) 総リン (T-P) 

高山ダム流域内人口、耕作地面積（田、畑、果樹園）と総リン年平均値の経年変化を図 

5.5.2-2に示す。流入 T-Pは平成 15年頃を境に年間を通じて安定して推移するようになって

いるが、この頃より下水道普及率が増加傾向を示している。このことから、流入河川の総リ

ン濃度の安定化には、流域の下水道の普及が影響しているものと考えられる。 
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図 5.5.2-1 高山ダム流域の人口、耕地面積と総窒素年平均値の経年変化 
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図 5.5.2-2 高山ダム流域の人口、耕地面積と総リン年平均値の経年変化 
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5.5.3 水温に関する評価 

定期水質調査による毎月の流入河川(大川橋)並びに下流河川(放水口地点)の水温及びダム

表層、ダム直下の水質自動観測装置による水温の観測結果を図 5.5.3-1に示す。放流水温は

流入水温に比べ、やや低下し流入河川と同程度となっていることから、高山ダムの存在によ

る水温への影響は小さいと考えられる。高山ダムでは冷水放流対策として、4 月初旬より曝

気循環設備の稼働により湖水の鉛直循環を図っており、曝気循環設備の稼働直後には貯水池

表層から利水放流管呑口中心(EL.95m)にかけての水温差が低減していることから、冷水放流

が抑制されていると評価される。 

水温については、今後も引き続きモニタリングを継続する。 

 

 

図 5.5.3-1 高山ダム流入水温・放流水温の推移 
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5.5.4 水の濁りに関する評価 

定期水質調査による毎月の流入河川(大川橋)と下流河川(放水口)、及びダム直下に設置さ

れた水質自動観測装置による濁度の観測結果を図 5.5.4-1に示す。 

なお、定期水質調査と水質自動観測装置の濁度結果は必ずしも一致せず、水質自動観測装

置の値が高い傾向にあった。このことから、平成 27年から令和元年までのダム下流河川にお

ける定期水質調査の濁度と同日の水質自動観測装置の濁度の散布図を作成し、その近似直線

から得た関係式を用いて水質自動観測装置の濁度データを補正した。 

至近 5ヶ年(平成 27～令和元年)における補正後の水質自動観測装置の濁度による下流河川

の濁度別日数は表 5.5.4-1 に示すとおりである。 

下流河川の濁度別日数は、10度未満の日が 97.8%、10度以上 25度未満の日が 1.8%、25 度

以上が 0.3%であった。 

図 5.5.4-2に示すとおり、下流河川の濁度は 10度以上で継続する頻度は少ない。 

 

 

図 5.5.4-1 高山ダム流入濁度・放流濁度の推移 
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表 5.5.4-1 下流河川（放水口）の濁度別日数 

 

 

 

図 5.5.4-2 下流河川(放水口)の濁度 10以上の継続日数と発生回数（平成 27～令和元年） 
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5.5.5 底層嫌気化の評価 

定期水質調査結果により、貯水池(網場地点)の底層では DOが 2mg/L を下回ることが確認さ

れた。貯水池内に設置されている水質自動観測装置の観測データに基づき、貯水池底層の嫌

気化の発生状況を確認した。 

底層の DOは循環期には高い値で推移し、成層期に入る 4月頃から再度循環期に移行する晩

秋頃まで、もしくは出水により湖水が鉛直混合するまでは徐々に低下傾向を示した。DOが低

下した期間には、底泥からの鉄、マンガンの溶出とそれに伴う赤水や黒水が発生する可能性

がある。しかし、高山ダムにおける DO の鉛直分布を確認すると、DO が 2mg/L 以下となる水

深は湖底直上 4m程度までであり、その発生期間も短い。また、高山ダムにおける利水放流管

呑口中心は EL.95m であり、当該標高の酸化還元電位（ORP）に着目しても常に酸化状態が保

たれている。 

以上のことから、高山ダムにおける底層の DO低下はダム下流に影響を及ぼさないものと考

えられる。 

 

 

図 5.5.5-1 高山ダム底層 DOの推移 
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平成 28年の高山橋地点及び八幡橋地点は計測データなし 

図 5.5.5-2 高山ダム鉛直 DOの推移 

 

図 5.5.5-3 高山ダム底層(EL.95m)ORPの推移 
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5.5.6 富栄養化に関する評価 

(1) 貯水池水質からみた富栄養化現象 

流入河川、貯水池内、下流河川における総窒素及び総リンの構成形態別の結果は、表 

5.5.6-1 に示すとおりである。なお、有機態窒素及び有機態リンの値は、総窒素及び総リン

の値から無機態窒素及び無機態リンの値を引いて算出している。 

至近５ヶ年では、各地点ともに窒素は硝酸態窒素の占める比率が最も高く、流入河川では

約 66～72%、貯水池内では約 66～74%を、リンは無機態リンの占める比率が最も高く、流入河

川では約 63～73%、貯水池内では約 49%～59%を占めており(いずれも至近 5ヶ年平均より算出)、

植物プランクトンが容易に摂取できる形態であることが確認された。また、治田川では大川

橋地点と比較して有機態窒素、亜硝酸態並びアンモニア態窒素の比率が高い傾向が見られた。 

 

 

表 5.5.6-1(1) 形態別窒素及びリンの平均値等取りまとめ(H1～R1平均) 

 

 
 

  

年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小

総窒素 (mg/L) 1.23 4.68 0.61 3.25 10.18 0.92 1.43 3.26 0.82

有機態窒素 (mg/L) 0.37 3.28 0.03 0.53 8.74 0.00 0.26 1.28 0.00

硝酸態窒素 (mg/L) 0.89 2.64 0.07 2.02 6.60 0.59 1.04 1.76 0.00

亜硝酸態窒素 (mg/L) 0.03 0.32 0.00 0.10 0.67 0.00 0.03 0.28 0.00

アンモニア態窒素 (mg/L) 0.05 1.93 0.00 0.60 4.90 0.01 0.14 1.34 0.01

無機態窒素 (mg/L) 0.85 4.16 0.00 2.71 8.60 0.68 1.21 2.91 0.17

総リン (mg/L) 0.069 0.948 0.024 0.158 3.870 0.032 0.043 0.147 0.014

有機態リン (mg/L) 0.024 0.940 0.001 0.051 3.852 0.000 0.017 0.108 0.000

無機態リン (mg/L) 0.045 0.243 0.008 0.107 1.160 0.008 0.026 0.078 0.002

項目 単位

流入河川 下流河川

大川橋 治田川 放水口

年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小

総窒素 (mg/L) 1.47 4.86 0.75 1.39 2.80 0.75 1.50 3.22 0.78 1.54 9.17 0.64

有機態窒素 (mg/L) 0.44 4.63 0.01 0.23 0.70 0.00 0.26 1.93 0.00 0.47 7.95 0.01

硝酸態窒素 (mg/L) 0.95 1.78 0.00 1.02 1.77 0.44 0.93 1.74 0.03 0.97 2.47 0.16

亜硝酸態窒素 (mg/L) 0.02 0.18 0.00 0.03 0.37 0.00 0.03 0.20 0.00 0.02 0.11 0.00

アンモニア態窒素 (mg/L) 0.06 0.81 0.00 0.11 0.99 0.00 0.28 2.48 0.00 0.08 1.42 0.00

無機態窒素 (mg/L) 1.03 2.22 0.01 1.16 2.44 0.57 1.24 2.68 0.00 1.07 2.79 0.00

総リン (mg/L) 0.050 0.427 0.010 0.039 0.109 0.010 0.054 0.172 0.016 0.077 1.970 0.016

有機態リン (mg/L) 0.035 0.421 0.001 0.016 0.086 0.000 0.022 0.124 0.001 0.051 1.963 0.001

無機態リン (mg/L) 0.015 0.053 0.001 0.023 0.088 0.001 0.032 0.156 0.002 0.025 0.172 0.001

八幡橋

貯水池内補助地点

底層

貯水池内基準地点(網場)

項目 単位 表層 中層
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表 5.5.6-1(2) 形態別窒素及びリンの平均値等取りまとめ(H1～H26平均) 

 

 
 

表 5.5.6-1(3) 形態別窒素及びリンの平均値等取りまとめ(H27～R1平均) 

 

 
 

  

年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小

総窒素 (mg/L) 1.29 4.68 0.70 3.13 10.18 0.92 1.51 3.26 0.90

有機態窒素 (mg/L) 0.28 3.28 0.03 0.54 8.74 0.02 0.26 1.28 0.00

硝酸態窒素 (mg/L) 0.93 2.64 0.07 1.92 4.59 0.59 1.06 1.76 0.00

亜硝酸態窒素 (mg/L) 0.03 0.32 0.00 0.09 0.55 0.00 0.03 0.28 0.00

アンモニア態窒素 (mg/L) 0.05 1.93 0.00 0.58 4.90 0.01 0.15 1.34 0.01

無機態窒素 (mg/L) 1.01 4.16 0.00 2.59 7.41 0.68 1.24 2.91 0.17

総リン (mg/L) 0.071 0.948 0.024 0.161 3.870 0.032 0.043 0.147 0.014

有機態リン (mg/L) 0.025 0.940 0.001 0.054 3.852 0.000 0.017 0.108 0.000

無機態リン (mg/L) 0.046 0.243 0.008 0.107 1.160 0.008 0.025 0.078 0.002

項目 単位

流入河川 下流河川

大川橋 治田川 放水口

年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小

総窒素 (mg/L) 1.57 4.86 0.75 1.47 2.80 0.78 1.58 3.22 0.85 1.65 9.17 0.77

有機態窒素 (mg/L) 0.48 4.63 0.04 0.24 0.70 0.01 0.27 1.93 0.00 0.51 7.95 0.04

硝酸態窒素 (mg/L) 1.00 1.78 0.00 1.07 1.77 0.51 0.98 1.74 0.03 1.03 2.47 0.16

亜硝酸態窒素 (mg/L) 0.02 0.18 0.00 0.03 0.37 0.00 0.03 0.20 0.00 0.02 0.11 0.00

アンモニア態窒素 (mg/L) 0.06 0.81 0.00 0.12 0.99 0.00 0.31 2.48 0.00 0.09 1.42 0.00

無機態窒素 (mg/L) 1.08 2.22 0.01 1.23 2.44 0.66 1.31 2.68 0.00 1.14 2.79 0.00

総リン (mg/L) 0.052 0.427 0.010 0.039 0.109 0.010 0.054 0.172 0.016 0.081 1.970 0.016

有機態リン (mg/L) 0.038 0.421 0.002 0.016 0.086 0.001 0.022 0.124 0.001 0.057 1.963 0.004

無機態リン (mg/L) 0.014 0.053 0.001 0.023 0.088 0.001 0.032 0.156 0.002 0.025 0.172 0.001

貯水池内補助地点

八幡橋項目 単位

貯水池内基準地点(網場)

表層 中層 底層

年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小

総窒素 (mg/L) 0.89 1.30 0.61 3.83 9.99 1.37 1.02 1.37 0.82

有機態窒素 (mg/L) 0.88 1.29 0.61 0.49 2.80 0.00 0.25 0.36 0.09

硝酸態窒素 (mg/L) 0.64 1.03 0.31 2.51 6.60 0.91 0.72 1.00 0.47

亜硝酸態窒素 (mg/L) 0.03 0.10 0.00 0.13 0.67 0.02 0.02 0.05 0.01

アンモニア態窒素 (mg/L) 0.01 0.03 0.00 0.70 4.76 0.01 0.08 0.17 0.02

無機態窒素 (mg/L) 0.01 0.03 0.00 3.34 8.60 1.06 0.83 1.12 0.60

総リン (mg/L) 0.059 0.125 0.031 0.148 0.364 0.049 0.044 0.094 0.019

有機態リン (mg/L) 0.021 0.053 0.001 0.039 0.171 0.002 0.011 0.022 0.003

無機態リン (mg/L) 0.037 0.083 0.010 0.109 0.201 0.043 0.031 0.052 0.010

項目 単位

流入河川 下流河川

大川橋 治田川 放水口

年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小 年平均 年最大 年最小

総窒素 (mg/L) 1.00 1.47 0.77 0.98 1.34 0.75 1.06 1.39 0.78 0.96 1.34 0.64

有機態窒素 (mg/L) 0.22 0.65 0.01 0.17 0.37 0.00 0.22 0.58 0.00 0.25 0.61 0.01

硝酸態窒素 (mg/L) 0.70 1.10 0.40 0.72 1.09 0.44 0.70 1.09 0.10 0.67 1.05 0.19

亜硝酸態窒素 (mg/L) 0.02 0.08 0.00 0.02 0.09 0.00 0.02 0.12 0.00 0.01 0.08 0.00

アンモニア態窒素 (mg/L) 0.05 0.15 0.00 0.06 0.15 0.00 0.12 0.48 0.01 0.03 0.17 0.00

無機態窒素 (mg/L) 0.78 1.19 0.44 0.80 1.16 0.57 0.84 1.16 0.52 0.72 1.09 0.33

総リン (mg/L) 0.041 0.067 0.019 0.042 0.070 0.015 0.053 0.110 0.023 0.052 0.149 0.020

有機態リン (mg/L) 0.021 0.055 0.001 0.017 0.040 0.000 0.022 0.063 0.001 0.025 0.067 0.001

無機態リン (mg/L) 0.020 0.045 0.001 0.025 0.053 0.002 0.031 0.069 0.011 0.028 0.092 0.002

貯水池内補助地点

高山橋項目 単位

貯水池内基準地点(網場)

表層 中層 底層
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図 5.5.6-1(1) 富栄養化関連項目の経月変化(貯水池内各態窒素) 
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図 5.5.6-1(2) 富栄養化関連項目の経月変化(貯水池内各態リン) 
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図 5.5.6-1(3) 富栄養化関連項目の経月変化(流入河川各態窒素) 

 

 
図 5.5.6-1(4) 富栄養化関連項目の経月変化(流入河川各態リン) 
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(2) リンの経月変化 

各態リンの経月変化を図 5.5.6-2に示す。 

流入河川(大川橋)の総リン濃度は平成 15年頃を境に減少傾向にあり、それに伴い貯水池内

（網場表層及び八幡橋）の総リン濃度も低減している。至近 5 ヶ年では、貯水池内表層の総

リンと溶存態リンの濃度は概ね横ばいで推移している。 

 

 

図 5.5.6-2(1) 溶存態リンの経月変化(流入河川) 
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図 5.5.6-2(2) 溶存態リンの経月変化(貯水池) 
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5.6 水質保全設備の評価 

5.6.1 水質保全施設の設置状況の整理 

(1) 高山ダム水質保全事業の経緯 

高山ダムは昭和 44年に建設された多目的ダムであり、貯水池周辺は多くの緑に囲まれ、月

ヶ瀬梅林などの名勝地がある。昭和 58年頃からは、アオコや淡水赤潮が発生し始め、年々増

加するこれらの植物プランクトンの異常発生による利水障害や景観障害が問題となり、改善

が求められるようになった。このような経緯から、平成 10年度には、国土交通省の直轄事業

である「ダム貯水池水質保全事業」が採択され、水質保全施設が導入された。 

 

 

(2) 高山ダム水質保全事業の概要 

高山ダムでは、平成 13 年から平成 16 年にかけて水質保全事業により水質保全施設として

曝気循環設備 4 基、分画フェンス、噴水 2 基、その付帯設備として水質自動観測装置、水質

画像監視装置を順次設置した。曝気循環設備については、効率的な運用を目的として平成 24

年に散気管を 8基に増設している。水質保全施設の種類と諸元は表 5.6.1-1及び表 5.6.1-2

に示すとおりである。また位置図は図 5.6.1-1に示すとおりである。 

 

表 5.6.1-1 高山ダム水質保全施設の種類と諸元 

施設名 設置時期 台数 施設諸元等 

曝気循環設備 

平成 13年 

平成 15年 

平成 16年 

平成 24年 

1基 

1基 

2基 

4基 

計 8基 

・水面設置型（フロート式） 

1 1号ダムサイト(200m地点) 

2 5号(600m地点)(H24新設) 

3 6号(1.0km地点)(H24新設) 

4 2号高山橋(1.5km地点) 

5 7号(1.8km地点)(H24新設) 

6 3号(2.2km地点) 

7 8号(2.6km地点)(H24新設) 

8 4号(3.0km地点) 

空気吐出口水深 約 20m 

分画フェンス 平成 13年 1条 
・八幡橋下流の 6,000m地点付近に設置 

・カーテン深さ 5m、幅（長さ）220m 

噴水 

平成 12年 

平成 15年 

1基 

1基 

計 2基 

① 八幡橋（6.3km） 

② ダムサイト上流（直上噴水：最大 30m以上、

外側拡散：直径 50m以上） 

 

 

表 5.6.1-2 高山ダム水質保全施設（付帯設備）の種類と諸元 

施設名 設置時期 台数 施設諸元等 

水質自動観測装置 平成 12年 4カ所 

① ダムサイト ② 八幡橋 

③ 広瀬橋   ④ 放流地点 

観測項目：水温,濁度,pH,DO,Chl-a(①②③のみ),

導電率 

観測頻度： ①②③④ 1時間間隔(①②表層のみ) 

①②     4時間間隔(鉛直方向) 

水質画像監視装置 平成 13年 3基 
① ダムサイト、②高山橋、③八幡橋 

アオコ、淡水赤潮などの画像監視 
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図 5.6.1-1 水質保全施設の設置位置 
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1) 曝気循環設備 

曝気循環設備は、夏季に発生するアオコを抑制するために導入された施設である。また、

4 月初旬から稼働させることで、水温躍層の形成初期における冷水放流を解消させること

も目的としている。 

曝気循環設備は、空気吐出口(水深約 20m)からの気泡の吐出により周辺の冷水塊を表層

付近に連行することで鉛直方向の循環と表層付近の水温低減を促し、表層に強く集積する

アオコ原因藻類(藍藻綱)の異常増殖を抑制することを目的とした設備である。平成 12年か

ら平成 16年にかけて散気管 4基を整備し、平成 24年は 8基に増設している。 

 

  

図 5.6.1-2 曝気循環設備 
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2) 分画フェンス・噴水 

① 分画フェンスは、淡水赤潮の原因藻類(渦鞭毛藻綱)の集積・拡散を防ぐとともに、噴水

と併せて効率的に淡水赤潮を処理することを目的としている。 

② 噴水は、ポンプ圧により植物プランクトンの細胞を破壊する他、打ち上げた水の気化熱

により表層水温を低減させる局所的な環境改善効果があるとされている。 

噴水は、平成12年3月より八幡橋地点に、平成15年3月よりダムサイト地点にそれぞれ設 

置しているが、現在では八幡橋地点の噴水のみが稼働している。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6.1-3 分画フェンス・噴水 

  

5m

流入方向

栄養塩濃度の高い河川水は
中層部に流入

※洪水期の水位低下時には揚陸保管する

EL.135.00m（常時満水位）
～EL.117.00m（洪水貯留準備水位※）

淡水赤潮(渦鞭毛藻綱)の
下流域への拡散防止



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-118 

3) 水質自動観測装置(付帯設備) 

良好な水質環境を管理することを目的に、水質自動観測装置により、貯水池の水質を連続

的に監視している。 

水質自動観測装置は、平成 12年より流入河川の広瀬橋地点と貯水池内の八幡橋およびダム

サイト地点、放流地点の 4 箇所に設置している。測定項目は、水温、濁度、水素イオン濃度

（pH）、溶存酸素（DO）、クロロフィル a、導電率（EC）であり、ダムサイト、八幡橋、広瀬

橋、放流地点では１時間毎に、また、ダムサイト、八幡橋においては４時間毎に鉛直方向の

観測を行っている 

 

図 5.6.1-4 水質自動観測装置 

 

4) 水質画像監視装置(付帯設備) 

水質画像監視装置では、貯水池の水質（アオコ、淡水赤潮の発生など）を常時画像で監視

し、水質保全関連設備の運転・効果の監視を行っている。 

水質画像監視装置は平成 12年より、貯水池内の八幡橋地点、高山橋地点、ダムサイト地点

の 3箇所に設置稼動している。 

 

図 5.6.1-5 水質画像監視装置 
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5.6.2 水質保全施設計画と運用状況の整理 

(1) 曝気循環設備 

曝気循環設備は、平成 10 年から平成 16 年にかけて国土交通省の水質保全事業として導入

され、平成 24 年には、効率的な運用を目的として散気管の増設を行っている。 

曝気循環設備の配置は、図 5.6.2-1に示すとおり、ダムサイトから上流に向かって等間隔

になるよう配置している。最上流部の 4 号機は、最低水位時にも稼働するための水深が確保

できるような位置になっている。 

 

 

 

図 5.6.2-1 曝気循環設備の縦断配置図 

 

 

図 5.6.2-2 曝気循環設備の構造(平成 24年に増設したもの) 

1号

5号 6号

2号

7号
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網場 高山橋 八幡橋 月ヶ瀬橋
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水深3.3m
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E
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ダムサイトからの距離(m)

高山ダム縦断図

洪水期貯留準備水位(E.L.117.00m)

平常時最高貯水位(E.L.135.00m)

断面図

平面図

※黒字：(1 号から 4 号)平成 16 年までに設置した曝気循環設備 

 赤字：(5 号から 6 号)平成 24 年に増設した曝気循環設備 
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曝気循環設備の運用状況は、平成 12 年から平成 16 年にかけて散気管 4 基を整備し、平成

16 年から平成 20 年までは空気量を調整しながら 4 基を基本とした運用を行っている。平成

21 年から平成 23年までは 3基を中心とした運用を行っており、平成 24年以降は、散気管を

4 基増設し最大 8 基による運用を基本とし、総空気量削減による効率的な運用を行うための

モニタリング調査を継続して実施しているところである。 

現在の曝気循環設備の運用は概ね 4月～10月を稼働期間とし、表 5.6.2-1に示したとおり、

曝気コンプレッサーを貯水池内の水温、アオコ発生状況等を踏まえながら運転台数を増減さ

せ、また水位追従式散気管については概ね EL.95mからの曝気となるよう空気吐出口を適宜変

更しながらの運用を行っている。 

各年の曝気循環設備の詳細な運転状況については、表 5.6.2-2に整理する。 

 

 

表 5.6.2-1 月毎の曝気コンプレッサー運転台数の目安 

月 基本運転数 ダムサイト自動監視表層水温等の目安 

4月 2台 
アユ等水産資源への冷水放流への影響の観点から

4 月 1日から 2台の運用 

5月 2台 日平均表層水温＞17℃→3台へ増加 

6月 2台 日平均表層水温＞20℃→3台へ増加 

7月 3台 日平均表層水温＞28℃→4台へ増加 

8月 3台 日平均表層水温＞28℃→4台へ増加 

9月 2台 
日平均表層水温≧25℃：2台 

日平均表層水温≦25℃：1台 

10月 1台 
日平均表層水温≧20℃→1台 

日平均表層水温≦20℃→停止 
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表 5.6.2-2(1) 曝気循環設備の運用状況(H16～H20: 増設前) 

 

区分
1号機 2号機 3号機 4号機

水深 水深 水深 水深
開始 終了 時間 m 開始 終了 時間 m 開始 終了 時間 m 開始 終了 時間

3/31 ↓ 09 09 24 6.1 35.0 3/31 ↓ 09 09 24 6.3 35.0 3/31 ↓ 09 09 24 6.3 20.0 3/31 ↓ 09 09 24 6.3 20.0

4/23 ↓ 09 09 24 6.1 33.0 4/23 ↓ 09 09 24 6.3 33.0 5/31 ↓ 09 09 24 6.3 18.0 5/31 ↓ 09 09 24 6.3 18.0

4/28 ↓ 09 09 24 6.1 32.0 4/28 ↓ 09 09 24 6.3 32.0 6/09 ↓ 09 09 24 6.3 17.0 6/09 ↓ 09 09 24 6.3 17.0

5/07 ↓ 09 09 24 6.1 31.0 5/07 ↓ 09 09 24 6.3 31.0 6/14 ↓ 09 09 24 6.3 16.0 6/14 ↓ 09 09 24 6.3 16.0

5/11 ↓ 09 09 24 6.1 30.0 5/11 ↓ 09 09 24 6.3 30.0 7/22 ↓ 09 09 24 6.3 15.0 7/22 ↓ 09 09 24 6.3 15.0

5/18 ↓ 09 09 24 6.1 29.0 5/18 ↓ 09 09 24 6.3 29.0 7/27 ↓ 09 09 24 6.3 14.0 7/27 ↓ 09 09 24 6.3 14.0

5/24 ↓ 09 09 24 6.1 27.0 5/24 ↓ 09 09 24 6.3 27.0 8/04 10/18 09 09 24 6.3 16.0 8/04 10/18 09 09 24 6.3 16.0

5/31 ↓ 09 09 24 6.1 24.0 5/31 ↓ 09 09 24 6.3 24.0

6/09 ↓ 09 09 24 6.1 22.0 6/09 ↓ 09 09 24 6.3 22.0

6/14 ↓ 09 09 24 6.1 21.0 6/14 ↓ 09 09 24 6.3 21.0

7/22 ↓ 09 09 24 6.1 20.0 7/22 ↓ 09 09 24 6.3 20.0

7/27 ↓ 09 09 24 6.1 19.0 7/27 ↓ 09 09 24 6.3 19.0

8/04 10/18 09 09 24 6.1 21.0 8/04 10/18 09 09 24 6.3 19.0

4/01 ↓ 09 09 24 6.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 20.0 4/01 ↓ 09 09 1/24 6.3 20.0

4/15 ↓ 09 09 24 6.1 34.0 4/15 ↓ 09 09 24 6.3 34.0 6/06 ↓ 09 09 24 6.3 18.0 6/06 ↓ 09 09 1/24 6.3 18.0

4/25 ↓ 09 09 24 6.1 33.0 4/25 ↓ 09 09 24 6.3 33.0 6/13 ↓ 09 09 24 6.3 17.0 6/13 ↓ 09 09 1/24 6.3 17.0

4/28 ↓ 09 09 24 6.1 31.0 4/28 ↓ 09 09 24 6.3 31.0 6/21 ↓ 09 09 24 6.3 16.0 6/21 ↓ 09 09 1/24 6.3 16.0

5/09 ↓ 09 09 24 6.1 29.0 5/09 ↓ 09 09 24 6.3 29.0 7/22 7/25 09 09 24 6.3 15.0 7/22 7/25 09 09 1/24 6.3 15.0

5/23 ↓ 09 09 24 6.1 26.0 5/23 ↓ 09 09 24 6.3 26.0 7/28 ↓ 09 09 24 6.3 16.0 7/29 ↓ 09 09 1/24 6.3 16.0

6/01 ↓ 09 09 24 6.1 25.0 6/01 ↓ 09 09 24 6.3 25.0 8/01 11/01 09 09 24 6.3 14.0 8/01 11/01 09 09 1/24 6.3 14.0

6/06 ↓ 09 09 24 6.1 23.0 6/06 ↓ 09 09 24 6.3 23.0

6/13 ↓ 09 09 24 6.1 22.0 6/13 ↓ 09 09 24 6.3 22.0

6/21 ↓ 09 09 24 6.1 21.0 6/21 ↓ 09 09 24 6.3 21.0

7/22 ↓ 09 09 24 6.1 20.0 7/22 7/25 09 09 24 6.3 20.0

7/29 ↓ 09 09 24 6.1 21.0 7/28 ↓ 09 09 24 6.3 15.0

8/01 11/01 09 09 24 6.1 19.0 7/29 ↓ 09 09 24 6.3 21.0

8/01 11/01 09 09 24 6.3 19.0

3/31 ↓ 09 09 24 6.1 35.0 3/31 ↓ 09 09 24 6.3 35.0 3/31 ↓ 09 09 24 6.3 20.0 3/31 ↓ 09 09 24 6.3 20.0

4/20 ↓ 09 09 24 6.1 34.0 4/20 ↓ 09 09 24 6.3 34.0 5/31 ↓ 09 09 24 6.3 18.0 5/31 ↓ 09 09 24 6.3 18.0

4/26 ↓ 09 09 24 6.1 31.0 4/26 ↓ 09 09 24 6.3 31.0 6/08 11/30 09 09 24 6.3 16.0 6/08 11/30 09 09 24 6.3 16.0

5/10 ↓ 09 09 24 6.1 30.0 5/10 ↓ 09 09 24 6.3 30.0

5/15 ↓ 09 09 24 6.1 28.0 5/15 ↓ 09 09 24 6.3 28.0

5/22 ↓ 09 09 24 6.1 26.0 5/22 ↓ 09 09 24 6.3 26.0

5/31 ↓ 09 09 24 6.1 24.0 6/08 11/30 09 09 24 6.3 22.0

6/08 11/30 09 09 24 6.1 22.0

3/30 ↓ 09 09 24 6.1 33.0 3/30 ↓ 09 09 24 6.3 33.0 3/30 ↓ 09 09 24 6.3 20.0 3/30 ↓ 09 09 24 6.3 20.0

4/18 ↓ 09 09 24 6.1 32.0 4/18 ↓ 09 09 24 6.3 32.0 4/27 ↓ 09 09 24 6.3 15.0 4/27 ↓ 09 09 24 6.3 15.0

4/20 ↓ 09 09 24 6.1 30.0 4/20 ↓ 09 09 24 6.3 30.0 8/10 ↓ 09 09 24 6.3 14.0 8/10 ↓ 09 09 24 6.3 14.0

4/27 ↓ 09 09 24 6.1 24.0 4/27 ↓ 09 09 24 6.3 24.0 8/13 ↓ 09 09 24 6.3 13.0 8/13 ↓ 09 09 24 6.3 13.0

5/16 ↓ 09 09 24 6.1 23.0 5/16 ↓ 09 09 24 6.3 23.0 8/27 12/13 09 09 24 6.3 15.0 8/27 10/01 09 09 24 6.3 15.0

6/01 ↓ 09 09 24 6.1 20.0 6/01 ↓ 09 09 24 6.3 20.0 11/18 12/13 09 09 24 6.3 15.0

8/11 ↓ 09 09 24 6.1 18.0 8/10 ↓ 09 09 24 6.3 19.0

8/27 12/13 09 09 24 6.1 20.0 8/13 ↓ 09 09 24 6.3 18.0

8/28 12/13 09 09 24 6.3 20.0

4/01 ↓ 09 09 24 6.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 20.0

4/25 ↓ 09 09 24 6.1 34.0 4/25 ↓ 09 09 24 6.3 34.0 6/05 ↓ 09 09 24 6.3 18.0 6/05 ↓ 09 09 24 6.3 18.0

4/28 ↓ 09 09 24 6.1 33.5 4/28 ↓ 09 09 24 6.3 33.5 6/10 ↓ 09 09 24 6.3 16.0 6/10 ↓ 09 09 24 6.3 16.0

5/07 ↓ 09 09 24 6.1 32.5 5/07 ↓ 09 09 24 6.3 32.5 7/28 ↓ 09 09 24 6.3 15.0 7/28 ↓ 09 09 24 6.3 15.0

5/09 ↓ 09 09 24 6.1 31.3 5/09 ↓ 09 09 24 6.3 31.3 8/22 10/31 09 09 24 6.3 14.5 8/22 10/01 09 09 24 6.3 14.5

5/14 ↓ 09 09 24 6.1 30.8 5/14 ↓ 09 09 24 6.3 30.8

5/15 ↓ 09 09 24 6.1 29.5 5/15 ↓ 09 09 24 6.3 29.5

5/23 ↓ 09 09 24 6.1 28.0 5/23 ↓ 09 09 24 6.3 28.0

5/26 ↓ 09 09 24 6.1 26.5 5/26 ↓ 09 09 24 6.3 26.5

6/05 ↓ 09 09 24 6.1 22.7 6/05 ↓ 09 09 24 6.3 22.7

6/10 ↓ 09 09 24 6.1 20.0 6/10 ↓ 09 09 24 6.1 20.0

8/22 10/31 09 09 24 6.1 19.5 8/22 10/31 09 09 24 6.3 19.5

散気式

開始日

散気式

年
開始日 終了日

運転 空気量

(m
3
/min)

散気式 散気式

空気量

(m
3
/min)

開始日 終了日
運転運転 空気量

(m
3
/min)

終了日
運転 空気量

(m
3
/min)

2004年
(H16)

2005年
(H17)

2006年
(H18)

2007年
(H19)

2008年
(H20)

開始日 終了日
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表 5.6.2-2(2) 曝気循環設備の運用状況(H21～H23: 増設前) 

 

  

1号機 2号機 3号機 4号機
水深 水深 水深 水深

開始 終了 時間 m 開始 終了 時間 m 開始 終了 時間 m 開始 終了 時間
4/01 ↓ 09 09 24 6.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 20.0
4/24 ↓ 09 09 24 6.1 34.0 4/24 ↓ 09 09 24 6.3 34.0 6/05 ↓ 09 09 24 6.3 19.0
4/27 ↓ 09 09 24 6.1 32.0 4/27 ↓ 09 09 24 6.3 32.0 6/09 ↓ 09 09 24 6.3 18.0
5/11 ↓ 09 09 24 6.1 31.0 5/11 ↓ 09 09 24 6.3 31.0 6/12 ↓ 09 09 24 6.3 16.0
5/13 ↓ 09 09 24 6.1 30.0 5/13 ↓ 09 09 24 6.3 30.0 6/19 6/24 09 09 24 6.3 15.0
5/20 ↓ 09 09 24 6.1 29.0 5/20 ↓ 09 09 24 6.3 29.0 6/25 7/01 09 09 24 6.3 15.0
5/22 ↓ 09 09 24 6.1 28.0 5/22 ↓ 09 09 24 6.3 28.0 7/03 ↓ 09 09 24 6.3 15.0
5/27 ↓ 09 09 24 6.1 27.0 5/27 ↓ 09 09 24 6.3 27.0 7/06 8/01 09 09 24 6.3 15.0
5/29 ↓ 09 09 24 6.1 26.0 5/29 ↓ 09 09 24 6.3 26.0 8/02 8/10 09 09 24 6.3 15.0
6/02 ↓ 09 09 24 6.1 25.0 6/02 ↓ 09 09 24 6.3 25.0 8/12 09 09 24 6.3 15.0
6/05 ↓ 09 09 24 6.1 24.0 6/05 ↓ 09 09 24 6.3 24.0 9/24 10/07 09 09 24 6.3 14.0
6/09 ↓ 09 09 24 6.1 23.0 6/09 ↓ 09 09 24 6.3 23.0
6/12 ↓ 09 09 24 6.1 21.0 6/12 ↓ 09 09 24 6.3 21.0
6/19 6/24 09 09 24 6.1 20.0 6/19 6/24 09 09 24 6.3 20.0
6/25 7/01 09 09 24 6.1 20.0 6/25 7/01 09 09 24 6.3 20.0
7/03 ↓ 09 09 24 6.1 20.0 7/03 ↓ 09 09 24 6.3 20.0
7/06 ↓ 09 09 24 6.1 16.0 7/06 ↓ 09 09 24 6.3 16.0
7/07 8/01 09 09 24 6.1 21.0 7/07 ↓ 09 09 24 6.3 21.0
8/02 8/10 09 09 24 6.1 21.0 8/02 8/10 09 09 24 6.3 21.0
8/12 ↓ 09 09 24 6.1 21.0 8/12 ↓ 09 09 24 6.3 21.0
9/01 ↓ 09 09 24 6.1 20.0 9/01 ↓ 09 09 24 6.3 20.0
9/24 10/07 09 09 24 6.1 19.0 9/24 10/07 09 09 24 6.3 19.0
4/01 ↓ 09 09 24 6.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 35.0 4/01 5/24 09 09 24 6.3 20.0 8/30 10/09 09 09 24 6.3 15.0
4/28 ↓ 09 09 24 6.1 34.0 4/28 ↓ 09 09 24 6.3 34.0 5/28 ↓ 09 09 24 6.3 20.0
4/30 ↓ 09 09 24 6.1 32.0 4/30 ↓ 09 09 24 6.3 32.0 5/31 ↓ 09 09 24 6.3 20.0
5/06 ↓ 09 09 24 6.1 31.0 5/06 ↓ 09 09 24 6.3 31.0 6/03 ↓ 09 09 24 6.3 19.0
5/13 ↓ 09 09 24 6.1 29.9 5/13 ↓ 09 09 24 6.3 29.9 6/07 ↓ 09 09 24 6.3 18.5
5/18 ↓ 09 09 24 6.1 29.3 5/18 ↓ 09 09 24 6.3 29.3 6/09 ↓ 09 09 24 6.3 17.5
5/21 5/24 09 09 24 6.1 28.5 5/21 5/24 09 09 24 6.3 28.5 6/11 ↓ 09 09 24 6.3 16.5
5/28 ↓ 09 09 24 6.1 28.5 5/28 ↓ 09 09 24 6.3 28.5 6/14 6/16 09 09 24 6.3 16.0
5/25 ↓ 09 09 24 6.1 27.5 5/25 ↓ 09 09 24 6.3 27.5 6/22 7/03 09 09 24 6.3 15.0
5/26 ↓ 09 09 24 6.1 26.5 5/26 ↓ 09 09 24 6.3 26.5 7/05 7/07 09 09 24 6.3 15.0
5/31 ↓ 09 09 24 6.1 25.5 5/31 ↓ 09 09 24 6.3 25.5 7/17 8/10 09 09 24 6.3 15.0
6/02 ↓ 09 09 24 6.1 25.0 6/02 ↓ 09 09 24 6.3 25.0 8/13 10/09 09 09 24 6.3 15.0
6/03 ↓ 09 09 24 6.1 24.0 6/03 ↓ 09 09 24 6.3 24.0 10/10 10/26 00 00 24 6.3 15.0
6/07 ↓ 09 09 24 6.1 23.5 6/07 ↓ 09 09 24 6.3 23.5
6/09 ↓ 09 09 24 6.1 22.5 6/09 ↓ 09 09 24 6.3 22.5
6/11 ↓ 09 09 24 6.1 21.5 6/11 ↓ 09 09 24 6.3 21.5
6/14 6/16 09 09 24 6.1 21.0 6/14 6/16 09 09 24 6.3 21.0
6/22 7/03 09 09 24 6.1 20.0 6/22 7/03 09 09 24 6.3 20.0
7/05 7/07 09 09 24 6.1 20.0 7/05 7/07 09 09 24 6.3 20.0
7/17 ↓ 09 09 24 6.1 20.0 7/17 8/10 09 09 24 6.3 20.0
7/22 ↓ 09 09 24 6.1 15.0 8/13 10/09 09 09 24 6.3 20.0
7/26 8/10 09 09 24 6.1 20.0 10/10 10/26 09 09 24 6.3 20.0
8/13 10/09 09 09 24 6.1 20.0

10/10 10/26 09 09 24 6.1 20.0

4/01 ↓ 09 09 24 6.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 6.3 35.0 6/03 ↓ 09 09 24 6.3 18.0 4/01 5/11 1/00 1/00 1/24 6.3 20.0
4/15 ↓ 09 09 24 6.1 34.0 4/15 ↓ 09 09 24 6.3 34.0 6/09 6/11 09 09 24 6.3 16.0 5/11 5/12 1/00 1/00 1/24 6.3 20.0
4/20 ↓ 09 09 24 6.1 33.5 4/20 ↓ 09 09 24 6.3 33.5 6/15 6/16 09 09 24 6.3 16.0 5/13 5/24 1/00 1/00 1/24 6.3 20.0
4/22 ↓ 09 09 24 6.1 33.0 4/22 ↓ 09 09 24 6.3 33.0 6/23 7/04 09 09 24 6.3 16.0
4/26 ↓ 09 09 24 6.1 32.4 4/26 ↓ 09 09 24 6.3 32.4 7/05 7/18 09 09 24 6.3 16.0
5/09 5/11 09 09 24 6.1 30.3 5/09 5/11 09 09 24 6.3 30.3 7/27 9/01 09 09 24 6.3 16.0
5/11 5/12 09 09 24 6.1 30.3 5/11 5/12 09 09 24 6.3 30.3
5/13 ↓ 09 09 24 6.1 30.3 5/13 ↓ 09 09 24 6.3 30.3
5/18 5/24 09 09 24 6.1 28.5 5/18 5/24 09 09 24 6.3 28.5
5/26 ↓ 09 09 24 6.1 26.5 5/26 ↓ 09 09 24 6.3 26.5
6/03 ↓ 09 09 24 6.1 23.0 6/03 ↓ 09 09 24 6.3 23.0
6/09 6/11 09 09 24 6.1 21.0 6/09 6/11 09 09 24 6.3 21.0
6/15 6/16 09 09 24 6.1 21.0 6/15 6/16 09 09 24 6.3 21.0
6/23 7/04 09 09 24 6.1 21.0 6/23 7/04 09 09 24 6.3 21.0
7/05 7/18 09 09 24 6.1 21.0 7/05 7/18 09 09 24 6.3 21.0
7/27 9/01 09 09 24 6.1 21.0 7/27 9/01 09 09 24 6.3 21.0

終了日
運転 空気量

(m
3
/min)

空気量

(m
3
/min)

開始日 終了日
運転 空気量

(m
3
/min)

開始日 終了日
運転

2009年
(H21)

2010年
(H22)

2011年
(H23)

年
開始日 終了日

運転 空気量

(m
3
/min)

開始日
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表 5.6.2-2(3) 曝気循環設備の運用状況(H24～H26: 増設後 1～4号機) 

 

  

区分
1号機 2号機 3号機 4号機

水深 水深 水深 水深
開始 終了 時間 m 開始 終了 時間 m 開始 終了 時間 m 開始 終了 時間

4/09 ↓ 09 09 24 3.1 35.0 4/10 ↓ 09 09 24 4.2 20.0 4/09 ↓ 09 09 24 6.3 20.0 4/09 ↓ 09 09 24 6.3 20.0
4/27 ↓ 09 09 24 3.1 33.4 4/18 ↓ 09 09 24 2.1 20.0 4/10 ↓ 09 09 24 4.2 20.0 4/10 ↓ 09 09 24 4.2 20.0
5/08 ↓ 09 09 24 3.1 31.1 4/27 ↓ 09 09 24 2.1 33.4 4/18 ↓ 09 09 24 2.1 20.0 4/18 ↓ 09 09 24 2.1 20.0
5/16 ↓3-20時 03 20 17 3.1 29.3 5/08 ↓ 09 09 24 2.1 31.1 5/16 ↓3-20時 03 20 17 2.1 20.0 5/16 ↓3-20時 03 20 17 2.1 20.0
5/25 ↓3-20時 03 20 17 3.1 27.2 5/16 ↓3-20時 03 20 17 2.1 29.3 6/07 ↓3-20時 03 20 17 2.1 19.3 6/07 ↓3-20時 03 20 17 2.1 19.3
6/01 ↓3-20時 03 20 17 3.1 25.3 5/25 ↓3-20時 03 20 17 2.1 27.2 6/08 ↓3-20時 03 20 17 2.1 18.1 6/08 ↓3-20時 03 20 17 2.1 18.1
6/07 ↓3-20時 03 20 17 3.1 23.3 6/01 ↓3-20時 03 20 17 2.1 25.3 6/12 6/17 3-20時 03 20 17 2.1 16.0 6/12 6/17 3-20時 03 20 17 2.1 16.0
6/12 6/17 3-20時 03 20 17 3.1 21.0 6/07 ↓3-20時 03 20 17 2.1 23.3 6/18 6/19 09 09 24 2.1 16.0 6/18 6/19 09 09 24 2.1 16.0
6/18 6/19 09 03 18 3.1 21.0 6/12 6/17 3-20時 03 20 17 2.1 21.0 6/25 7/01 09 09 24 3.2 16.0 6/25 7/01 09 09 24 3.2 16.0
6/25 7/01 09 09 24 3.1 21.0 6/18 6/19 09 09 24 2.1 21.0 7/02 7/05 09 09 24 3.2 16.0 7/02 7/05 09 09 24 3.2 16.0
7/02 7/05 09 09 24 3.1 21.0 6/25 7/01 09 09 24 3.2 21.0 7/06 7/6 9-17時 09 17 8 1.1 16.0 7/06 7/6 9-17時 09 17 8 1.1 16.0
7/06 7/6 9-17時 09 17 8 3.1 21.0 7/02 7/05 09 09 24 3.2 21.0 7/09 ↓ 09 09 24 1.1 16.0 7/09 ↓ 09 09 24 1.1 16.0
7/09 8/14 09 09 24 3.1 21.0 7/06 7/6 9-17時 09 17 8 1.1 21.0 7/19 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 7/19 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
8/15 9/18 09 09 24 3.1 21.0 7/09 ↓ 09 09 24 1.1 21.0 7/19 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 7/19 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
9/20 9/30 09 09 24 3.1 21.0 7/19 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 7/20 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 7/20 ↓ 09 09 24 2.1 16.0

10/03 ↓ 09 09 24 3.1 21.0 7/19 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 7/24 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 7/24 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
10/18 ↓ 09 09 24 3.1 24.0 7/20 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
10/19 10/23 09 09 24 3.1 26.0 7/24 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 7/26 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 7/26 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0

7/25 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 7/27 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 7/27 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
7/26 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 7/29 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 7/29 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
7/27 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 7/30 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 7/30 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
7/29 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 7/30 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 7/30 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
7/30 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 7/31 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 7/31 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
7/30 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 7/31 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 7/31 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
7/31 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 8/01 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 8/01 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
7/31 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/01 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/01 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/01 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 8/02 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 8/02 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
8/01 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/02 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/02 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/02 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 8/03 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 8/03 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
8/02 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/06 8/07 17 09 16 1.1 16.0 8/06 8/07 17 09 16 1.1 16.0
8/03 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 8/07 8/08 17 09 16 1.1 16.0 8/07 8/08 17 09 16 1.1 16.0
8/06 8/07 17 09 16 1.1 21.0 8/08 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/08 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/07 8/08 17 09 16 1.1 21.0 8/09 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 8/09 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
8/08 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/09 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/09 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/09 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 8/10 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 8/10 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
8/09 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/13 8/14 18 14 20 1.1 16.0 8/13 8/14 18 14 20 1.1 16.0
8/10 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 8/15 ↓11-9時 11 09 22 2.1 16.0 8/15 ↓11-9時 11 09 22 2.1 16.0
8/13 8/14 18 14 20 1.1 21.0 8/16 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/16 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/15 ↓11-9時 11 09 22 2.1 21.0 8/17 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 8/17 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
8/16 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/20 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/20 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/17 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 8/21 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 8/21 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
8/20 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/21 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/21 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/21 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 8/22 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 8/22 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
8/21 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/22 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/22 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/22 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 8/23 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0 8/23 ↓9-17時 09 17 8 2.1 16.0
8/22 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/23 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0 8/23 ↓17-9時 17 09 16 1.1 16.0
8/23 ↓9-17時 09 17 8 2.1 21.0 8/24 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 8/24 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
8/23 ↓17-9時 17 09 16 1.1 21.0 8/28 9/18 09 09 24 3.2 16.0 8/28 9/18 09 09 24 3.2 16.0
8/24 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 9/20 ↓ 09 09 24 3.2 16.0 9/20 ↓ 09 09 24 3.2 16.0
8/28 9/18 09 09 24 3.2 21.0 9/26 9/30 09 09 24 2.1 16.0 9/26 9/30 09 09 24 2.1 16.0
9/20 ↓ 09 09 24 3.2 21.0 10/03 10/18 09 09 24 2.1 19.0 10/03 10/18 09 09 24 2.1 19.0
9/26 9/30 09 09 24 2.1 21.0 10/19 10/23 09 09 24 2.1 20.0 10/19 10/23 09 09 24 2.1 20.0

10/03 10/18 09 09 24 2.1 24.0
10/19 10/23 09 09 24 2.1 26.0

4/01 ↓ 09 09 24 3.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 2.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 2.1 20.0 4/01 ↓ 09 09 24 2.1 20.0
4/26 ↓ 09 09 24 3.1 31.0 4/26 ↓ 09 09 24 2.1 31.0 6/07 ↓ 09 09 24 2.1 18.0 6/07 ↓ 09 09 24 2.1 18.0
5/16 ↓ 09 09 24 3.1 29.0 5/16 ↓ 09 09 24 2.1 29.0 6/13 6/19 09 09 24 2.1 16.0 6/13 6/19 09 09 24 2.1 16.0
5/24 ↓ 09 09 24 3.1 27.0 5/24 ↓ 09 09 24 2.1 27.0 6/22 6/26 09 09 24 2.1 16.0 6/22 6/26 09 09 24 2.1 16.0
5/31 ↓ 09 09 24 3.1 25.0 5/31 ↓ 09 09 24 2.1 25.0 6/28 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 6/28 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
6/07 ↓ 09 09 24 3.1 23.0 6/07 ↓ 09 09 24 2.1 23.0 7/12 ↓ 09 09 24 2.1 15.0 7/12 ↓ 09 09 24 2.1 15.0
6/13 6/19 09 09 24 3.1 21.0 6/13 6/19 09 09 24 2.1 21.0 8/06 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 8/06 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
6/22 6/26 09 09 24 3.1 21.0 6/22 6/26 09 09 24 2.1 21.0 8/12 ↓ 09 09 24 2.1 15.0 8/12 ↓ 09 09 24 2.1 15.0
6/28 ↓ 09 09 24 3.1 21.0 6/28 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 8/13 ↓ 09 09 24 3.2 15.0 8/13 ↓ 09 09 24 3.2 15.0
7/12 ↓ 09 09 24 3.1 20.0 7/12 ↓ 09 09 24 2.1 20.0 8/16 ↓ 09 09 24 3.2 14.0 8/16 ↓ 09 09 24 3.2 14.0
8/06 ↓ 09 09 24 3.1 21.0 8/06 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 8/21 ↓ 09 09 24 3.2 12.0 8/21 ↓ 09 09 24 3.2 12.0
8/12 ↓ 09 09 24 3.1 20.0 8/12 ↓ 09 09 24 2.1 20.0 8/27 ↓ 09 09 24 3.2 16.0 8/27 ↓ 09 09 24 3.2 16.0
8/16 ↓ 09 09 24 3.1 19.0 8/13 ↓ 09 09 24 3.2 20.0 8/28 9/04 09 09 24 2.1 16.0 8/28 9/04 09 09 24 2.1 16.0
8/21 ↓ 09 09 24 3.1 17.0 8/16 ↓ 09 09 24 3.2 19.0 9/06 9/15 09 09 24 2.1 16.0 9/06 9/15 09 09 24 2.1 16.0
8/27 9/04 09 09 24 3.1 21.0 8/21 ↓ 09 09 24 3.2 17.0 9/20 10/15 09 09 24 2.1 16.0 9/20 10/15 09 09 24 2.1 16.0
9/06 9/15 09 09 24 3.1 21.0 8/27 ↓ 09 09 24 3.2 21.0
9/20 10/15 09 09 24 3.1 21.0 8/28 9/04 09 09 24 2.1 21.0

9/06 9/15 09 09 24 2.1 21.0
9/20 10/15 09 09 24 2.1 21.0

4/01 ↓ 09 09 24 3.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 1.1 35.0 4/01 ↓ 09 09 24 1.1 20.0 4/01 ↓ 09 09 24 1.1 20.0
4/25 ↓ 09 09 24 3.1 33.8 4/25 ↓ 09 09 24 1.1 33.8 5/30 ↓ 09 09 24 2.1 20.0 5/30 ↓ 09 09 24 2.1 20.0
5/02 ↓ 09 09 24 3.1 32.3 5/02 ↓ 09 09 24 1.1 32.3 6/06 ↓ 09 09 24 2.1 18.0 6/06 ↓ 09 09 24 2.1 18.0
5/09 ↓ 09 09 24 3.1 30.6 5/09 ↓ 09 09 24 1.1 30.6 6/13 ↓ 09 09 24 2.1 16.0 6/13 ↓ 09 09 24 2.1 16.0
5/19 ↓ 09 09 24 3.1 29.0 5/19 ↓ 09 09 24 1.1 29.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 15.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 15.0
5/26 ↓ 09 09 24 3.1 27.0 5/26 ↓ 09 09 24 1.1 27.0 8/02 8/09 09 09 24 2.1 14.0 8/02 8/09 09 09 24 2.1 14.0
5/30 ↓ 09 09 24 3.1 25.0 5/30 ↓ 09 09 24 1.1 25.0 8/15 ↓ 09 09 24 2.1 14.0 8/15 ↓ 09 09 24 2.1 14.0
6/06 ↓ 09 09 24 3.1 23.0 6/06 ↓ 09 09 24 2.1 23.0 8/19 8/24 09 09 24 2.1 16.0 8/19 8/24 09 09 24 2.1 16.0
6/13 ↓ 09 09 24 3.1 21.0 6/13 ↓ 09 09 24 2.1 21.0 8/25 9/06 09 09 24 2.1 16.0 8/25 9/06 09 09 24 2.1 16.0
7/25 ↓ 09 09 24 3.1 20.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 20.0 9/07 09 09 24 2.1 16.0 9/07 09 09 24 2.1 16.0
8/02 8/09 09 09 24 3.1 19.0 8/02 8/09 09 09 24 2.1 19.0 9/22 09 09 24 3.2 16.0 9/22 09 09 24 3.2 16.0
8/15 ↓ 09 09 24 3.1 19.0 8/15 ↓ 09 09 24 2.1 19.0 9/24 10/06 09 09 24 2.1 16.0 9/24 10/06 09 09 24 2.1 16.0
8/16 8/24 09 09 24 3.1 21.0 8/19 8/24 09 09 24 2.1 21.0 10/10 10/13 09 09 24 2.1 16.0 10/10 10/13 09 09 24 2.1 16.0
8/25 9/06 09 09 24 3.1 21.0 8/25 9/06 09 09 24 2.1 21.0
9/07 10/06 09 09 24 3.1 21.0 9/07 09 09 24 2.1 21.0

10/10 10/13 09 09 24 3.1 21.0 9/22 09 09 24 3.2 21.0
9/24 10/06 09 09 24 2.1 21.0

10/10 10/13 09 09 24 2.1 21.0

2014年
（H26）

空気量

(m3/min)
開始日 終了日

運転 空気量

(m3/min)

散気式 散気式 散気式 散気式

開始日 終了日
運転年

開始日 終了日
運転 空気量

(m3/min)
開始日 終了日

運転 空気量

(m3/min)

2013年
（H25）

2012年
（H24）
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表 5.6.2-2(4) 曝気循環設備の運用状況(H24～H26: 増設後 5～8号機) 

 

  

５号機 ６号機 ７号機 ８号機
標高 標高 標高 標高

開始 終了 時間 Elm 開始 終了 時間 Elm 開始 終了 時間 Elm 開始 終了 時間 Elm
4/09 ↓ 09 09 24 3.1 95.0 4/18 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 4/18 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 4/18 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
4/27 ↓ 09 09 24 3.1 95.0 5/16 6/17 3-20時 03 20 17 2.1 95.0 5/16 6/17 3-20時 03 20 17 2.1 95.0 5/16 6/17 3-20時 03 20 17 2.1 100.0
5/08 ↓ 09 09 24 3.1 95.0 6/18 6/19 09 09 24 2.1 95.0 6/18 6/19 09 09 24 2.1 95.0 6/18 6/19 09 09 24 2.1 100.0
5/16 ↓3-20時 03 20 17 3.1 95.0 6/25 7/01 09 09 24 3.2 95.0 6/25 7/01 09 09 24 3.2 95.0 6/25 7/01 09 09 24 3.2 100.0
5/25 ↓3-20時 03 20 17 3.1 95.0 7/02 7/05 09 09 24 3.2 95.0 7/02 7/05 09 09 24 3.2 95.0 7/02 7/05 09 09 24 3.2 100.0
6/01 ↓3-20時 03 20 17 3.1 95.0 7/06 7/6 9-17時 09 17 8 1.1 95.0 7/06 7/6 9-17時 09 17 8 1.1 95.0 7/06 7/6 9-17時 09 17 8 1.1 100.0
6/07 ↓3-20時 03 20 17 3.1 95.0 7/09 ↓ 09 09 24 1.1 95.0 7/09 ↓ 09 09 24 1.1 95.0 7/09 ↓ 09 09 24 1.1 100.0
6/12 6/17 3-20時 03 20 17 3.1 95.0 7/19 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 7/19 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 7/19 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
6/18 6/19 09 03 18 3.1 95.0 7/19 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/19 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/19 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
6/25 7/01 09 09 24 3.1 95.0 7/20 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 7/20 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 7/20 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
7/02 7/05 09 09 24 3.1 95.0 7/24 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/24 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/24 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
7/06 7/6 9-17時 09 17 8 3.1 95.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 7/25 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
7/09 8/14 09 09 24 3.1 95.0 7/26 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/26 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/26 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/15 9/18 09 09 24 3.1 95.0 7/27 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 7/27 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 7/27 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
9/20 9/30 09 09 24 3.1 95.0 7/29 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/29 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/29 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0

10/03 ↓ 09 09 24 3.1 95.0 7/30 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 7/30 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 7/30 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
10/18 ↓ 09 09 24 3.1 95.0 7/30 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/30 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/30 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
10/19 10/23 09 09 24 3.1 95.0 7/31 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 7/31 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 7/31 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0

7/31 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/31 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 7/31 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/01 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/01 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/01 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
8/01 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/01 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/01 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/02 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/02 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/02 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
8/02 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/02 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/02 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/03 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/03 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/03 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
8/06 8/07 17 09 16 1.1 95.0 8/06 8/07 17 09 16 1.1 95.0 8/06 8/07 17 09 16 1.1 100.0
8/07 8/08 17 09 16 1.1 95.0 8/07 8/08 17 09 16 1.1 95.0 8/07 8/08 17 09 16 1.1 100.0
8/08 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/08 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/08 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/09 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/09 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/09 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
8/09 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/09 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/09 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/10 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/10 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/10 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
8/13 8/14 18 14 20 1.1 95.0 8/13 8/14 18 14 20 1.1 95.0 8/13 8/14 18 14 20 1.1 100.0
8/15 ↓11-9時 11 09 22 2.1 95.0 8/15 ↓11-9時 11 09 22 2.1 95.0 8/15 ↓11-9時 11 09 22 2.1 100.0
8/16 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/16 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/16 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/17 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/17 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/17 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
8/20 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/20 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/20 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/21 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/21 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/21 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
8/21 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/21 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/21 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/22 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/22 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/22 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
8/22 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/22 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/22 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/23 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/23 ↓9-17時 09 17 8 2.1 95.0 8/23 ↓9-17時 09 17 8 2.1 100.0
8/23 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/23 ↓17-9時 17 09 16 1.1 95.0 8/23 ↓17-9時 17 09 16 1.1 100.0
8/24 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/24 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/24 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
8/28 9/18 09 09 24 3.2 95.0 8/28 9/18 09 09 24 3.2 95.0 8/28 9/18 09 09 24 3.2 100.0
9/20 ↓ 09 09 24 3.2 95.0 9/20 ↓ 09 09 24 3.2 95.0 9/20 ↓ 09 09 24 3.2 100.0
9/26 9/30 09 09 24 2.1 95.0 9/26 9/30 09 09 24 2.1 95.0 9/26 9/30 09 09 24 2.1 100.0

10/03 10/18 09 09 24 2.1 95.0 10/03 10/18 09 09 24 2.1 95.0 10/03 10/18 09 09 24 2.1 100.0
10/19 10/23 09 09 24 2.1 95.0 10/19 10/23 09 09 24 2.1 95.0 10/19 10/23 09 09 24 2.1 100.0

4/01 6/19 09 09 24 3.1 95.0 4/01 6/19 09 09 24 2.1 95.0 4/01 6/19 09 09 24 2.1 95.0 4/01 6/19 09 09 24 2.1 100.0
6/22 6/26 09 09 24 3.1 95.0 6/22 6/26 09 09 24 2.1 95.0 6/22 6/26 09 09 24 2.1 95.0 6/22 6/26 09 09 24 2.1 100.0
6/28 9/04 09 09 24 3.1 95.0 6/28 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 6/28 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 6/28 ↓ 09 09 24 2.1 100.0
9/06 9/15 09 09 24 3.1 95.0 8/13 ↓ 09 09 24 3.2 95.0 8/13 ↓ 09 09 24 2.1 95.0 8/13 ↓ 09 09 24 3.2 100.0
9/20 10/15 09 09 24 3.1 95.0 8/28 9/04 09 09 24 2.1 95.0 8/28 9/04 09 09 24 2.1 95.0 8/28 9/04 09 09 24 2.1 100.0

9/06 9/15 09 09 24 2.1 95.0 9/06 9/15 09 09 24 2.1 95.0 9/06 9/15 09 09 24 2.1 100.0
9/20 10/15 09 09 24 2.1 95.0 9/20 10/15 09 09 24 2.1 95.0 9/20 10/15 09 09 24 2.1 100.0

4/01 ↓ 09 09 24 3.1 95.0 4/01 ↓ 09 09 24 1.1 95.0 4/01 ↓ 09 09 24 1.1 95.0 4/01 ↓ 09 09 24 1.1 100.0
5/30 8/09 09 09 24 3.1 95.0 5/30 8/09 09 09 24 2.1 95.0 5/30 8/09 09 09 24 2.1 95.0 5/30 8/09 09 09 24 2.1 100.0
8/15 8/24 09 09 24 3.1 95.0 8/15 8/24 09 09 24 2.1 95.0 8/15 8/24 09 09 24 2.1 95.0 8/15 8/24 09 09 24 2.1 100.0
8/25 9/06 09 09 24 3.1 95.0 8/25 9/06 09 09 24 2.1 95.0 8/25 9/06 09 09 24 2.1 95.0 8/25 9/06 09 09 24 2.1 100.0
9/07 10/06 09 09 24 3.1 95.0 9/07 09 09 24 2.1 95.0 9/07 09 09 24 2.1 95.0 9/07 09 09 24 2.1 100.0

10/10 10/13 09 09 24 3.1 95.0 9/22 09 09 24 3.2 95.0 9/22 09 09 24 3.2 95.0 9/22 09 09 24 3.2 100.0
9/24 10/06 09 09 24 2.1 95.0 9/24 10/06 09 09 24 2.1 95.0 9/24 10/06 09 09 24 2.1 100.0

10/10 10/13 09 09 24 2.1 95.0 10/10 10/13 09 09 24 2.1 95.0 10/10 10/13 09 09 24 2.1 100.0

2014年
（H26）

開始日 終了日
運転 空気量

(m3/min)

散気式（増設） 散気式（増設） 散気式（増設） 散気式（増設）

開始日 終了日
運転 空気量

(m3/min)
開始日 終了日

運転 空気量

(m3/min)
開始日 終了日

運転 空気量

(m3/min)

2012年
（H24）

2013年
（H25）
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表 5.6.2-2(5) 曝気循環設備の運用状況(H27～R1: 増設後 1～4号機) 

 

 

  

区分

標高 標高 標高 標高

Elm Elm Elm Elm

4/01 ↓ 3.1 133.0 4/01 ↓ 1.1 133.0 4/01 ↓ 1.1 133.0 4/01 ↓ 1.1 133.0

4/28 ↓ 3.1 129.0 4/28 ↓ 2.1 129.0 4/28 ↓ 2.1 133.0 4/28 ↓ 2.1 133.0
5/07 ↓ 3.1 129.0 5/07 ↓ 2.1 129.0 5/07 ↓ 2.1 133.0 5/07 ↓ 2.1 133.0
5/11 ↓ 3.1 129.0 5/11 ↓ 1.1 129.0 5/11 ↓ 1.1 133.0 5/11 ↓ 1.1 133.0
5/13 ↓ 3.1 125.0 5/13 ↓ 1.1 125.0 5/13 ↓ 1.1 125.0 5/13 ↓ 1.1 125.0
5/22 ↓ 3.1 123.2 5/22 ↓ 1.1 125.0 5/22 ↓ 1.1 125.0 5/22 ↓ 1.1 125.0
5/29 ↓ 3.1 120.9 5/29 ↓ 1.1 120.9 5/29 ↓ 1.1 125.0 5/29 ↓ 1.1 125.0
6/1 ↓ 3.1 120.9 6/1 ↓ 2.1 120.9 6/1 ↓ 2.1 125.0 6/1 ↓ 2.1 125.0
6/05 ↓ 3.1 119.0 6/05 ↓ 2.1 119.0 6/05 ↓ 2.1 119.0 6/05 ↓ 2.1 119.0
6/15 7/01 3.1 116.5 6/15 7/01 2.1 116.5 6/15 7/01 2.1 116.5 6/15 7/01 2.1 116.5
7/12 7/16 3.1 116.1 7/12 7/16 2.1 116.1 7/12 7/16 2.1 116.1 7/12 7/16 2.1 116.1
7/21 8/20 3.1 115.9 7/21 8/20 2.1 115.9 7/21 8/20 2.1 115.9 7/21 8/20 2.1 115.9
8/21 8/25 3.1 116.2 8/21 8/25 2.1 116.2 8/21 8/25 2.1 116.2 8/21 8/25 2.1 116.2
8/26 9/03 3.1 115.9 8/26 9/03 2.1 115.9 8/26 9/03 2.1 115.9 8/26 9/03 2.1 115.9
9/04 9/08 3.1 115.8 9/04 9/08 2.1 115.8 9/04 9/08 2.1 115.8 9/04 9/08 2.1 115.8
9/11 10/02 3.1 115.9 9/11 10/02 2.1 115.9 9/11 10/02 2.1 115.9 9/11 10/02 2.1 115.9

10/05 10/14 3.1 115.9 10/05 10/14 1.1 115.9 10/05 10/14 1.1 115.9 10/05 10/14 1.1 115.9

4/01 ↓ 3.1 133.0 4/01 ↓ 2.1 133.0 4/01 ↓ 2.1 133.0
4/28 ↓ 3.1 133.0 4/28 4/28 2.1 133.0 4/28 4/28 2.1 133.0
5/09 ↓ 3.1 129.2 5/09 ↓ 2.1 129.2 5/09 ↓ 2.1 129.2
5/13 ↓ 3.1 129.2 5/13 ↓ 1.6 128.3 5/13 ↓ 1.6 128.3
5/16 ↓ 3.1 127.3 5/16 ↓ 1.6 127.3 5/16 ↓ 1.6 127.3
5/20 ↓ 3.1 125.3 5/20 ↓ 1.6 125.3 5/20 ↓ 1.6 125.3
5/22 ↓ 3.1 125.3 5/22 ↓ 3.2 124.5 5/22 ↓ 3.2 124.5
5/26 ↓ 3.1 122.8 5/26 ↓（故障） 3.2 122.8 5/26 ↓ 3.2 122.8
5/27 ↓ 3.1 122.8 5/27 ↓（故障） 3.2 122.4 5/27 ↓ 3.2 122.4
5/31 ↓ 3.1 121.0 5/31 ↓（故障） 3.2 121.0 5/31 ↓ 3.2 121.0
6/07 ↓ 3.1 118.8 6/07 ↓（故障） 3.2 118.8 6/07 ↓ 3.2 118.8
6/13 ↓ 3.1 116.7 6/13 ↓（故障） 3.2 116.7 6/13 ↓ 3.2 116.7
7/05 ↓ 3.1 116.7 7/05 7/05 3.8 116.7 7/05 ↓ 3.8 116.7 7/05 ↓ 3.8 116.7
7/08 ↓ 3.1 116.1 7/08 ↓ 2.1 116.1 7/08 ↓ 2.1 116.1 7/08 ↓ 2.1 116.1
8/03 8/30 3.1 116.1 8/03 8/30 3.2 116.1 8/03 8/30 3.2 116.1 8/03 8/30 3.2 116.1
8/30 ↓ 3.1 115.7 8/30 ↓ 3.2 115.7 8/30 ↓ 3.2 115.7 8/30 ↓ 3.2 115.7
9/02 ↓ 3.1 115.9 9/02 ↓ 2.1 115.9 9/02 ↓ 2.1 115.9 9/02 ↓ 2.1 115.9

10/07 10/21 3.1 119.3 10/07 10/21 1.6 119.3 10/07 10/21 1.6 119.3 10/07 10/21 1.6 119.3

4/06 ↓ 3.1 水深35 4/06 ↓ 1.6 水深35 4/06 ↓ 1.6 水深20
5/08 ↓ 3.1 水深35 5/08 ↓ 1.1 水深35 5/08 ↓ 1.1 水深20 5/08 ↓ 1.1 水深20
5/10 ↓ 3.1 水深33 5/10 ↓ 1.1 水深33 5/10 ↓ 1.1 水深20 5/10 ↓ 1.1 水深20
5/15 ↓ 3.1 水深31 5/15 ↓ 1.1 水深31 5/15 ↓ 1.1 水深20 5/15 ↓ 1.1 水深20
5/17 ↓ 3.1 水深30 5/17 ↓ 1.1 水深30 5/17 ↓ 1.1 水深20 5/17 ↓ 1.1 水深20
5/22 ↓ 3.1 水深28 5/22 ↓ 2.1 水深28 5/22 ↓ 2.1 水深20 5/22 ↓ 2.1 水深20
5/26 ↓ 3.1 水深26 5/26 ↓ 2.1 水深26 5/26 ↓ 2.1 水深20 5/26 ↓ 2.1 水深20
5/30 ↓ 3.1 水深24 5/30 ↓ 2.1 水深24 5/30 ↓ 2.1 水深20 5/30 ↓ 2.1 水深20
6/06 ↓ 3.1 水深23 6/06 ↓ 2.1 水深23 6/06 ↓ 2.1 水深18 6/06 ↓ 2.1 水深20
6/07 ↓ 3.1 水深23 6/07 ↓ 2.1 水深23 6/07 ↓ 2.1 水深18 6/07 ↓ 2.1 水深16
6/12 ↓ 3.1 水深21 6/12 ↓ 2.1 水深21 6/12 ↓ 2.1 水深16 6/12 ↓ 2.1 水深16
6/20 8/8 3.1 水深21 6/20 ↓ 3.2 水深21 6/20 ↓ 3.2 水深16 6/20 ↓ 3.2 水深16
8/8 ↓ 3.1 水深21 8/8 ↓ 2.1 水深21 8/8 ↓ 2.1 水深16 8/8 ↓ 2.1 水深16
8/10 ↓ 3.1 水深21 8/10 ↓ 3.2 水深21 8/10 ↓ 3.2 水深16 8/10 ↓ 3.2 水深16
8/17 ↓ 3.1 水深21 8/17 ↓ 2.1 水深21 8/17 ↓ 2.1 水深16 8/17 9/1 2.1 水深16
9/7 9/18 3.1 水深21 9/7 9/18 2.1 水深21 9/7 9/18 2.1 水深16 9/7 9/18 2.1 水深16
9/18 ↓ 3.1 水深21 9/18 ↓ 2.1 水深21 9/20 ↓ 2.1 水深16 9/22 ↓ 2.1 水深16
9/28 ↓ 3.1 水深21 9/28 ↓ 2.1 水深21 9/28 ↓ 2.1 水深16 9/28 10/4 2.1 水深16
10/4 10/18 3.1 水深21 10/4 10/11 1.6 水深21 10/4 10/11 1.6 水深16

4/02 ↓ 3.1 133.17 4/02 ↓ 0.8 133.17 4/02 ↓ 0.8 133.17
5/09 ↓ 3.1 129.08 5/09 ↓ 0.8 129.08 5/09 ↓ 0.8 129.08
5/16 ↓ 3.1 126.27 5/16 ↓ 2.1 126.27 5/16 ↓ 2.1 126.27 5/16 ↓ 2.1 126.27
5/17 ↓ 3.1 125.87 5/17 ↓ 2.1 125.87 5/17 ↓ 2.1 125.87 5/17 ↓ 2.1 125.87
5/22 ↓ 3.1 123.56 5/22 ↓ 2.1 123.56 5/22 ↓ 2.1 123.56 5/22 ↓ 2.1 123.56
5/30 ↓ 3.1 121.07 5/30 ↓ 2.1 121.07 5/30 ↓ 2.1 121.07 5/30 ↓ 2.1 121.07
6/04 ↓ 3.1 119.50 6/04 ↓ 2.1 119.50 6/04 ↓ 2.1 119.50 6/04 ↓ 2.1 119.50
6/08 ↓ 3.1 117.97 6/08 ↓ 2.1 117.97 6/08 ↓ 2.1 117.97 6/08 ↓ 2.1 117.97
6/11 ↓ 3.1 117.12 6/11 ↓ 2.1 117.12 6/11 ↓ 2.1 117.12 6/11 ↓ 2.1 117.12
7/17 ↓ 3.1 117.12 7/17 ↓ 3.2 117.12 7/17 ↓ 3.2 117.12 7/17 ↓ 3.2 117.12
7/30 ↓ 3.1 117.12 7/30 9/03 3.2 117.12 7/30 9/03 3.2 117.12 7/30 9/03 3.2 117.12
9/05 10/15 3.1 117.12 9/05 9/18 1.1 117.12 9/05 9/18 1.1 117.12 9/05 9/18 1.1 117.12

10/16 10/22 3.1 117.12

4/01 ↓ 3.1 133.07 4/01 ↓ 3.2 133.07 4/01 ↓ 3.2 133.07
5/02 ↓ 3.1 131.15 5/02 ↓ 3.2 131.15 5/02 ↓ 3.2 131.15
5/10 ↓ 3.1 127.94 5/10 ↓ 3.2 127.94 5/10 ↓ 3.2 127.94
5/13 ↓ 3.1 126.91 5/13 ↓ 3.2 126.91 5/13 ↓ 3.2 126.91 5/13 ↓ 3.2 126.91
5/20 ↓ 3.1 123.99 5/20 ↓ 3.2 123.99 5/20 ↓ 3.2 123.99 5/20 ↓ 3.2 123.99
5/25 ↓ 3.1 122.53 5/25 ↓ 3.2 122.53 5/25 ↓ 3.2 122.53 5/25 ↓ 3.2 122.53
5/30 ↓ 3.1 120.11 5/30 ↓ 3.2 120.11 5/30 ↓ 3.2 120.11 5/30 ↓ 3.2 120.11
6/07 ↓ 3.1 118.45 6/07 ↓ 3.2 118.45 6/07 ↓ 3.2 118.45 6/07 ↓ 3.2 118.45
6/20 ↓ 3.1 116.06 6/20 ↓ 3.2 116.06 6/20 ↓ 3.2 116.06 6/20 ↓ 3.2 116.06
8/05 10/12 3.1 116.43 8/05 10/09 3.2 116.43 8/05 10/09 3.2 116.43 8/05 9/02 3.2 116.43

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（H31）

終了日

2015年
（H27）

終了日
空気量

 (m3 /min)
開始日 終了日

散気式 散気式 散気式 散気式

年

1号機 2号機 3号機 4号機

開始日
空気量

 (m3 /min)
開始日 終了日

空気量

 (m3 /min)

空気量

 (m3 /min)
開始日
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表 5.6.2-2(6) 曝気循環設備の運用状況(H27～R1: 増設後 5～8号機) 

 

  

区分

標高 標高 標高 標高

Elm Elm Elm Elm

4/01 ↓ 3.1 95.0 4/01 ↓ 1.1 95.0 4/01 ↓ 1.1 95.0 4/01 ↓ 1.1 100.0

4/28 ↓ 3.1 95.0 4/28 ↓ 2.1 95.0 4/28 ↓ 2.1 95.0 4/28 ↓ 2.1 100.0
5/07 ↓ 3.1 95.0 5/07 ↓ 2.1 95.0 5/07 ↓ 2.1 95.0 5/07 ↓ 2.1 100.0
5/11 ↓ 3.1 95.0 5/11 ↓ 1.1 95.0 5/11 ↓ 1.1 95.0 5/11 ↓ 1.1 100.0
6/1 7/1 3.1 95.0 6/1 7/1 2.1 95.0 6/1 7/1 2.1 95.0 6/1 7/1 2.1 100.0
7/12 7/16 3.1 95.0 7/12 7/16 2.1 95.0 7/12 7/16 2.1 95.0 7/12 7/16 2.1 100.0
7/21 ↓ 3.1 95.0 7/21 8/20 2.1 95.0 7/21 8/20 2.1 95.0 7/21 8/20 2.1 100.0
8/21 8/25 3.1 95.0 8/21 8/25 2.1 95.0 8/21 8/25 2.1 95.0 8/21 8/25 2.1 100.0
8/26 9/03 3.1 95.0 8/26 9/03 2.1 95.0 8/26 9/03 2.1 95.0 8/26 9/03 2.1 100.0
9/04 9/08 3.1 95.0 9/04 9/08 2.1 95.0 9/04 9/08 2.1 95.0 9/04 9/08 2.1 100.0
9/11 10/02 3.1 95.0 9/11 10/02 2.1 95.0 9/11 10/02 2.1 95.0 9/11 10/02 2.1 100.0

10/05 10/14 3.1 95.0 10/05 10/14 1.1 95.0 10/05 10/14 1.1 95.0 10/05 10/14 1.1 100.0

4/01 ↓ 3.1 95.0 4/01 4/28 2.1 95.0 4/01 4/28 2.1 95.0
5/09 ↓ 3.1 95.0
5/13 ↓ 3.1 95.0 5/13 ↓ 1.6 95.0 5/13 ↓ 1.6 95.0
5/22 ↓ 3.1 95.0 5/22 ↓ 3.2 95.0 5/22 ↓ 3.2 95.0
7/05 ↓ 3.1 95.0 7/05 ↓ 3.8 95.0 7/05 ↓ 3.8 95.0
7/08 ↓ 3.1 95.0 7/08 ↓ 2.1 95.0 7/08 ↓ 2.1 95.0 7/08 ↓ 2.1 100.0
8/03 8/30 3.1 95.0 8/03 8/30 3.2 95.0 8/03 8/30 3.2 95.0 8/03 8/30 3.2 100.0
8/30 ↓ 3.1 95.0 8/30 ↓ 3.2 95.0 8/30 ↓ 3.2 95.0 8/30 ↓ 3.2 100.0
9/02 ↓ 3.1 95.0 9/02 ↓ 2.1 95.0 9/02 ↓ 2.1 95.0 9/02 10/7 2.1 100.0

10/07 10/21 3.1 95.0 10/07 10/21 1.6 95.0 10/07 10/21 1.6 95.0

4/06 ↓ 3.1 95.0 4/06 ↓ 1.6 95.0 4/06 ↓ 1.6 95.0
5/08 ↓ 3.1 95.0 5/08 ↓ 1.1 95.0 5/08 ↓ 1.1 95.0 5/08 ↓ 1.1 100.0
5/22 ↓ 3.1 95.0 5/22 ↓ 2.1 95.0 5/22 ↓ 2.1 95.0 5/22 ↓ 2.1 100.0
6/20 8/8 3.1 95.0 6/20 ↓ 3.2 95.0 6/20 ↓ 3.2 95.0 6/20 ↓ 3.2 100.0
8/8 ↓ 3.1 95.0 8/8 ↓ 2.1 95.0 8/8 ↓ 2.1 95.0 8/8 ↓ 2.1 100.0
8/10 ↓ 3.1 95.0 8/10 ↓ 3.2 95.0 8/10 ↓ 3.2 95.0 8/10 ↓ 3.2 100.0
8/17 ↓ 3.1 95.0 8/17 ↓ 2.1 95.0 8/17 ↓ 2.1 95.0 8/17 9/1 2.1 100.0
9/7 ↓ 3.1 95.0 9/7 9/18 3.2 95.0 9/7 9/18 3.2 95.0 9/7 9/18 3.2 100.0
9/18 ↓ 3.1 95.0 9/18 ↓ 3.2 95.0 9/19 ↓ 3.2 95.0 9/21 ↓ 3.2 100.0
9/28 10/18 3.1 95.0 9/28 10/11 2.1 95.0 9/28 10/11 2.1 95.0 9/28 10/4 2.1 100.0

4/02 ↓ 3.1 95.0 4/02 ↓ 0.8 95.0 4/02 ↓ 0.8 95.0
5/16 ↓ 3.1 95.0 5/16 ↓ 2.1 95.0 5/16 ↓ 2.1 95.0 5/16 ↓ 2.1 100.0
7/17 ↓ 3.1 95.0 7/17 9/3 3.2 95.0 7/17 9/3 3.2 95.0 7/17 9/3 3.2 100.0
9/05 10/15 3.1 95.0 9/05 9/18 1.1 95.0 9/05 9/18 1.1 95.0 9/05 9/18 1.1 100.0

10/16 10/22 3.1 95.0

4/01 ↓ 3.1 95.0 4/01 ↓ 3.2 95.0 4/01 ↓ 3.2 95.0
5/13 10/12 3.1 95.0 5/13 10/9 3.2 95.0 5/13 10/9 3.2 95.0 5/13 9/2 3.2 100.0

2015年
（H27）

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（H31）

散気式（増設） 散気式（増設） 散気式（増設） 散気式（増設）

終了日
空気量

(m3 /min)
開始日 終了日

空気量

(m3 /min)
終了日

空気量

(m3 /min)
開始日 終了日

空気量

(m3 /min)

年

５号機 ６号機 ７号機 ８号機

開始日 開始日
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(2) 分画フェンス・噴水 

貯水池上流部（八幡橋付近）に設置する分画フェンス・噴水（第２噴水）は、貯水位が低

下する期間（6月から 10 月は洪水期制限水位に貯水位を下げる）は湖岸に退避する以外の期

間に運用しており、至近 5 ヶ年の分画フェンス・噴水の運用期間は次表の通りである。（第１

噴水は必要に応じて運用している。） 

 

表 5.6.2-3 分画フェンスの設置期間 

 

 

 

  

～ ～

～ ～

～ ～

～

～ ～

5/11

2/18 3/15

2/13 5/15

5/24

2/8

1/26

1/25

2/12

平成31年

分画フェンス 噴水

2/8 5/7

稼働なし

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

2/2

1/27

5/15

5/21

5/22

5/18
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5.6.3 水質保全施設の効果把握と評価 

(1) 曝気循環設備 

1) 水質改善効果 

曝気循環設備の効果を確認するため、運用期間を以下の 4通りに分類した。 

なお、運用期間のうち平成 13～平成 15 年は曝気循環設備を 1 基から 4 基まで順次設置

中であり、また試験運用段階にあったことから評価対象としない。 

A 導入前(H8～H12) 

B コンプレッサー4台×散気管 4基運用(H16～H20) 4月初旬～10 月末以降まで運転 

C コンプレッサー3 台×散気管 3 基運用(H21～H23) 1,2 号基＋3 号基もしくは 4 号基を

運転 

D 散気管 8基運用(H24以降)【効率的運用】 1～8号機の連続運転＋段階的にコンプレッ

サーの運用を変更(4～5 月*: 2台, 6～10月: 3台, アオコ発生兆候確認時: 4 台) 

 *冷水放流対策として運用している期間から水温の低い期間はコンプレッサー運用台数を減らして運用 

 

上記の期間に対して、曝気循環設備が稼働している期間のうち、アオコが発生しうる 5

～9月の各水質項目の推移を表 5.6.3-1及び図 5.6.3-1に整理した。 

 

表 5.6.3-1 曝気循環設備の効果比較表（5～9月平均） 

 

  

水温

(℃)

T-P

(mg/L)

T-N

(mg/L)

COD

(mg/L)

水温

(℃)

T-P

(mg/L)

T-N

(mg/L)

COD

(mg/L)

Chl-a

(μg/L)

導入前

(H8～H12)
A 22.4 0.085 1.31 4.0 25.2 0.082 1.80 9.0 44.5

4基運用＋コンプレッサー4台

(H16～H20)
B 23.8 0.095 1.40 4.2 23.4 0.048 1.20 4.2 14.4

3基運用＋コンプレッサー3台

(H21～H23)
C 22.6 0.072 0.93 3.5 23.4 0.056 1.18 3.8 14.6

8基運用＋コンプレッサー2～4台

(H24以降)
D 23.1 0.070 0.85 3.5 22.9 0.052 0.99 3.7 6.7

水温

(℃)

T-P

(mg/L)

T-N

(mg/L)

COD

(mg/L)

Chl-a

(μg/L)

導入前

(H8～H12)
A 24.2 0.123 2.09 8.0 39.9

4基運用＋コンプレッサー4台

(H16～H20)
B 24.3 0.085 1.21 4.7 22.5

3基運用＋コンプレッサー3台

(H21～H23)
C 23.8 0.067 1.07 4.0 11.8

8基運用＋コンプレッサー2～4台

(H24以降)
D 24.1 0.070 0.95 3.9 7.6

５～９月平均
流入河川(大川橋) 貯水池内基準地点(網場地点表層)

５～９月平均
貯水池内副基準地点(八幡橋)
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図 5.6.3-1(1) 5～9月平均貯水池表層水質(T-N) 

 

 

図 5.6.3-1(2) 5～9月平均貯水池表層水質(T-P) 
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図 5.6.3-1(3) 5～9月平均貯水池表層水質(水温) 

 

 

図 5.6.3-1(4) 5～9月平均貯水池表層水質(COD) 

 

 

図 5.6.3-1(5) 5～9月平均貯水池表層水質(クロロフィル a) 
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曝気循環設備の導入前(平成 8 年)から令和元年にかけての貯水池表層の水質の推移は以下

の通りである。 

 

水温 

網場表層では、A(曝気稼働前)から B(4 基運用)にかけて約 2℃水温が低下している。一

方、上流の八幡橋では、ほとんど水温低下が見られない。これは、八幡橋付近は流入水温

の影響が大きいため、貯留による水温上昇が網場地点に比べて小さいことが考えられる。 

 

クロロフィル a 

クロロフィル a 濃度は全ての植物プランクトンが有する光合成色素であり、植物プラン

クトンの増殖に伴い増加する。つまり、クロロフィル a 濃度は湖水中の植物プランクトン

の増殖の指標となっている。クロロフィル a 濃度は、曝気循環設備運用後に急激に低下す

るとともに、それ以降も曝気循環設備の能力増強に伴って減少傾向になっている。 

 

Ｔ－Ｎ, Ｔ－Ｐ 

窒素及びリンは植物プランクトンの増殖に必要な栄養塩であり、上流域からの汚濁負荷

の影響を受ける。 

貯水池表層の T-N は、曝気循環設備運用により藻類生産が減少したため急激に低下する

が、それ以降も低下傾向になっている。この理由としては、流入 T-N が経年的に減少して

いることが考えられる（図 5.3.1-1参照）。 

貯水池表層の T-P も T-N と同様に、曝気循環設備運用により藻類生産が減少したため急

激に低下しているが、それ以降は横ばいになっている。この理由としては、流入 T-P は、

T-Nほど減少が見られなかったためと考えられる（図 5.3.1-1参照）。 

 

COD 

CODは、水中の有機物量の指標であり、植物プランクトンの増殖に伴い増加する。 

貯水池表層の COD は、曝気循環設備の運用開始後に八幡橋及び網場では大きく減少した

が、その後の曝気循環施設の能力増強後には変化が小さい。この理由としては、八幡橋及

び網場では曝気循環施設運用により内部生産に由来する有機物量が減少したが、流入 COD

と同程度となったため、それ以降は横ばいになっているものと考えられる。 

 

以上より、高山ダム貯水池では、曝気循環設備の適切な運用によって、植物プランクト

ンの増殖が抑制されたと評価できる。  
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2) アオコ原因藻類の増殖抑制効果 

曝気循環設備は表層の強固な水温躍層を解消することで、表層付近での藍藻綱(細胞内に

偽空胞を有し、表層に強く集積することができる)の優占しやすい環境を解消することを目

的として稼働させる装置である。曝気循環設備の稼働状況と藍藻綱、及び代表的なアオコ

原因藻類である Microcystis(ミクロキスティス)属、Phormidium(フォルミディウム)属、

Anabaena(アナベナ)属の細胞数の推移を地点毎に整理した。結果を図 5.6.3-2に示す。 

Microcystis属については、曝気循環設備の稼働を開始した平成 16年から網場、高山橋、

八幡橋のすべての地点において減少していることが確認された。更に Phormidium 属に対し

てはより明確な効果が確認され、近年では Phormidium 属は確認されていない。対して、

Anabaena属については、曝気循環設備の稼働開始前から発生量が少ないものの、令和元年

5月にも発生するなど、曝気循環設備による増殖抑制効果は不明瞭である。 

以上より、曝気循環設備の導入により、Microcystis 属並びに Phormidium 属を原因種と

するアオコや異臭味の発生に対して抑制効果を発揮していると評価される。 
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図 5.6.3-2(1) 曝気循環設備の稼働状況と藍藻細胞数の経年変化(網場地点) 
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図 5.6.3-2(2) 曝気循環設備の稼働状況と藍藻細胞数の経年変化(高山橋地点) 
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図 5.6.3-2(3) 曝気循環設備の稼働状況と藍藻細胞数の経年変化(八幡橋地点) 
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3) 冷水放流の抑制効果 

高山ダムでは春季の冷水放流の軽減ないしは解消を目的として、4 月初旬から曝気循環

設備を稼働させている。平水時の高山ダムの放流水温は、概ね利水放流管呑口中心(EL.95m)

の水温を反映していると考えられる。ここで、貯水池内水温をみると、曝気循環設備の稼

働開始前の 3月末には表層と利水放流管呑口中心(EL.95m)との水温差が 5℃以上となるが、

4 月初旬から曝気循環設備を稼働すると、貯留水が攪拌されるため表層水温と利水放流管

呑口中心(EL.95m)水温がほぼ等しくなることから、冷水放流の軽減に努めていると評価さ

れる。 

 

 

図 5.6.3-3 高山ダム表層水温と利水放流管呑口水温との水温差の時系列変化 
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高山ダムにおける曝気循環設備による冷水放流の軽減の一例として、平成 31年 3月から

4月までの表層及び利水放流設備呑口標高（EL.95m）の水温変化を図 5.6.3-4 に示す。 

高山ダムの平常時の放流設備は、EL.95m に呑口を有する利水放流設備のみであり、表層

取水設備や選択取水設備を有していない。このため、４月初旬から曝気循環設備の稼働に

より、貯水池を攪拌することで EL.95m の水温上昇を促進し、冷水放流の軽減に努めている。 

 

 

図 5.6.3-4 曝気循環設備稼働前後の表層と利水放流設備呑口標高の水温変化（平成 31年） 
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(2) 分画フェンス・噴水 

現地で効果原理に基づく試験を実施（平成 14年）しており、噴水による細胞破壊効果は

確認されている。（詳細は平成 22年度の定期報告に記載されている。） 

また、噴水は、分画フェンスで捕集した淡水赤潮を処理することで効果が現れるもので

あり、分画フェンス付近（八幡橋地点）の渦鞭毛藻綱及び Peridinium 属は減少傾向にある

ことから、分画フェンスと合わせて効果を発揮したものと推測される。 

 

表 5.6.3-2 水質異常の発生状況 

 

  

水質異常

凡　例

12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

平成15年
（2003年）

淡水赤潮

平成16年
（2004年）

淡水赤潮

平成17年
（2005年）

平成18年
（2006年）

平成19年
（2007年）

平成20年
（2008年）

淡水赤潮

平成21年
（2009年）

平成22年
（2010年）

異臭味

平成23年
（2011年）

平成24年
（2012年）

アオコ
淡水赤潮
異臭味

平成25年
（2013年）

平成26年
（2014年）

平成30年
（2018年）

令和元年
（2019年）

平成27年
（2015年）

平成28年
（2016年）

平成29年
（2017年）

アオコ

3/14 ペリディニウム 5/14 5/19 ペリディニウム 6/6

1/21 ペリディニウム 1/26

4/22 ペリディニウム 7/10

9/1 10/5

4/9 ペリディニウム4/23

6/10 カビ臭 6/26

8/30 ②ミクロキスティス9/10

9/11 ②ミクロキスティス9/21

1/27 分画フェンス 5/24

2/2 分画フェンス 5/18

1/25 分画フェンス 5/22

1/26 分画フェンス 5/21

2/8 分画フェンス 5/15

2/12 噴水 5/11

2/18 噴水 3/15

2/13 噴水 5/15

2/8 噴水 5/7

発生期間・規模（アオコ、淡水赤潮）

小規模（部分的）

中規模（貯水池半分程度）

大規模（貯水池全体）

発生期間（異臭味）

アオコの代表的なレベル（集積の状況）

② アオコレベル２ うっすらとすじ状にアオコの発生が認められる

③ アオコレベル３ 縞状にアオコが湖面を覆う

④ アオコレベル４ 薄くマット状にアオコが湖面を覆う

⑤ アオコレベル５ 厚くマット状にアオコが湖面を覆う

⑥ アオコレベル６ アオコがスカム状（厚く集積し表面が白っぽくなったり青の縞状

模様になることもある）に湖面を覆い、腐敗臭がする

分画フェンス・噴水の設置期間

分画フェンスの設置期間

噴水の設置期間

1/29 分画フェンス 5/20

(H24 12/11) 分画フェンス 5/27

(H23 12/26) 分画フェンス 5/21

1/7 分画フェンス 5/18

(H20 12/11 分画フェンス 5/17

(H20 12/22 分画フェンス 5/25

2/4 分画フェンス 4/23

1/18 分画フェンス 4/23

2/8 分画フェンス 5/26

1/12 分画フェンス 6/10

分画フェンス 12/22

分画フェンス 12/11

分画フェンス 12/26

分画フェンス 12/11

1/18 噴水 4/23

2/8 噴水 5/21

2/1 噴水 6/9

2/4 噴水 4/23

2/13 噴水 4/15

2/10 噴水 4/22

2/10 噴水 4/18

2/10 噴水 5/7

2/8 噴水 5/7

2/14 噴水 5/7



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-139 

 

図 5.6.3-5(1) 分画フェンスの設置状況と渦鞭毛藻細胞数の経年変化(網場地点) 
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図 5.6.3-5(2) 分画フェンスの設置状況と渦鞭毛藻細胞数の経年変化(高山橋地点) 
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図 5.6.3-5(3) 分画フェンスの設置状況と渦鞭毛藻細胞数の経年変化(八幡橋地点) 

  

0

200

400

600

800

1000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

細
胞

数
・

群
体

数
(c

e
ll
s/

m
L
)

渦鞭毛藻

分画フェンス設置

(

未

観

測)

0

200

400

600

800

1000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

細
胞

数
・

群
体

数
(c

e
ll
s/

m
L
)

Peridinium属

分画フェンス設置

(

未

観

測)



高山ダム定期報告書（R2）                                                      5 章 水 質 

 

 5-142 

5.7 まとめ 

高山ダムの水質の評価結果を以下に示す。 

 

項目 評価 今後の方針 

環境基準 環境基準については、概ね満足しているが、流入河

川の治田川の BOD、貯水池内、流入河川、下流河川

の大腸菌群数が環境基準を超えている年がある。し

かし、ふん便性大腸菌群数は概ね 100 個/100mL 以

下で推移していることから、大腸菌群数のほとんど

は土壌等の自然由来に起因すると考えられる。 

現状の調査を継続し、水質の状況を

把握する。 

 

放流水の水温 春季に流入水温より下流水温が低下する傾向があ

るため、4 月初旬より曝気循環設備を稼働してい

る。曝気循環設備の稼働により、貯水池を攪拌する

ことで放水口付近の水温が上昇するため、冷水放流

の軽減に努めていると評価される。 

引き続き、4 月初旬より曝気循環設

備を稼働することにより、冷水放流

の軽減並びに早期解消に努める。 

放流水の濁り 下流の濁度が比較的長期間（1週間以上）上昇する

のは大規模出水の後のみであり、平水時から中規模

出水時にかけては概ね濁度は 10 度以下で推移して

いる。 

引き続き、水質自動監視データ並び

に定期水質調査を通じて濁水放流が

生じていないことを日常的に監視す

る。 

富栄養化 

現象 

至近 5 ヵ年では、アオコは平成 29 年に八幡橋付近

で小規模なアオコが 11 日間発生したのみであり、

異臭味障害や淡水赤潮は発生していない。 

曝気循環設備運用以降、アオコの発

生が抑制されていることを踏まえ、

水質保全設備を継続運用していく。 

曝気循環設備 曝気循環設備の設置以降、アオコの発生頻度が抑制

されている。また、4月初旬からの稼働開始により

春季の冷水放流の軽減にも効果を発揮している。 

アオコ発生抑制及び冷水放流軽減へ

の効果が確認されたことを踏まえ、

継続運用していく。 

分画フェンス 

・噴水 

八幡橋地点において淡水赤潮の原因藻類である渦

鞭毛藻の細胞数が減少しているため、淡水赤潮対策

の効果があったものと考えられる。 

効果が確認されたことを踏まえ、分

画フェンス・噴水を継続運用（設置）

していく。なお、噴水については現

在稼働できない状態にあり、水質を

監視しつつ、状況に応じて必要な措

置を講じる。 

流入河川の 

水質保全 

◼ 高山ダム流域の公共下水道普及率は、全国平均

に比べ低い状況にあるが、平成 18年度より増加

傾向が継続している。また、毎年の水源地域ビ

ジョン実行連絡会において、水源地域自治体、

住民等による水質保全の対策状況（公共下水道、

合併浄化槽の整備状況）を共有している。 

◼ 地域が主催する河川清掃活動に参加するととも

に、ホームページにその状況を掲載することで

水質保全に向けた啓発を行っている。 

➢ 水源地域ビジョン実行連絡会に

おいて、ダム流域の水質保全の対

策状況を引き続き共有していく。 

➢ 地域が主催する貯水池周辺や河

川の清掃活動に参加し、その状況

を発信することで、水質保全に向

けた啓発に取り組む。 
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5.8 文献リスト 

高山ダムの水質に係わる評価のため、以下の資料を収集整理した。 

 

表 5.8-1 「水質」に使用した文献・資料リスト 

№ 報告書等名称 発行者 発行年月 
備考 

（引用箇所等） 

5-1 
平成 27 年～平成 30 年度ダム等管理フォローアッ

プ年次報告書（高山ダム） 
木津川ダム総合管理所 

平成 28年～平成 31

年 3 月 
－ 

5-2 H27 高山・布目ダム湖水質調査業務報告書 木津川ダム総合管理所 平成 28 年 3 月  

5-3 H28 高山・布目ダム湖水質調査業務報告書 木津川ダム総合管理所 平成 29 年 3 月  

5-4 H29 高山・布目ダム湖水質調査業務報告書 木津川ダム総合管理所 平成 30 年 3 月  

5-5 H30 高山・布目ダム湖水質調査業務報告書 木津川ダム総合管理所 平成 31 年 3 月  

5-6 R1 高山・布目ダム湖水質調査業務報告書 木津川ダム総合管理所 令和 2 年 3 月  

5-7 H27 木津川ダム群プランクトン調査報告書 木津川ダム総合管理所 平成 28 年 3 月  

5-8 H28 木津川ダム群プランクトン調査報告書 木津川ダム総合管理所 平成 29 年 3 月  

5-9 
H29 木津川ダム群プランクトン調査・予測評価業

務報告書 
木津川ダム総合管理所 平成 30 年 3 月  

5-10 
H30 木津川ダム群プランクトン調査・予測評価業

務報告書 
木津川ダム総合管理所 平成 31 年 3 月  

5-11 
R1 木津川ダム群プランクトン調査・予測評価業務

報告書 
木津川ダム総合管理所 令和 2 年 3 月  

 

表 5.8-2 「水質」に使用したデータ 

№ 報告書等名称 発行者 発行年月 
備考 

（引用箇所等） 

5-12 植物プランクトンデータ 木津川ダム総合管理所 平成 1～26 － 

5-13 貯水池内水質自動観測データ 木津川ダム総合管理所 
H27.1.1～ 

R1.12.31 
 

5-14 ダム直下自動観測データ  木津川ダム総合管理所 
H27.1.1～ 

R1.12.31 
 

5-15 高山ダム管理日報 木津川ダム総合管理所 
H27.1.1～ 

R1.12.31 
 

5-16 高山ダム気象データ 木津川ダム総合管理所 
H27.1.1～ 

R1.12.31 
 

5-17 土地利用細分メッシュ 国土地理院 ―  

5-18 人口、産業別人口、下水道普及率 流域内各自治体 ―  
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6.7 文献リスト 

高山ダムの生物に係わる評価のため、以下の資料を収集整理した。 

 

表 6.7-1 ｢6.生物｣に使用した文献・資料リスト 

No 文献・資料名 発行者 発行年月 備考 

6-1 平成 27 年度 高山ダム定期報告書 木津川ダム総合管理所 平成 28 年 3 月  

6-2 
平成 27 年度 木津川ダム群河川水辺の

国勢調査業務（高山ダム） 
木津川ダム総合管理所 平成 28 年 3 月  

6-3 
平成 28 年度 高山ダム河川水辺の国勢

調査業務 
木津川ダム総合管理所 平成 29 年 3 月  

6-4 
平成 29 年度 木津川ダム群河川水辺の

国勢調査業務 魚類調査(高山ダム) 
木津川ダム総合管理所 平成 30 年 3 月  

6-5 
平成 29 年度 木津川ダム群河川水辺の

国勢調査業務(底生動物)（高山ダム編） 
木津川ダム総合管理所 平成 30 年 12 月  

6-6 
平成 31 年度 木津川ダム群河川水辺の

国勢調査業務(高山ダム) 
木津川ダム総合管理所 令和 2 年 2 月  

6-7 
河川水辺の国勢調査 全体調査計画 

（高山ダム） (独)水資源機構 平成 28 年 3 月  

6-8 
平成 29 年度 高山ダムフラッシュ放流 

報告 
木津川ダム総合管理所 平成 29 年 5 月  

6-9 
令和元年度 高山ダムフラッシュ放流報

告 
木津川ダム総合管理所 令和元年 5 月  
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7.  水源地域動態 

7.1 評価の進め方 

7.1.1 評価方針 

水源地域動態の評価は大きく 2 つの流れの評価を行う。一つは、地域との関わりとい

う点で、ダム建設から管理以降、現在までのダム事業を整理するとともに、地域情勢の

変遷を整理し、地域においてダムがどのような役割を果たしてきたか、今後の位置づけ

はどのように考えていくべきか等についての評価を行う。 

もう一つの流れとして、ダム周辺整備事業とダム及びダム周辺の利用状況から評価を

行うものである。ダム周辺に整備された施設等が十分に利用されているものとなってい

るか、又は逆に利用状況から見た施設は十分なものとなっているか等の評価を行う。 

後にこれらをまとめ、ダム及びダム周辺の社会的な評価の総括を行い、課題等につ

いて検討する。 

 

7.1.2 評価手順 

水源地域動態の検討手順を図 7.1.2-1 に示す。 

評価方針のとおり大きく 2 つの流れにより評価を行いとりまとめることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1.2-1 水源地域動態の検討手順 

 

水源地域の概況整理 

ダム事業と地域社会情勢の変遷 ダム周辺の状況 

河川水辺の国勢調査(ダム湖利用実態調査)結果ダムと地域の関わりに関する評価 

まとめ 
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（1）水源地域の概況整理 

水源地域の地勢や人口等の概要、交通条件や観光施設等のダムの立地特性等の視点か

ら水源地域の概況を把握する。 

 

（2）ダム事業と地域社会の変遷 

ダム建設が直接地域社会に与えたインパクト、周辺地域の社会情勢、地域の交流活動・

イベント等についてダム事業の経緯とともに変遷を年表形式で整理し、ダム事業と地域

社会の係わりを把握する。周辺地域の社会情勢、地域の交流活動・イベント等は、ダム

の影響とまでは言えないまでも関連がありそうな事項を抽出する。これらのまとめによ

り、ダムを含めた水源地域としての地域特性を把握する。 

 

（3）ダムと地域の関わりに関する評価 

ダムと地域との関わりとして、(2)をもとに、「地域に開かれたダム」や「水源地域ビ

ジョン」等も参考にしながら、地域におけるダムの位置づけについて考察を行う。さら

にダム管理者と地域の関わりとして、至近 5 ヶ年程度のダム管理者と地域の交流事項等

について整理し、管理者の活動等について評価する。 

 

（4）ダム周辺の状況 

ダムの周辺環境整備計画を整理するとともに、現況の整備状況等について整理を行い、

加えて、「地域に開かれたダム」や「水源地域ビジョン」により新たに整備された施設等

についても整理する。 

なお、原則は、「水源地域対策特別措置法」で整備した施設等は評価対象としないが、

ダム事業と一体となって整備した施設等は含めることとする。 

また、施設入り込み数、イベント開催状況等から周辺の利用状況を整理し、利用に関

する評価を行う。 

 

（5）河川水辺の国勢調査（ダム湖利用実態調査）結果 

河川水辺の国勢調査（ダム湖利用実態調査）結果より、ダム周辺施設の年間利用者数、

利用形態等についても整理する。また、アンケート調査結果から、利用者がどのような

感想をもっているかについても整理し、利用者の視点からのダム周辺施設（環境整備）

の評価を行う。 

 

（6）その他関連事項の整理 

水源地域の社会動態に関する既往検討資料、又は景観検討資料、施設の維持管理に関

する検討資料等、関連する資料があれば整理する。 

 

（7）まとめ 

以上より、地域とダムの関わり、ダムの利用状況に関する評価結果をまとめ、ダムの

特徴、課題等について整理する。また、負の評価結果となった事項があれば、これらに

ついて要因を整理し、極力改善策等の提案についてとりまとめるものとする。 
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7.2 水源地域の概況 

7.2.1 水源地域の概要 

（1）自然 

高山ダム流域は、高見山脈の連峰（標高 1,249m）に発する比奈知、青蓮寺及び宇陀の

三川からなり、流域面積は 615km2である。 

ダムサイトの河床標高は約80ｍ、谷幅は約50mである。ダムサイト両岸の山腹斜面は、

ほぼ等しく約 40 度の傾斜をなしている。ダム右岸には、標高 180m 付近から緩い起伏を

もつ平坦な面が東方に拡がっている。この平地面には、基盤の花崗岩を覆って第四紀洪

積層（固結の進んだいわゆる山砂利層）が分布している。一方、ダム左岸は標高 200m

前後から緩斜面にはなるが、右岸ほど著しい平坦面の形成は見られない。 

地質的には中央構造線の北方、つまり西南日本内帯に属し、いわゆる領家地帯に属す

る。また、高山ダム流域の気候は内陸性で、年間降水量は名張地点で平均 1,400mm 程度

である。 

 

（2）市町村合併等による水源地域市町村の動態 

市町村合併等の状況を表 7.2.1-1 に示す。 

高山ダムの水源地域は、平成 16 年までは南山城村（京都府）、上野市（三重県）、名張

市（三重県）等、12 市町村からなっていたが、市町村合併により 5 市 4 村（平成 26 年 3

月 31 日現在）となっている。 

 

表 7.2.1-1 市町村合併等の状況 

府県名 旧市町村名 新市町村名 備考 

京都府 南山城村 南山城村 H26.3.31 現在変更なし 

三重県 上野市 伊賀市 H16.11.1 上野市を含む 6 市町村が合併新設 

名張市 名張市 H26.3.31 現在変更なし 

美杉村 津市 H18.1.1 美杉村を含む 10 市町村が合併新設 

奈良県 月ヶ瀬村 奈良市 H17.4.1 月ヶ瀬村、都祁村、奈良市が合併 

山添村 山添村 H26.3.31 現在変更なし 

大宇陀町 宇陀市 H18.1.1 左記 4 町村が合併新設 

菟田野町 

榛原町 

室生村 

曽爾村 曽爾村 H26.3.31 現在変更なし 

御杖村 御杖村 H26.3.31 現在変更なし 
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（3）水源地域の人口動態 

① 高山ダム水源地域市町村の人口推移 

高山ダム水源地域の旧 12 市村のこれまでの人口推移を表 7.2.1-2 及び図 7.2.1-1

にそれぞれ示す。 

高山ダム流域は 3 府県（京都府 1 村、奈良県 3 町 5 村、三重県 2 市 1 村）にまたが

っており、流域内人口は、平成 12 年まで増加傾向にあったが、平成 12 年以降は減少

傾向となっている。 

平成 12 年までの人口増加は、昭和 50 年代頃から大阪都市圏のベットタウンとして

急速に成長した名張市の影響によるものである。その他の市町村の人口は、減少又は

横ばい傾向にある。 

 

 

表 7.2.1-2 高山ダム水源地域市町村の人口推移 

 

 

 

 

 

 

※1：上記人口は、流域人口でなく流域に含まれる市町村の各自治体の総人口である。    （出典：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：上記人口は、流域人口でなく流域に含まれる市町村の各自治体の総人口である。    （出典：国勢調査） 

 

図 7.2.1-1 高山ダム水源地域市町村の人口推移 
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旧榛原町(宇陀市)

御杖村

旧美杉村(津市)

曽爾村

名張市

山添村

旧上野市(伊賀市)

旧月ヶ瀬村(奈良市)

南山城村

流域自治体総世帯数

高山ダム水源地域人口(人) S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27
京都府 南山城村 4,050 3,978 3,570 3,388 3,396 3,701 3,890 4,024 3,784 3,466 3,078 2,652
三重県 旧上野市(伊賀市) 60,725 58,915 57,666 59,716 60,835 60,812 60,242 60,986 61,493 61,121 60,541 58,341

名張市 30,904 30,084 30,862 34,929 44,488 56,474 68,933 79,913 83,291 82,156 80,284 78,795
旧美杉村(津市) 16,043 14,103 12,470 11,408 10,495 9,630 8,835 8,015 7,158 6,392 5,381 4,495

奈良県 旧月ヶ瀬村(奈良市) 2,483 2,355 2,142 2,132 2,110 2,136 2,084 2,015 1,962 1,809 1,607 1,607
山添村 6,807 6,416 5,978 5,885 5,822 5,933 5,773 5,420 4,967 4,595 4,107 3,674
旧大宇陀町(宇陀市) 11,584 11,221 10,930 10,829 10,638 10,541 10,032 9,712 9,104 8,225 7,361 7,361
旧菟田野町(宇陀市) 7,330 6,392 6,344 6,032 5,849 5,683 5,477 5,284 4,914 4,623 4,250 4,250
旧榛原町(宇陀市) 13,093 12,873 12,950 12,846 17,210 18,512 19,358 20,230 19,438 18,549 17,491 17,491
旧室生村(宇陀市) 9,721 8,426 7,739 7,562 7,404 7,138 6,869 6,809 6,306 5,786 5,125 5,125
曽爾村 4,433 3,512 3,189 3,144 3,083 2,975 2,743 2,645 2,472 2,193 1,895 1,549
御杖村 5,533 4,159 3,852 3,593 3,430 3,287 3,035 2,840 2,623 2,366 2,102 1,759

計 172,706 162,434 157,692 161,464 174,760 186,822 197,271 207,893 207,512 201,281 193,222 187,099
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② 高山ダム流域内の人口推移 

高山ダム流域旧12市村の面積及び流域面積を表 7.2.1-3に、面積比率を図 7.2.1-2

にそれぞれ示す。 

 

表 7.2.1-3 高山ダム流域町村の面積及び流域面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.1-2 高山ダム流域内市町村の面積割合 

市町村等名
行政区面積

(km2)

流域内面積

(km2)
面積比

京都府 南山城村 64.21 18.17 0.283

三重県 旧上野市(伊賀市) 195.26 23.87 0.122
名張市 129.76 125.42 0.967
旧美杉村(津市) 206.7 20.4 0.099

奈良県 旧月ヶ瀬村(奈良市) 21.35 18.63 0.873
山添村 66.47 53.36 0.803
旧大宇陀町(宇陀市) 47.44 37.67 0.794
旧菟田野町(宇陀市) 27.78 27.77 1.000
旧榛原町(宇陀市) 64.41 61.57 0.956
旧室生村(宇陀市) 107.99 104.69 0.969
曽爾村 47.84 47.84 1.000
御杖村 79.63 75.61 0.950

合計 1058.84 615.00 －
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高山ダムの流域面積比により算出した旧 12 市村の流域内人口動態を表 7.2.1-4 及

び図 7.2.1-3 にそれぞれ示す。 

流域内人口は平成 7 年、12 年には 13 万人を超えていたが、以降減少傾向となり、

平成 27 年時点で 12 万 6 千人余りとなっている。 

ダムが位置する京都府の南山城村はダム流域内は約 28%であり、流域外の割合が高

い。同様に三重県の旧上野市や旧美杉村も流域外の割合が高いが、その他の自治体は

大部分が高山ダム流域内となり、特に名張市は流域内が約 97％となっており、流域内

人口の 6 割以上を占めている。また、室生ダムの流域を含む宇陀市（旧大宇陀町、旧

菟田野町、旧榛原町、旧室生村）もほとんどが高山ダム流域内であり、名張市と宇陀

市で流域内人口の約 9 割を占めている。 

 

 

表 7.2.1-4 高山ダム流域内人の口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.1-3 高山ダム流域内人口の推移 
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南山城村

流域自治体総世帯数

高山ダム流域内人口(人) S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

京都府 南山城村 1,146 1,126 1,010 959 961 1,047 1,101 1,139 1,071 981 871 750

三重県 旧上野市(伊賀市) 7,423 7,202 7,050 7,300 7,437 7,434 7,364 7,455 7,517 7,472 7,401 6,977

名張市 29,870 29,078 29,830 33,761 43,000 54,585 66,627 77,240 80,505 79,408 77,599 76,160

旧美杉村(津市) 1,583 1,392 1,231 1,126 1,036 950 872 791 706 631 531 444

奈良県 旧月ヶ瀬村(奈良市) 2,167 2,055 1,869 1,860 1,841 1,864 1,818 1,758 1,712 1,579 1,402 1,270

山添村 5,464 5,151 4,799 4,724 4,674 4,763 4,634 4,351 3,987 3,689 3,297 2,949

旧大宇陀町(宇陀市) 9,198 8,910 8,679 8,599 8,447 8,370 7,966 7,712 7,229 6,531 5,845 5,253

旧菟田野町(宇陀市) 7,327 6,390 6,342 6,030 5,847 5,681 5,475 5,282 4,912 4,621 4,248 3,772

旧榛原町(宇陀市) 12,516 12,305 12,379 12,280 16,451 17,696 18,504 19,338 18,581 17,731 16,720 15,512

旧室生村(宇陀市) 9,424 8,169 7,503 7,331 7,178 6,920 6,659 6,601 6,113 5,609 4,968 4,351

曽爾村 4,433 3,512 3,189 3,144 3,083 2,975 2,743 2,645 2,472 2,193 1,895 1,549

御杖村 5,254 3,949 3,658 3,412 3,257 3,121 2,882 2,697 2,491 2,247 1,996 1,670

計 95,806 89,238 87,537 90,525 103,211 115,406 126,647 137,009 137,297 132,691 126,774 120,658
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（4）産業別就業者数 

流域市町村の産業別就業者数の推移を表 7.2.1-5 及び図 7.2.1-4 に示す。 

市町村合併により平成 17 年以降のデータが未整備である市町村が多いが、人口の減少

に合わせて、おおむね全産業で就業者数の減少傾向となっている。特に第一次産業の減

少は顕著である。 

なお、産業別就業者数は 5 年に 1 回の実施となっている。 

 

表 7.2.1-5 流域市町村の産業別就業者数の推移 

府県名 市町村名 （人） S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27
京都府 南山城村 第１次産業 1,193 1,143 945 965 855 720 523 386 362 250 188

第２次産業 440 271 256 240 270 363 477 416 374 295 245
第３次産業 553 637 675 673 723 842 1,147 1,125 1,014 924 773

三重県 旧上野市 第１次産業 10,056 8,579 5,890 4,511 3,473 2,602 2,357 1,671 1,768 1,140 1,308
(伊賀市) 第２次産業 8,753 10,135 10,242 10,732 11,583 12,953 13,351 13,111 12,116 10,626 11,002

第３次産業 16,458 13,584 14,476 15,261 15,336 15,246 16,209 16,237 16,454 15,075 14,994
名張市 第１次産業 5,462 4,518 2,976 2,267 1,877 1,482 1,366 1,103 1,114 793 901

第２次産業 3,602 4,777 5,637 7,332 9,857 12,158 13,884 14,112 13,148 12,156 12,101
第３次産業 7,446 7,048 8,178 10,581 13,694 17,616 22,372 24,572 24,829 23,745 23,443

旧美杉村 第１次産業 3,551 2,742 1,866 1,217 1,061 710 643 406 371 155 133
(津市） 第２次産業 1,416 2,002 1,941 2,149 2,071 1,994 1,591 1,315 996 696 553

第３次産業 1,220 1,772 1,916 1,896 1,869 1,867 1,832 1,690 1,532 1,257 1,083
奈良県 旧月ヶ瀬村 第１次産業 916 769 595 516 459 389 351 323 302 244 202

（奈良市） 第２次産業 155 201 180 286 279 303 314 262 214 188 172
第３次産業 249 273 340 383 422 417 422 447 435 378 346

山添村 第１次産業 2,815 2,355 1,885 1,456 1,254 959 752 453 498 419 382
第２次産業 499 559 685 748 811 878 852 760 664 602 513
第３次産業 565 731 780 996 1,112 1,155 1,256 1,204 1,237 1,080 972

宇陀市 第１次産業 (7,935) (7,018) (4,875) (3,793) (3,140) (2,404) (2,137) (1,776) (1,732) (1,086) (1,204)
第２次産業 (4,246) (5,343) (5,130) (5,685) (5,703) (5,903) (5,854) (5,271) (4,248) (3,376) (3,057)
第３次産業 (6,575) (7,409) (7,930) (9,821) (10,226) (10,620) (11,697) (11,231) (11,038) (9,923) (9,230)

旧大宇陀町 第１次産業 2,292 1,970 1,570 1,149 928 682 623 526 540 304 331
(宇陀市) 第２次産業 1,198 1,599 1,505 1,542 1,551 1,603 1,553 1,395 1,070 822 764

第３次産業 1,798 1,998 2,040 2,377 2,351 2,388 2,408 2,272 2,243 2,029 1,834
旧菟田野町 第１次産業 1,183 1,019 720 510 447 390 301 233 232 138 177
(宇陀市) 第２次産業 815 1,115 1,065 1,067 1,046 1,011 925 815 611 536 433

第３次産業 969 1,134 1,240 1,330 1,274 1,224 1,205 1,205 1,259 1,125 1,051
旧榛原町 第１次産業 2,275 2,062 1,200 1,177 956 764 681 671 591 402 449
(宇陀市) 第２次産業 1,468 1,727 1,685 2,173 2,279 2,423 2,500 2,247 1,865 1,507 1,414

第３次産業 2,458 2,843 2,840 4,256 4,782 5,258 6,195 6,056 5,985 5,418 5,092
旧室生村 第１次産業 2,185 1,967 1,385 957 809 568 532 346 369 242 247
(宇陀市) 第２次産業 765 902 875 903 827 866 876 814 702 511 446

第３次産業 1,350 1,434 1,810 1,858 1,819 1,750 1,889 1,698 1,551 1,351 1,253
曽爾村 第１次産業 944 877 535 431 386 265 279 228 185 152 140

第２次産業 385 439 425 529 536 481 446 335 275 212 160
第３次産業 415 420 505 539 608 555 568 577 573 505 439

御杖村 第１次産業 1,148 1,013 700 427 365 302 296 226 234 142 176
第２次産業 323 506 650 709 676 674 539 455 308 217 187
第３次産業 451 451 430 550 524 514 513 494 498 465 446  

※「-」は、合併などにより旧自治体区分での就業者数が公表されていないことを示す。 

 

 



高山ダム定期報告書（R2）                                                 7 章 水源地域動態 

 

 
7-8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 

図 7.2.1-4(1) 高山ダム流域市町村の産業就業者人口の推移 
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出典：国勢調査 

図 7.2.1-4(2) 高山ダム流域市町村の産業就業者人口の推移 
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（5）淀川下流域の人口の推移 

淀川下流域の人口の推移を図 7.2.1-5 に示す。 

淀川下流域の人口は、昭和 40 年から昭和 50 年までの 10 年間で約 185 万人の増加があ

り、平成 2 年以降はほぼ横ばいの状態となっている。 

淀川下流域（阪神地区）の平成 27 年時点の人口は、1,161 万人となっており、昭和 40

年と比較して、129.3%の増減率となっている。 

 

阪神地区 大阪府 他５市

S40 898 666 232
S50 1,083 828 255
S60 1,128 867 261
H2 1,141 874 268
H7 1,148 880 268
H12 1,158 881 278
H14 1,163 882 281
H17 1,155 882 273
H22 1,164 887 277
H27 1,161 884 277

増減率

（S40→H27)
29.3% 32.7% 19.4%
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200
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800
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1,200

1,400
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※他 5 市：淀川下流域の兵庫県に位置する神戸市、尼崎市、伊丹市、西宮市、芦屋市 

出典：国勢調査 

図 7.2.1-5 淀川下流域の人口の推移 
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（6）土地利用 

高山ダム流域市町村の土地利用面積の推移を表 7.2.1-6 に、高山ダム流域内の土地利

用状況を図 7.2.1-6 にそれぞれ示す。 

高山ダム流域内の土地利用割合は、森林 78.0%、田 8.1%、建物用地 5.5%、その他の農

用地 3.9%、河川及び湖沼 1.4%などとなっている。 

また、高山ダム建設以降、流域内での大規模な開発について、目立ったものは行われ

ていない。 

高山ダム水源地域では、名張市や伊賀市旧上野市地区を除いて、南山城村、奈良市旧

月ヶ瀬村地区、山添村で約 80%が山林で占められ地形も急峻で平地は少ない。 

南山城村、奈良市旧月ヶ瀬村地区、山添村に共通する産物として、茶やシイタケがあ

る。茶は地質・気候に恵まれていることもあって、良質煎茶の生産地として知られてお

り、シイタケ栽培は山林に恵まれていることもあり、近年生産量が増加している。 

伊賀市旧上野市地区では昔からの水稲に加え、 近ではイチゴ等のハウス栽培やブド

ウ等の果樹園芸が行われている。 

また、伝統産業として月ヶ瀬村では奈良哂製織、伊賀市旧上野市地区では伝統工芸品

に指定されている伊賀組紐、良質土で焼かれた伊賀焼、士族の内職から発達した伊賀傘

等の生産が行われている。 
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表 7.2.1-6 高山ダム流域市町村の土地利用面積の推移 
府県名 市町村名 項目/年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
京都府 南山城村 田 2.48 2.46 2.36 2.31 1.86 2.20 2.15 2.09 2.06 2.39 2.37

畑 1.44 1.44 1.38 1.44 1.35 1.64 1.62 1.59 1.54 1.87 1.82
宅地 0.27 0.28 0.32 0.46 0.39 0.51 0.52 0.50 0.51 0.61 0.62
山林 13.80 13.81 13.85 13.68 10.16 12.58 12.39 12.47 12.49 14.77 14.76
その他 0.18 0.18 0.26 0.28 4.41 1.24 1.48 1.51 1.58 - -

三重県 旧上野市 田 7.96 8.61 8.27 7.82 7.41 7.21 6.98 6.90 6.90 - -
（伊賀市） 畑 4.49 2.15 1.92 2.04 2.51 2.40 2.33 2.07 2.07 - -

宅地 2.01 1.09 1.28 2.00 2.10 2.34 2.76 3.45 3.45 - -
山林 3.01 11.13 11.45 10.90 10.67 10.55 10.44 9.89 9.89 - -
その他 6.40 0.90 0.95 1.11 1.17 1.36 1.37 1.57 1.57 - -

名張市 田 32.57 32.33 29.97 27.69 25.72 25.52 24.09 23.33 23.05 11.92 11.72
畑 11.32 11.14 10.29 9.86 9.47 9.57 8.72 8.44 8.29 4.41 4.33
宅地 3.94 4.78 10.08 14.79 17.70 20.25 21.21 22.26 22.38 12.22 12.43
山林 73.18 72.23 70.06 67.18 66.28 64.01 65.53 63.92 64.06 34.46 33.51
その他 4.42 4.94 5.02 5.89 6.25 6.07 5.87 7.47 7.64 - -

旧美杉村 田 1.47 1.47 1.25 1.19 1.20 1.15 1.14 1.10 1.10 - -
（津市） 畑 1.03 1.27 1.10 1.07 1.09 1.06 1.05 1.00 1.00 - -

宅地 0.27 0.28 0.27 0.28 0.30 0.31 0.33 0.34 0.34 - -
山林 16.89 16.88 17.41 17.50 17.40 17.29 17.20 17.27 17.27 - -
その他 0.75 0.50 0.37 0.36 0.41 0.59 0.68 0.69 0.69 - -

旧月ヶ瀬村 田 3.03 3.15 3.25 2.71 2.59 2.44 2.42 1.35 1.29 - -
（奈良市） 畑 0.28 2.80 2.80 2.40 2.37 2.95 3.01 3.47 3.50 - -

宅地 0.32 0.39 0.53 0.53 0.47 0.47 0.48 0.52 0.52 - -
山林 12.39 12.21 11.91 12.22 12.14 11.51 10.94 11.14 11.08 - -
その他 2.61 0.07 0.14 0.77 1.06 1.26 1.78 2.16 2.24 - -

山添村 田 9.36 8.91 9.32 9.64 9.30 9.10 8.44 7.99 7.86 4.64 4.41
畑 7.58 7.26 7.75 7.40 7.19 7.29 7.17 7.43 7.50 4.51 4.37
宅地 0.99 1.04 1.23 1.16 1.16 1.20 1.27 1.43 1.53 1.00 1.04
山林 35.43 36.14 34.78 33.50 33.04 31.75 32.32 32.08 32.16 19.98 20.37
その他 0.00 0.02 0.29 1.66 2.66 4.02 4.17 4.43 4.31 - -

奈良県 宇陀市 田 (21.53) (22.19) (19.29) (20.86) (20.27) (19.65) (19.06) (18.28) (17.70) 17.47 17.20
畑 (9.48) (10.12) (8.48) (9.34) (9.00) (9.02) (8.93) (9.14) (9.22) 9.08 8.97
宅地 (2.35) (2.79) (3.19) (3.96) (4.09) (4.39) (4.66) (4.81) (4.95) 5.04 5.11
山林 (81.20) (92.72) (87.97) (95.98) (95.94) (95.64) (94.89) (94.09) (93.72) 94.09 94.32
その他 (114.13) (127.35) (117.19) (127.62) (126.57) (126.10) (124.75) (122.84) (122.03) - -

旧大宇陀町 田 6.75 6.86 6.32 6.54 6.49 6.41 6.30 6.02 5.91 - -
（宇陀市） 畑 3.25 3.42 2.98 3.10 3.09 3.05 3.17 3.23 3.25 - -

宅地 0.74 0.83 0.86 1.00 1.03 1.09 1.15 1.17 1.18 - -
山林 14.78 16.67 15.52 16.80 16.87 16.86 16.90 16.44 16.45 - -
その他 25.50 27.76 25.65 27.14 27.16 27.06 27.14 25.94 25.89 - -

旧菟田野町 田 3.09 3.12 2.48 2.94 2.86 2.69 2.63 2.48 2.37 - -
（宇陀市） 畑 1.56 1.62 1.26 1.50 1.47 1.54 1.53 1.55 1.52 - -

宅地 0.35 0.44 0.45 0.59 0.61 0.64 0.66 0.69 0.69 - -
山林 10.63 11.99 11.29 12.71 12.66 12.37 12.40 12.10 12.01 - -
その他 15.51 17.03 15.44 17.63 17.50 17.13 17.11 16.67 16.43 - -

旧榛原町 田 6.95 7.17 5.66 6.30 5.95 5.75 5.49 5.22 5.03 - -
（宇陀市） 畑 2.52 2.79 2.21 2.53 2.28 2.32 2.16 2.28 2.32 - -

宅地 0.75 0.91 1.26 1.65 1.70 1.89 2.00 2.08 2.18 - -
山林 22.66 26.90 24.49 25.53 25.60 25.55 25.00 24.98 25.10 - -
その他 32.76 37.64 33.05 35.47 34.93 34.98 34.03 33.83 33.87 - -

旧室生村 田 4.74 5.04 4.84 5.08 4.96 4.81 4.64 4.57 4.39 - -
（宇陀市） 畑 2.15 2.29 2.03 2.21 2.16 2.11 2.07 2.08 2.12 - -

宅地 0.52 0.61 0.61 0.73 0.75 0.78 0.85 0.88 0.89 - -
山林 33.13 37.16 36.68 40.96 40.81 40.87 40.58 40.57 40.15 - -
その他 40.37 44.93 43.06 47.39 46.99 46.94 46.46 46.41 45.83 - -

曽爾村 田 5.99 5.68 3.79 2.56 2.32 2.27 2.21 2.14 1.92 1.31 1.31
畑 4.64 4.50 2.98 2.08 1.85 1.81 1.72 1.68 1.39 0.95 0.95
宅地 0.75 0.95 0.73 0.54 0.46 0.47 0.47 0.48 0.55 0.39 0.39
山林 35.14 35.14 39.37 42.02 42.63 42.68 42.81 42.93 42.22 29.41 29.45
その他 1.32 1.58 0.98 0.64 0.58 0.61 0.62 0.61 1.75 - -

御杖村 田 7.26 5.62 4.34 5.22 5.03 5.04 5.32 5.21 5.15 2.23 2.21
畑 4.01 3.34 2.48 3.12 3.07 2.93 2.78 2.75 2.69 1.15 1.14
宅地 0.66 0.68 0.96 1.23 1.23 1.25 1.28 1.35 1.38 0.65 0.65
山林 63.10 65.25 67.79 65.98 64.46 64.59 64.40 64.46 64.56 28.36 28.40
その他 0.58 0.72 0.04 0.06 1.82 1.81 1.82 1.84 1.83 - -

出典：総務省「固定資産の価格等の概要調書」  
※「-」は、未公表を示す。 
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出典：国土交通省「国土数値情報ダウンロードサービス」 

図 7.2.1-6 高山ダム流域内の土地利用の状況 

田

8.0%

その他の農用地

4.4%

森林

76.2%

荒地

0.7%

建物用地

6.0%

道路

0.2%

鉄道

0.1%
その他の用地

1.4%
河川及び湖沼

1.9%
ゴルフ場

1.1%

高山ダム流域内における土地利用割合

データ作成年度：平成 28 年度 
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7.2.2 ダムの立地特性 

（1）ダムへのアクセス 

周辺都市からの交通網を図 7.2.2-1 に、高山ダム水源地域立地を図 7.2.2-2 に示す。 

高山ダム水源地域には、奈良県内で 大の都市である奈良市をはじめ、三重県第 7 位

の人口を持つ伊賀市、同 8 位の名張市が立地している。 

高山ダム水源地域には、広域幹線である名阪自動車道、国道 25 号及び新名神高速道路

が東西方向に縦走し、大阪及び名古屋方面からのアクセス利便性に優れている。 

流域内には国道 163 号、県道上野南山城線が南北方向に縦走しており、高山ダムやダ

ム湖周辺の施設等に容易にアクセスできる。 

高山ダムの北方約 2km を東西方向に JR 関西本線が通過しており、鉄道を利用した高山

ダムへのアクセスも可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.2-1 周辺都市からの交通網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊賀市上野

奈良市月ヶ瀬

図 7.2.2-2 高山ダム水源地域立地 
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① 交通機関別アクセス条件 

【道 路】 

○広域幹線道路 

高山ダム水源地域のほぼ中央には、大阪と名古屋を結ぶ名阪国道及び国道 25 号が東

西方向に通っており、大阪都市圏及び名古屋都市圏からはそれぞれ約 1 時間半で到達

することができる。 

 

○地域内幹線道路 

高山ダム堤体の下流約 2km には木津川に沿って国道 163 号が東西方向に通過してお

り、高山ダム貯水池左岸を通る県道上野南山城線（82 号）と交差している。また、高

山ダム堤体の南方約 20 ㎞には国道 165 号が東西方向に通過しており、名阪国道と国道

165 号、国道 163 号が地域内における東西方向の軸を形成している。 

これらの東西軸を結ぶように高山ダムの東方約10㎞に国道368号が南北に通ってい

るほか、高山ダム貯水池の左岸側を通り、名張市に至る県道が地域内の南北軸を形成

している。 

 

以上の道路網によって、高山ダム水源地域は、交通利便性は比較的よく、近隣市町

村からのアクセスが容易であるといえる。 

 

【鉄 道】 

ＪＲ関西本線が高山ダムの北方約 2 ㎞を東西に通っており、高山ダム及びダム湖へ

は、月ヶ瀬口駅から徒歩約 30 分で到達できる。また、高山ダム貯水池上流端の南方約

10km を近鉄大阪線が通っており、名張駅から自動車で約 30 分で到達できる。 

 

② 高山ダム周辺へのアクセス条件 

高山ダム周辺へのアクセスは、木津川の下流側から、名張川の上流側から、奈良市

方面からの 3 方向がある。 

木津川の下流側からのアクセスは、国道 163 号から県道上野南山城線を通りダム堤

体左岸側に至るルートで、国道163号の分岐から自動車で約10分で堤体に到達できる。 

名張川の上流側からのアクセスは、名阪国道の五月橋 IC もしくは国道 25 号から、

県道笠置山添線及び上野南山城線を経て、貯水池左岸側の末端部にアクセスするルー

トで、五月橋 IC から自動車で約 20 分で高山ダムに到達できる。 

また、奈良市方面からのアクセスは、名阪国道を利用するか、国道 369 号、県道 25

号等を通り、貯水池上流の左岸側にアクセスできるルートがあり、奈良市内から概ね

1 時間で高山ダムに到達できる。 
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（2）ダム周辺の観光施設等 

高山ダム周辺の観光施設を図 7.2.2-3 に示す。 

高山ダム周辺には以下のような観光資源がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：高山ダム管理所 HP 

図 7.2.2-3 高山ダム周辺の観光施設 
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7.3 ダム事業と地域社会情勢の変遷 

高山ダム事業と地域社会の変化を表 7.3-1 に示す。 

高山ダム水源地域では、近年ダム湖を利用したイベント（月ヶ瀬レガッタ、むら活き生

きまつり等）が多く行われるようになっている。 

 

表 7.3-1 高山ダム事業と地域社会の変化（年表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南山城村

月ヶ瀬村

↓
奈良市月ヶ瀬

　（H17年～）

山添村

上野市

↓
伊賀市伊賀上野

（H16年～）

名張市

明治 22年 月瀬村誕生

昭和 16年 上野市誕生

28年 南山城村誕生

29年 名張市誕生

30年 名張小学校開校

31年 山添村誕生

32年

34年 消防本部開庁

35年 新町橋復旧

36年 役場庁舎完成

37年 火葬場完成

38年 山添分校校舎完成

39年 役場庁舎完成

本体工事着手 水没移転家屋 43戸 水没移転家屋 74戸 水没移転家屋 4戸 水没移転家屋 67戸

名阪国道開通 水没面積 11,896a 水没面積 6,918a 水没面積 1,761a 水没面積 3,348a

41年 コンクリート打設開始 附帯工事 4,548a 附帯工事 1,006a 附帯工事 100a

国道25号線付替

43年 「月ヶ瀬村」に改名

44年 竣工式・管理開始 大河原小学校体育館完成

45年
高山ダム広場で第1回花火大

会

46年

48年 国道165号全線開通 高山郵便庁舎竣工 青蓮寺湖

老人福祉センター完成

特別養護老人ホーム完成

51年 今山地区簡易水道完成 青蓮寺観光農園

52年 田山地区簡易水道完成 名張自然休養村ロマンの森

54年 南山城村高尾公民館竣工 自然休養村管理センター ゆめドームうえの 香落渓温泉

55年 高尾地区簡易水道完成 岩倉渓ふれ愛公園 勤労者福祉会館開館

57年 茶オーナ 山添村ふるさとセンター 忍者博物館 名張公民館完成

58年 総合スポーツセンター完成 だんじり会館

60年 基幹集落センター完成 保険センター完成

62年 レイクフォレストリゾート 山添中学校開校

平成 3年
南山城村文化会館(やまなみ

ホール)
梅の里 月ヶ瀬温泉

4年 南山城村図書室オープン 湖畔の里 つきがせ 郷土資料室

5年 高尾小学校体育館竣工 梅の里ふれあい館 歴史・民俗資料館 赤目四十八滝キャンプ場

7年 地域防災無線局開設 ロマントピア月ヶ瀬

8年 フォローアップ調査 総合グランド改修 「茶の里映山紅」

9年 比奈知バイパス開通 月ヶ瀬オフロードラン 市立病院完成

10年 県道名張奈良線開通 中央簡易水道完成 福祉センター

村民体育祭

中学校駅伝競技大会

13年 高山ダムクオーターマラソン 月ヶ瀬レガッタ大会

管理所耐震改良工事 保険福祉センターオープン やまぞえ小学校開校

常用洪水吐予備ゲート

整備

非常用洪水吐クレスト

ゲート開閉装置整備

15年 水源地域ビジョン
 国営総合農地開発事業「大
和高原北部地区」完工

16年 カントリーパーク大川
周辺町村と合併し伊賀市

伊賀上野となる

17年
奈良市に編入合併され奈良市

月ヶ瀬となる

むら活き生きまつり

中学校駅伝競技大会

村民体育祭 月ヶ瀬梅渓早春マラソン大会

中学校駅伝競技大会 月ヶ瀬レガッタ大会

むら活き生きまつり

村民体育祭

中学校駅伝競技大会

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

28年

29年
道の駅「お茶の京都 みなみや

ましろ村」

30年

令和 元年

凡例 市町村誕生、合併等

高山ダム建設に伴う直接的な変化

イベント、住民活動、交流活動

交流施設、地域振興拠点等の開設

40年 上水道給水開始

42年

20年

新名神高速道路開通19年

49年

～ 山辺広域市町村圏指定 ～

47年
山辺広域圏事業によるゴミ収

集開始

年代

大和高原民俗資料館

18年

第2回高山ダム湖環境

フォーラム

63年 し尿処理センター稼働

国道368号上野バイパ

ス開通

松原市少年自然の家「クリエート
月ヶ瀬」

高山ダム建設説明会開催

高山ダム工事事務所設置

高山ダム事業と

インフラ整備事業

主要地方道奈良津線付替

本体コンクリート打設完了

一般農道「豊原地区」開通

南山城少年自然の家「グリーン

パル南山城」

地域社会の変化（新規産業活動、住民活動、交流活動）

大河原地区簡易水道完成

村内小学校プール完成

山辺広域消防組合山添署業

務開始

月ヶ瀬レガッタ大会

高

山
ダ

ム

貯

水

池

　

　

　
水

質

保

全

事
業

ダム総合点検実施

14年

12年

イベントの開催、環境学習の実施、環境保全活動の継続と充実、地元の地域住民による交流会設立、ゴミ不法投棄に係わる組織設立、観光ガイドの育成、水
源地域ＰＲ

以降、「月ヶ瀬梅渓早春マラソン
大会」「月ヶ瀬レガッタ(奈良市民

レガッタ競技会)」は毎年実施

以降、「むら活き生きまつり」

「村民体育祭」「中学校駅伝競

技大会」は毎年実施

ダム総合点検実施
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高山ダム事業による水源地域への直接的な影響を表 7.3-2 に、公共施設補償を表 7.3-3

に、道路改良付替え位置を図 7.3-1 に示す。 

 

表 7.3-2 直接的な影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（世帯）

移転種別 南山城村 月ヶ瀬村 山添村 上野市 合計

水没による移転 43 74 4 67 188

附帯工事 7 1 8

計 43 81 4 68 196

(件 )

学 校 官 公 庁 等 神 社 プ ー ル

南 山 城 村 5 5 2

月 ヶ 瀬 村 9 9 3

山 添 村 1

上 野 市 1 3 1

計 1 17 14 7

表 7.3-3 公共施設補償 

図 7.3-1 道路改良付替え位置 

土　地 295.82ha

山　林 245.45ha

農　地 41.77ha

宅　地 8.50ha

その他 0.05ha

建　物 家屋移転 196戸

公共補償

4件

1件

1件

一般補償

付替道路19.0km(国道1.88km、府県道11.33km、市道5.80km)

特殊補償

漁　　　業　　　権

鉱　　　業　　　権

月  ヶ  瀬  梅  林
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7.4 ダムと地域の関わりに関する評価 

7.4.1 地域におけるダムの位置づけに関する整理 

高山ダムでは、水源地域ビジョンの基本的な事項を定めた「水源地域ビジョン策定要

綱」（平成 13 年 4 月 12 日、国土交通省）に沿って、地元住民や関係機関等が共同して「高

山ダム水源地域ビジョン」を検討し、策定した。 

「高山ダム水源地域ビジョン」は、“高山ダムを活かした水源地域の自立的、持続的な

活性化のための行動計画”として、高山ダム水源地域の活性化に向けた基本方針を定め、

基本方針の実現のための具体的な方策を、ソフト対策に重点を置いて検討、策定したも

のである。 

 

具体的施策の策定にあたっての基本的な取り組み内容と考え方を以下に示す。 

 

1)水辺環境の保全・向上 

現在の水環境を将来に渡って適切に維持・継承していくために、ダムや河川管理

者だけでなく、地域の自治体や住民等が協力、連携しながら、ダム湖や周辺河川で

の水質保全対策を中心に、現存する水辺環境の適切な保全・向上を推進する。 

 

2)既存資源の有効利用 

高山ダム周辺地域の地場産業を活用するとともに、地域にある既存の施設等を結

ぶ様々なネットワークを形成するなどによって、高山ダム水源地域にある既存資源

の有効利用を図る。 

 

3)貯水池周辺施設や湖面利用に係わる施設等の充実 

高山ダム周辺地域の観光レクリエーション拠点としての機能を向上させるために、

貯水池周辺施設や湖面利用に係わる施設等の充実を図る。 

 

4)交流活動の促進 

高山ダム水源地域の持つ地域資源を有効に活かしつつ、情報の発信・共有化を推

進するとともに、イベントの開催などの取り組みを進めることによって、地域内外

での交流を促進する。 

 

5)地域活動の活性化 

地域住民が主体的、かつ、永続的に、地域活性化に向けた様々な取り組みや活動

を行っていけるように、関係機関による積極的な支援を行いつつ、現在行われてい

る地域活動の継続・充実と、新たな地域活動に向けた取り組みの推進を図る。 
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7.4.2 地域とダム管理者の関わり 

（1）高山ダム水源地域ビジョンの策定 

高山ダム水源地域ビジョンの検討・策定は、以下に示す関係機関等により構成される

「高山ダム水源地域ビジョン策定会議」によって行った。なお、同組織は緩やかな組織

として規約等を設けずにビジョンの検討・策定にあたった。 

・学識経験者・・・・・・・・・・大学教授 

・水源地域自治体 ・・・・・・・・南山城村、月ヶ瀬村、山添村、上野市、名張市 

・ダム管理者等 ・・・・・・・・・水資源開発公団(現独立行政法人水資源機構)、 

                関西電力株式会社 

・水源地域の住民団体等・・・・・木津川漁業協同組合、波多野漁業協同組合、 

                月ヶ瀬村漁業協同組合、五月川漁業協同組合、 

                豊里漁業協同組合、木津川を美しくする会、 

                南山城村地域づくり研究会 

・関係行政機関・・・・・・・・・ 国土交通省、京都府、三重県、奈良県 

また、具体の検討作業は、下部組織である「高山ダム水源地域ビジョン策定連絡会」

において行った。 

高山ダム水源地域ビジョンの検討・策定は表 7.4.2-1 に示すように、策定連絡会 3 回

（平成 14 年 10 月 17 日、平成 14 年 11 月 20 日、平成 15 年 2 月 5 日）、策定会議１回（平

成 15 年 2 月 26 日）を開催し、各々の審議・検討項目に沿って検討を進め、平成 15 年 2

月 26 日の策定会議において「高山ダム水源地域ビジョン」を策定した。 

高山ダム水源地域ビジョンの策定組織メンバーを表 7.4.2-2 に、策定した「高山ダム

水源地域ビジョン」の概要を表 7.4.2-3 に示す。 
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表 7.4.2-1 高山ダム水源地域ビジョン策定経緯 

高山ダム水源地域ビジョン策定会議 調 査 ・ 調 整 等

平成
14年

10月

11月

12月

平成
15年

1月

2月

第１回連絡会
（10月17日）

第２回連絡会
（11月20日）

〇会議メンバーの意見収集
・基本方針
・基本的な取り組み内容など

(アンケート調査)

〇会議メンバーの意見収集
・具体方策
・具体方策の役割分担・実施

スケジュール
など

(アンケート調査)

・ビジョンの基本方針・基本
的な取り組み内容について
の合意

・策定までのスケジュール確認
・関連条件の整理、分析結果の

確認
・ビジョンに係わる意見交換

第３回連絡会
（2月5日）

策 定 会 議
（2月26日）

・ビジョン(原案)についての
合意

〇ビジョン原案に対する
終調整

高山ダム水源地域ビジョンの策案
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表 7.4.2-2 高山ダム水源地域ビジョンの策定組織メンバー 

 
 

策 定 会 議 策 定 連 絡 会 

学識経験者 大学教授 大学教授 

水源地域自治体   

 

南山城村 村長 企画財政課長 
月ヶ瀬村 村長 産業課長 
山添村 村長 企画財政課長 
上野市 市長 土木部道路河川課長 
名張市 市長 企画調整部企画調整課長 

水源地域住民団体等   

 

木津川漁業協同組合 － 代表理事組合長 

波多野漁業協同組合 － 組合長 

月ヶ瀬村漁業協同組合 － 組合長 

五月川漁業協同組合 － 組合長 

豊里漁業協同組合 － 組合長 

木津川を美しくする会 － 会長 

南山城村地域づくり 
研究会 

－ 会長 

ダム管理者等   

 

水資源開発公団 
(現独立行政法人 
 水資源機構) 

関西支社 支社長 
関西支社 管理部長 

関西支社 管理部施設課長 

木津川ダム総合管理所長 
管理課長 

高山ダム管理所長 

関西電力㈱奈良支店 支店長 支店長室長 

関係行政機関 
(オブザーバー) 

  

 

国土交通省 
  近畿地方整備局 

河川部河川管理課長 河川管理課ダム管理係長 

木津川上流工事事務所長 調査課長 

淀川ダム統合管理事務所長 広域水管理課長 

京都府 企画環境部長 企画参事付課長補佐 

三重県 地域振興部長 県土利用・水資源・地域圏推進チーム

奈良県 企画部資源調整課長 水資源グループ主幹 
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表 7.4.2-3 高山ダム水源地域ビジョンの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源地域活性化に向けた基本方針

○人と自然が共生する良好な水辺環境
高山ダムのダム湖や周辺河川では、ダム管理者や河川管理者および地
元自治体だけでなく、地域の住民等が主体的に、現存する河川環境の適
切な保全とともに、景観面や水質面などから水辺環境の改善を進めること
で、地域住民が気軽に美しい自然環境の中で水に親しむことができ、か
つ、アユなどの河川生物等も生息できる人と自然が共生する良好な水辺
環境を創出する
。

○地域資源を活かした質の高いレクリエーション空間
高山ダムが担う地域づくりの重要な役割を踏まえながら、高山ダム水源地
域の資源を有効に活かしつつ、既存施設等の再整備や湖面の積極的な
利用を進めることなどによって、レクリエーション機能の充実を図り、質の高
いレクリエーション空間を創出する。

○地域住民一人一人の意識を高めつつ、水源地域が主体となっ
て
　 取り組む
高山ダム水源地域の活性化を自立的に進めていくためには、地域住民の
一人一人が水源地域に暮らす者として身近な水環境に対する意識を高め
つつ、ダム管理者や河川管理者など関係機関との協力、連携のもとに、水
源地域が主体となって様々 な取り組みを進める。

○地域の実状に応じた取り組みを継続して進める
高山ダム水源地域の活性化に向けては、早急な結果だけを求めずに、長
い目で地域の財産が形成できるように、地域の自然や文化を活かしたソフ
ト施策に重点を置きつつ、交流活動の促進等地域の実状に応じた無理の
ない取り組みを継続し、緩やかでも着実な地域活性化を進める。

基本的な取り組 具 体 方 策

水辺環境の
保全・向上

既存資源の
有効利用

貯水池周辺
施設の充実

交流活動の
促進

地域活動の
活性化

ダム湖や周辺
河川での水辺
環境の保全・
向上

既存施設の連
携

貯水池周辺に
おける施設の
充実

貯水池利用の
促進

交流活動の推
進

・貯水池周辺のハイキン
　グルートづくり
・広域的な周遊ルートづくり

・大川遺跡周辺地区(Ｄ地区)
　の整備
・新たな施設等の整備推進
・貯水池周辺施設等の機能充実

・湖面利用施設の整備
・湖面利用に係わる組織の設立

・水源地域のＰＲ
・情報の共有化
・イベントの開催（継続開催と内容充実）
・環境学習の実施

・水辺環境に配慮した河川改修
・生活排水等に係わる処理方策の推進
・水質浄化方策の検討・推進
・水質保全事業の継続と充実
・水源林としての質的向上
・水源地域住民および利用者への意識の
啓発
・水質保全に係わる組織の設立

地域活動の充
実

・環境保全活動の継続と充実
・ゴミの不法投棄防止に係わ
　る組織の設立
・地域住民による交流会の設立
・地域活動の情報発信
・観光ガイドの育成

目
指
す
将
来
像
や
目
標

取
り
組
み
方
や
取
り
組
み
姿
勢

地域産業の振
興

・地場産品の販売と充実
・梅のオーナー制度の充実

・外来魚対策の推進

　《高山ダム水源地域の特定》 　《水源地域自治体の目指す方向性と高山ダムの位置づけ等》

○水源地域自治体の目指す地域整備の方向 ○高山ダムの位置づけ等

о南山城村の目指す地域整備 о南山城村における高山ダムの位置づけ等

 ・むらづくりの目標：  ・高山ダム及び周辺地域の豊かな自然資源との共生と

・3府県にまたがる水源地域 　「自然が薫り、人が輝く　元気村！みなみやましろ」  　その活用を基本とし、自然環境の保全とともに水面や

・集客力のある観光資源 ・水源地域内に立地する観光施設間の о月ヶ瀬村の目指す地域整備  　水辺におけるレクリエーション空間としての活用の

・高いアクセス利便性   連携が不十分  ・村づくりの目標：  　推進や自然体験学習等を軸にした自然、歴史、民族、

・地域を特徴づける地場産品 　「いきいきとしたうるおいの里づくり」  　文化資源を観光レクリエーション資源として活用し、

о山添村の目指す地域整備  　広域的な交流活動、観光レクリエーションの振興に

 ・むらづくりのキャッチフレーズ：  　結びつけるために、村内の既存施設を活用して多用な

・月ヶ瀬梅林との一体的な利活用を ・大規模な造成を伴う施設整備による 　「いい人いい村いきいき山添」  　レクリエーション拠点の形成を推進するとともに、

　図ることが可能 　利活用には適さない о上野市の目指す地域整備  　それらの拠点を結ぶネットワークの整備を目指す。

・地域内幹線道路からの比較的高い ・貯水池周辺施設の相互連携が  ・街づくりの目標（将来像）：

　アクセスが可能 　図りにくい 　「ときを伝え、ときを拓く、創造と交流の都市」 о月ヶ瀬村における高山ダムの位置づけ等

・治水・利水面で広範囲の地域に貢献 ・貯水池周辺施設の管理主体が о名張市の目指す地域整備  ・「景観保全活用ゾーン」として良好な景観や湖面を利用

・豊かな自然環境 　区域によって異なっている  ・まちづくりのテーマ：  　した観光レクリエーション機能の導入が検討されている。

・貯水池の直接的な利用が図りにくい 　「人と自然がきらめくしか生活文化都市　名張」  　具体的には、ボートや遊覧船、魚釣り等による湖面利用の

・高山ダム・ダム湖と地域住民との ○その他  　推進やダム周辺でのイベントの充実、宿泊・研修施設の

　日常的なかかわりが薄い  ・国土庁が南山城村を対象に、交流と連携をテーマに  　整備誘導によって滞在型のレクリエーション基地の形成

　 した活性化のあり方について検討しており、  　などの具体施策が示されている。

 　具体策が提起されている。

高
山
ダ
ム
周
辺
地
域

地域の特徴や資源・ポテンシャル 活性化に向けた課題点

水
源
地
域
全
体
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（2）実行連絡会の実施状況 

至近 10 ヵ年における高山ダム水源地域ビジョン実行連絡会の実施状況を表 7.4.2-4

に示す。 

 

表 7.4.2-4 実行連絡会の実施状況 

年度 実施日 内容 

平成 22 年度 7 月 22 日 関係自治体、機関等から平成 21 年度の取り組み等

の報告及び平成 22 年度の計画の報告が行われた。

平成 23 年度 8 月 4 日 関係自治体、機関等から平成 22 年度の取り組み等

の報告及び平成 23 年度の計画の報告が行われた。

平成 24 年度 10 月 22 日 関係自治体、機関等から平成 23 年度の取り組み等

の報告及び平成 24 年度の計画の報告が行われた。

平成 25 年度 11 月 28 日 関係自治体、機関等から平成 24 年度の取り組み等

の報告及び平成 25 年度の計画の報告が行われた。

平成 26 年度 12 月 5 日 関係自治体、機関等から平成 25 年度の取り組み等

の報告及び平成 26 年度の計画の報告が行われた。

平成 27 年度 2 月 19 日 関係自治体、関係機関等から平成 26 年度実施報告

ならびに平成 27 年度計画、流域や貯水池の環境に

ついての報告が行われた。 

平成 28 年度 3 月 6 日 関係自治体、関係機関等からこれまでの実施報告

ならびに平成 29 年度計画、流域や貯水池の環境に

ついての報告が行われた。 

平成 29 年度 3 月 6 日 関係自治体、関係機関等からこれまでの実施報告

ならびに平成 30 年度計画、流域や貯水池の環境に

ついての報告が行われた。 

平成 30 年度 2 月 27 日 関係自治体、関係機関等からこれまでの実施報告

ならびに平成 31 年度計画、流域や貯水池の環境に

ついての報告が行われた。 

平成 31 年度 

/令和元年度 

2 月 7 日 関係自治体、関係機関等からこれまでの実施報告

ならびに令和 2 年度計画、流域や貯水池の環境に

ついての報告が行われた。 

 



高山ダム定期報告書（R2）                                                 7 章 水源地域動態 

 

 
7-25

（3）管理者の地域に向けた活動等 

平成 27 年から令和元年のダム見学者数を図 7.4.2-1 に示す。 

平成 27 年から令和元年にかけては、年毎にばらつきはあるものの、年間約 260 人～720

人に対してダム見学を実施している。また、平成 22 年から令和元年における累計見学者

数は、令和元年時点で約 4,000 人となっている。 
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図 7.4.2-1 高山ダムの見学者数（平成 27 年から令和元年） 
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7.4.3 地域とダム管理者との関わりの評価 

高山ダムでは、水源地域の自立的、持続的な活性化を目指し、地元住民や関係機関等

が共同して「高山ダム水源地域ビジョン」を検討し、策定した。 

高山ダム完成後、高山ダムを会場とするイベントが開催されるなど、地域活性化に貢

献していると考えられる。また、管理者が開催する見学会への住民の参加者も多く、ダ

ムの機能の学習だけでなく、環境教育の場としても利用され、地域にとって重要な役割

を担っていると考えられる。 

ダムを管理する水資源機構では、関係機関や地域との連携を図りながら、水源地域ビ

ジョンに基づき、水源地域の自立的、持続的な活性化に貢献していると考えられる。 
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7.5 ダム周辺の施設状況 

7.5.1 ダム周辺環境整備事業の状況 

（1）ダム周辺の概況 

高山ダム周辺は奈良県立月ヶ瀬・神野山自然公園に指定された地域であり、景勝地で、

湖水と緑豊かな四季折々の自然景観の変化が楽しめる地域である。 

また、周辺には伊賀上野（伊賀地域）、柳生の里（奈良地域）などの観光地が多く、大

阪、京都、奈良及び名古屋などを結ぶ広域交通網も整備されていることから、多くの人々

がダム湖を訪れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.1-1 ダム周辺地域の状況（広域） 
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図 7.5.1-2 ダム周辺の施設整備状況 
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図 7.5.1-3 ダム周辺の観光資源 

夢絃峡(南山城村) レイクフォレストリゾート(南山城村) 

梅の郷 月ヶ瀬温泉（奈良市（旧月ヶ瀬村）） ロマントピア月ヶ瀬（奈良市（旧月ヶ瀬村）） 

月ヶ瀬梅林（奈良市（旧月ヶ瀬村）） 

鍋倉渓（山添村） 

上野公園（伊賀市 （旧上野市））

観阿弥ふるさと公園（名張市） 
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高山ダム周辺地域(南山城村、月ヶ瀬村、山添村、上野市、名張市)の観光・レクリエ

ーション、文化施設等の概要を表 7.5.1-1 に示す。なお、水源地域ビジョンにより新た

に整備された施設はない。 

 

表 7.5.1-1(1) 高山ダム周辺地域の観光・レクリエーション・文化施設等の概要 

市町村名 施 設 等 名 称 施  設  概  要 

南山城村 

 

諏訪神社 ・田山地区の氏神である。水の神で、雨乞い祈願が行われる。 

夢絃峡 

 

・木津川と山々のコントラストが美しく、昔から景勝地として知られて

いる。 

やまなみホール ・世界的な建築家、黒川紀章氏が南山城村の山並をイメージして設計し

た文化ホール。毎年7月には｢やまなみ国際音楽祭｣が開催されている。

レイクフォレストリゾート ・人と自然のふれあいを目的とした宿泊、スポーツ、リゾート施設。 

大河原発電所 ・大正ロマンが薫るレンガ造りの発電所。春には桜が満開となる。 

恋志谷神社 ・後醍醐天皇のお妃が祀られ、恋愛成就、子授けなど女性の守り神。 

春光寺 ・真言宗智山派に属する。平安時代初期の作と言われる薬師如来立像が

有名。 

不動の滝 ・村内の滝の中でも も大きいもので、落差は約20mある。村の北部、童
仙房高原にある。 

南山城少年自然の家  

「グリーンパル南山城」 

・自然に親しむことを目的とした集団宿泊型の施設。 

童仙房高原 ・南山城村北部に位置し、東西8km、南北6kmに広がる高原。標高500mに

あり、爽快な気候である。 

道の駅 お茶の京都 みなみ

やましろ村 

・道路利用者の休憩施設であるとともに、利用者と地域のふれあいの場

“地域の顔”となる施設。平成29年4月15日にオープンした。 

奈良市 

（ 旧 月 ヶ

瀬村） 

梅の郷 月ヶ瀬温泉 ・露天風呂をはじめ、大･小の内風呂を備えた温泉施設。神経痛や筋肉痛

等に効果的がある。 

ふれあい市場 ・特産品や地元農家が栽培した野菜などを販売している。 

湖畔の里 つきがせ ・村内の特産品の直売や地域食材による郷土料理をたのしめる施設。 

ロマントピア月ヶ瀬 ・茶の加工、地域の伝統食品づくり等の体験コーナーの他、手織りのぬ

くもりが伝わる奈良晒伝承教室も開かれる施設。 

松原市少年自然の家  

「クリエート月ヶ瀬」 

・緑豊かな自然の中にあり、宿泊、研修から、キャンプ、アスレチック、

テニス等まで楽しめる施設。 

竜王の滝 ・桃香野の滝谷川の上流にあり、落差は10m以上。真夏でも涼気があふれ

ている。 

菊家家住宅 ・昭和43年に国の重要文化財に指定された、江戸時代中期の入母茅葺き

の民家。 

梅の里ふれあい館 ・奈良晒織機等が展示され、昔の生活や文化を学習できる。特産品直売

コーナーや和室休憩所が完備されている。 

福祉センター ・平成10年にオープンした、在宅福祉サービスの充実と住民の健康増進

を目的とした保健福祉施設。 

尾山代遺跡 ・奈良時代前半から平安時代にかけての集落跡。竪穴式住居、掘立て柱

建物などがある。 

月ヶ瀬梅林 ・1万本以上の梅林で、大正11年に名勝地に指定された。 

 （名勝指定第1号） 
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表 7.5.1-1(2) 高山ダム周辺地域の観光・レクリエーション・文化施設等の概要 

市町村名 施 設 等 名 称 施  設  概  要 

山添村 県立 

月ヶ瀬神野山自然公園 

・昭和50年に指定された奈良県立自然公園。月ヶ瀬梅林と神野山のツ

ツジ等を中心にした公園。 

鍋倉渓 ・奈良県の天然記念物に指定されており、溶岩が流れ出したような景

観を形成している。 

神野寺 ・740年に僧行基によって建立されたと伝えられる。子孫繁栄、商売繁

盛の祈願者が訪れる。 

大川遺跡 ・名張川沿いの河岸で発見された縄文時代の遺跡で、瓦器や住居址が

発掘されている。対岸には聖石である磨崖仏がある。 

神野山キャンプ場（自然野外

活動センター） 

・ロッジやテントでのキャンプの他、日帰りでのバーベキューもでき

る。 

森林科学館 ・自然と生き物の関わりを楽しみながら学習できる施設。 

めえめえ牧場 ・広大な芝生広場に50頭以上の羊が放牧されている。 

山添村ふるさとセンター ・特産物販売所、保健福祉センターなどの複合施設。 

総合スポーツセンター ・グラウンド、テニスコート、ゲートボール場、体育館などを完備し

ている。 

伊賀市 

（ 旧 上 野

市） 

ゆめドームうえの ・見本市や各種スポーツ大会、式典などが行える多目的ホール。 

上野森林公園 ・多数の草や木、鳥、昆虫などとふれあえる公園。 

城之越遺跡 ・古墳時代前期に有力者が祭祀を執り行ったと言われる遺跡。 

芭蕉の森公園 ・俳句や自然と親しむ施設として、俳句の庭、俳句の森などがある。 

岩倉峡ふれ愛公園 ・木津川の渓谷にあり、水と森に親しめる。園内には吊り橋やキャン

プ場、遊具がある。 

上野公園 ・園内には上野城、俳聖殿、忍者屋敷などの名所・旧跡がある。4月に

は桜も見られる。 

俳聖殿 ・昭和17年に芭蕉生誕300年を記念して建設された聖堂。 

忍者博物館 ・忍者屋敷や忍者体験館などがある。 

だんじり会館 ・三基のだんじりと鬼行列が常設展示されている。 

名張市 青蓮寺湖 ・青蓮寺川に建設された青蓮寺ダムのダム湖。テニス、バードウォッ

チング、ブラックバス釣りなどができる。 

夏見廃寺跡 ・7世紀末から8世紀前半に天武天皇の娘が建立したとされる古代寺院

跡。 

名張藤堂家邸跡 ・1636年から明治維新まで、名張に居を構えた藤堂宮内家の屋敷跡。

青蓮寺観光農園 ・ぶどう、いちご狩りが体験できる。 

名張自然休養村     

ロマンの森 

・青蓮寺湖畔にある収容定員350名のキャンプ場で、バンカロー、テン

トなどが整備されている。 

香落渓温泉 ・青蓮寺湖畔にあり、慢性リウマチ、神経痛などに効果がある。 

観阿弥ふるさと公園 ・「観阿弥創座之地」の記念碑が祀られており、毎年11月第1日曜日に

観阿弥まつりが開催される。 

美旗古墳群 ・昭和53年に国の史跡に指定された、伊賀地方 大規模の古墳群。 
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（2）ダム周辺環境整備事業の概要 

① ダム周辺環境整備事業の目的 

高山ダムは完成が昭和 44 年と古いダムであり、ダム事業として周辺で特別の環境整

備は実施していない。 

ダム周辺には月ヶ瀬梅林をはじめとして、多くの観光施設があり、今後も多くの人々

がダムを訪れることが見込まれるため、ダム貯水池周辺の環境を整備し、自然環境と

調和を図るとともに、水と緑のオープンスペースの有効活用によって、快適なレクリ

エーションと憩いの場を提供することを目的に周辺整備に係る事業が行われた。 

 

② ダム周辺環境整備事業の基本方針 

実施された整備事業は、当地域の特性から、「人と自然・歴史とのふれあい」を重視

し、自然公園としての基本となる休息、展望、散策、レクリエーション、教育などの

機能を有するダム公園とし、周辺地域の諸事業計画との整合を図り、地域の中で高山

ダムのイメージが向上するよう配慮するものとされた。 
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◆ダム周辺環境整備事業の概要（整備地区） 

 

「ダム周辺環境整備事業（昭和 61 年度から平成 7 年度）」は、ダム貯水池周辺の 4 地

区において実施された。 

ダム周辺環境整備事業の整備地区を図 7.5.1-4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.1-4 ダム周辺環境整備事業の整備地区 

 

◆ダム周辺環境整備事業施設の管理 

 

事業が完了した平成 8 年 3 月に、国土交通省近畿地方整備局木津川上流河川事務所、

水資源機構及び各施設が位置する自治体とが、施設管理に関する基本協定を締結し、現

在、関係する 1 市 3 村が各施設の維持・管理を行っている。 

なお、各自治体は、地元住民等が組織する自治会、管理組合などに維持管理を委託し

ている。 

 

A 地区：ダム見晴らしゾーン    京都府相楽郡南山城村 

B 地区：湖岸散策ゾーン      奈良県奈良市（旧 月ヶ瀬村） 

C 地区：レクリェーションゾーン  三重県伊賀市（旧 上野市） 

D 地区：遺跡散策ゾーン      奈良県山辺郡山添村 

 

レクリエーションゾーン
【三重県伊賀市（旧 上野市）】

グランドゴルフ場・ゲートボール場・
運動広場・テニスコートなどがある。

湖畔散策ゾーン
【奈良県奈良市（旧月ヶ瀬村）】
月ヶ瀬梅渓など景勝地が多い。

ダム見晴らしゾーン
【京都府南山城村】

高山ダムを一望できる広場。

遺跡散策ゾーン
【奈良県山添村】

縄文時代の遺跡「大川遺跡」が
ある。キャンプ場なども整備され
ている。
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（3）ダム周辺環境整備状況（A 地区：ダム見晴らしゾーン） 

A 地区のダム周辺環境整備状況を図 7.5.1-5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.1-5 ダム周辺環境整備状況図（A 地区） 

 

1) 整備方針 

平坦地で四季を通じて利用でき、アクセス性も良好なこと、ダムサイトにも近く景観

的な配慮が重要なことなどから、花（ヤマザクラ）等を配した修景広場が整備された。 

 

2) 整備状況 

○植栽 

   山  桜   115 本・・・昭和 62 年から平成 4 年 

   ソメイヨシノ 68 本・・・昭和 62 年及び平成 7 年 

   さとざくら  19 本・・・平成 2 年 

   も み じ  21 本・・・平成 3 年から平成 5 年 

○主な施設 

   花見広場（芝生：4,258m2）・・・平成 4 年から平成 6 年 

   駐車場（500m2 13 台）  ・・・平成 5 年 

   グランドゴルフ場    ・・・平成 5 年 

 

3) 利用状況 

当地区にあるグランドゴルフ場では、地元住民等が主催する大会が開催されており、

年間 約 15,000 人が利用している。 

また、桜の開花時期には花見を目的に多くの人々が訪れている。 



高山ダム定期報告書（R2）                                                 7 章 水源地域動態 

 

 
7-35

（4）ダム周辺環境整備状況（B 地区：湖岸散策ゾーン） 

B 地区のダム周辺環境整備状況を図 7.5.1-6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.1-6 ダム周辺環境整備状況図（B 地区） 

 

1) 整備方針 

月ヶ瀬の梅渓として有名な場所で、沿道には多くの梅の木が植えられ花見を楽しむ人

が多いため、「花と緑と水の里」にふさわしい景観をより一層高めることを目的に、貯水

池斜面にサクラ、ウメなどが植樹された。 

 

2)整備状況 

○植栽 

  山     桜  126 本・・・昭和 62 年 

  ウメ（白）  222 本・・・昭和 62 年 

  ウメ（紅）  100 本・・・昭和 62 年 

  ソメイヨシノ  3 本・・・平成 7 年 

  ヤマモミジ  95 本・・・昭和 62 年 

  ユキヤナギ  130 本・・・昭和 62 年 

○主な施設 

  散策路（約 160m）・・・・・・・・ 平成 3 年及び平成 4 年 

○その他自治体の整備 

  湖畔の里つきがせ（物販施設）・・・ 平成 10 年 

 

3) 利用状況 

当地区は国の文化財に指定されている月ヶ瀬梅林内に位置し、シーズン中には近隣の

月ヶ瀬梅林、月ヶ瀬温泉等と合わせて年間約 51 万人の観光客が訪れている。 

また、貯水池内への進入路があり、釣り客に利用されている。 

当地区内には物販施設もあり、多くの人が立ち寄っている。 
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（5）ダム周辺環境整備状況（C 地区：レクリェｰションゾーン） 

C 地区のダム周辺環境整備状況を図 7.5.1-7 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.1-7 ダム周辺環境整備状況図（C 地区） 

1) 整備方針 

主として周辺住民の野外活動ゾーンとして位置付けられ、子供から老人まで多くの人

が多目的なレクリエーションを楽しむことができるような施設が整備されている。 

 

2) 整備状況 

○植栽 

    山     桜   50 本・・・ 平成 5 年 

    ソメイヨシノ 91 本・・・ 平成 7 年 

    サツキツツジ 30 本・・・ 平成 7 年 

    マメツゲ   20 本・・・ 平成 7 年 

    サザンカ    9 本・・・ 平成 7 年 

○主な施設 

    ゲートボール場   5 面    ・・・ 平成 6 年 

    テニスコート    2 面    ・・・ 平成 6 年 

    グランドゴルフ   9 ホール ・・・ 平成 7 年 

    児童公園       1 ヶ所   ・・・ 平成 5 年から平成 7 年 

    簡易便所       1 ヶ所   ・・・ 平成 5 年   

 

3) 利用状況 

当地区にあるゲートボール場では、地元住民が主催する多くの大会が開催されており、

年間約 1,200 人が利用している。また、その他の施設（グランドゴルフ場、児童公園、

テニスコート）も地元住民を中心に、年間約 1,500 人の人が利用している。 
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（6）ダム周辺環境整備状況（Ｄ地区：遺跡散策ゾーン） 

D 地区のダム周辺環境整備状況を図 7.5.1-8 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.1-8 ダム周辺環境整備状況図（D 地区） 

 

1) 整備方針 

当地区は大川遺跡が埋蔵されているところであり、この貴重な歴史的財産を保護する

とともに、充分に活用するために、竪穴式住居の復元などの整備が行われた。 

また、整備地区の対岸には露出した岩肌には磨崖仏があるため、祈りの場を考慮した

計画とした。 

 

2) 整備状況 

○植栽 

   サクラ(種不明) 253 本・・・平成 6 年、平成 7 年 

○主な施設 

    散策路 約 660m   ・・・昭和 63 年 

    渡し場 1 式        ・・・昭和 63 年 

○その他自治体による整備 

    大川カントリーパーク・・・平成 15 年（事業主体：山添村） 

 

3) 利用状況 

当地区は、名張川河岸で瓦器や住居址が発掘され、縄文時代の大川遺跡があり、これ

らを巡る散策路が利用されている。 

また、隣接する「カントリーパーク大川（事業主体：山添村）」が平成 16 年 4 月にオ

ープンし、これまで、多くの人がバーベキュー、魚釣り等を目的に訪れている。 
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7.5.2 ダム周辺施設の利用状況 

高山ダム近傍の「月ヶ瀬温泉」の年間利用者数の推移を図 7.5.2-1 に示す。 

平成 18 年度から平成 24 年時点までは減少の一途で、平成 16 年の約 38％にまで減少

していたが、平成 25 年のリニューアル後、平成 26 年度以降の 5 年間は約 8 万人前後で

推移している。 
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※平成 25 年 7 月 1 日から平成 26 年 1 月末までは、リニューアル工事のため休館 

出典：『統計なら』（https://www.city.nara.lg.jp/soshiki/7/9175.html）の観光データ 

図 7.5.2-1 「月ヶ瀬温泉」の年間利用者数の推移 
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7.5.3 ダム周辺のイベント等の開催状況 

（1）イベント等の実施状況 

平成 27 年から平成 30 年に開催された高山ダム周辺のイベント等の開催状況を表 

7.5.3-1 及び図 7.5.3-1 に示す。 

高山ダムでは、地元漁業協同組合が貯水池内でフナを、ダム上下流の河川ではアユ等

の放流を行っており、夏季を中心に年間を通じて多数の釣り客が訪れる。また、貯水池

中流域に月ヶ瀬梅渓があり、梅の開花時期には観光やハイキングなどで賑わっている。 

貯水池周辺では月ヶ瀬レガッタやマラソン大会等のイベントが開催され、レクリエー

ションの場として利用されている。また、ダムツアーをはじめ、ダム管理施設の見学者

が多数来訪され、ダム施設概要説明や監査廊案内を行っている。 

 

表 7.5.3-1(1) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 27 年） 

開催期間 行事等名 開催場所 主催者 参加人数 行事内容等 

2 月 22 日 高山ダム駅

伝大会 

月ヶ瀬湖周

辺 

高山ダム駅伝事

務局 

約 400 名 小学生の部、中学生の

部、高校生の部、一般の

2 月 15 日 

～ 2 月 31

日 

月ヶ瀬梅渓

梅まつり 

月ヶ瀬梅渓

周辺 

月ヶ瀬観光協会

他 

－ 高山ダム貯水池(月ヶ瀬

湖) 中流部には、約 1 万

本の梅があり、多くの観

光客で賑わう 

5 月 30 日 木 津 川  一

斉清掃 

高山ダム周

辺 

木津川流域クリ

ーン作戦実行委

(機構職員 7 名) 木津川一斉清掃活動 

7 月 19 日 外来魚駆除

活動 

月ヶ瀬湖 木津川漁業協同

組合 

(機構職員 6 名) ブラックバス等外来魚

の駆除 

10 月 17 日 山城地方中

学駅伝大会 

月ヶ瀬湖周

辺 

山城地方中学校

体育連盟山城島

－ 山城地方の中学校によ

る駅伝大会 

11 月 23 日 南山城村 

むら活き生

きまつり 

南山城村 

総合グラン

ド 

南山城村 

むら活き生きま

つり実行委員会

約 4,000 名 祭り時にダム湖巡視体

験、ダム堤内探検を実施

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木津川一斉清掃時の様子 

 

図 7.5.3-1(1) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 27 年） 
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表 7.5.3-1(2) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 28 年） 

開催期間 行事等名 開催場所 主催者 参加人数 行事内容等 

1 月 31 日 高山ダム駅伝 月ヶ瀬湖周辺 南山城村総合型地域ス

ポーツクラブ設立準備

委員会、 

南山城村社会体育振興

約 400 名 駅伝大会（小学生の

部、中学生の部、高校

生の部、一般の部） 

2 月 21 日 月ヶ瀬梅渓早

春マラソン大

会 

月ヶ瀬湖周辺 月ヶ瀬梅渓早春マラソ

ン大会事務局 

約 460 名 マラソン大会 

2 月 21 日

～3 月 31

日 

月ヶ瀬梅渓梅

まつり 

月ヶ瀬梅渓周

辺 

月ヶ瀬観光協会 - 高山ダム貯水池（月ヶ

瀬湖）中流部には、約

1 万本の梅があり、多

くの観光客で賑わう 

5 月 28 日 木津川一斉清

掃 

高山ダム貯水

池周辺も含め

た木津川 

木津川漁業協同組合、 

木津川を美しくする会、

木津川管内河川レンジ

ャー 

（機構職員 8

名） 

木津川一斉清掃 

6 月 19 日 月ヶ瀬レガッ

タ 

月ヶ瀬湖 奈良市、奈良市教育委員

会、奈良市体育協会 

24 チーム出場 ナックルフォア（1 チ

ーム 5 名）（少年男子

の部（中・高生）、少

年女子の部（中・高

生）、一般男子の部、

一般女子の部） 

7 月 17 日 外来魚駆除活

動 

月ヶ瀬湖 木津川漁業協同組合 25 名（うち機

構職員 7 名）

ブラックバス等の外

来魚駆除 

10 月 15 日 山城地方中学

校駅伝競走大

会 

月ヶ瀬湖周辺 山城地方中学校体育連

盟、 

山城・乙訓地方各市町

（広域連合）教育委員会

約 1200 名（44

校が参加） 

山城地方の中学校に

よる駅伝大会 

10 月 16 日 高山ダム釣り

大会 

月ヶ瀬湖 ＮＰＯ法人ＥＮＪＩＮ 44 名 釣り大会 

11 月 23 日 南山城村活き

生きまつり 

南山城村総合

グラウンド 

南山城村むら活き生き

まつり実行委員会 

約 4000 名 まつり開催時に、ダム

堤体内の見学、ダム貯

水池巡視体験を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木津川一斉清掃時の様子 

図 7.5.3-1(2) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 28 年） 
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表 7.5.3-1(3) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 29 年） 

開催期間 行事等名 開催場所 主催者 参加人数 行事内容等 

5 月 27 日 

 

木津川一斉清

掃 

木津川流域、

高山ダム 

木津川管内河川レン

ジャー他 

- 木津川河川敷、堤防内

清掃活動 

6 月 18 日 レガッタ競技

会 

高山ダム湖 奈良市市民活動部ス

ポーツ振興課 

12 湖面の利活用、奈良県

市民体育大会レガッタ

（ボート）競技会 

7 月 19 日 

8 月 27 日 

ダム湖内外来

種駆除 

高山ダム湖 木津川漁業協同組合 1 回目；12 

2 回目：11 

湖面の利活用、外来種

駆除を目的とした釣り

大会 

11 月 23 日 むら活き生き

まつり 

南山城村総

合グラウン

ド 

南山城村 - 特産品販売、ダムの施

設見学や湖面巡回体験

の実施 

 

 

木津川一斉清掃時の様子 

  

レガッタ競技会 

 

図 7.5.3-1(3) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 29 年） 
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表 7.5.3-1(4) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 30 年） 

開催期間 行事等名 開催場所 主催者 参加人数 行事内容等 

1 月 26 日 

8 月 31 日 

9 月 8、9 日 

ダム見学ツアー 高山ダム 奈良市観光協会

京 都 京 阪 バ ス

(株) 

約 120 名 高山ダムカード、ダム

カレー、観光放流等見

学 

2 月 11 日 木津川一斉清掃 木津川流域、

高山ダム 

木津川管内河川

レンジャー他 

- 木津川河川敷、堤防内

清掃活動 

2 月 18 日 月ヶ瀬梅渓早春

マラソン大会 

木津川流域、

高山ダム 

月ヶ瀬地域振興

協会 

- ダム湖岸を利用したマ

ラソン大会 

5 月 26 日 

 

木津川一斉清掃 木津川流域、

高山ダム 

木津川管内河川

レンジャー他 

- 木津川河川敷、堤防敷

清掃活動 

6 月 17 日 レガッタ競技会 高山ダム湖 奈良市市民活動

部スポーツ振興

課

約 100 名 湖面の利活用、レガッ

タ（ボート）競技会 

7 月 2 日 ダム湖内外来種

駆除 

高山ダム湖 木津川漁業協同

組合 

- 湖面の利活用、外来種

駆除を目的とした釣り

大会

10 月 20 日 山城地方中学校

総合体育大会駅

伝競走の部 

高山ダム 

管理用道路及

び周辺道路 

山城地方中学校

体育連盟 

約 1,200 名 ダム湖岸を利用した駅

伝大会 

10 月 26 日 平成 30 年 MINI 

BUDDY 

HALLOWEEN 

PARTY 

高山ダム 

駐車場 

MINI BUDDY 実行

委員会 

約 150 名 特産品販売、ダムの施

設見学や湖面巡回体験

の実施 

11 月 23 日 むら活き生きま

つり 

南山城村総合

グラウンド 

南山城村 - 特産品販売、ダムの施

設見学や湖面巡回体験

12 月 2 日 バス釣り大会 高山ダム湖 プロショップか

つき 

約 40 名 湖面を利用したバス釣

り大会 
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      木津川一斉清掃          むら活き生きまつり 

 

     

      ダム見学ツアー          MINI BUDDY HALLOWEEN PARTY 

 

図 7.5.3-1(4) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（平成 30 年） 
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表 7.5.3-1(5) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（令和元年） 

開催期間 行事等名 開催場所 主催者 参加人数 行事内容等 

2 月 3 日 
南山城村高山

ダム駅伝大会

高山ダム 

管理用道路及

び周辺道路 

南山城村 

お茶っぴクラブ 
約 800 名 

ダム湖岸等を利用し

た駅伝大会 

2 月 23 日 
木津川一斉清

掃 

木津川流域、

高山ダム 

木津川管内河川レ

ンジャー他 
- 

木津川河川敷、堤防敷

清掃活動 

5 月 25 日 

2 月 16 日 

木津川一斉清

掃 

木津川流域、

高山ダム 

木津川管内 

河川レンジャー他
- 

木津川河川敷、堤防敷

清掃活動 

6 月 16 日 
レガッタ競技

会 
高山ダム湖 

奈良市市民活動部

スポーツ振興課 
約 100 名 

湖面の利活用、レガッ

タ（ボート）競技会 

7 月 24 日、

31 日 

8 月 7 日、

20 日 

やましろ未来

っ子サイエン

スラリー 

京都府山城地

域および高山

ダム 

京都府山城教育局 約 30 名 
ダムの施設見学を実

施 

7 月 15 日 
ダム湖内 

外来種駆除 
高山ダム湖 

木津川漁業協同組

合 
- 

湖面の利活用、外来種

駆除を目的とした釣

り大会 

9 月 21 日 

京都きづ川 

アクティビテ

ィ フ ェ ス タ

2019 

木津川流域 

高山ダム 

相楽東部「ひと・

企業」誘致促進協

議会       

約 20 名 ダム堤内探検ツアー 

10 月 19 日 

山城地方中学

校 

総合体育大会

駅伝競走の部

高山ダム 

管理用道路 

及び周辺道路

山城地方中学校 

体育連盟 
約 1,500 名

ダム湖岸を利用した

駅伝大会 

10 月 26 日 
水源地周辺 

一斉清掃 

高山ダム 

管理用道路 

及び周辺道路

高山ダム 

水源地域ビジョン
約 50 名 

ダム湖周辺の清掃活

動 

10 月 27 日 

MINI BUDDY 

HALLOWEEN 

PARTY 

2019 

高山ダム 

駐車場 

MINI BUDDY 

実行委員会 
約 40 名 

特産品販売、ダムの施

設見学を実施 

11 月 23 日 
むら活き生き

まつり 

南山城村総合

グラウンド 
南山城村 - 

特産品販売、ダムの施

設見学や湖面巡回体

験の実施 
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木津川一斉清掃           MINI BUDDY HALLOWEEN PARTY 

 

  

むら活き生きまつり 

 

図 7.5.3-1(5) 高山ダム周辺のイベント等の開催状況（令和元年） 
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（2）ダムカードの配布 

高山ダムのダムカード配布状況を図 7.5.3-2 に示す。 

イベント参加者やダム来訪者にダムカードを配布し、ダムへの関心や興味を持っても

らう取り組みも行っている。 

平成 19 年度のダムカード配布開始以降、年間配布枚数は増加傾向にあり、直近の令和

元年度の配布数は 4,884 枚に達した。ダムカード配布状況からも、高山ダムへの関心が

高くなっていることが伺える。 

なお、令和元年 11 月 23 日～令和 2 年 3 月 31 日の間、管理開始 50 周年記念ダムカー

ドを配布することとしていた。新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点より、令和 2

年 2 月 27 日より配布を中止していたが、令和 2 年 11 月 1 日から再開し、令和 3 年 3 月

31 日まで配布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.3-2 ダムカード配布状況(平成 19 年度から令和元年度) 
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また、ダムカードの配布については、木津川ダム総合管理所で全国共通のダムカード

以外に「手作りダムカード」という独自のものを作成、配布した。これは、過去の水源

地ビジョン会議において提案され実行されてきたもので、令和元年 5 月 31 日まで配布を

実施していた。 

 

 

 

図 7.5.3-3 手作りダムカード（2 巡目） 
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（3）その他の取り組み 

①ダムカレー 

高山ダムカレーを図 7.5.3-4 に示す。 

高山ダム周辺にある「梅の郷月ヶ瀬温泉 お食事処梅こころ」では、平成 29 年より「高

山ダムカレー」を販売している。 

また、(一社)京都山城地域振興社「お茶の京都 DMO」が監修し、京都京阪バス（株）

が「天ヶ瀬ダム・高山ダム」ツアーを企画実施するに当りツアー参加者のみに提供され

る特別メニューとして「高山ダムカレー」が提供された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高山ダムカレー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高山ダムカレー（特別メニュー）＞ 

 

図 7.5.3-4 高山ダムカレー 
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そのほか、木津川ダム総合管理所の 5 ダムに川上ダムを加えた 6 ダムのダムカレーに

ついても PR 活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②絵葉書、風景印 

木津川ダム総合管理所の 5 ダムでは、絵葉書と風景印が作成されている。 

高山ダムでは、「南山城村自然の家」でダム堤体が写る絵葉書が入手でき、高山郵便局

で風景印（消印）を押してもらえる。 
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7.5.4 ダム周辺利用の評価 

高山ダムは、ダム周辺施設やダム湖が地域のイベント会場として利用されることが多

く、地域に対し、レクリエーション活動や交流の場を提供している。また、高山ダムで

は、イベントでのダム見学会の開催やイベントへの協力のほか、外来種駆除などの水源

地域の環境保全を積極的に行うなど、地域社会に向けた活動に積極的に取り組んでいる。 

ダム管理者である水資源機構は、地域活性化や啓発等に資するため、ダムや周辺施設

を利用したイベントや活動等の開催支援を積極的、継続的に実施していく役割を担って

いる。今後も地域活動の支援や連携を行い、更なる地域とのパートナーシップ構築を図

っていくことも重要である。 
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7.6 河川水辺の国勢調査(ダム湖利用実態調査)結果 

7.6.1 ダム湖利用実態調査 

河川水辺の国勢調査(ダム湖利用実態調査)による利用状況経年変化を図 7.6.1-1 に

示す。 

ダム湖利用実態調査から年間利用者数を推計すると、平成 31 年度における高山ダム来

訪者数は、13 万 6 千人程度であった。利用形態は「野外活動」が も多く、次いで「ス

ポーツ」、「施設利用」の順に割合が多かった。 

なお、平成 26 年の年間利用者数の減は、ダム近傍施設である「グリーンパル南山城（京

都府立南山城少年自然の家）」が、調査期間中、運営していなかったことによる影響が大

きいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典： 

「平成 31 年度河川水辺の国勢調査結果[ダム湖版](ダム湖利用実態調査編)｣(令和 2 年 3 月,国土交通省

河川局河川環境課) 

 

図 7.6.1-1 河川水辺の国勢調査(ダム湖利用実態調査)による利用状況経年変化 

【参考】 

年間利用者数の全国順位

 

 H3 ：22位/ 75ダム中

 H6 ：52位/ 81ダム中

 H9 ：16位/ 82ダム中

 H12：13位/ 91ダム中

 H15：29位/ 98ダム中

 H18：33位/102ダム中

 H21：10位/106ダム中

H26：39位/114ダム中
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図 7.6.1-2 高山ダム周辺の利用形態別利用者数の状況 

 

※1 平成9年度のスポーツ利用者数が多いが、夏季調査日が「月ヶ瀬オフロードラン」と重なったためと考えられる。 

※2 平成21年度の施設利用者が多いが、調査日に｢グリーンパル南山城(南山城少年自然の家)｣の利用者が多かったためと考えられる。 

※3 平成3年度は、「野外活動」「施設利用」は、「その他」として集計されている。 
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【参考：ダム湖利用委実態調査の調査方法及び年間利用者数の推計方法】 

 

1.調査項目・調査時期 

表-(1) 調査項目、目的および作成する様式 

調査項目 目  的 調査実施日等 

利用者カウント調査 

年間利用者数の推計に用いる基礎データ（サンプ

ル日における利用者数）の収集。 

あらかじめ設定した「ブロック区分※1」毎に調

査を行った。 

表-(2)に示す調査実施日

（合計7日間）において実

施。 
利用者アンケート 

調査 

ダム湖の利用目的、感想等の把握および年間利用

者数の推計にあたっての基礎データの収集。 

イベント調査 
ダム湖における利用者数の影響要因である各種

イベントの開催状況および参加人数の把握。 

調査実施年の3月1日から

翌年2月28日までの1年間

における状況を聞き取り

調査等により実施。 

施設利用者数調査 

(H18,21のみ実施) 
ダム湖周辺にある施設での日別利用者数の把握 

調査実施年の3月1日から

翌年2月28日までの1年間

において実施。 

※1 ブロック区分：利用者カウント調査において利用者数の集計を行う地理的単位。基本的には、調査対象区域内

の利用環境を踏まえ、調査対象区域を複数のエリアに分割する。 

 

 

表-(2) 調査実施日一覧 

番
号 

季節区分 平日休日区分 各年の調査実施日等 備 考 

平成26年度まで 平成31年度 

1 

春 季 
休 日 

4月29日(祝日) 昭和の日 ただし、参加

人数100人以

上のイベント

、悪天候、施

設の休館日と

重なったとき

は、適宜直近

の日で設定 

2 5月5日(祝日) こどもの日 

3 平 日 5月中旬の平日 5月の第3月曜日 

4 
夏 季 

休 日 7月 終日曜日 7月の 終日曜日 

5 平 日 8月上旬の平日 7月の 終日曜日の翌日 

6 秋 季 休 日 11月3日（祝日） 文化の日 

7 冬 季 休 日 1月上旬の休日 成人の日 

 

2.調査方法 

(1) 利用者カウント調査 

・調査区域内の利用者数を現地で実測する方法である。 

・利用者数は、設定したブロック毎に、時間帯別、性別、年齢別、利用区分別に人数をカウント。 

・原則として、日の出から日没までの間に2時間毎で実施する。 

・各調査時刻における観測値の合計を一日の利用者数とみなす。 

 

 

 

 

図-(1) 利用者カウント調査の実施間隔の考え方 

 

(2) 利用者アンケート調査 

本調査は、利用者に対して直接質問し、回答を得ることにより実施。調査実施日は、利用者カ

ウント調査実施日(7日間)とする。必要なアンケート対象者数( 少サンプル数)は、各調査実施日

において20人以上を目標とした。 

6 8 10 18 時 16 1412

カウント調査 
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(3) イベント調査 

本調査は、ダム管理者や施設の運営主体等から、調査区域内において開催されたイベントにつ

いて、聞き取りを行うことにより調査を実施した。 

表-(3) 対象とするイベントの考え方 

対象とするイベント等 

期   間 当該年3月から翌年2月の1年間において開催されたイベント等とした。 

時 間 帯 対象とする時間帯は特に制限しない。 

規   模 参加人数が概ね100人以上となるイベント等とした。 

種 類 等 対象とするイベント等の種類や実施・運営主体等は特に制限しない。 

 

 

3.年間利用者数の推計方法 

各季節別に実施した合計7回の調査(カウント)結果とイベント調査結果をもとに、ダム毎に1年間

のダム湖利用者数の推計を行った。 

年間の利用者数の推計に当たっては、季節、休日と平日の違いを考慮し、各季節の休日、土曜日

、平日の利用者数(実測値を基本とする)を原単位とし、それに各季節の休日・土曜日・平日の日数

を乗じた推計値にイベント調査結果を加えることにより、年間利用者数の推計を行った。 

また、天候による補正のために、季節毎に曜日区分ごとの晴れ・雨日数を宇奈月ダムの 寄りの

気象台の記録から求めた。調査実施日の利用者数（実測値）は天候係数を乗じて、調査実施日の曜

日の晴れの日の利用者数を求めた。天候係数は観測日が晴天の場合は1、雨天の場合は晴係数1.940

とした。 

各季節の土曜日及び秋季と冬季の平日については調査を実施しないため、各季の実測値に曜日係

数を乗ずることにより、1日あたりの利用者数を求めた。 

なお、曜日係数は「土曜日＝0.41×休日」、「平日＝0.22×休日」とした。 

各曜日の晴れの日の利用者数に雨係数0.515を乗じて、雨の日の利用者数を求めた。 

各季節、各曜日の晴れ、雨の日の利用者数に 寄りの気象台の記録で求めた晴れ・雨日数を乗じ

て、季節ごとの曜日別利用者数を求めた。これらを合計して、季節別利用者数、並びに年間利用者

数を算出した。 
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7.6.2 利用者の特性 

ダム湖利用実態調査時に行った利用者アンケート調査の結果から、高山ダム利用者の

特性を整理した。 

アンケートの回答者数は、以下のとおりである。 

平成 18 年度：111 人 

平成 21 年度：100 人 

平成 26 年度：116 人 

平成 31 年度：182 人 

 

（1）利用者の年齢層 

利用者の年齢層を図 7.6.2-1 に示す。 

利用者層は、平成 26 年度までは 30 代から 60 代までの年齢層が概ね同率の割合で占め

ていたが、平成 31 年度は 60 代の割合が減少し、30 代から 50 代までの利用者が大半を

占めた。 
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図 7.6.2-1 利用者の年齢層の変化 

利用者の年齢層 
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（2）利用者の居住地等 

利用者の居住地（都道府県別）を図 7.6.2-2 に示す。 

来訪者の居住地は大阪府が多く、大阪府、京都府、奈良県で約 8 割を占めている。ま

た、関西圏（大阪府、京都府、奈良県、滋賀県など）、中京圏（愛知県、岐阜県、三重県

など）で約 95%を占めている。 

 

 

 

39%

34%

29%

37%

25%

25%

25%

23%

20%

16%

28%

22%

7%

14%

14%

14%

3%

3%

3%

H31

H26

H21

H18

大阪府 奈良県 京都府 三重県 滋賀県 愛知県 岐阜県 兵庫県 その他

n=111

n=100

n=116

n=182

 

図 7.6.2-2 利用者の居住地（都道府県別） 

 

利用者の居住地（都道府県別） 
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利用者の来訪経験を図 7.6.2-3 に示す。 

高山ダムを訪れた利用者のうち、71%～85%をリピーターが占めている。平成 31 年度は、

初めて高山ダムに訪れた利用者が過年度の調査から も多く、全体の約 3 割を占めた。 
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19%

H31
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過去に訪れたことがある 初めて
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図 7.6.2-3 利用者の来訪経験 

来訪経験 
～高山ダムには初めて来ましたか～ 
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（3）同伴者 

利用者の同伴者を図 7.6.2-4 に示す。 

平成 31 年度は家族連れで訪れる利用者が も多く、全体の約半分を占めた。 

 

 

 

34%

45%

27%

47%

27%

26%

23%

25%

34%

2%

34%

13%

H31

H26

H21

H18

単独 家族 友人等 その他(団体ツアー等)

 
図 7.6.2-4 利用者の同伴者 

 

同伴者 
～誰と来ましたか～ 

調査データなし 
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（4）来訪目的 

利用者の高山ダムへの来訪目的を図 7.6.2-5 に示す。 

平成 31 年度における利用者の来訪目的は、キャンプを目的とした利用者が も多く、

次いでトイレ・休憩、バーベキュー、ダム見学、ダムカード収集となっている。 

 

 

 

 

 

キャンプ

22%

トイレ・休息

17%

バーベキュー

13%

ダム見学

11%

ダムカード収

集

9%

釣り

6%

写真・写生

2%

サイクリング

2%

レストラン・売

店

1%
その他

17%

 
 

＜参考：平成 21 年度・平成 26 年度：利用者来訪目的＞ 

平成 31 年度マニュアル改定により、平成 26 年度調査以前は平成 31 年度調査と来訪目的のアンケート項目

が異なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.6.2-5 利用者の高山ダムへの来訪目的 

高山ダムを訪れた目的（複数回答） 
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（5）利用者の感想 

利用者の感想を図 7.6.2-6 に、利用者からの意見や要望を表 7.6.2-1 にそれぞれ示す。 

平成 31 年度における高山ダムを利用した人の感想は、「満足」「まあ満足」が 87%を占

めており、平成 26 年度以前に比べて「満足」と回答した利用者の割合が増加している。

一方、「やや不満」「不満」と回答した人は 2%程度であり、道路やゴミへの不満、施設（設

備）に対する不満がみられた。また、釣りに関する感想が多いのは、高山ダムの特徴と

言える。 
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図 7.6.2-6 利用者の感想 

 

表 7.6.2-1 利用者からの意見・要望 

 H21 H26 H31 

施設・道路に関

する内容 

・環境は良いが道が狭い。 ・道が悪い。 道路が悪い（路面が悪い）。 

・ゴミが多い。 ・案内が不十分。 ゴミを持ち帰らない者がいる。 

・設備が悪い。 ・お店に魅力がない。   

・車がスピードをだして危ない。     

・雨が降ると、屋根のある場所が

少ないから。 

    

釣りに関する内

容 

・釣り用の昇降箇所が少なすぎ

る。 

・利用しづらい。(釣り客) ・湖岸からは釣りがしにくい。 

・釣り人のマナーが悪い。 

水質に関する

内容 

  ・川が汚い。石にぬめりがある。 

  ・ダム湖の水質が悪い。   

  ・ダムにより川の環境が変化して

いる。 

  

 

 

高山ダムを利用した感想 
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7.6.3 ダム湖利用の評価 

高山ダム及びダム貯水池周辺には、月ヶ瀬梅渓やキャンプ場等が整備されており、高

山ダム周辺への観光客が多い。 

また、釣り客にも人気の場所となっており、釣り利用が多いことも高山ダムの特徴で

ある。 

交通の便がよく、大阪を中心とした関西圏の利用が多く、交通の便も良いことから幅

広い年代が訪れている。 

利用者の満足度は高く、リピーターも多いことから、ダム周辺整備等の効果が表れて

いるものと考えられる。しかし利用者からは、設備などに対する不満の声もあり、より

利用者に配慮した施設の維持管理を行いつつ、修繕、老朽化対策などについて、今後検

討していく必要性も考えられる。 
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7.7 まとめ 

高山ダムは、昭和 44 年に管理を開始し、令和元年度で管理開始 50 年を迎え、施設見学

やイベント等を通じて、ダムの認知度や施設利用頻度も高まっていると考えられ、前項ま

での内容や国勢調査結果を踏まえ、以下のように評価する。 

 

＜まとめ＞ 

・高山ダム周辺には、伊賀上野（伊賀地域）、柳生の里（奈良地域）等の観光地が多く、

また、奈良県立月ヶ瀬・神野山自然公園に指定されているなど風光明媚な地域であり、

散策、ハイキング、サイクリング等、多数の観光客が訪れている。 

・高山ダムでは、地元小学校や地域住民及び関係機関等に対して見学の受け入れを積極

的に行っており、小学生や一般者のダム及び環境の学習の場としても確実に定着して

いる。 

・高山ダムは、「レガッタ競技会」、「駅伝・マラソン大会」「むら活き生きまつり」等の、

地域イベントの場として活用されている。また、イベントへの協力の他、外来魚駆除

等の水源地域の環境保全を積極的に行い、地域社会に向けた活動にも取り組んでいる。 

・高山ダム単独のみならず、木津川 5 ダム共同で広報活動を行い、木津川ダム群やその

周辺の魅力等の情報発信もしている。 

・ダム湖利用実態調査から年間利用者数を推計すると、令和元年度の年間利用者は約 13

万 6 千人で、平成 26 年からは増加しており、野外活動やスポーツを中心として幅広い

年代に利用されており、利用者の満足度は高いものとなっている。 

 

＜今後の方針＞ 

・今後も水源地域の人口等の概要、観光施設等の水源地動態を引き続き把握していくと

ともに、イベント等の機会をとらえて地域におけるダムの役割等についての広報・Ｐ

Ｒを継続して実施していく。 

・ダム湖周辺施設を活かした活動、イベント等に積極的に取り組むとともに、水源地域

ビジョンの基本方針に基づき、今後も引き続き関係自治体・地元・NPO などとともに

活動を推進していく。 
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7.8 文献リスト 

高山ダムの水源地域動態に係る評価のため、以下の資料を収集整理した。 

 

 

表 7.8-1 「7.水源地域動態」に使用した文献・資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者 発行年月日 備考 

7-1 高山ダム工事誌 高山ダム建設所 昭和 44 年 4 月  

7-2 南山城村：京都府統計データ    

7-3 月ヶ瀬村：奈良県環境客動態調査報告書    

7-4 上野市：伊賀市統計データ提供資料    

7-5 固定資産の価格等の概要調書 総務省   

7-6 平成 27 年度高山ダム定期報告書 
木津川ダム総合管

理所 
平成 28 年 3 月  

7-7 平成 26 年～平成 30 年 高山ダム年次報告書 
木津川ダム総合管

理所 
  

7-8 
・『統計なら平成 26 年版』 

・伊賀市提供の観光データ 

奈良県 

三重県伊賀市 
  

7-9 河川水辺の国勢調査ダム湖利用実態調査報告書 

木津川ダム総合管

理所 

高山ダム管理所 

令和 2 年 3 月 
 

 

表 7.8-2 「7.水源地域動態」に使用したデータ 

No. データ名 発行者 発行年月日 備考 

7-10 

総務省統計局ホームページ 

(https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/) 

平成 27 年国勢調査(人口・世帯数・産業別就業者数)

総務省統計局   

7-11 国土数値情報ダウンロードサービス 国土交通省   

7-12 高山ダム管理所ホームページ 

木津川ダム総合管

理所 

高山ダム管理所 

  

7-13 高山ダム見学者数 
木津川ダム総合管

理所 

平成 27 年 

～令和元年 
 

 

 

 


